る @X1turbo-X1 シ リー ズ g ビ デオ テレ ビン 英 理 人 = 
生コン ピュ ー タ グラ フィ ックス の 世界 pam ж 

る @ コ ンピュータ ミュ ー ジ ッ ク の 世界 神谷 重 徳 ке 

@ パ ソコ ンコ ミュ ニケ ーション 重 マ シン 語 活用 の 手引 大 月 諏 ж 


m] 2 


АУ farta AX / シ リー ズ W 


パソ コン テレ ビ X 1 turbo = X 4 シリーズ 
8, 高度 お な プラ フィ ッ フ ス や スー パー イン ボ 
ー ズ , テレ ビ の 番組 予約 , 強力 な 日 本 語 処理 
機能 な ど , まさ に ニュ ユー メデ ィ ア 時 代 に ふさ 
わし い 抜 群 の 機能 性 を 発揮 する 究極 の 8 ビッ 
トマ シン で す 。 

市 販 ソ フト も 各種 の 周辺 機器 も 豊富 に 揃い , 
まっ だ く の 初 旋 者 か な あら ベテラン まで , ビジ ネ 
А, ゲー ム , ビデ オ 編 集 , 音楽 , デザ イン , 
ホビ ー と , 目的 に 応じ て 多彩 な 楽し み 亡 が で 
きま す 。 

パソ コン の 使い 方 は , 市 販 の ソフ トウ エア 
パッ ケー ジ を 利用 し よう と する 人 か ら , 自分 
で プロ グラ ム を 組 も うと いう 人 , 5501186 
種 の 周辺 機器 を 接続 し て 使 お うと いう 人 まで , 
各 人 各 様 で ある と 思い ます 。 本 書 は , その よ 
うな すべ て の 方 だ ち を 対象 に , X 1 turbo ・ 
X 1 シリー ズ を 100 史 活用 し て いた だ こく だめ , 
ハー ド , ソフ ト の 情報 や , プラ フィ ックス , 
ビデ オ , 音楽 な どの それ ぞ れ の 専門 家 に より 
蓄積 され だ ノウ ハウ な ご を, めい つば ぱい 集め 
だ も の で す 。 

本 書 を 熟読 し て , 優れ だ 機能 を 持つ X 1 
turbo・X 1 シリ ー ズ の パソ コン を 存 分 に 活 
用 し て くだ さい 。 


ХІ turDO・X 1 シリ ー ズ & 
テレ ビ ・ ビ デオ の 映像 効果 


O 〇 時刻 スー パー P.43 


〇 スク フィ ズ Р. 45 


O 日 付 & 時 刻 スー パー 
P.43 


3D シ ャ ドウ P.49@ 


Өту: Р.48 


SUMMER BEACH 


X1 turbo・X1 シ リー ズ 
グラ フィ ッ ク ワ ー ル ド 


あな だ も 今 大 流行 の コン ピュ ー タ グラ フィ ッ ク 
ス に 挑戦 し て み ま し よう 。 

X1 tuUFDO・X1 シ リー ズ の 優れ た ブラ フィ ッ ク 
機能 を 使え ば , 美しい 幾何 学 的 な 模様 や 大 好き な 
タレ ント の 似顔絵 , 面白 い ア ニメーション な ご が 


9 Жаа すぐ に 楽し め ま す よ 。 本 文 に は 簡単 に コン ピュ ユー 
絵 を 動か す (P74) 76% タグ ラフ ィ ッ フス が 楽し め る プロ グラム が だ くさ 


ん 載 つ て いま す 。 


の の はり 2 
(P.76) 


〇 ピク フチ ャ ヤー ツー ル 
作品 例 3 (P.76) 


ШЕЛ O =i (デー ツ 文 に よる ブラ フィ ッ 
1 2 ИА 


カラ ー イ ンク ジェ ッ ト プ 
リン IO-700 の 出力 例 


(P.88) О 
£“ 
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1 АУ farta A / シ リー ズ の 紹介 ーー 9 
V | を 基調 と する X 1 turbo: X ]122U—Z— — AO 


人 @X1tUFDO・X1 シ リー ズ は VI を 実現 する 
便 強 力 な BASIC で ビジ ネス ユー ス に も 
@X 1 シリ ー ズ の 登場 ӨХ 1 turbo シ リー ズ の 特長 


X1 ala carte "NEW BASIC 28 / —— 8 
X 1 turbo : X 1 シリ ー ズ に 新 製品 ———— —“ 
Х 1 ala carte 15 
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@ ユー ザー 辞書 を 作ろ う る @ ユ ー ザ ー 辞 書 で どん な こと が で きる ? 
Ө 住所 録 を 作ろ う @ 英 単語 帳 を 作ろ う 


人 @ 個人 情報 ファ イル を 作ろ う る 俳句 辞書 を 作ろ う 
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X 1 turbo : X 1 シリ ー ズ の コン ピュ ー タ グラ フィ ックス の 世界 ヘーー60 
る @ は じ め に 
@ X 1turbo・X 1 シリ ー ズ の グラ フィ ッ ン 用 画面 

テキ スト 画面 を 使っ て アニ メー ショ ン に 挑戦 ---------64 
@ RAMCG を 使う る キャ ヤラ クダ を 動か す 

グラ フィ ッ ク 画 面 を 使っ て CG に 挑戦 ーー  --------- 69 
Ф DATA 文 で CG を 作成 
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@GCET@, PUT@ で 絵 を 動か す 
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る @ ジョ イス テッ ク る マウ ス 
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人 4. コン ヒュ ー タ ミュ ー ジ ッ ク の 世界 一 * 


X 1 turbO・X 1 シリ ー ズ の PSG の 活用 一 一 ーーーーーーーー- 92 
@ X1 に 音楽 機能 を 持 だ な せる PSG 
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Ф 市 販 ソ フト で PSG ミ ユー ジッ ク を 楽し も う 

Ф エン ツテ ィ ナ ー@ TRIPHONY 

Ф スー パー・ オ デ ッ セ イ @ DONCHAKA リ ズム 

@ サウ ンド ウィ ッ チ ・ マ ン @ PSG の サウ ンド ・ メ イク アッ プ 
X1turbo・X 1 シリ ー ズ に よる シン セ サ イ ザー の コン トロ ー ル ーーー115 

@ コンピ ユー マタ に よる 演奏 情報 管理 の 動向 

@「CMU 一 8OO」 と 「 CM 一 X1」 

ӨГМРІ//-401-<”МНС-Х12 


りり. パソ コン で OA を ы 


日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ <《 即 戦力 〉 
リレー ショ ナル デー タベース ビジ レス 


6. パソ コン コミ ュ ニ ケー ショ ン 
RS- 8532C 利 用 の コミ ュ ニ ケー ショ ン 
る バ ソ コン コミ ュ ニ ケー ショ ン @RS-232C 利 用 の コミ ュ ニ ケー ショ ン 
X1turbo で コミ ュ ニ ケー ショ ン 
る X1 turbo の 通信 モー ド 指 定 @X1 turbo の プロ グラ ム 転 送 方 法 
音響 カプ ラ を 用 いた デー タ 通 信 
コミ ュ ニ ケー ショ ンプ ログ ラム 
@ 通信 用 デー タ を 作る ツー ル る @ コ ミュニケーション に チャ レン ジ 
る プロ グラ ミン グ の だ め の 準 備 @ コ ミュ ニケ ーション プロ グラ ム の 構造 
借 テレ ビ 画 面 の 分 割 使用 方 法 る エラ ー と その 処理 に つい て 
埋 コ ミコ ュー ケー コン プロ グラ ムネ ッッ トウ ワー ク に ログ イシ ジィ 


/. マ シン 語 活用 の 手引 き 
マシ ン 語 に つい て 
@ コン ピコ ュー タダ は どう し て 動く の だ ろう ? ゃ る マシ ン 語 と こと ア セン プリ 言語 
@ X1 turbo・X1 シ リー ズ の モニ タダ 利用 法 
Ф BASIC で の マシ ン 語 の 取り 扱い 方法 
パソ コン の 0 に つい て 
る @ オペ レー ティ ング シス テム と は ? 
@ X1 turbo・X1 シ リー ズ て で 使え る OS(CP/M) 
@ アセン プリ 言語 と CP/M る アセ ンプ ラリ スト の 見 方 
言語 人 門 
@ CP/M で 使え る BDS С 
XX1ala carte ビデ オデ ィ ス ク ゲ ー ム 「 サ ンダ ー ス トー ム . 登 場 / 
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VI を 基調 こす る X1turboxX1 


XX1turDO・X1 シ リー ズ は 
VI を 実現 する 


テレ ビ , EFAs ビデ オデ ィ ス ク な どの 映 
像 機器 の 普及 や , 各種 ニュ ー メ ディ ア の 発達 
T, 情報 伝達 の 手段 や 情報 の 質 が 急速 に 多様 
化し て きま し た 。 し か し , それ を 出力 する モ 
- ニタ や スピ ー カ ー は , 省 ス ペー ス と いう 点 か 
5%, 経済 的 な 点 か ら も , 1 系 統 に 統一 で き 
た ほう が 合理 的 で ある と いえ ます 。 ZC C, 
すべ て の 情報 を , 機械 と 人 間 の イン ター フェ 
イス と し て も っ と も 適し た ディ スプ レイ 
(СЕТ, テレ ビ ) を 通し て 得 ち られ る よう に し 
よう , と いう 考え が 生ま れ て きま し た 。 こ れ 
が , VI (Visual Integration, 視覚 の 統合 化 ) 
構想 で あり , X1 turbo・X 1 シリ ー ズ は , с 
れ を 基調 に し て 開発 が 行わ れ て きた の で す 。 

し た が っ て , ХІ turbo・X1 シリ ー ズ で は , 


パー ソナ ル テ ロ ッ パ 


ビデ オマ ル チ 
プロ セッ サ 


| 


キー ボー ド 


テレ ビ , ビデ オ , ビデ オデ ィ ス ク な どの 機器 
を すべ て 接続 する こと が で き , 文字 や 図形 の 重 
ね 合わ せ は も ちろ ん デジ タル テロ ッ パ , ビデ オ 
マル チ プ ロ セ ッ サ に より , ビ デオ の コン トロ ー 
ル ま で , 実に 簡単 に で きる よう に な っ て いま 
す 。 テ レビ 番組 の 予約 な ど は も ちろ ん , た と 
えば , テレ ビ や ビデ オ 映 像 に パソ コン の 強力 
な グラ フィ ッ ク 機 能 を 使っ て 描い た 絵 を スー 
パー イン ポー ズ さ せ た だ た り , パパ ソコ ン の 8 オク 
ター プ 3 和音 の 音楽 や 効果 音 な どの サウ ンド 
E, ば ア オ の 音声 と を る キシ ンダ し た りす る 
こと が で きま す 。 あ る い は また , ビデ オ の 音 
声 と オー ディ オ 装 置か ら の 音声 を ミキ シン グ 
する こと も で きま す 。 こ の よう に , 自由 自在 
に 映像 や 音声 を 加工 する こと が で きる よう に 
な っ た の で す 。 これ ま で , ビデ オ の 字幕 作り 
は , 専門 知識 を も っ て いる 人 か , 専用 の スタ 
ジオ を 使え る 人 し か で き な か っ た の が , シロ 
ウト で も で きる よう に な っ た わけ で す 。 


ビデ オデ ィ ス ク プ レー ヤー 


ーー 


シリ ー ズ 


強力 な BAGIC で 
ビジ ネス ユー ス に も 


も ちろ ん , X1 turbo・X1 シリ ー ズ 自体 の 強 
力 な 機能 も 見 逃す わけ に は いき ませ ん 。 す ぐ 

れ た グラ フィ ッ ク 能 力 に は すでに 定評 が あり 
` ます が , さら に ХІ turbo に は , 上 位 機種 と い 
われ る 16 ビ ッ ト 機 を も 一 部 凌ぐ 強力 な 漢字 
BASIC が 搭載 され て いる か ら で す 。 こ れ に 
よっ て , 各種 メデ ィ ア の 中 心 に 位置 する だ け 
で な く , ビジ ネス ユー ス , ホー ム ユ ー ス と し 
て も いま まで 以上 に その 能力 を 発揮 する も の 
と 思わ れ ま す 。 


X1 シ リー ズ の 登場 

パパ ソコ ン テ レ ビ X1 シリ ー ズ が 世に 出 て か 
ら 2 年 以上 た ち ま し た が , その あい だ に , 一 
貫 し た 設計 思想 に 基づい て , X1, X1Cs, 
X1Ck, XID と 次 々 に 新 機種 が 誕生 し まし た 。 
そし て , Х1 発売 以来 2 年 が た っ て , 新た に 
X1 turbo が 誕生 し た わけ で す 。 こ こ で , 簡単 
に その 足跡 を た どっ て み ま し ょ う 。 
X1 

最初 に 発売 され た X 1 シリ ー ズ の 標準 機 。 
本 機 を ルー ツ と し て , 以後 VI 構想 に 基づく 
X1 シリ ー ズ が 展開 され ます 。 
X1Cs 

将来 の シス テム 化 た 備え て , 拡張 IT /O ポー 
ト が 2 ポー ト 内 蔵 さ れ ま し た 。 
X1Ck 

X1Cs の 能力 は その まま に , 日 本 語 表現 を 
可能 に する 漢字 ROM が 標準 装備 され まし た 。 
X1D 

3 イン チコ ン パ クト フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド 
ライ ブ が 標準 装備 され まし た 。 


XX]turDO シ リー ズ の 特長 


以上 の X1 シリ ー ズ に 続い て , 昭和 59 年 秋 
に 発表 きれ た の が X1 turbo シリ ー ズ で す 。 
この X1 turbo シリ ー ズ に は , Model 10, 
Model 20, Model 30 の 3 つの タイ プ が あり , 
いずれ も 双 1 シリ ー ズ 機能 を 包含 し , トー タ 
ル に 大 幅 に バー ジョ ン ア ッ プ し た も の で す 。 
Model 30, Model 20 で は , 内 蔵 さ れ て ぃ 
る ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 装 置 が それ ぞ れ 2 
Ж, 1 基 で ある , と いう 違い が ある だ け で , 
その 他 の 仕様 は まっ た く 同 じ し で す 。 Model 10 
は ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 装 置 の 代わ り に デ 
ー タ レコ ー ダ が 内 蔵 き れ た も の で 廉価 版 。 容 
量 が 多少 小さ きく ( 拡 張 可 能 ), Model 30, 20 に 
内 蔵 き まれ て いる イン ター フェ イス な ど が 一 部 
オプ ショ ン に な る な ど , 若干 仕様 の 異な る と 
ころ が あり ます が , 基本 的 な 仕様 は 同じ で す 。 
な お , X1 turbó で は X1 シリ ー ズ の ほとん 
どす べ て の ソフ ト が 使え ます 。 XX1 turbo は 上 
位 機種 で す が , 完全 に X1 1 シリ ー ズ と コン フ パ 
チ で す 。 で は , X1 turbo の お も な 特長 を Model 
30, Model 20 を 中 心 に 拾っ て み ま し ょ う 。 


フリ ー エ リア は 最大 約 80K バイ ト , RAM は 
172K バイ ト , ВОМ は 168K バイ ト が 標準 装 
備 さ れ ま し た (Model30, 20)。 


デジ タル テロ ッ パ が 内 蔵 さ れ た の で , ビデ 
オ を 接続 する だ け で , コン ピュ ー タ 画像 や ス 
ー パ パー インポ ー ズ 画像 を その まま ビデ オ に 録 
画す る こと が で きる よう に な り ま し た 。 新 方 
式 の SSS ( モ パ レー ト ・ サ ブ キ ャ リ ア ・ シ ス 
テム ) に より , 鮮やか な スー パー イン ポー ズ 

画像 を 作る こと が で きま す 。 
11 


に 


640 X400 ド ッ ト の フル カラ ー で , 高速 級 密 
な 表現 が で きる よう に な り ま し た (X1 シリ ー 
ズ は 640 х200 Е F), 

基本 8 色 に より ドッ ト ご と の 人 色 指 定 が で き , 
漢字 は 1000 文 字 表 示 が で きま す 。 画 像 構成 は 
640 х400(ж) //640х 200/320 х400(ж)// 
320X200 の モー ド か ら 自 由 に 選択 で きま す 
(た だ し , Model 10 で * ま の モー ド を 使う に は , 
別売 の グラ フィ ッ ク КАМ ボー ド が 必要 )。 

また , キャ ラク タ を 横 2 倍 , 縦 2 倍 , 縦横 2 倍 
に 拡大 表示 する 機能 や , 遠近 感 を も た せ た リ 
アル な 動き を 表現 で きる プラ イオ リティ 機能 , 
図形 の 拡大 縮小 や 表示 の 指定 が で きる 座標 変 
換 機 能 な ど , 強力 な グラ フィ ッ ク 機 能 は 従来 
の Х1 シリ ー ズ を 完全 に 引き 継い で いま す 。 


X1 turbo で 目 を 引く の は , な ん と いっ て も 
強力 な 漢字 BASIC の 搭載 で す 。JIS 第 1 水 
準 2965 種 の 漢字 を は じ め , 非 漢字 あわ せ て 
3400 種 の 文字 を 収納 し た 漢字 КОМ が 標準 
装備 され て お り , カタ カナ , ひら が な , ロー 
マ 字 に よる 漢字 変換 が で きる よう に な り , 入 
力 が 簡単 に な り ま し た 。 ま た , 編集 機能 も 充 
EL, ЖА, 削除 , 文章 の 移動 , さら に 文章 
の 部 分 コピ ー も で きる よう に な り ま し た 。 ま 
с, ミニ ・ ワ ー プ ロ 機 能 も あり , 買っ た その 
日 か ら だ れ に で も ワー プロ と し て 使う こと が 
で きま す 。 さ ら に 漢字 機能 を 強力 に する た め 
に 熟語 変換 用 の シス テム ・ ユ ー ザ ー 辞 書 も オ 
プシ ョ ン と し て 用 意 さ きれ て いま す 。 (> p.27) 

RS-232 - フ ェ イ ス を 内 蔵 

パソ コン ・ コ ミュ ニケ ーション が 急速 に 広 
まり つつ あり ます が , それ に 必要 な RS-232C 
イン ター フェ イス を 内 蔵 し て いま す (Model 
30, 20)。 し た が っ て , RS-232C ケー ブル を 
用 意 す れ ば , 近く の パソ コン どう し を つない 
で デー タ の 伝送 を 行う こと が で きま す 。 ま た 。, 
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音響 カプ ラ を 用 意 す れ ば , 電話 回 線 を 通し て 
遠く 離れ た と ころ に ある パソ コン 間 の 通信 も 
で きる よう に な り ま す 。(-… p.137) 


セン トロ ニク ス 社 準拠 の プリ ンタ で あれ ば , 
あら ゆる プリ ンタ で 漢字 が 使え る ユー ティ リ 
ティ ソフ ト が つい て いま す 。 


ム デ プリ ジ タユ コー ティ リティ ツブ トト メ ミニ ュー 

さら に 5 イン チ (2D, 2DD), 8 インチ , 3 
イン チ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク や ,。 ハー ド デ ィ 
スク が 接続 で きる よう イン ター フェ イス が 内 
蔵 き れ て いま す 。 | 

また , ビジ ネス ソ ア ト や グラ ア ィ ッ ク ジ ブ 
ト で いま 注目 を 集め て いる マウ スイ ンタ ー フ 
ェ イ ス も 内 蔵 し て お り , BASIC MOUSE 
命令 な ど サ ポー ト も 十分 。 今後 面白 い ソ フト 
が 期待 で きそう で す 。 

また だ , 階層 ディ レク トリ と 呼ば れる ファ イ 
ル の 管理 方 法 が 採用 され , ファ イル 管理 が 系 
統 化 さ きれ た こと も 注目 すべ きこ と で す 。 階層 
ディ レク トリ は UNIX や ,。MS-DOS な どの 
OS で すっ か りお な じみ で す が , スタ ンド ア 
ロー ン の BASIC で 初め て 採用 きれ た こと は , 
今後 の BASIC の 発展 の 方 向 を 示す も の と し 
て も 大 変 意 義 の ある こと だ と 思い ます 。 

さて , 以上 ざっ と XX1 turbo の 特長 に つい 
て 述べ て きま し た が , X1 turbo の すぐ れ た と 
ころ は まだ まだ ……。 こ れ で すべ て いい つく 
し た わけ で は あり ませ ん 。 是非 みな さん も 
ХІ turbo を 多 方 面 で 活用 し て その 能力 を い 
っ ぱい に 引き 出し て くだ さい 。 


Та carte 


rNEW ВАЅІС ЗЕ! 


XI シリ ー ズ (X1 С5 Z (Gk Z D) の ユー ザー 待 
望 の バー ジョ ン ア ッ プ BASIC, "NEW BASIC」 が 発 
売 さ れ ま し た 。 これ に より X| シリ ー ズ が XI turbo 
ЕЖЕН! XI ユー ザー に は うれ し い ニ ュー ス 
で すね 。 


主 な 機能 アッ プ 
1. 漢字 入力 の 簡易 化 と 表示 の 強化 


XI シリ ー ズ で は 漢字 は グラ フィ ッ ク 画 面 に 表 
示さ れ ま す ( 従 来 は 漢字 コー ド 表 を 参照 し 
POSITION, PATTERN 文 で 表示 )。 と ころ が , IOR 
字 ユ ー テ ィ リ ティ を 実行 する と, 


カナ , ロー マ 字 で 読み を 入力 する 
て れ に 記す る 深 ま が 案 示 され る 
кае 
етта 


の よう に , 簡単 に 漢字 入力 が で きる よう に な り ま 
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〔 漢 字 入力 の 簡易 化 〕 

ロー マ 字 ・ カ ナ の 入力 に 対す る 変換 モー ド と し 
て は , | FAR, 音 訓 変換 な ど が あり ま . す 。 た だ 
し , テー プ 版 は | 字 変 換 の み で す 。 また , VI.0 の 
BASIC で 使用 し て いる 場合 も | 字 変 換 し か で きま 
せん 。 

漢字 コー ド の 表示 方 法 は 次 の 3 つ で す 。 


(① 区 点 コ ー ド の 表示 
DATA 文 で 使用 する 際 に 便利 で す 。 
② KANJI$ (区 点 コ ー ド ) の 表示 
その まま POSITION, PATTERN 文 な ど で 使 用 
で きま す 。 
③ シ フト Jl 文字 の 表示 
新た に 加わ っ た “GR: ", "LP z U な どの ファ イ 
ルディ スク リプ タ を 用 いて , LIST з, PRINT 5 
な ど て 漢字 表示 を する と き に 有効 で す 。 
〔 漢 字 表示 の 強化 〕 
次 の 2 つの ファ イル ディ スク リプ タ が 追加 さ 
れ て お り , ファ イル を 扱う 感覚 で , PRINT 文 が 漢字 
表示 で きま す 。 
O “GR: ” 
グラ フィ ッ ク 画 面 に 漢字 な ど を 表示 させ る 
と き に 使い ます 。 

Ф) “LP : ” 
プリ ンタ に 漢字 を 印字 する と き に 使い ます 。 


2 . グラ フィ ッ ク の 高速 化 


XI turbo で 使用 し て いる ペイ ント ルー チン を 
採用 。 ペ イン ト の 高速 化 を 実現 。 


NEWON カ コマ ンド の ヵ の 値 を 変え る こと で , 
フリ ー エ リア (20K バイ ト て 30K バ イト + オ g の 
範囲 で ) が 確保 で きま す 。 

п の 値 は , 0 へ 9 と ヌル (数 値 を 入れ な い ) の 
I レベ ル て で , 数 値 が 小さ い ほ ど , 削ら れる 命令 
が 多く な り , それ だ け フ リー エリ ア が 増大 し ま 
% о 


4, 命令 の 強化 
・ VI.0BASIC の コマ ンド , ステ ー ト メン ト の う 
ち , ほか の 命令 で 代用 で きる も の を 削除 。 
・ グ ラフ ィ ッ ク 関 係 の 命令 を 追加 。 


価格 : テー プ 版 (CZ-112SF) 7,800 円 
3 イン チ デ ィ ス ク 版 (CZ-113SF) 8,800 円 


ЖБ, 5 インチ 版 に つい て は 計画 中 と の こと 。 


X1turbo・X1 シリ ー ズ に 新 製 


実務 能力 を アッ プ さ せ た 新 機種 
X1 turbo Model 40 登場 


優れ た 漢字 能力 を 持つ ХІ turbo (c (z, や 
は り 24 ド ッ ト の 漢字 プリ ンタ が 似合い ます 。 
今回 登場 の 漢字 プリ ンタ は 熱転写 型 。X1 シ 
リー ズ 用 に シャ ー プ か ら 出 る , 24X24 ド ッ ト 
の 漢字 プリ ンタ で す 。 これ で , X1 で 作っ た 文 
字 が いま まで より も も っ と 鮮やか に , 美しく 
印刷 され る よう に な り ま し た 。 


熱転写 漢字 プリ ンタ CZ-8PN1 
標準 価格 134, 800 円 


А ХІ turbo Model 40 
X1 turbo シリ ー ズ に 新 機種 が 登場 し まし 
72 ХІ turbo Model 40 が それ 。 
さて この 新 機種 。 い まま で の も の と どこ が 
達 り の で し まう が が" 
ひと 言 で いっ て , ЕЖУ Б фо ХІ turbo 
の 実務 能力 を 重視 し た こと 。 な ん と 熟語 , Hh 
名 , 人 名 な ど 約 30,000 語 を 登録 し た シス テ 
ム ・ ユ ー ザ ー 辞 書 が は じ め っ か ら つ いて いる 4 熱転写 漢字 プリ ンタ CZ-8PNI 
の で す 。Model 20, 30 と 違う と ころ は 映像 関 
係 (チロ ッ パ , テ レビ コン トロ ー ル 機能 ) を 除 
いた こと で だ け 。 あ と は まっ た く 同 じ で , É 
準 価格 258,000 円 。20,000 円 安く な り ま し た 。 


と ころ で , X1 シリ ー ズ に も 新 機種 が 登場 


i turbe ады áo し まし た 。X1F の Model 10 と Model 20 で 
1 . 日 本 語 処理 機能 を いっ そう 強化 Fo Model 10 に は デー タレ コー ダ が 内 蔵 さ 
シス テム ・ ユ ー ザ ー 辞 書 を 搭載 れ , Model 20 に は 5 インチ 2 D の ミニ フロ ッ 
漢字 BASIC を 標準 装備 ピー ディ スク 装置 が 1 基 内 蔵 さ きれ て いま す 
漢字 1000 文 字 表 示 (増設 可能 ) 。 
д, 90020400 ド ャ ド プ の テー 新 機種 の 特長 は な ん と いっ て も NEW 
уе E лан азаны; BASIC が 搭載 され た こと で す 。 
ы е NEW BASIC の 漢字 ユー ティ リティ の お 
CH か げ で , 1 字 変換 音 訓 変 換 で 手軽 に 漢字 入 


力 が で きる よう に な り , 漢字 か な 混じり 文 が 
自由 自在 に 作れ る よう に な り ま し た (Model 


標準 価格 108,000 円 


10 は 漢字 КОМ が 別売 ) 。 

また , グラ フィ ックス が 高速 に な っ た 点 も 
見 逃 せな いと ころ で す 。 ペ イン ト は 従来 の 約 
35 倍 と いう 速度 に な り ま し た 。 中間 色 表 現 も 
以前 より 簡単 に 行え る よう に な り ま し た 。 

ユー ザー エリ ア も , Model 20 で 最大 31K 
バイ ト , Model 10 で 最大 33K バイ ト と いう 
大 容量 。 

も ちろ ん , いま まで の HuBASIC も 付い て 
ゅ る の で , Х1 シリ ー ズ と は フル コン パチ プ ブ 
№ ゲー ム , 学習 , ビジ ネス な どの X1 用 の 豊 
冨 な 市 販 ソ フト が その まま 使え ます 。 


X1F Model 10 CZ-811C (デー タレ コー 

ДЕТ?) 標準 価格 89,800 円 

X1F Model 20 CZ-812C (5 イン チ 2D 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 装 置 1 台 内 蔵 ) 

標準 価格 139,800 円 

14 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ CZ-811D 

標準 価格 89, 800 円 


A _ | = . 
Йод, чч MM 


AXIF Model 10( 上 )/ と Model 20 
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テレ ホン ・ テ レビ ジョ ン TTV-100 
(発売 : ダイ 、 エ レク トロ ニク ス ) 
定価 189,800 円 
電話 回 線 さ を あれ ば , テレ ビ カ メ ラ , ビデ オ か 
ら 取り 込ん だ 画像 を 世界 中 の どこ に で も 送れ る , 
と いう 装置 。X1 シリ ー ズ に 対応 。 


MODEL FSC- 1OO (2 モー ド FAX・SSTV) 
定価 99.800 円 

FAX・SSTV・ 

Cw) 定価 115,000 円 


MODEL FSC-100 ( 3 モー ド 


FAX・SSTV・ 
定価 115 000 円 
(発売 : ダイ 、 エ レク トロ ニク ス ) 


MODEL Ғ5С-100 (4 モー ド 
CW・RTTY) 


X1 tuUrDO・X イ シリーズ に ご 
時 が ある の を ご きじ で すみ ャ ー — 


コン ピュ ー タ に 1 枚 の カー ド を 差し 込む こと で , 
FAX, SSTV, CW, RTTY の 通信 が 楽し め ま す 。 
FAX は 無線 ファ クシ ミリ , SSTV は スロ ー・ ス キ 
キジ * デ テレ ゼ ジョ シン の と こと で , FLE. ビデ テオ の 
映像 を ふつ う の 無 線 で 送る こと 。 また CW は あの 
トン ツー の 無線 電信 。 そし て RTTY は , ラジ オ ・ 
テレ タイ プ の こと で , 電話 回 線 を 利用 し て 音響 カ 
プラ で 通信 する の と 同様 の こと を 無線 通信 で 行う 
こと で す 。 以 上 の こと を 上 記 の 装置 で 行う こと が 
で きま す 。 た だ し , 送信 を する 場合 に は 資格 が 必 
要 ( 受 信 だ け な ら 資格 が な く て も で きま す )。 ア マ 
チュ アプ 無線 家 か ら プ ロフ ェ ッ ショ ナル 向け の 通信 
装置 。 


X1 turbo PA BBO M 


TIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIEIIIIIII1I1111IIIIIIIIIIIIIIIIIEIEIIIIII 
さま ざま な 機能 を 持つ X 1 turbo・X 1 シ 
リー ズ 。 こ こ で は X 1 turbo Model 20 の 各 
部 の 名 称 を 示し まし た 。 使い や すい キー ボー 
F. 映像 関係 機器 と 接続 する 入出 力 端 子 。 
RS-232C。 マ ウス 。 ジ ョ イス テッ ク な ど , 豊 
語 な イン ター フェ イス 。 ぜ ひ 上 手 に 活用 し て , 
パソ コン の すばらし い 世 界 を ぐ 一 ん と 広げ て 


くだ さい 
(注意 
※ 印 ……X 1 シリ ー ズ に は 標準 装備 され て 
いま せん 。 
** 印 …… X 1 turbo Model 10 に は 標準 装 
備 さ れ て いま せん 。 


文 キ ー ボ ー ド 


に + koa ー ル コー ド 


“еее F Eat а タ 本 体 を つなぎ ます 。 


イン サー ト ・ デ リー トキ ー 


ブレ ー ク キー 
ロー ル ダ ウ ン キ ー※ и 
エス ケー プ キ ニル アッ > ж テー クリ アホ ー ム キー 


палот 


иш ши С ЛЕ шиги ЕЕ に ピコ — A ECEE 
(ІН ПБ ЕЕ ее |] 


リタ ー ン キー 


側面 スラ イド スイ ッ チ *※ ыз 


A 側 で ノー マル モー ド に 


B 側 で 50 音 順 モ ー ド 
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文 本 体 の 前 面部 


5? フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ ※* (фе каву кулы КО УЖЕШ НВ) 
Model 10 は デー タレ コー ダ を 内 蔵 


イン ジ ケ ー タ ー 部 * 
電源 スイ ッ チ (前 面 ) 


а ж 
フロ シン トレ パー テ 


内 蔵 ス ピー カー( 底 面 ) 


キー ボー ド 接 続 端子 


マウ スイ ンタ ー フ ェ イ ス ※ ま * 
標準 / 高 解像度 切換 スイ ッ チ 
200 ラ イン 自動 切換 スト ッ プ スイ ッ チ " 


音量 調整 ボリ ュー ム 
ПЕ КАУ 
УТА =— E 2 > > 


本体 の 後面 部 


映像 出力 端子 = 映像 調整 * 

色あい 調整 “ 

プレ ー ム アー ス 
RS-232C イ ンタ ー フ ェ イ ス ** 
プリ ンタ イン ター フェ イス 


映像 入力 端子 


拡張 用 フロ ッ ピ ー デ ィ ス クー 


イン ター フェ イス 接続 端子 


オプ ショ ン デ バイ ス 取 付け 用 パネ ル 
(Model 10 は 3 ポー ト 内 蔵 ) 


メイ ン 電 源 ス イッ チ 


1 JOYSTICK 2 KEY BOAFO| 


| 
電源 コー ド 
フレ ー ム アー ス 


キー ボー ド 接 続 端子 
ジョ イス ティ ッ ク 
イン ター フェ イス (2 個 ) 


マウ スイ ンタ ー フ ェ イ ス ” 
オー ディ オ 出 力 端 子 


RGB 信 号 出力 用 コネ クタ 
専用 カセ ッ ト 


専用 ディ スプ レイ テレ ビ イジ ター フェ イス ド 


コン トロ ー ル 用 コネ クタ 
初期 モー ドス イッ チ 
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X1turbo ・X1 シ リー ズ の 豊富 


X1 turbo・X1 シリ ー ズ の 豊富 な 周辺 機器 = 
の 一 部 を 紹介 し まし ょ う 。 6715701 
・ プロ グラ ムリ スト や プロ グラ ム の 実行 結果 
を 出力 する 装置 。 
外部 記憶 装置 
プロ グラ ム や デー タ を 記憶 する 装置 。 
< ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 装 置 > 


CZ-50IF CZ-80IF 
< コン パク ト フ ロッ ピー ディ スク 装置 > 


く パ ソコ ン 
本 体 > 


CZ-300F 


く < デー タレ コー ダ > 


ХІ turbo Model 30 


CZ-8RLI 


1 ^ 
@ ブ プリ ンタ XI シリ ー ズ ХІ, XICs, XICk, XID 
Xl turbo Model 10, Model 20 


プロ グラ ム や デー タ を 印刷 する 装置 。 
< ドッ ト プ リ ンタ > 


< 漢字 プリ ンタ > 


CZ-800P С2-8Рр2 


く < カラー プロ ッ タ プリ ンタ > 
【 CZ-80PK 
CZ-8PK2 MZ-1IXIO 
ジョ イス ティ ッ ク > 
図形 や グラ フ を 
印刷 する の に 向い 
て いま す 。 


CZ-8PP2 


な 周辺 機器 


@ ビ デオ ディ スク 


@ デ ジタル テロ ッ パ or 


デジ タル テロ ッ パ は , ビデ オ や カメ ラ の 
スイ ッ チ コン トロ ー ル を し た り , 画面 に テ 
ロッ プ (文字 ) や 図形 を 表示 し た りす る 装 
置 で す 。 

Х1 turbo の Model 20, Model 30 に は , 
デジ タル テロ ッ パ が 内 蔵 さ れ , パソ コン 本 
体 だ け で すべ て の 映像 機器 を コン トロ ー ル 
で きま す 。 

パー ソナ ル テ ロ ッ パ と ビデ オマ ル チ プ ロ 
セッ サ は , 簡単 に いえ ば デジ タル テロ ッ パ 
の 機能 を 2 つ に 分 けた も の 。 つ まり , 機器 


088275 
電話 回 線 を 利用 し て パソ コン 
通信 を 行う と き に 使う 装置 。 


(->р,137) 


М2-ІХІІ 


@ ビ デオ カメ ラ 


@ バ パー ソナ ル テ ロ ッ パ cz-sprz 


間 の 切り 換え を 行う の が ビデ オマ ル チ プ ロ 
セッ サ , パソ コン の 信号 を ビデ オ 信 号 に 変 
Z, テロ ッ プ や 図形 を 表示 させ る の が パー 
ソナ ル テ ロ ッ パ で す 。 

X1 turbo の Model 20, Model 30 に は デ 
ジタル テロ ッ パ が 内 蔵 さ きれ て いま す が , パ 
ー ソ ナル テロ ッ パ と 併用 すれ ば , さら に 機 
能 が アッ プ し ます 。(p.38) 


X1turbo ・X1 シ リー ズ で 


@ ビ ジネス ソフ ト で 業務 の 発展 を 
財務 会 計 , 販売 管理 , 顧客 管理 

ど , 会 社 や 商店 の ビジ ネス 用 の アプ リ ケ ー 
ショ ン ソ フト も いっ ぱい ! いま 評判 の リ 
レー ショ ナル デー タベース や 簡易 ソフ ト で 

仕事 の 合理 化 と 業務 の 発展 を ! 


@ 文 書 を 作成 
ワー ド プ ロ セ ッ サ ソフ ト を 買え ば , 簡単 

に 文書 を 作成 する こと が で きま す 。 

ж ХІ turbo に は ミニ ・ ワ ー プ ロ 機 能 が つ 
いて いる の で , 買っ た その 日 か ら す ぐに 

ワー プロ と し て 使え ます 。 


@ ゲ ー ム マシ ン と し て 楽し も う 
グラ フィ ッ ク 機 能 , サウ ンド 機能 が 充実 し て いる の で , 
大 迫力 ゲー ム が 展開 。 


@ 家 庭 の 管理 に 
住所 録 , レコ ー ド 管理 , 書籍 管 
яр, 料理 メモ , 健康 管理 , ЖАНЕ, 
旅行 の 記録 な ど , ホー ム ユ ー ス に 。 


久 親 切な 家庭 教師 と し て 
教育 有朋 ソフ ト を 利用 すれ ば , あな た の 学 
習 ペ ー ス に 合わ せ て , 親切 に 勉強 を 教え て 
くれ ます よ 。 学力 アッ プ ま ちがい な し 。 


ж ХІ turbo の オプ ショ ン の シス テム ・ ユ 
ー ザ ー 辞 書 を うま ぐ 利 用 すれ ば , ミニ ・ 
デー タベース が で きま す 。 
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こん な こと が で きる 


@ テ レビ や ビデ オ の コン トロ ー ル 
ТУ や VTR, VHD( ビ デオ ディ スク ) と 
X 1 と は 密接 な 関係 。 

X1 € TV 番組 の 予約 が で きる の は は ほん 
の 序の口 。 デ ジタル テロ ッ パ , また は , 2% 
ー ソ ナル テ ロ ッ パ ビデ オマ ル チ ナチ プロ セッ 
サ を 使え ば , プロ 並み の ビデ オ 編 集 も 可能 。 


久 機 器 の 制御 装置 と し て 
ロボ ッ ト や 工作 機械 の コン トロ ー ル を 。 


@ コ ンピュータ グラ フィ ックス , 
ビデ オア ー ト に 
すぐ れ た グラ フィ ッ ク 機 能 を 使っ て コン 
ピュ ー タ イメ ー ジ の 世界 へ ノ 


@ バ ソコ ンコ ミュ ニケ ーション 
電話 回 線 で パソ コン どう し の コミ ュ ニ ケー 
ショ ン が で きま す 。 仲間 を 集め て プロ グラ ム 
や メッ セー ジ の 交換 も 。 一般 の デー タベース 
の 会 員 に な っ て 情報 サー ビス を 受け る こと も 
で きま す 。 画 像 を 送受 信 す る 機器 も あり ます 。 


る @ ホ ビー に 

星 占 い , 血液 型 相性 診断 , バイ オリ ズム 
や アニ メー ショ ン , 万華鏡 な ど , 家族 そろ 
っ て 楽し め ま す 。 


ж ХІ turbo Model 20, Model 30 に は , 通 
信用 に 使用 する RS-232C イ ンタ ー フ ェ イ 
ス が 内 蔵 さ れ て いま す 。 
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強力 漢字 BASIC 


これ まで , 8 ビット 機 は , 漢字 が JIS コー 
ド で し か 入力 で き な い , 漢字 の 表示 速度 が 遅 
O, プロ グラ ムリ スト 中 に 漢字 が 使え な いな 
ど , 種々 の 理由 か ら ビ ジネス 向け の 実用 機 と 
し て は いま いち , と いわ れ て きた も の で す 。 

と ころ が どう で し ょ う 。 XI turbo は 。 こ の 
8 ビッ ト 機 の 常識 を 見 事 に 乾 し て し まい まし 
た 。 X1 turbo の 漢字 BASIC に よっ て , ワー プ 
ロ 感 覚 で 自在 に 漢字 が 扱え る よう に な っ た か 
ら で す 。 低 価格 の 8 ビッ ト 機 で あり な が ら , 
機能 は 16 ビ ッ ト 機 に 匹敵 , いや , あと で 述べ 
る よう に 部 分 的 に は 16 ビ ッ ト 機 きえ 凌い で い 
る の で すか ら , も うこ れ に は ビッ クリ ! リ ーー 
で すね 。 

で は , その X1 turbo の 漢字 処理 機能 (日 本 
語 処理 機能 ) と は いっ た い ど ん な も の な の で 
し ょ うか ? 


キ 


カナ 漢字 変換 . ロー マ 字 カナ 漢字 変換 , JIS 
コー ド 変 換 に より , ワー プロ の よう に キー ボ 
ー ド か ら 直 接 日 本 語 (漢字 や 全角 ひら が な , 
カタ カナ な ど ) を 入力 する こと が で きま す 。 

日 本 語 は , 日 本 語 入力 モー ド に 入っ て か ら 
入力 し ます 。 日 本 語 入 力 モ ー ド に 入る と きも , 
そこ か ら 出 る と きも , 次 の よう に キー イン し 
ます s 


[CTRL] + [XFER] 


7318, 


SHIFT | + [XFER 


[CTRL] キー と | SHIFT | キー と は , 慣れ な 
いと よく 押し まち が えま す が , その どちら で 
も よい な ん て , さり ば げ な い 配 慮 が 行き 届い て 
いて 好感 が も て ます ね 。 

ë<, 日 本 語 入力 モー ド に 入る と , 画面 下 
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ムカ ナ 漢 字 変 換 に よる 漢字 入力 


部 に ファ ンク ショ ン キ ー の メニ ュー が 表示 さ 
れ ま す 。 マ ニュ アル を 見 な く て も , 少し 試し 
て みれ ば これ だ け で すぐ に 使い 方 が わか り ま 
す 。 

入力 方 法 は 次 の ペー ジ の 表 に 示し て ある の 
で ご 覧 くだ さい 。 

カナ 漢字 変換 を 行う と き は , ロー マ 字 , か 
な , カナ な ど を 入力 し た 後 , |XFER| キー を 押 
し ます 。 す る と , 画面 下部 に は 対応 する 漢字 
が 表示 され ます 。 [Є], P| を 使っ て カー ソル 
を 目的 の 漢字 に 重ね る か , 数 字 キ ー1 一 9 を 
使っ て 漢字 を 選択 し ます 。 左端 の 漢字 が 1, 
右端 の 漢字 が 9 で す 。 目的 の 漢字 が 表示 され 
て いな いと き は , (また は スペ ー ス キー) 
や | 1 | を 使っ て 漢字 表示 を 切り 替え て 探し ま 
%; 

次 の よう に , [н TAB| キー を 使っ て , 連続 


саң 


. 
4 ム か ん |H ТАВ] С |н тав|12 5 [H ТАВ  ) 


4 < |Н ТАВ 


表 1.1 X1 turbo の 日 本 語 入 力 


O 日 本 語 入 力 モ ー ド に 入る 方 法 
[CTRL] + | XFER | 
また は , 
| SHIFT |+ | xFER | 
O 日 本 語 入 力 モ ー ド か ら 出 る 方 法 
日 本 語 入 力 モ ー ド に 入る 場合 と 同じ 。 
өлг- к 
・ カ タカ ナ は 全角 , 半角 の どちら で も 入 
力 可 。 
・ 直 接 入 力 モ ー ド , 間接 入力 モー ド の 2 
種類 が あり ます 。 直接 入力 モー ド の と 
き は 変換 を 行わ ず , テキ スト エリ ア の 
カー ソル 位置 に 直接 カナ を 表示 し ます 。 
・ ひ ら が な と カタ カナ の 入力 モー ド が あ 
0, ロー マ 字 カナ 変換 方 式 . また は カ 
ナ 入 力 方 式 で 入力 し た と き に , 出力 き 
れる 文字 が ひら が な に な る か カタ カナ 
に な る か を 選択 し ます 。 


し て 漢字 を 変換 する こと も 可能 で す 。 


ФАДН TAB| t [H TAB| i= o > [н TAB] 
り ょ く |IH TAB 


この 後 [XFER| キー を 押し て 漢字 変換 を 連 
続 し て 行い ます 。 

カナ 漢字 変換 の 際 に 数 字 キ ー で 漢字 を 選ん 
だ 場合 に は , 直前 に 使用 し た 漢字 を , 同一 グ 
ルー プ 内 の 先頭 に 配置 する と いう , 学習 機能 
も も っ て いま す 。 


ZA X1 turbo の HuBASIC は , 次 の よう 
に プロ グラ ム 中 で 漢字 を 使う こと が で きま す 。 
(1) PRINT 文 な ど 「 “"」 で 囲ま れ た 部 分 
(2) ファ イル 名 や ディ レク トリ 名 と し て 
(3) REM 文 の 中 
(4) DATA ХО 
() 文字 変数 と し て | 

8 ビッ ト 機 で は , 全角 文字 は , プロ グラ ム 
の 中 で , 従来 次 の よう に コー ド の 中 で し か 扱 
えな か っ た の で すか ら , これ は も う 大 変 な 進 


る 入力 方 式 

・ コ ー ド 入力 方 式 全角 文字 の コー ド を 
直接 入力 する 方 式 で す 。 コ ー ド に は 
JIS 漢字 コー ド と 区 点 漢 字 コ ー ド と が 
あり , どちら か を 選択 で きま す 。 コー 
ド は 『BASIC REFERENCE 
MANUAL; の 巻末 の 表 に 出 て いま す 。 
・ | 字 変 換 方 式 入力 し た 最初 の 1 字 の 
み 議 別して 変換 。 

・ 音 訓 変 換 方 式 漢字 の 音読 み , 訓読 み 
を 入力 し て 漢字 に 変換 。 

・ シ ステ ム 辞 書 変換 方 式 オプ ショ ン の 
シス テム 辞書 を 使っ て 熟語 変換 を 行う 
こと が で きま す 。 

・ ユ ー ザ ー 辞 書 変 換 方 式 オプ ショ ン の 
ユー ザー 辞書 を 使い ます 。 シ ステ ム 辞 
書 に な ぃ い 熟語 や オリ ジ ナ ル バ パタ ー ン な 
ど を 登録 し て 使う こと が で きま す 。 


歩 と いえ ます ね 。 

( 例 ) KANJI$(3048) …… 「 笑 」 

と くに 注目 し て いた だ きた い の は , 文字 変 
数 まで 漢字 や ひら が な , カタ カナ な どの 全角 
文字 で 表す こと が で きる と いう こと で す 。 ま 
さ に X1 turbo で は , 日 本 語 と BASIC と が 一 
体 化し た と いえ ます 。 

下 の プ ログ ラム は REM 文 や 文字 変数 に 漢 
字 を 使っ た 例 で す 。 変 数 と し て 日 本 語 を 使う 
と き は 「[ 」「 ]」 で くく り ま す 。 あ と は ふつ 
う の 変 数 の 扱い と 同じ で す 。 

[OO] 1!…… 単 精度 型 数 値 変数 
[ОО] %…… 整数 型 数 値 変数 
[OO] #…… 倍 精度 型 数 値 変数 
[OO] $…… 文 字 変数 

( 〇 は 漢字 を 示す ) 


List 1.1 


18” 漢字 の 使用 例 
24” 


199 WIDTH 80,25,0,2 

118 INPUT " 姓 は ":[ 姓 ]$ 

128 INPUT "名 は "; [名 ]$ 

130 ЅҮМВО (100,50), [ 姓 ]$+” "+[ 名 ]$,6,6,6 


この すぐ れ た 漢字 処理 機能 も ,400 ラ イン の 
高 解像度 ディ スプ レイ で な けれ ば 使え な い , 
と いう の で は , X1 で 200 ラ イン の 標準 解像度 
ディ スプ レイ を 使っ て きた 人 は 困っ て し まい 
ます 。 も ちろ ん この Х1 turbo に は , 専用 の 
400 ラ イン 高 解像度 アデ ィ ス プレ イ だ け で な く , 
X 1 シリー ズ の 標準 解像度 アデ ィ ス プレ イ で も 
ちゃ ん と 使え る よう に , いろ いろ な スク リー 
ン モ ー ド が 用 意 き され て いま す 。 

横 は 80 桁 と 40 桁 の 2 通り , 縦 は 25 行 , 2017, 
12 行 , 10 行 の 4 通り , 組み 合わ せる と 8 通り も 
の 表示 モー ド が 存在 する こと に な り ま す 。 こ 
の 指定 は WIDTH 文 で 行う こと が で きま す 。 

横 80 桁 縦 25 行 | 横 40 桁 縦 25 行 


縦 20 行 #2017 
#1217 縦 12 行 
縦 10 行 縦 10 行 


縦 12 行 , 10 行 と し た と き は , 文字 が 大 きく 表 
示さ れる の で , 目的 に 応じ し て 上 手 に モー ド を 
設定 すれ ば , 面白 い 使 い 方 が で きそう で すね 。 


X1 turbo を 買っ た ら す ぐに 試し て いた だ 
きだ たい の が この ミニ ・ ワ ー プ ロ 機 能 で す 。 こ 
れ に は , 筆者 も ビッ クリ 。 な る ほど と , 感心 
し で し まい ゆま し た 。 

まず , КЕМ X (ЕХ, 行 番号 の 後ろ に 
r 」 を つけ た 文 ) で 次 の よう な 画面 を 作り 
ます 。 


人 4 ミ ニ ・ ワ ー プ ロ の 画面 
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「 な ん だ , REM だ け の た だ の プロ グラ ム で 
は な いか 。 行 番号 が つい て た の で は 体裁 が わ 
る く て ……」 と 思う か も し れ ま せん ね 。 とこ 
ろ が な ん と , この XI turbo に は , 驚く よう な 
コマ ンド や ステ ー ト メン ト が 用 意 さ きれ て いる 
の で す 。 

上 の よう に 適当 な 文章 を 作っ た ら , 次 に , 


LIST *[.2) 


と リス ト を と る と き の 命 令 LIST の 後ろ に 
「※」 マ ー ク を つけ て キー イン し て み ま し ょ 
う 。 す る と どう で し ょ う 。 画面 に は 行 番号 も 
「 」 も な いふ つう の 文章 が 出 て きま す 。 


А LIST * で 表示 し た プロ グラ ム 
デリ ング に 則 旋 する と き は ほ は? 一 一 そ す 。 と 
の 場合 も 同様 で す 。 プ リン タ に プロ グラ ムリ 
スト を 出力 する 命令 LLIST の 後ろ に 「*」 を 
つけ ます 。 


LLIST * 


住 局 移転 の お 知ら せ 
Е 時 下 邊 清祥 の 亭 と お 喜び 申し 上 げ ま す 。 
今 股 都合 に より 下記 へ 移転 斑 し まし た の で お 知ら せ 
申し 上 げ ば ます 。 
中 央 線 三 原 駅 下車 。 北 口 か ら 五 分 の 所 で すか ら 、 近 


く へ お 越し の 折 は ぜひ お 立ち 奉り くだ さい 。 RA 


іг 
町 住 所 жол ҮР НД {#З—2—3 


電話 0422-53-69жж 


@ XI turbo で 作っ た 手紙 


今度 は , プリ ンタ に 前 ペー ジ の よう に プリ 
ント アウ ト さ れ ま す 。 こ れ は も う , ホン ト に 
ワー プロ だ , と 思い ませ ん か ? 

ほか に , ワー プロ 用 の 命令 と し て , AUTO 
* が あり ます 。 こ の 命令 は , 自動 的 に 1000 番 
か ら 10 行 お き に 「 ”'」 付 き の 行 番号 を 発生 し 
ます 。 ま た , CONSOLE# と いう 印刷 領域 を 指 
定 する 命令 ね ある の で , この 命令 を 使っ て , 
カー ド や 葉書 な どの 小さ な 印刷 物 ま で 自由 に 
作る こと が で きま す 。 


機 能 


1000 番 か ら 「 '」 の つ 
いた 行 番号 を 発生 。| | 
を 押す た びに 10 ず つ 増 
加 し た 行 番 号 を 発生 し 
続け ます 。 解 除 は 

| SHIFT | + [BREAK| 
画面 に 行 番号 と 「 '」 
を 除い た 文 だ け を 表示 。 
プリ ンタ に 行 番号 と 

「 '」 を 除い た 文 を 印刷 。 
表示 範囲 を 指定 し て 印 
ій, 


LIST * 


LLIST * 


CONSOLE # 


と ころ で , コー ド で し か 入力 で き な か っ た 
り , 漢字 の 表示 速度 が 遅かっ た り , ある い は 
画面 編集 機能 が 劣っ て いた り し た の で は , せ 
っ か く の こ の よう な 命令 も まっ た く 役 に は た 
ち ま せ ん 。 

この よう な 命令 が 意味 を 持つ の も , この 
X1 turbo の 日 本 語 入力 機能 や 次 に 示す よう 
な エディ タ 機 能 が 大 変 す ぐれ て いる か ら で す 
ね 。 

X1 turbo は それ だ け す ご い 能 力 を 持っ た 
パソ コン で ある と いえ ます 。 


入力 し た 文章 に 対し て , 文字 を 直し た り , 
削除 し た り , 挿入 し た り , と いう 操作 は つき 
も の で すね 。 XI turbo が 上 の よう に ワー プロ 
と し て 使え る の も , すぐ れ た エディ ネタ 機能 


持っ て いる か ら で す 。 

た と えば , 漢字 と 漢字 の 間 に 他 の 文字 を 挿 
入 す る と き , ある 16 ビ ピット 機 で は 無造作 に 行 
うと 1 つの 漢字 が 2 つ に 分 か れ て し まう と いう 
よう な こと が あり ます が , も ちろ ん X1 turbo 
で は そん な こと は あり ませ ん 。 2 バイ ト 文 字 
(漢字 な どの 全角 文字 ) と いう こと を まっ た 
く 意 識 す る こと な く 他 の 文字 と 同様 に 自由 に 
修正 し た り 削 除 し た り 挿入 し た りす る こと が 
で きま す 。 

また , 次 の よう な コピ ー 機 能 ま で あり ます 。 
すなわち 
画面 上 の 文章 を 他 の 位置 に コピ ー で きる 

キー ボード の [COPY| キー を 押し て コピ ー 
され る 位置 を 指定 し , 次 に カー ソル を コピ ー 
する 文字 の 先頭 に 合わ せま す 。 する と ,|| を 
1 つ 押 す た び に 目的 の 位置 に 1 文字 ずつ 文字 
が コピ ー さ れ て いき ます 。 


回 の 文字 を コピ ー し て くだ さい 。 

1 ② コ ピー する 文字 の 先頭 に カー ソル を 

も っ て くる 。 

О 

†1① こ の 位置 で COPY キー を 押す 。 
(コピ ー 位 置 の 設定 ) 


この 文字 を コピ ー 叩 て く だ さい 。 

1[ 2] を 押す た びに 下 に 文字 が コピ ー さ 
れる 。 

この 文字 を コピ ー 


> 


ワー プロ な ど で は よく 使う 機能 で , 同じ 文 
章 を 利用 する と き な ど 大 変 便利 で す が , この 
よう な 機能 まで BASIC エディ タ に 用 意 さ れ 
て いる と いう の は 心強い で すね 。 

また , カー ソル を 分 割 し た い 部 分 へ 移動 し て 


стві] + [0] 


と すれ ば , 1 行 の 文章 を 次 の 行 へ 分 割 す る こ 

と も で きま す 。 
ほか の エディ タ 機 能 に つい て は 説明 を 省き 
ます が , 上 の 機能 だ け を 見 て も , ХІ turbo の 
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エディ タ 機 能 が どん な に すぐ れ て いる か 想像 
が つき ます ね 。 これら の 機能 は , ワー プロ と 
し て 利用 する 場合 だ け で な く , BASIC の プ 
ログ ラミ ング を 行う 場合 に も 大 変 威力 を 発揮 
する と を と で し ょ う 。 


文字 を 拡大 し て 表示 する 命令 に CSIZE 文 
と SYMBOL 文 と が あり , どちら で も 漢字 を 
使用 する こと が で きま す 。 

CSIZE 文 は テキ スト 画面 に 拡大 文字 を 表 
示す る と き の サ イズ の 指定 命令 で 。 次 の よう 
に 使用 し ます 。 

CSIZE 0 (標準 文字 ) 
CSIZE 1 ( 縦 2 倍 文字 ) 
CSIZE 2 ( 横 2 倍 文字 ) 
CSIZE 3 (縦横 2 倍 文字 ) 

「CSIZE 0」 の と き は 0 を 省略 し て も か まい 
ませ ん 。 

た だ し , これ ら の 拡大 文字 を 表示 する と き 
は , ふつ う の PRINT 文 で な く 「PRINT#0 」 
を 使い ます 。List 1.2 は その プロ グラ ム 例 で 
す 。 

さて , CSIZE X z, テキ スト 画面 に 拡大 文 
字 を 表示 する と き の 命 令 で し た が , SYM 
BOL 文 と いう の は グラ フィ ッ ク 画 面 に 拡大 
文字 を 表示 する 命令 で す 。 た だ , ふつ う の パ 


List 1.2 


19 ° CSIZE 

28 ' 

100 INIT:MIDTH 40,25, 0: КМОПЕ1 

118 AS 

120 CSIZE3 

130 LOCATE 0,5:РКІМТ”С512Е 5” 

140 LOCATE 6,4 PRINTH9, "パソ コン サン デー" 
150 С512Е2 

160 LOCATE 9,8:PRINT"CSIZE 2” 


170 LOCATE 22,9 PRINTH9, "BEE 2” 

180 CSIZE1 

190 LOCATE 9,12:PRINT"CSIZE 1” 

200 LOCATE 39.13:PRINTH9, "X1turbo" 

219 CSIZE9 

228 LOCATE 9,16:PRINT"CSIZE 0” 

250 LOCATE 29.17:PRINTH9, "新紀元 社 " 


ソコ ン で は この 機能 が つい て いて も 拡大 表示 
で きる の は 英文 . カ タカ ナ 止 まり で , 専用 の 
ソフ ト を 作る か 買う か し な いか ぎり 漢字 の 拡 
大 表示 まで は 無理 で し た 。 で すか ら SYM 
BOL 文 で タイ トル を 表示 する 場合 な ど , 漢字 
を 使用 で き な い た め に , と き に は まっ た く 様 
に な ら な い 場 合 が あり まし た 。 

と ころ が どう で し ょ う 。 X1 turbo で は , fü 
単に 漢字 まで 拡大 表示 し て くれ る の で す 。 も 
ちろ ん , いろ いろ な 倍率 で 拡大 表示 も 可能 。 
色 も 合成 色 か ら 基 本 色 ま で , 表示 位置 も ドッ 
ト 単位 , 文字 単位 の どちら で も , それ ぞ れ 自 
由 に 指定 する こと が で きま す 。 ま た , 文字 の 
向き を 変え て 表示 する こと も で きま す 。 

で は , 次 に 簡単 な プロ グラ ム を 実行 し て み 
まし ょ う 。 


List 1.3 


19 ' SYMBOL 

24” 

100 INIT : WIDTH 80,26 : IODE 1 
118 S$=" 漢 字 S YM B O L” 


129 SYMBOL (40,20) ,5%,5,1,8Н15,0 
130 SYMBOL (600, 20) S$, 1,3,4,3 
140 SYMBOL (600, 188) S$, 3,1,5,2 
150 SYMBOL (40, 180), S$, 1,3,6,1 


次 の よう に , いろ いろ な 大 き さ , 色 , 向き 
に 漢字 が 表示 され ます 。 


Y 


wawan uama инин naman maman а naman unan anam anam 
А SYMBOL 文 の 使用 例 
パソ コン で ここ まで 漢字 処理 機能 が 充実 し 
て いる の は , それ こそ ХІ turbo だ け 。 この 姿 
勢 に は 「16 ビ ッ ト 機 も 見 習っ て ほし い 」 とい 
いた だ たく な り ま すね 。 


シス テム 辞書 で 熟語 変換 


シス テム ・ ユ ー ザ ー 辞 書 


ムシ ステ ム ・ ユ ー ザ ー 辞 書 
すでに お 話し た よう に , X1 turbo は , 通常 
の 状態 で 漢字 を 使う こと が で きま す 。 た だ し , 
この 場合 に は シス テム ディ スク の 音 訓 辞書 が 
用 いら れ , 音読 み ,. ある い は 訓読 み を 入力 し 
て 漢字 に 変換 する も の で , 変換 で きる 漢字 は 
1 字 に 限 ち られ て いま し た 。 

と ころ で , も し 熟語 変換 まで で きる と し た 
b, も っ と 効率 よく 楽に 日 本 語 入力 が で きま 
すね 。 ま た , 必要 な 熟語 を 自由 に 自分 で 登録 
し て 利用 で きる と し た ら , さら に 使い や すく 
な り , 応用 範囲 も 広がり ます 。 実は を そのため 
に X1turbo に は , オプ ショ ン で 「 シ ステ ム ・ 
ユー ザー 辞書 」 が 用 意 き れ て いる の で す 。 

「 シ ステ ム ・ ユ ー ザ ー 辞 書 」 は , シス テム 辞 
書 フ ロッ ピー と 辞書 ユー ティ リティ フロ ッ ピ 
ー が セッ ト に な っ た も の で す 。 


> 


44” Р Р 
Р, Р 


音 訓 辞 書 に 収め られ て いる 文字 の 大 部 分 と , 
日 常 よ く 使 われ る 熟語 や 。 人 名 , 地名 な どの 
固有 名 詞 が , 合わ せ て 約 30,000 語 も 登録 され 
て いま す 。 . 


ч 


次 の 4 つの ファ イル (プロ グラ ム ) が 収め 
られ て いま す 。 


ユー ザー 辞書 確保 . Uty 
辞書 変更 . Uty 
辞書 ペー ジ 追 加 . Оу 
辞書 コピ ー. Uty 
これ ら の プロ グラ ム を 使え ば , シス テム 辞 
書 の 内 容 の 追加 や 変更 。 削除 や , あと で 述べ 
る 大 変 便利 な ユー ザー 辞書 の 作成 が で きま す 。 
また , マス ター ディ スク の ヨコ ヨ ピ ー も で きま す 。 


シス テム 辞書 で 熟語 変換 


初め は 次 の 手順 で 行い ます 。 


1) 通常 の 場合 と 同様 , ドラ イブ 0 に シス テ 


ム デ ィ ス ク を セッ ト し て , DISK BASIC を 
起動 きせ ます 。( こ の 状態 で は シス テム ディ 
スク 内 の 音 訓 辞書 の 漢字 が 使え ます ね 。) 
(2) ドラ イブ 0 の シス テム ディ スク を と っ て , 
シス テム 辞書 に 換え て くだ さい 。 
(3) 日 本 語 入力 モー ド に 入り ます 。 


CTRL| + | XFER 


また は 


[ SHIFT | + [XFER] 


4) 画面 下部 の ファ ンク ショ ン キ ー 表 示 の 右 
端 を , 
[ғә] (( SHIFT | + [ғ4]) 


と 押し て , 「 音 訓 辞書 」 か ら 「SYS 辞書 」 に 
変え て くだ さい 。 


全 / 半 角 | | 間 / 直 接 | | ロー マ 字 | [SYS 辞書 | 


5%, これ だ け で す 。 これ で あと は 自由 に 
シス テム 辞書 を 使う こと が で きま す 。 

シス テム 辞書 を 使え ば ,「 に ん げん 」「 じ ゅ 

う き ょ 」 な ど , 読み を 入力 する だ け で , ТАЙ 
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「 住 居 」 と いう よう に , すぐ に 対応 する 熟語 
が 表示 され ます 。「 新 井 」「 鈴 木 」「 義 和 」「 裕 
子 」 な どの 人 名 ,「 大 阪 府 」「 奈 良 市 」「 新 宿 区 」 
な どの 地名 も 簡単 に 表示 され ます 。 そ れ ど こ 
ろか 「 天 変 地異 」「 馬 耳 東風 」 な どの 成句 も 1 
回 で 変換 され て し まい ます 。 ま た , た と えば 
「 そ れん 」 と 入力 すれ ば 
ソ連 
ソビエト 連邦 
ソビエト 社会 主義 共和 国連 邦 
と 3 通り の 候補 が 表示 され る と いう , 特殊 な 
_ 変換 まで や っ て くれ ます 。 記号 は どう で し ょ 
うか ? 試し に 「 ゆ う び ん 」 と 入力 し て み ま 
75. F e 
郵便 〒 
と 表示 され まし た 。 次 に 「 ま る 」 と 入力 し た 
ら , 
% H O @ © 
が 候補 と し て 表示 され まし た 。 こ の よう に よ 
く 使 う 記 号 な ど , いち いち コー ド を 指定 し て 
入力 し な く て すむ の で すか ら , 非常 に 便利 で 
すね 。 
以上 の よう に , シス テム 辞書 を 使え ば , 大 
変 能率 よく 日 本 語 入 力 が 行え を ます 。 


„з 


シス テム 辞書 に 登録 され て いな い 語 に つい 
て は , ユー ザー が 追加 登録 する こと も で きま 
す 。 こ の と き は , 辞書 ユー ティ リティ ディ ス 
ク に 入っ て いる 「 辞 書 変更 , Uty」 を 使い まし 
Э 

BASIC 起動 後 , 辞書 ユー ティ リティ を ド 
ライ ブ 0 に モッ ト し て 「 辞 書 変更 , Uty」 を 実 
行 さ せ , あと は 画面 の 指示 に し た が っ て , Ж 
引 (読み ) と 対応 する 熟語 を 登録 し ます 。 
辞書 内 に 余白 が な く な っ た と き は , 辞書 ユ 


ー テ ィ リ ティ ディ スク 内 の 「 辞 書 ペ ー ジ 追加 . 


Uty」 で ペー ジ を 追加 する こと が で きま す 。 な 
お , シス テム 辞書 が いっ ぱい に な っ て し まっ 
た と き は , あま り 使 用 し な い 熟 語 を 削除 すれ 
ば , その 分 ほか の 熟語 を 登録 する こと が で き 
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ます 。 

索引 (読み ) は , 半角 文字 の ひら が な , カ 
タカ ナ , アル ファ ベッ ト が 10 文 字 ま で , 熟語 
は 19 文 字 ま で 登録 で きま す 。 ま た , 120% 
引 に 対し て 熟語 は 約 200 ま で 登録 で きま す 。 
以上 は , あと で 述べ る ユー ザー 辞書 の 場合 
も 同じ で す 。 


4 熟語 の 入力 


АЎ АО У 


ユー ザー 辞書 を 活用 し よう 


ユー ザー 辞書 を 作ろ う 


シス テム 辞書 で 熟語 変換 が で きる よう に な 
る と , 漢字 入力 に 関し て いえ ば , これ は も う 
ワー プロ その も の と いっ て も さしつかえ ない 
で すね 。 と ころ が , 辞書 ユー ティ リティ を 使 
っ て ユー ザー 辞書 を 作る こと で , 日 本 語 処理 
機能 を さら に 拡張 する こと が で きま す 。 い や , 
それ だ け で な く , ちょ っ と 工夫 すれ ば , 住所 
録 , 電話 帳 , 英 単語 帳 な ど , いろ いろ な 用 途 
に 利用 する こと も で きる の で す 。 

ユー ザー 辞書 を 作る と き は , フォ ー マ ッ ト 
の すん だ フロ ッ ピ ー を 用 意 し , 辞書 ユー ティ 
リティ の 

ユ ュー ザー 辞書 確保 . Uty 
辞書 変更 . Uty 
を 使い ます 。 

作り 方 は 簡単 で まず 「 ユ ー ザ ー 辞 書 確保 . 
Uty」 を 実行 させ , 用 意 し た フロ ッ ピ ー に ユー 
ザー 辞書 と し て 使用 する 領域 を 割り 当て ます 。 
ユー ザー 辞書 の 領域 の 大 き さ は 次 の 4 通り に 
設定 で きる の で , 適当 な 大 き さ を 選ん で くだ 
さい 。 

約 3000 語 〔40KK バ イト (10 ク ラス タ )]〕 
約 6000 語 〔68KK バ イト (17 ク ラス タ )]〕 
約 12000 語 〔 128K バ イト (32 ク ラス タ )〕 
約 24000 語 〔248KK バ イト (62 ク ラス タ )〕 

は じ め , 領域 を 小さ く 設定 し て も , あと か 
ら 段 階 的 に 拡張 し て いく こと が で きま すか ら , 
あま り 使い そう も な いと き は , とりあえず 「 約 
3000 語 」 く らい に 設定 し て お く と よい で し ょ 
う 。 拡張 し よう と する と き , 同じ ディ スク に 
ほか の ファ イル が 入っ て いて スペ ー ス が た り 
な いと き は , その 旨 の コメ ント が 表示 され ま 
Эге 

フロ ッ ピ ー に ユー ザー 辞書 の 領域 を 割り 当 
て た だ たら, 次 に 「 辞 書 変更 . Uty」 を 使っ て , Ж 


引 ( 読 み ) と 熟語 を 登録 し て いき ます 。 こ の 方 
法 は シス テム 辞書 の 場合 と まっ た く 同 じ で す 。 

いずれ も 画面 の 指示 に し た が えば 簡単 に で 
きま すず す 。 


ユー ザー 辞書 で 
ご どん な こと が で きる 


と を ころ で 先ほど も いっ っ たよ うに, ーー ザー 
辞書 を 使え ば , 単に 読み と 熟語 を 登録 し て 熟 
語 変換 に 利用 する と いう だ け で な く , ミニ ・ 
デー タベース の よう な 使い 方 を する こと も で 
きま す 。 索引 は 半角 文字 で 10 字 まで , 熟語 は 
全角 文字 で 19 字 まで 登録 で きる と いう こと は , 
た と えば , 次 の よう な 利用 の し か た も で きる 
と いう こと で すね 。 索引 (読み ) に 「 い と う 
あき ら 」 を 登録 し 。 それ に 対応 し た 熟語 と し 
て 「 新 宿 区 新宿 2- 9 一 9」 を 登録 し て お け 
3, 「 い と う あ きら 」 と 入力 する だ け で , その 
住所 に 変換 され て 画面 に 表示 され ます 。 つ ま 
り , 住所 録 に ちな る , と いう わけ で す 。 ま た , 
索引 (読み ) に た と えば dog を 登録 し , 熟語 
に 「 犬 」 を 登録 すれ ば , 英 単語 帳 に も な り ま 
す 。 

1 つの 索引 に は 約 200 文 字 ま で 熟語 を 登録 
で きる , と いう こと も る も 念頭 に 入れ て , 思い つ 
くま ま に 応 用 例 を あげ て み ま し ょ う 。 


住所 録 個人 情報 カー ド 
書籍 管理 レコ ー ド 管理 
雑用 処理 週間 予定 表 
英 単 語 帳 (英和 , 和英 ) 

歴史 年 表 人 名 辞典 
釣 キ チ 日 誌 花ことば 


季語 一 覧 表 故事 成句 辞 典 


と いう よう に , いく ぐら で も 出 て きま す 。 
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住所 録 を 作ろ う 


で は , 実際 に ユー ザー 辞書 を 使っ て 住所 録 
を 作っ て み ま し ょ う 。 

シス テム 辞書 や ユー ザー 辞書 に 熟語 を 登録 
する 場合 と まっ た く 同 じ で すか ら 簡 単 で す 。 
た だ , 索引 (読み ) や 熟語 (住所 等 ) を どの 
よう な 形式 に し て 登録 する か , よく 決め て か 
ら 作り まし ょ う 。 た と えば , 索引 と し て 「 ア 
キヤ マ 」「 イ トウ 」 の よう に 姓 だ け に する か , 
ある い は 「 ア キヤ マヒ トシ 」「 イ トウ アキ ラ 」 
の よう に フル ネー ム に する か , また ,「 ア 」, 
[Ay Гу, өөө の よう に 五 十 音 に する か , 
し っ か り 決 め て お きま す 。 索引 が まち まち で 
は , あと で 使う と き に 混乱 し て し まい ます 。 
熟語 も , 索引 と し て 登録 する 内 容 に し た が っ 
て 住所 だ け に する か , 氏名 も 登録 し て お く か 
決め て くだ さい 。 

z els, 

索引 と し て 五 十 音 ア , 4, 9, …… 
RALLT КЖ, 住所 

を 登録 する こと に し まし ょ う 。 


- 


で は 始め まし ょ う 。 

1. まず ,「 ユ ー ザ ー 辞 書 確保 .。Uty」 で , 7 
ォ ー マ ッ ト さ れ た フロ ッ ピ ー に ユー ザー 辞 
書 用 スペ ー ス を 確保 し ます 。 ス ペー ス の 大 
き さ は と りあ え ず いち ば ん 小さ い 「 約 3,000 
語 」 に し て お きま し ょ う 。 い っ ぱい に な っ 
た ら 拡 張 す れ ば いい で すね 。 

2. さて , ユー ザー 辞書 の スペ ー ス を 確保 し 
た ら , 次 に 「 辞 書 変更 . Uty」 を 実行 きせ 
て , 登録 を 開始 し ます 。 

画面 の 指示 に し た が っ て 操作 を 進め , 次 
の よう な 索引 入力 の 画面 が 現れ た ら , ここ 
で 姓 を 入力 し ます 。 自動 的 に 日 本 語 入力 モ 
ー ド に な っ て いま すか ら , 「 い 」 と 入力 し て 
み ま し ょ う 。 索引 の 登録 は どん な 順序 で 行 
っ て も か まい ませ ん 。 
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人 4 索引 の 登録 


3. 次 の よう な 画面 が 現れ ます 。 


人 る 熱 語 の 登録 削除 画面 


「 人 へ 登録 」j は , あと か ら 登録 さ れ た も の が 
先 に 配置 され , 「 マ 登録 」 は , 登録 順に 配置 
され ます 。 ど ちら で 登録 し て も か まい ませ 
ん が , ここ で は カー ソル を 「 マ 登録 」 に 移 
ШІСІ) を 押し ます 。 


4. する と , 登録 する 熟語 を 入力 する よう 指 
示 が 出 ま す 。 そ こ で , た と えば 「 伊 藤 明 : 
新宿 区 新宿 2 一 9 一 9 」 の よう に 入力 し て 
み ま し ょ う 。 


AREAN 


5. 登録 され た 画面 は 上 に 表示 され ます 。 


6. 頭 に 「 い 」 が つく 人 の 氏名 , 住所 を 全部 
入力 し ます 。 もし, いっ ぱい に な っ た ら , 
「 い 2」「 い 3」…… の よう に 索引 を ふやし 
て いき ます 。 


人 A 氏 名 ・ 住 所 の 入力 


7. 以上 の よう に し て , ほか の 音 に つい て も 
索引 と 熟語 を 登録 し て いき ます 。 


登録 し た デー タ は , あと か らい つ で も 削 
除 し た り 変 更 し た りす る こと が 可能 で す 。 


登録 を 終了 し た ら , さっ そく 試し て み ま し 
ょ う 。 ユー ザー 辞書 の 使い 方 は 。 シス テム 辞 
書 を 使う 場合 と 同様 で すね 。 

1. BASIC を 起動 後 , ドラ イブ 0 に ユー ザ 

ー 辞 書 の ディ スク を 入れ ます 。 

2. 日 本 語 入力 モー ド に 入り 


F10) (SHiFT | + [Е5]) 


を 押し て , 画面 下部 の ファ ンク ショ ン キ ー 
表示 の 右端 を 「USR 辞書 」 に し ます 。 
これ で , ユー ザー 辞書 が 使え る 状態 に な 
Ж 17% 


с, 「 い 」 ま た は 「 イ 」 と 入力 し て | XFER| 


を 押し て くだ さい 。 


人 A 氏 名 ・ 住 所 の 表示 


いか が で すか 7? 登録 し た 氏名 , 住所 が 確 
か に 表示 され まし た ね 。 ス ペー スキ ー, また 
は | 」 | を 押す と , 「 い 」 に 対応 する 氏名 住所 
が 次 々 に 表示 され ます 。 


と ころ で , せっ か く 作 っ た 住所 録 で す 。 一 
覧 表 に し て プリ ント アウ ト し て み ま し ょ う 。 
これ も XI turbo の ミニ ・ ワ ー プ ロ 機 能 を 使 
えば 簡単 で すね 。 

1. AUTO * [| と 入力 し て くだ さい 。 
1000 番 か ら 「"」 付 き の 行 番号 が 表示 され 
ます 。 
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2. 日 本 語 入 力 モ ー ド に 入っ て 索引 を 入力 し 
まし ょ う 。 


4 ミニ ・ ワ ー プ ロ で 住所 表示 


3. 次 々 に 変換 し て いき まし ょ う 。 


4 ミニ ・ ワ ー プ ロ で 住所 表示 


作っ た 住所 録 一 覧 (REM 文 の プロ グラ 

A) は , せっ か く で すか ら 住 所 録 と 同じ し デ 

ィ ス ク に SAVE し て お く と いい で すね 。 
4. で は , LLIST * (ДЕС, プリ ント ア 

ツウ トド し まし ょ う 。 

右上 の よう に , 住所 録 が きれ い に プ リン ト 
アツ トド よさ れ ま し た ね 。 

さあ , いか が で し た か 。19 文 字 分 し か と れ 
な い 熟 語 に 氏名 , 住所 まで 入れ た の は , ちょ 
っ と きつ か っ た か も 知れ ませ ん が , 19 字 を 超 
える も の に つい て は 分割 し て 登録 する な ど 工 
夫 し て みて くだ さい 。 ま た , 登録 する 人 の 数 
が 多い と 五 十 音 順 で は 多少 探し に くく な る か 
も 知れ ませ ん 。 そ の と き は , 索引 を 姓 , ある 
い は フル ネー ム に し て 作っ て も いい で すね 。 
いずれ に し ろ , 作る の も 利用 する の も 簡単 に 
で きま すか ら , みな さん が いち ば ん よい と 思 
IDET, さっ そく 試し て みて くだ さい 。 
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⑧ 住 所 録 の プリ ント アウ ト 
英 単 語 帳 を 作ろ う 


次 に 英 単 語 帳 を 作っ て み ま し ょ う 。 
索引 は 英 単 語 
熱 語 は その 意味 (和文 ) 
と し ます 。 


Р ОДУР 


1. 住所 録 の 場合 と 同様 ,「 ユ ー ザ ー 辞 書 確 


ж. Uty」 を 使っ て , ユー ザー 辞書 の スペ ー 
ス を 確保 し ます 。 ユ ー ザ ー 辞 書 用 に 用 意 す 
る フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は フォ ー マ ッ ト さ れ 
た も の で す 。 ユ ー ザ ー 辞 書 用 の スペ ー ス は 
と りあ え ず 「 約 3,000 語 . と し て お きま し ょ 
2 

索引 と し て 使う 語 は 英 単語 で すか ら , Ж 
引 の 構成 は 「 構 成 2 (英字 )」 に 設定 し て く 
だ さい (これ に つい て は マニ ュ ア ル 参 照 )。 


4 索引 の 入力 


2. 次 に 「 辞 書 変更 . Uty」 を 使っ て , 索引 ( 英 
単語 ) と 熟語 (英語 に 対応 する 日 本 語 ) を 
登録 し て いき ます 。 これ も , 手順 は 住所 録 
の 場合 と 同じ で すね 。 


使い 方 は , 住所 録 の 場合 と まっ た く 同 じ で 
+ 
1. BASIC 起動 後 , ドラ イブ 0 に 今 作っ た 
英 単語 帳 (ユー ザー 辞書 ) を セッ ト し ます 。 
2. 日 本 語 入 力 モー ド に 入り 


IF10| (| SHIFT | + |F5|) 


と 押し て , 画面 下部 の ファ ンク ショ ン キ ー 
表示 の 右端 を 「USR 辞書 」 に し ます 。 

これ で 設定 は 終了 で す 。 以 後 。 英 単語 帳 が 
カナ 漢字 変換 で 漢字 を 表示 する 場合 と まっ た 
く 同 じ よ うに し て 使え る よう に な っ だ た わけ で 
すわ 。 

ユー ザー 辞書 は , プロ グラ ム の 実行 中 で も 
利用 で きま すか ら , 単独 で 使う だ け で な く , 


いろ いろ な プロ グラ ム と 組み 合わ せ て 利用 す 
る こと が で きそう で すね 。 だ た と えば , s= 
ワー プロ て 英文 を 作成 し て いる と き に , 日 本 
語 入力 モー ド に 入っ て , 今 作 っ た 英 単語 帳 で 
わか ら な い 英 単語 を 調べ る , …… な ど , 大 変 
便利 な 使い 方 が で きま す 。 
さあ , 上 と 同じ し よう に し て , 

和英 辞書 用 語 集 

歴史 年 表 公式 集 

人 名 辞典 
な ど , 自分 な り に 工夫 し て 作っ て みて くだ さ 
い 。 


個人 情報 ファイ ル を 作ろ う 


住所 録 の 応用 と し て , 個人 情報 ファ イル を 
作っ て み ま し ょ う 。 

1 つの 索引 に 対し て , 文字 は 約 200 字 まで 登 
録 で きま すか ら , この こと を 利用 し ます 。 た と 
えば, 

索引 と し て コー ド (3 桁 ) 

熱 語 と し て 氏名 
生年 月 日 
住所 
勤務 先 
勤務 先 所 在 地 
家族 
備考 

な ど を 登録 し て み ま し ょ う 。 

た だ し , この 場合 , 個人 情報 を 出す と き に , 

各 項 目 に つい て いち いち 索引 を キー イン し な 


4 登録 され た 個人 情報 
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けれ ば な り ま せん が , 実際 に 作っ て 使っ て み 
た と ころ , それ ほど 大 し た 手間 で は な いこ と 
が わか り ま し た 。 と に か く , 索引 を 入力 すれ 
ば カナ 漢字 変換 と 同じ 方 法 で 必要 な デー タ が 
次 々 と 出 て くる の で すか ら , これ は 大 変 便利 
で す 。 家庭 用 の 個人 情報 ファ イル や 小売 店 の 
顧客 管理 な ど 。 ホー ム ユ ー ス や スモ ー ル ビジ 
ネス に , これ で も 十分 に 使え そう で すね 。 
次 の よう に , ミニ ・ ワ ー プ ロ 機 能 を 使っ て 
登録 し た デー タ か ら 個 人 カー ド を 作る こと も 
の きま ず 。 


4 ミニ ・ ワ ー プ ロ で 個人 情報 の 表示 


: 秋山 仁 
: 昭和 3 7 年 5 月 5 日 
:технин2-12-2 


・ ト ー ク 出版 KK 

千代 田 区 飯田 橋 3ー5ー2 
$ У, 8,1 А 
: ӨННЕХІ turbo 


る 個人 情報 カー ド 

同じ よう な 方 法 で 
書籍 管理 

な ど が で きま すね 。 


レコ ー ド 管理 


俳句 辞書 を 作ろ う 


含 度 は 少し 変わ っ た 例 を 紹介 し まし ょ う 。 
索引 と し て 季語 
熱 語 と し て 俳句 , 作者 名 
を 登録 し ます 。 俳句 は ご 存 知 の よう に 五 七 五 
の 計 17 文 字 ひら が な ば か り と いう こと は あ 
まり あり ませ ん か ら , 熟語 と し て 俳句 と 作者 
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名 は 十分 に 入り ます 。 
た と えば , 索引 に 季語 「 さ みだれ 」 (五月雨 ) 
を 登録 し , 熟語 と し て 
ҺИНЕ ЖІ СӘ ЕЖ 
五月雨 を あつ め て 早 し 最上 川 МЖ 
さ み だ れ や 大 河 を 前 に 家 二 軒 ЖМ 
な ど を それ ぞ れ 登録 し て み ま す 。 


人 俳句 の 登録 


こう し て お け ば , 必要 な と き に 季語 に 対応 
する 俳句 を すぐ に 探し 出す こと が で きま すね 。 


А 「 さ みだれ 」 て で 変換 され る 俳句 の 表示 


も ちろ ん , 索引 と な る こと ば は 季語 で な く 
「 ふ じ 」「 は まま つ 」 な どの 地名 ,「 ば し ょ う 」 
「 ぶ そん 」「 い っ さ 」 な どの 俳人 名 な ど , 何で 
も か まい ませ ん ね 。 


さて , いか が で し た か ? 以上 の と お り , 
ユー ザー 辞書 を 使っ て いろ いろ な こと が で き 
る こと が わか り ま し た ね 。 そ の ほか マル 秒 情 
報 を 登録 し た り 暗号 や パズル を 作っ た り …… я 
まだ まだ 応用 例 は いく ら で も あり そう で す 。 
みな さん も 気軽 に 使っ て , ちょ っ と し た 工夫 
を し て , いろ いろ 応用 し て みて くだ さい 。 


X1turbo・X1 2) 


スー パー イン ポー スズ 機能 


スー パー イン ポー ズ 機 能 と は どう いう も の 
か ? 実際 に 見 て みれ ば 一 目 瞭 然 で す が , 本 
当 の と ころ は どう いう 意義 が あっ て , いっ た 
い 何 が で きる も の な の で し ょ う 。「 野 球 中 継 を 
見 な が ら プ ログ ラム を 作れ る 機能 の こと さ 」 
と か , 「 テ ー プ ・ プ ログ ラム の ロー ド 中 に 退屈 
し の ぎ に テ レビ が 見 られ る 機能 の こと だ よ 」 
な ど と 悪口 (? ) を いう 人 も いま す 。 も ちろ ん , 
これ ら は まち が っ て いる わけ で は あり ませ ん 。 
し か し , スー パー イン ポー ズ の 本 当 の 魅力 は 
そん な も の で は あり ませ ん 。 

で は , スー パー イン ポー ズ の 本 質 と は , い 
っ だ い 何 で し ょ う 。 ス ー パ ペパー インポ ー ズ は , 
し ば し ば 「 ス ー パ ー」 と 略 さ れ ま す 。 身近 な 
例 で も , いく つも この スー パー が 用 いら れ て 
いま す 。 

まず , いち ば ん 私 達 に な じみ 深い の は , 何 
と いっ て も 外国 映画 の 字幕 スー パー で すね 。 
これ が な く て は , 外国 の 映画 は まっ た くわ か 
ら な いで し ょ う (そう で な い 方 も 多い と は 思 
いま す が ……)。 次 は テレ ビ の 番組 で す 。「 東 
京都 」 と か 「 昭 和 60 年 」 と か , 人 名 ・ 地 名 そ 
の 他 の 文字 を 画面 に 表示 する の も , スー パー 
と いい ます 。 

これ ら の 文字 スー パー は , な ぜ 行 われ る の 
で し ょ う 。 それは, 映像 や 音 だ け で は 説明 し 
きれ な いこ と や , わか ら な いこ と を 直接 的 に 
表現 する た めで す 。 ス ー パ ー の な い 外 国 映画 
や テレ ビニ ュー ス が , どん な に わか り に くく 
な る か は 想像 で きる で し ょ Э. 

つま り , 映像 ( 絵 ), 音 , に 次 ぐ 第 三 の 情 報 
が スー パー な の で す 。 スーパ パー インポ ー ズ に 
よっ て , 情報 は さら に 正確 に 速く 伝達 され る 
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こと に な る わけ で す 。 

テレ ビ を 見 な が ら プ ログ ラム が 作れ る , と 
いう の は も う ひ と つの 効果 で す 。 同 時 に 2 つ 


の 情報 が 画面 か ら 得 られ る と いう の も , スー 
パー な ら で は の 重要 な 機能 で すね 。 


さて , この スー パー イン ポー ズ 機 能 で す が , 
X1 tubo・X1 シリ ー ズ で は どう や っ て この 機 
能 を 達成 し て いる の で し ょ う 。 

も ちろ ん , 2 つの 異な っ た 映像 を 合成 し て , 
1 つの 映像 に すれ ば よい の で す が , テレ ビ や 
ビデ オ の 場合 , ちょ っ と めん どう な 問題 を 解 
決し な けれ ば な り ま せん 。 それ は , コマ 合せ 
の 問題 で す 。 

テレ ビ や ビデ オ の 映像 は , いつ も 画面 上 に 
表示 され て いる わけ で は な く , 日 本 や アメ リ 
み で は , 1 秒間 に 30 コ マ の 少し ずつ 異な っ た 
画面 が 連続 し て 表示 され る シス テム に な っ て 
いま す 。 ス ポー ツ 番 組 な どの スロ ー モ ー シ ョ 
ン で は , 1 コマ を 2 回 また は 3 回 ずつ 表示 し 
ます か ら , 動き が ギク シャ ク し て 見 えま すね 。 
あの ギク シャ ク し た 絵 を 正しい 速度 で 再生 す 
る と , まっ だく 途切れ の な い 映 像 に な る の で 
95 

スー パー イン ポー ズ を 行う と き は , この よ 
うに 1 秒間 に 30 コ マ ず つ 表 示さ れる 映像 を 2 
つ (以上 ) 合成 し て , 1 つの 映像 に し な けれ 
ば な り ま せん 。 

フィ ルム の 場合 は , 2 本 の フィ ルム (А, 
В) と 1 本 の 生 フ ィ ル ム を 重ね て 露光 し ます 。 
する と この 生 フ ィ ル ム に 合成 され た 映像 が 焼 
き 込 まれ る わけ で す が , この と きも し フィ ル 
ム A と フィ ルム B の 位置 が 少し で も ずれ て い 
る と , コマ の 上 下 が 合 わ ず , 正しく 合成 され 
ませ ん ( 図 2.1)。 で すか ら , フィ ルム は コマ 
を 正確 に 合わ せ て 重ね る こと か が 必要 に な り ま 
す ( 図 2.2)。 


機能 


. こ れ と まっ た だ た く 同 じ し こ と が ビデ オ で も 起こ 
り ま す 。 

つま り , 2 つの 映像 の コマ の 表示 され る タ 
イミ ング が 合っ て いな いと , ずれ た 画面 に な 
っ て し まう の で す 。 

フィ ルム で あれ ば , 片方 の フィ ルム を ちょ 
っ と ずら す だ け で すむ の で す が , ビデ オ や テ 
レビ は 電気 信号 で すか ら , そう 簡単 に ずら 
すこ と が で きま せん 。 テ レビ 局 や 専門 の ビデ 
オプ ロダ クシ ョ ン で は , その た め の 専 用 の 装 
置 を 持っ て いま すか ら , 美しく 合成 で きる わ 
け で す 。 し か し , 残念 な が ら , 家庭 で その 装 
置 を 使う こと は 不可 能 で すね 。 

と ころ が , X1 turbo・X1 シリ ー ズ で は , Е 


フィ ルム 
の 1 コマ 


[#-- コ マ の 位置 が ずれ 
て いる の で , 正 し 
く 合 成 さ れ な い 。 


ШЕ 


デオ や テレ ビ の 映像 信号 が 入っ て くる と , Ж 
れ に コマ 合わ せ を し た うえ で , 作り 出し た 映 
像 を 出力 する こと が で きる の で す 。 こ の コマ 
合せ 機能 の こと を 「 ゲ ン ロ ッ ク (同期 結 合 ) 機 
能 」 と いい , X1 turbo・X1 シリ ー ズ で は , ASS 
(オー トマ チッ ク ・ シ ンク ロナ イズ ・ コ ント 
ロー ル ) 回 路 に よっ て 実現 きせ て いま す 。 
この ゲン ロッ ク 機 能 に より , ХІ turbo・X1 
シリ ー ズ は テレ ビ ・ ビ デオ と の 完全 な 共存 を 
可能 と し , スー パー イン ポー ズ と いう 映像 ・ 
音 に 続く 第 三 の 表現 力 を 身 に 付け た の で す 。 
で は , スー パー イン ポー ズ を 生か し た , 新 
し い ゅ 映像 と コン ピュ ー タ の 世界 に ご 案内 し ま 
し まう 。 


> 


ШЕ 


a----> コ マ の 位置 が 一 致し て いる 
| Ё の で , 正しく 合成 で きる 。 
> 
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図 2.2 合成 で きる 状態 
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X1 turbo・X1 š 


デジ タル テロ ッ パ こと 
パー ソナ ル テ ロ ッ パ 


X1 turbo・X1 シリ ー ズ と 専用 モニ タ を 組 
み 合 わせ て 得 ら れる 映像 は , 残念 な が ちら ビデ 
オデ ッ キ に その まま 録画 する こと が で きま せ 
ん 。 専 用 モニ タ 上 の 映像 は パソ コン の デジ タ 
ル RGB 信号 と, ビデ オ 映 像 と を ブラ ウン 管 
の 直前 の 回 路 で 合成 し て お り , 余計 な 回 路 を 
いっ さい 通ら ちら ない の で , 非常 に 美しい 画面 を 
表示 し て くれ る の で す が , ビデ オ 録 画 用 の 信 
号 は 作っ て くれ ませ ん 。 

そこ で , X1 turbo・X1 シリ ー ズ で は , デジ 
タル テロ ッ パ と パー ソナ ル テ ロ ッ パ の うち ど 
ちら か を 使え ば , ビデ オ 録 画 が で きる よう に 
な っ て いま す (X1 turbo Model 20, 30 に は , 
パー ソナ ル テ ロ ッ プ パパ の 機能 が 標準 で 組み 込ま 
れ て いま す )。 ご の 2 つ を うま く 生 か すこ と に 
より , 自分 の ビデ オ 作 品 に 文字 を 入れ た り 
グラ フィ ッ ク 作 品 を 入れ た りす る , 新しい 活 
用 が 可能 に な る の で す 。 


パー ソナ ル テ ロ ッ パ は , デジ タル テロ ッ パ 
が 世に 出 て か ら 1 年 以上 経っ て 発売 され まし 
た の で , 基本 的 な 機能 が 大 幅 に アッ プ さ れ た 
の は も ちろ ん の こと , 付加 機能 も 圧縮 され , 
価格 も か な り 安 く な っ て いま す 。 

デジ タル テロ ッ パ と 比較 し て , も っ と も 改 
善 さ れ た だ 点 は , 画質 で す 。 もともと, デジ タ 
ル テ ロ ッ パ で は , ビデ オ な どの 映像 を いっ た 
ん カラ ー の КСВ (дт = 3 原色 ) 信号 に 分 
EL, その 段階 で パソ コン の RGB 信号 と 合 
ELT, 再び 映像 信号 に 合成 する と いう 方 法 
を と っ て いま し た 。 こ の 場合 , パソ コン の 画 
像 と , ビデ オ 映 像 の 境目 で 目障り な ノイ ズ を 
発生 せ ず , 美しい 合成 が で きる と いう メリ ッ 
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ト が ある の で す が , 分 解っ 合成 っ 合成 と いう 
複雑 な 回 路 を 経由 する た め , ビデ オ 映 像 が 若 
干 劣化 する と いう 欠点 が あっ た わけ で す 。 

そこ で , パー ソナ ル テ ロ ッ パ で は , これ を 
改善 する た め に , 555 方 式 ( モ パ レー ト ・ サ 
プ キ ャ リア ・ ス ー パ ー イ ン ポ ー ズ ) を 開発 , 
採用 し まし た 。 こ れ に よっ て , ノイ ズ が 少な 
いと いう 本 来 の 利点 を 生か し た まま , 画質 の 
劣化 を お さえ た , 品質 の 高い 映像 を 作り 出す 
こと が で きる よう に な り ま し た 。 

この こと が , パー ソナ ル テ ロ ッ パ の 最大 の 
特徴 で す 。X1 turbo Model 20, 30 に 内 蔵 き 
れ て いる テロ ッ パ も , 基本 的 に は まっ た く 同 
じ も の で す 。 


555 方 式 は 図 2.3 の よう に, 入力 され た 映 
kè, いっ た ん 明る さ の 信号 (Y) と , 色 を 
示す 信号 (C) の 2 つ に 分 け , 同時 に , パソ 
コン か ら の RGB 信号 を , RGB エン コー ダ に 
よっ て Y と C の 2 つの 信号 に 変換 し ます 。 

この 段階 で 両者 を 合成 し , 最終 的 に スー パ 
ー イ ン ポ ー ズ され た 映像 信号 と し て 出力 する , 
と いう 原理 に な っ て いま す 。 

な お , ほか の 機能 も 削除 きれ た わけ で は な 
5, ビデ オマ ル チ プ ロ セ ッ サ に すべ て 受け 継 
が れ て お り , 専用 機 に な っ て さら に 機能 アッ 
プ さ れ て いま す 。 こ ちら に つい て は 後 で 述べ 
る こと に し ます 。 


パー ソナ ル テ ロ ッ パ は , これ まで 述べ て き 
だ た よう に , パソ コン テレ ビ ХІ turbo・X1 Z 
リー ズ 用 の パソ コン 映像 信号 を , 録画 可能 な 
NTSC 信号 (ビデ オ 信 号 ) に 変換 する 装置 で す 。 

その 他 の 付加 機能 と し て , ワイ プ 機 能 . コ 
ンピュータ 映像 の 明る さや 色 を 調整 する 機能 
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表 2.1 


デジ タル テロ ッ パ 
(CZ-8DT) 
¥ 89,800 


図 2.3 


SSS 方 式 の 原理 


ビデ オ 合 成 出力 


テロ ッ パ 機器 ., スイ ッ チ ャ ー 機 器 の 機能 対応 表 


へ 印 は リア パネ ル に 半 固 定 の ボリ ュー ム つ まみ が つい て いる 


テロ ッ パ 機器 


パソ コン 内 蔵 型 
(X1 turbo model 20,30) 
model 20 ¥ 248,000 
model 30 ¥ 278,000 


パー ソナ ル テ ロ ッ パ 
(CZ-8DT2) 
Ұ44,800 


独立 3 モー ド 


同期 方 式 


カッ トイ ン ア ウト 


ワイ プ 機 能 


内 部 外部 
と も に NTSC 準 拠 


パソ コン と 連動 


内 部 (ノン イン ター レス メス) 
外部 (イン ター レス ) 


独立 4 モード 


内 部 (ノン イン ター レス ) 
外部 (イン ター レス ) 


РЕ s= 
コン トロ ー ル 


シャ ドウ メイ クア ッ プ 


х 
x 黒文字 可 


RGB マル チ 端 子 


コン ピュ ー タ コン ト 


x 


x 黒文字 可 
О 


パソ コン と 連動 


スイ ッ チ ャ ー 機 器 
ビデ オマ ル チ プ ロ セ ッ サ 
(CZ-8VP1) 
Ұ59,800 


モノ クロ モニ ター 対応 


エン ハン サ (輪郭 強調 ) 


| 16 | 音声 フェ ー ダ ー 


x X ІРБІРБІх|х 


で マニュア ル 
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X |X |X | X 


O (L, RÆ) 


О 入力 6 出力 ) 
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О 
О 
А 
МЕС; Ауд 


が あり ます 。 こ れ ら の 機能 に よっ て , 映像 を 
好み の 雰囲気 に 作り 変え た たり , 絵 の 一 部 を マ 
スク し た りす る こ と も で きる よう に な っ て い 
2%, 

ここ で , 特筆 し な けれ ば な ら な い の は , コ 
ンピュータ コン トロ ー ル 機能 で す 。 モ ー ド 切り 
換え や カッ トイ ン な ど が パソ コン 側 か ら コ ン 
トロ ー ル で きる た め , 映像 を 作り 出す だ け で 
な く , テロ ッ プ 切り 換え の タイ ミン グ な ども , 
プロ グラ ム に よっ て コン トロ ー ル する こと が 
で きま す 。 この コン ピュ ー タ コン トロ ー ル 機 
能 を 利用 すれ ば , 数 台 の VTR と ビデ オマ ル 


チ プ ロ セ ッ サ と を 組み 合わ せる こと に よっ て , 


本 格 的 な ビデ オ 合 成 ・ 編 集 を 楽し むと いう 高 
度 な 使い 方 も 可能 で す 。 前 ペー ジ の 表 2.1 に 
機能 対応 表 を 示し まし た 。 


パー ソナ ル テ ロ ッ パ の 接続 法 は , マニ ュ ア 
ル に も くわ し く 述 べら れ て いま す が , 図 2.4 に 
その 一 例 を 示し て お きま す 。 図 2.4 で は , 専用 
モニ タ と モニ タテ レビ を べつ べつ に 使う と い 
う ぜ いた く な 構成 に な っ て いま す が , 録画 用 
VTR の 出力 を 専用 モニ タ の VIDEO IN に 


基本 的 な 接続 例 を ベー ス 

に し た パー ソナ ル テ ロ ッ 

パ の 信号 系 統 図 で す 。 
= ей РС. オー ディ イオ 
ライ ン は 省略 ) 


CZ8VPl^JOYSTICK 2 ょ り 


Lo = 


олы 
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接続 し , 再生 用 VTR の 出力 を し か に パー ソ 
ナル テロ ッ パ に 入れ る と いう 方 法 も ある と 思 
いま す 。 

接続 法 は , ユー ザー が 持っ て いる 映像 機器 
こ 合わ せる こと に な る わけ で すか ら , 画 一 的 
に これ が よい と いう 形 で は 紹介 で きま せん し , 
使う 目的 に よっ て も 変わ っ て きま す 。 

た だ し , 高度 な ビデ オォ 編集 を する 場合 な ど 
は , どう し て も モニ タ が 2 台 必 要 に な っ て く 
る で し まう eG 


ビデ オマ ル チ プ ロ セ ッ サ 


ビデ オマ ル チ プ ロ セ ッ サ は , X1 turbo: ХІ 
シリ ー ズ の 周辺 機器 と し て 発売 され て いま す 
ж, パソ コン の 周辺 機器 と いう より も , ЖЖ 
的 な 多目的 映像 機器 で ある と いえ る で し ょ う 。 
高度 な ビデ オ 編 集 を する 場合 や , 複数 台 の 
VTR, モニ タ を 接続 する 場合 に は 不可 欠 な も 
ӨС 


ビデ オマ ル チ プ ロ セ ッ サ に は , 多く の 機能 
が 盛り 込ま れ て いま す 。 で は , これ ら の 機能 


図 2.4 パー ソナ ル テ ロ ッ パ 信号 系 統 図 


を 順に 説明 し て いき まし ょ う 。 
(1) カラ ー コ レク タ 機 能 

撮影 時 に ホワ イト バラ ンス を 誤り , お か し 
な 色 に な っ て し まっ た と き , ある い は 映像 効 
果 を ね ら っ て 特殊 な 雰囲気 を 出し た いと き な 
ど に , 色 を 調整 する 機能 で す 。 

РЕЖРОМЕЗ--уТ, よく や ピア デカ か 
ラー や 白黒 に な っ た りす る こと が あり ます ね 。 
この よう な 画面 に し た いと き は , カラ ー コ レ 
クト スイ ッ チ を ON に し , カラ ー ツ マミ を 左 
に いっ ぱい に 回 せ ば よい の で す 。 さらに , ジ 
ョ イス ティ ッ ク ツ マミ に な っ て いる カラ ー バ 
ラン サー を 動か す と , セピア カラ ー か ら ブ ル 
ー が か っ た 白黒 まで , 自由 に 好み の 色調 に 変 
える こと が で きま す 。 

な お , ビデ オマ ル チ プ ロモ セッ サ に は カラ ー 
レベ ル の 小さ く な っ た 映像 を 正しい レベ ル に 
直す カラ ー ス タビ ライ ザ が 内 蔵 き さき れ て お り , 
安定 し た 画面 を 得る こと が で きま す 。 

(2) ビデ オ エ ン ハ ン サ 機能 

エン ハン ス と は ,「 輪 郭 強 調 」 と いう 意 
T, 映像 の 輪郭 部 を 引き 締め ,、 くっ きり させ 
る 効果 の こと を いい ます 。 

ビデ オ エ ン ハ ン サ は , 特に ダビ ング 時 に カ 
を 発揮 し ます 。 エ ン ハ ン サ は , 左右 方 向 に つ 
いて の 明る さ の 変化 を より 強調 する と いう は 
た らき を する も の で , 劣化 し か か っ て いる 映 
像 に は 特に 有効 で す 。 た だ し , 劣化 し た 映像 
を 元 に 戻す こと は で きま せん 。 よ くま ち が え 
る こと が ある の で , 注意 し て くだ さい 。 

エン ハン サ の 使用 は , 遠景 や 細か いも の が 
映っ て いる 映像 で は , ディ テー ル を 強調 で き 
る の で , 一 般 に 美しく な り ま す が , 人 物 の ア 
ッ プ な ど で は , ざら ざら し た 感じ し に な っ て し 
まい ます 。 映 像 の 内 容 や 劣化 の 度合 に よっ て 
使い 分 けた ほう が よい よう で す 。 

(3) A/V セレ クタ 機能 

A/V セレ クタ と は , オー ディ オ と ゼ ピ デ オ の 
入力 を 切り 換え る 機能 の こと で す 。 こ の 機能 
は , デジ タル テロ ッ パ に は 装備 され て いま し 
た が , パー ソナ ル テ ロ ッ パ で は 削除 され , さ 


ら に 充実 し た 形 で ビデ オマ ル チ プ ロ セ ッ サ に 
取り 入れ られ まし た 。 

ビデ オマ ル チ プ ロモ セッ サ は , 4 入力 3 出力 
と 2 入力 1 出力 の 独立 し た 2 系 統 の スイ ッ チ 
ャ ー を 備え て いま す 。 さらに 入力 に は すべ て 
ブリッジ 端子 (共通 端子 ) が ある の で , 必要 . 
な 出力 を スイ ッ チ 1 つ で 自由 に 選択 する こと 
が で きま す 。 一 般 的 に は , VTR, ビデ オデ ィ 
スク な どの 複数 の 映像 機器 に 対し , 1 台 の モ 
ニタ テレ ビ を 切り 換え て 使う 場合 が 多い と 思 
いま す が , この 場合 に は 2 列 の スイ ッ チ ャ ー 
を 組み 合わ せ て , 最大 5 入力 の ビデ オ 切 り 換 え 
が で きま す 。 オ ー デ ィ オ 系 も すべ て ステ レオ 
対応 に な っ て いる の で , どの よう な 映像 機器 
に 対し て も 自由 度 の 高い 接続 が 可能 で す 。 
4) ビデ オデ ィ ス トリ ビュ ー タ 機能 

また 逆 に , 組合 せ を 変え る と , 1 入力 5 出 
力 の 分 配 器 (ビデ オデ ィ ス トリ ピュ ー タ ) と 
し て も 利用 する こと が で きま す 。 これ は , 店 
HT, 1 つの 映像 を た くさ ん の モニ タ に 出力 
し た り , 本 格 的 な ビデ オ 編 集 設備 を 作っ た り 
する 場合 に は , な く て は な ら な い 機 能 で すね 。 
特に , 民生 用 の ディ スト リ ビ ュ ー タ は あま り 
市 販 さ れ て いな い の で , 10 数 台 ま で の モニ タ 
テレ ビ に 同時 に 映像 を 出力 する の で あれ ば , 
専用 の 機器 を 使う より , ビデ オマ ル チ プ ロ セ 
ッ サ を 2 一 3 台 使 っ た ほう が コス ト 的 に は 有 
利 な よう で す 。 ビ デオ 信号 の 分 配 と いう の は , 
いざ 行 お うと 思う と 大 変 め ん どう な も の で す 。 
その 点 で も , ビデ オマ ル チ プ ロ セ ッ サ の 用 途 
は 広い と いえ る で し ょ う 。 
(5) GENLOCK 機能 

複数 台 の ビデ オ を 使用 し , スイ ッ チ ャ ー で 切 
り 換 えな が ら 編 集 作 業 を する と き , その 切り 換 
る 部 分 で 映像 の つなぎ 乱れ を 起こ さ な い よう 
に する 機能 で す 。 ビ デオ マル チ プ ロ セ ッ サ に 
は , 各 ビ デオ が 同期 し て 再生 で きる よう に , 
同期 信号 出力 端子 が 備わっ て いま す 。 た だ し , 
使用 で きる ビデ オ は , シャ ー プ の VC-340 な 
どの よう な , 同期 入力 端子 の 付い た も の に 限 
られ ます 。 
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スー パー イン ボー ズ に よる 


スー パー イン ポー ズ を 用 いて , 新しい 映像 
を 作り 出す と き の テ クニ ッ ク と し て は , 基本 
的 に は 次 の 2 つが あげ られ ます 。 

(|) 情 報 付加 効果 

(2 減算 型 映像 効果 

むず か し い 名 前 を 付け て し まい まし た が , 
(1) の 情報 付加 効果 は , スー パー イン ポー ズ の 
説明 で も 述べ た よう に , 映像 と は 別 の , ある 
い は 映像 を 補足 する 内 容 を 表示 する も の で す 。 
文字 の スー パー や タイ トル な ど は , 使用 され 
る 頻度 も 非常 に 高い の で , 表示 の 位置 な ど に 
つい て は 十分 な 配慮 が 必要 で す 。 

(2) の 減算 型 映 像 効果 は , スー パー に よっ て 
映像 が 見 え を なくなる (マス ク さ れる ) こと を , 
積極 的 に 利用 し よう と いう も の で す 。 二 次 的 
な 効果 と いえ る で し ょ う 。 画 面 の 一 部 分 を 強 
調 し た り , マス ク が 徐々 に 変化 し て いく 効果 
を 画面 転換 な ど に 利用 し た りす る と , 楽し い 
映像 を 作る こと が で きま すね 。 

この 2 つ は , 考え 方 こそ か な り 異 質 で す が , 
タイ トル を 作っ た りす る 場合 に は , この 2 つ 
の 考え 方 を 組み 合わ せ て 使い ます 。 テ レビ や 
映画 で は , 映像 その も の の 縮小 や 回 転 な ど , 
複雑 な 処理 を さら に 組み 合わ せる 場合 が 多い 
の で す が , スー パー に よる マス ク 効 果 を 利用 
する だ け で も , く ふ う 次 第 で ユニ ー ク な 映像 
が 作れ ます 。 

特に タイ トル な ど は , 作品 ご と に く ふ う を 
こら し た , 無限 の バリ エー ショ ン が 考え られ 
ます ね 。 こ こ で , 1 つ 述 べ て お か な けれ ば な 
ら な いこ と が あり ます 。 それは , タイ トル な 
E, さま ざま な テク ニッ ク を 極限 まで 駆使 す 
る も の は , どう し て も プロ グラ ム 作 成 作 業 を 
必要 と する , と いう こと で す 。 

一 般 に , 絵 や 、 プ ログ ラム な ど を 作成 する 
と き に , それ を 手伝っ て くれ る ソフ トウ ェ ア 
を 「 ツ ー ル 」 と 呼ん で いま す 。 タ イト ル を 作 
る と き に も , いく つか の ツー ル を 持っ て いれ 
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ば , 速く ) し か も 簡単 に で きる の は いう まで 
も な いこ と で すね 。 と ころ が , それ ら を 総合 
し た , いわ ゆる 「 タ イト ルツ ー ル 」 な る も の 
は , あら ゆる バリ エー ショ ン に 対処 し な けれ 
ば な り ま せん 。 こ れ を 作成 する の は , 非常 に 
困難 な の で す 。 X1 turbo・X1 シリ ー ズ の 特別 
な 機能 を 組み 合わ せ て 複雑 な タイ トル を 作ろ 
うと 思っ て も , その ツー ル で サポ ー ト し て い 
な けれ ば , それ は それ で 終わ り に な っ て し ま 
うわ け で す 。 

で すか ら , どう し て も BASIC の プロ グラ 
ミン グ 作 業 が 必要 に な っ て きま す 。 

ЖЕ, タイ トル な ど は , 1 つの 作品 に 1 つ 
の プロ グラ ム を 作成 し な けれ ば な ら な い の で 
手間 が か か る し , 1 回 使っ て し まえ ば , それ 
で 用 済み あこ な っ て し まい ます 。 

この よう に , パパ ソコ ン で タイ トル を 作る こ 
と に は 苦労 が 多い の で す が , それ に 見 合う も 
の が きっ と で きる は ず で す 。 ぜ ひ が ん ば っ て 
くだ さい 。 

さあ , これ か ら サ ンプ ル を 紹介 し て いき ま 
す 。 こ れ ら を 参考 に し て , さら に ユニ ー ク な 
面白 いも の を 考え て みて くだ さい 。 


時 刻 や 日 付 の 表示 


朝 は どの チャ ン ネ ル で も , テレ ビ 画 面 の 左 
肩 に 時 刻 が 表示 され て いま すね 。 同じ こと を 
パソ コン で 実現 し て みよ うと いう わけ で す 。 

TIME$ と いう シス テム 変数 を 使え ば , 電池 
で バッ クア ッ プ され た ХІ turbo・X1 シリ ー 
ズ 内 蔵 の 時 刻 の 情報 が 取り 出せ ます 。 そ れ を 
その まま 表示 する な だ な け で す 。 た な だし, д 
の 大 き さ の 文字 で は , ちょ っ と 離れ る と 小さ 
く て 読め な く な っ て し まう の で , 拡大 し て 表 
示し じ ま し まう の e 


映像 効果 


この プロ グラ ム (List 2.1) で は , TIME*$ 変 
数 を その まま 表示 し て いま す 。 で すか ら , た 
と えば 2 時 5 分 3 秒 で あれ ば , T02: 05 : 03」 
と いう よう に , 必ず 頭 の 0 も 表示 され て し ま 
いま す 。 気に入ら な い 方 は く ふ うし て みて く 
だ さい 。 

List 2.1 時 刻 ス ー パ ー 
10 INIT:MIDTH 40 ЕЙ 


20 CLS 4 
39 CSIZE 5 


44” 


50 LOCRTE 0,0 
69 PRINT H9 ТІМЕФ; 
70 GOTO 50 


テレ ビ 番 組 を ビデ オ に 録画 する と き , H 
付 ・ 時 刻 を いっ し ょ に 録画 し て お きた いと 思 
うこ と が あり ます ね 。 自分 が 出演 し た テレ ビ 
番組 と か , 記念 に 残し て お きた い 野 球 の 試合 
と か ……。 テ レビ の 場合 , 新聞 と ちがっ て 日 
付 は 残り ませ ん か ら , 日 付 と 時 刻 を 映像 に 重 
ね る プロ グラ ム が ある と 便利 で すね 。 

この プロ グラ ム (List 2.2) で は , 画面 の 最 
下段 に , 日 付 と 時 刻 を 横 2 倍 文字 で 表示 させ 
ЛЗ. 


List 22 日 付 & 時 刻 ス ー パ ー 
18 INIT:MIDTH 40 


59 LOCRTE 2,24 
69 PRINT HOR DATE$;” 
70 GOTO 58 


"ҘТІМЕ%; 


数 字 の スー パー に よっ て , 映像 が か くれ て 
し まう の で , その 面積 を 減ら す た め に , List 2. 
1 より も 数 字 を 小さ くし た わけ で す 。 

この よう に , 文字 の スー パー は , 8х8 F: 


ッ ト で は 小さ すぎ る の で , ふつ う は 拡大 表示 
を する こと が 多い で すね 。 キ ャ ラク タ の 場合 
X1 turbo・X1 シリ ー ズ で は CSIZE ХО, Ж 
の よう に 簡単 に 拡大 で きま す 。 
CSIZE 0 ふつ う の 大 き さ (8x8 ド 
ッ ト ) 
CSIZE 1 縦 2 倍 文字 
CSIZE 2 横 2 倍 文字 
CSIZE 3 縦横 2 倍 文 字 
ビデ オ で は , その 規格 に よっ て , どう し て 
も 横 の 線 よ り 縦 の 線 が 見 え に く い 傾向 が あり 
ます 。 そのため, CSIZE 2。 お よび CSIZE 3 
が よく 用 いら れ ま す 。 


画面 の マス キン グ 


次 は , ХІ turbo・X1 シリ ー ズ な ら で は の , 
ユニ ー ク みな 効 果 を 紹介 し まし ょ う 。 ビ デオ や 
テレ ビ の 映像 を パソ コン の 画面 で マス ク し , 
ちょ うど テレ ビ に 窓 を 作っ た よう な 絵柄 を 作 
り 出 す 方 法 で す 。 こ れ は , 減算 型 映像 効果 の 
典型 的 な 例 で す 。 


さて , この 場合 , 問題 に な る の は 画面 の ボ 
ー グ ゲー エリ ア で す 。 ポー グー エリ アプ と は 、 パ 
ソコ ン で は 表示 で き な い , 画面 の 縁 の こと で 
す 。 単 純 に 画面 を 塗り つぶ し て も , ここ か ら 
裏 の 映像 が 透け て 見 えて し まい ます 。 

ちょ っ と めん どう で す が , List 2.3 の よう 
に すれ ば , この ボー ダー 部 分 だ け を 青色 に し 
て , それ 以外 の 部 分 を 透明 に する こと が で き 
ます 。 

List 2.3 ボー ダー エリ ア だ け の 着色 
10 INIT:MIDTH 40 ЕЙ 


28 05 4 
30 РА ЕТ 0,1:РА ЕТ 1,0 


40 LINE (0,0)-(319,199),PSET,1,BF 


List 2.3 で 重要 な の は 30 行 めで す 。 PALET 
0,113, 0 番 パ レッ ト を , カラ ー コ ー ド 1 の 
色 (E) に する 指定 で す が , これ だ け を 実行 
し て みる と 面白 いこ と が 起こ り ま す よ 。 ポ ボー 
ダー の 部 分 も 含め て , 画面 全体 が 青 一 色 に な 
っ て , 背景 の 映像 が 完全 に か くれ て し まう の 
で す 。 

画面 が CLS 4 な ど で 完 全 に クリ ア さ れ て 
ぃ る 状態 で は , ХІ turbo・X1 シリ ー ズ の グラ 
フィ ッ ク 画 面 は 0 番 パ レッ ト の 人 色 ( 通 常 透 明 ) 
で 塗り つぶ され て いる の と 同じ 状態 で す 。 で 
すか ら , ボー ダー 部 の 色 が PALET 0,1 で 
変わ っ た な と いう こと は , ポー ダー は , この 色 , 
つま り 0 番 パ レッ ト の 色 で 塗ら れ て いる と 考 
えれ ば いい わけ で す 。 

し た が っ て , PALET 1, 0 で , 1 番 パ レッ 
ト の 色 ( 通 常 青 色 ) を 透明 に 指定 し , この 色 で 
全 画面 塗り つぶ せ ば , тырға НЯ 5 2 
), 周囲 が 青く 残り ます 。 I 

これ だ け で も , ちょ っ と 変化 が あっ て 楽し 
い 映像 に な り ま す が , プロ グラ ム 終 了 後 。 ダ 
イレ クト に |ClIL|S]|4| と 入力 し て みて さく 
だ さい 。 

を 押す と , 瞬間 的 に 窓 が 消え , 全 画面 が 
青 一 色 に な っ て し まい ます 。 こ の 逆 も , プロ 
グラ ム に よっ て 簡単 に で きま す 。 画 面 全体 の 
マス キン グ を 変化 させ る と , いろ いろ な ワイ 
プ パ ター ン が 得 ら ちら れ ま すね 。 最近 で は この ワ 
イプ に つい て , 雑誌 な ど で も いろ いろ 紹介 さ 
れ て いる よう で すか ら , 参考 に し て みる と よ 


で し ょ う 。 

ボ ポー ダー を うま く 使 うと いう こと が , 自然 
な 効果 を 得る 重要 な ポイ ント に な る と いう こ 
と が お わか り い た だ けた で し ょ うか 。 

X1 シリ ー ズ で は , この ボー ダー の 色 に , 
青 ・ 赤 ・ マ ゼン タ ( 赤 紫 )・ 緑 ・ シ アン (水色 )・ 
黄 ・ 白 の 7 色 を 使う こと が で きま す 。 さ ら に 
X1 turbo で は 黒 も 使え る の で , 周囲 の 着色 で 
は な く , 完全 に 画面 を 切り 取っ た よう に 見 せ 
る こと が 可能 で す 。 


画面 を 縮小 する こと を , スク イズ と いい ま 
す 。 実際 に は , 単純 に 縮小 する だ け で は な く , 
縮小 し た 画面 を 左下 や 右 下 に 動か し た り , 合 
成 し た り し て , より 複雑 な 映像 効果 を 得 よう 
と する 場合 が 多い よう で す 。 テ レビ な ど で よ 
く 用 いら れる 基本 的 な 映像 効果 の 1 つ で すね 。 

これ を その まま の 形 で まね る こと は 無理 で 
т, 画面 の 大 半 を ブルー な ど で マ スク し , 
左下 な どか ら 映 像 の 一 部 分 が 見 える よう に す 
れ ば , スク イズ 風 の し ゃ れ た 画面 に な り ま す 。 

パソ コン で 窓 を 作っ て , 映像 を そこ か ら の 
ぞ か せる , と いっ た 感じ に な り ま すね 。 こ の 
場合 , キー 操作 に よっ て 窓 の 位置 が 移動 で き 
る よう に し な いと , 映像 と の 位置 合わ せ が で 
き な い の で 不便 で す 。 

List2.4 が スク イズ の プロ グラ ム で す 。 プロ 
グラ ム を スタ ー ト させ る と , まず 画面 の 中 央 
に 縦 10 キ ャ ラク タ , 横 16 キ ャ ラク タ の 大 き さ 


図 2.5 スク イズ (SOUEEZE) 


の 窓 が 開き ます (80X128 ド ッ ト )。 

この 窓 は , テン キー に よっ て , 図 2.6 の よう 
な 方 向 に 動か せま す 。 適当 な 位置 に 移動 させ 
て , 利用 し て くだ さい 。 

も ちろ ん , この 窓 の 移動 その も の も , 映像 
効果 と し て 利用 で きる し , 窓 を 画面 の 外 に 追 
い 出 し て し まう こと も で きま す 。 で すか ら , 
全面 青色 の 画面 に 窓 を 開か せ て , ビデ オ 作 品 
の 導入 部 分 に 使う とか, 逆 に , 窓 を 外 に 移動 
させ て エン ディ ング に 使う , と いう こと も 考 
えら れ ま すね 。 文字 ス ー パ ー と 組み 合わ せれ 
ば , さら に 効果 が ある で し ょ う 。 

この List 2.4 で は , 1030 行 で , 変数 の 設定 
を 行っ て いま す 。 

H= 窓 の 横 の 長き (キャ ラク タ ) 
V= 窓 の 縦 の 長き (キャ ラク タ ) 
C= マス ク の 色 

この 3 つの 変数 の 値 を 変え る こと で , ЖО 
大 き さ ( 形 ) と , 周囲 の 色 を 変更 で きま す 。 

Н-40, V=25 と すれ ば , 窓 の 大 き さ が 画 
面 と 同じ し に な り , ワイ プ 的 な 効果 や , 画面 の 
縮小 効果 を だ すこ と も で きま す 。 た だ し , 窓 


List 2.4 スク イズ 


1000 INIT:MIDTH 40 

1010 CLS 4 

1020 DEFINT X,Y 

1050 H=16:V=10:C=1 

1040 PALET @,C:PALET 1,0 
1050 COLOR С 

1080” 


の 動き は 少し 遅く な っ て し まい ます 。 

な お , 導入 部 分 な ど で , ワイ プ と し て 使い 
た い 場 合 は , 窓 を 画面 以上 の 大 き さ に し て お 
いた ほう が キー 操作 は 楽に な り ま す 。 

また , X1 turbo С, この マス ク 部 を 黒色 に 
すれ ば , より リア ル な 画像 効果 が 得 ら れ ま す 。 


図 2.6 テン キー と 窓 の 移動 の 方 向 


1070 LINE (9,9)-(319,199) ,Р5ЕТ,1,ВҒ 


1080 LINE (0,0)-(39,24),"Ш",ВҒ 


1090 Х= (40-Н) /2:Ү= (25-0) /2 


1100 LINE (X,Y)-(X+H-1,Y+V-1)," ",BF 


12. 
1120 8=STICK(9) 
1130 S=0 THEN 1120 


1140 S=3 OR 6-6 OR 5-9 THEN X=X+1 
1150 5-і OR 5-4 OR 5-7 THEN Х-Х-і 
1120 5-7 OR 5-8 OR 5-9 THEN Y=Y-1 
1170 S=1 OR 5-2 OR 5-3 THEN Y=Y+1 
1180 (X,Y)-(X+H-1,Y+V-1)," ",B 
1190 (X-1,Y-1)-(X+H,Y+V) ,"H",B 


1200 1120 


ビデ オ 作 品 へ の 応用 


文字 テロ ッ プ の 作成 


文字 の テロ ッ プ は , スー パー イン ポー ズ 機 
能 の 中 で も っ と も 重要 な も の で す 。 テ レビ 番 
組 な ど で よ く 使 われ て いま すか ら , みな さん 
ご 存 知 で すね 。 

し か し , 文字 テロ ッ プ は , 一 見 単純 を うに 
見 えま す が , 

・ 背 景 の 映像 に まぎれ て , 読み に くく な っ 

て は な ら な い 。 
・ 読 みや すい 大 き さ で 表示 し な けれ ば な ら 
な い 。 
жы, 美 し さ より も , まず 「 情 報 」 と し て 見 
や すさ を 優先 する 必要 が あり ます 。 そ し て , 
この こと が , 意外 と むず か し い の で す 。 
背景 が 雪山 だ っ た り , 海辺 だ どっ た り , 極端 
に 明る い 映 像 で は , 何ら か の く ふ う を し な い 
k, 白 文 字 ス ー パ ー で は まっ た く 読 め ま せ ん 
ね 。 これ は , 専用 モニ タ で 表示 し て 見 る だ け 
で も , まっ た だ たく 同じ こと が いえ ます 。 

また , 文字 が 小さ 過ぎ る と 読み づらい です 
ね 。 テ レビ は パソ コン と 違っ て , も と も と 2 
ー 3 メー トル 離れ て 見 る も の で すか ら , 細か 
い 文 字 が くっ きり と 表示 され て いて も , 読め 
な いわ け で す 。 

漢字 の 拡大 表示 は , X 1 シリ ー ズ で は で き 
な か っ た の で す が , X1 turbo で は , SYMBOL 
文 に よっ て , 任意 の 倍率 で 拡大 する こと が 可 
能 に な り ま し た 。 ま た だ た, タイ ル パ タ ー ン も 
使え る よう に な っ た の で , か な り 自 由 度 が 増 
RLE LXS 

X1 turbo の SYMBOL 文 は , 

SYMBOL (х, y), x$, h,v, c, 0, mode ` 
(x, y) 表示 を 始め る 座標 
x$ 拡大 し た い 文 字 列 


ん 横 倍率 
の 縦 倍率 
с 6 (タイ ル パ タ ー ン 可 ) 
の 角度 0 : 標 準 , 
1 : 90 度 左 回 転 
2 : 180 度 回 転 , 
3 : 90 度 右 回 転 
тобе PSET, PRESET, XOR, 
文字 式 , “ ” 
と いう 書式 で 表 さ れ ま す 。 引 数 が 多い の で 少 
し めん どう で す が , あり と あら ゆる こと が 可 
能 で す 。 文字 テ ロッ プ に 関す る 限り , 高度 な 
漢字 処理 機能 を 持っ て いる こと と 相まって , 
X1 turbo が は る か に X 1 シリ ー ズ より も 便 
利 に な っ て いま す 。 

さて , SYMBOL 文 の お か げ で , X1 turbo 
で は , 文字 の 大 きき で 悩む こと は あり ませ ん 
が , 背景 が 明る い 場 合 は どの よう に し た ら よ 
めい の で も ょ うす 。 

テレ ビ 放 送 で も , まっ た く 同 じ 悩 み を か か 
えて いま す 。 ご らん に な っ た こと が ある と 思 
いま す が , テレ ビ 放 送 で は , 文字 の 周囲 を 黒 
く 縁 取り し て 見 や すく し て いま すね 。 

この 縁 を エッ ジ と いい ,。 これ が ある お か げ 
で ニュ ー ス な どの テロ ッ プ が 正しく 読み 取れ 
る わけ で す 。 

も ちろ ん , テレ ビ の 場合 、 こ の エッ ジ は , 
専用 の スタ ジオ 機器 を 用 いて 簡単 に 付加 する 
こと が で きま す 。 こ れ は , 基本 的 に は デジ タ 
ル テ ロ ッ パ (CZ-8DT) の シャ ドウ メイ キャ ッ 
プ 機 能 と 同じ も の で す 。 右 だ け で は な く , 上 
TEA, 全 方 向 に 均一 の 黒 縁 が 付加 され る よ 
うに な っ て いま す 。 

周囲 に エッ ジ を 付け る と き , X1 エ 1 シリ ー ズ 
で は 青 や 赤 で 表示 する こと し か で き な か っ た 
の で す が , X1 turbo で は 黒色 の 利用 が 可能 に 
な り ま し た 。 文字 の 品質 は 少し 劣り ます が , 
放送 同 と まっ た く 同 じ エ ッ ジ が 付け られ ます 。 


見 や すい 文字 テロ ッ プ は , ビデ オ 作 品 で は 
不可 欠 で あり , あら ゆる 映像 効果 の 基本 で す 
か ら , ХІ turbo は 申し 分 の な い 機 能 を 身 に 付 
け て いる と いえ そま す 。 

— 222222 
エッ ジ の 考え 方 は 非常 に 簡単 で す 。 

1 ドット だ け を 考え て み ま し ょ う 。 1 ドッ 
ト の 周囲 に エッ ジ を 付け る と すれ ば , エッ ジ 
の 位置 は 8 か 所 ある こと に な り ま す 。( 図 2.7) 

つま り , この 8 か 所 に 黒 や 青 な どの 暗い 色 
を セッ ト し , 中 央 の 文字 その も の を 白 な どの 
明る い 色 に すれ ば , この ドッ ト が 強調 され る 
わけ で す 。 こ の ドッ ト の 座標 を X, Y と する 


£, エッ ジ 部 の 座標 は , 次 の 8 つと な り ま す 。 


Ф (Х-1, Ү-1) 
②( X , Y-1) 
© (X+1, Ү-1) 
@ (Х-1, Y ) 
© (Х+1, Y ) 
© (Х-1, Y+1) 
ФОХ, Y+1) 
@ (Х+1, Y+1) 


SYMBOL 文 を 使う 場合 は , この 8 つの 座 
標 に 暗い 色 を セッ ト し , 中 央 (z, у) に 明る い 
色 の 文字 を か け ば , 文字 の 周囲 が 縁取 りさ れ 
た , 美しい 文字 び で き あ が り ま す 。 

これ を プロ グラ ム に まとめ た も の が , List 
237%, 

この プロ グラ ム は 人 物 名 を エッ ジ 入 り で 表 
示す る も の で す 。 プ ログ ラム を スタ ー ト する 
k, 画面 下 に 「Dr. パ ソコ ン 宮永 好 道 」 と 表 
示さ れ ま す 。 

その 状態 で スペース キー を 押す と , 画面 が 
消去 きれ て 「 白 石 ま る み 三波 豊和 」 と 同じ 
位置 に 表示 され ます 。 


[2.7 エッ ジ の 位置 


Г 
2 Ы 
° _ 


1 ドット に お ける 
周辺 の ドッ ト 


ダイ ナミ ックス トッ プ に な っ て いる の で , 
終了 時 に は | SHIFT | キー を 押し な が ら 
[BREAK] キー を 押し て , スト ッ プ きせ ます 。 

この プロ グラ ム は 40 桁 モー ド 専 用 の も の で , 
1060 行 一 1140 行 が エッ ジ を 付加 し た 文字 の 表 
示 サ プルー チン に な っ て いま す 。 こ の サ プ ブル 
ー チ ン で は 自動 的 に 文字 の セン タリ ング が 行わ 
れる の で , 便利 に 使え る と 思い ます 。80 桁 モ 
ー ド で 実行 し た いと き は , 1070 行 の 319 を 639 
に 変え て くだ さい 。 

また , 1080, 1090472 FOR 文 を 見 る と わか 
り ま す が , エッ ジ を 2 ドッ ト 幅 で 付け て いま 
す 。 文字 が 大 きい の で , エッ ジ も 太め の ほう 
が よい で し ょ う 。 

な お , サブ ルー チン “KSET" の 引数 は , Ж 
の よう に な っ て いま す 。 

KC$ 表示 し た い 文 字 列 
HS 横 倍率 


VS 縦 倍率 
47 


List 2.5 エッ ジ 


1000 INIT:KLIST 9:CONSOLE 8,25 
1010 WIDTH 49,25,9,1:CLS 4 
1020 PRLET 1,8 

1050 ' 

1040 СОТО ”MAIN” 

1050 ’ 

1060 LABEL "KSET” 

1070 Х=С3519-95:8=1 ЕМСКСФ)) /2 
1080 FOR X1=-2 TO 2 

1090 FOR Y1=-2 TO 2 


"エッ ジ 付 加 サ ブル ー チ ン 


1100 SYMBOL (X+X1,Y+Y1),KC$,HS,VS,1,0,PSET 


1118 NEXT 
1128 NEXT 


1130 SYMBOL (X,Y),KC$,HS,VS,COL,0,PSET 


1140 RETURN 
1158” 

1160 LABEL "KuRIT* 

1170 IF INKEY$<>" ~ THEN 1170 
1189 RETURN 

1198” 

1200 LABEL "МАІМ" 

1210 ' 

1220 "=189:HS=2:US=1:COL=7 
1239 READ KCW:GOSUB "KSET* 
1249 ' 

1250 GOSUB "KWAIT":CLS 4 
1269 READ KCW:GOSUB "KSET" 
1270 СОТО 1278 

1280 ’ 

1290 "漢字 デー タ 

1508 DATA "Ог.л°'У 宮永 好人 道 " 
1319 DATA "白石 まる み =)” 


b4 表示 位置 
エッ ジ の 色 は 1020 行 で , 


PALET 1,8 


を 実行 し , 黒 エ テッ ジ を 指定 し て いま す 。 8 は 
メメ 1 シリ ー ズ で は 使え な い 色 で , 画面 を マス 
ク す る 透明 で な い 黒 色 で す 。 0 と 1 だ けが 黒 
色 に な る こと を 許さ れ た パレ ッ ト な の で , こ 
こ で は , エッ ジ に は パレ ッ ト 1 (通常 青 ) を 
用 いま す 。1020 行 を は ず せ ば , 青色 で エッ ジ 
が 付き ます 。 

な お , 2 ドッ ト 以 上 の エッ ジ に な る と , 
2.8 の よう に , 2 種類 の エッ ジ の 形 が 可能 に な 
り ま す 。 1 つ は 角 ば っ た スク ウェ ア エ ッ ジ , 
も う 1 つ は 角 を 丸め た ラウ ンド エッ ジ で す 。 
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"MAIN PROGRAM 


'Dr.° 1, 


"白石 , 三 濾 


List 2.5 は , スク ウェ ア エ ッ ジ で す が , ラウ ン 
ド エ ッ ジ に する こと も , さほど むず か し く あ 


り ま せん 。 ぜ ひ チ ャ レン ジ し て みて くだ さい 。 


Ее 


エッ ジ と 並ん で , 文字 表示 を する うえ で 重 
要 な の が シャ ドウ で す 。 考え方 は エッ ジ と ほ 
と ん ど 同 し で す が , Ж, 右 下 な ど に だ け 縁 を 
付け る も の で , 文字 を 立体 的 に 見 せる 効果 が 
あり ます 。 

エッ ジ は , 文字 を 見 や すく する と いう , K 
用 的 な 理由 か ら 用 いら れ ま す が , シャ ドウ は 
むし ろう 装飾 的 な 効果 を 目的 と し て 使わ れ ま す 。 
エッ ジ は ど 見 や すく は な り ま せん が , 立体 的 
で 美しい 文字 に な る の で , タイ トル な ど に は 


図 2.8 2 ドッ ト の エッ ジ 


ААГ 
ー オ ーー 


(lh 
% 
— 


SQUARE EDGE ROUND EDGE 


Р | 2.9 3D シャ ドウ 
特に 有効 で し ょ う 。 m i 


シャ ドウ の 原理 は , 方 向 が 異な る だ け で , 
エッ ジ と まっ た く 同 じ で す 。 た だ , 単純 に 同 
一 色 で シャ ドウ を 付け る の で は な く 〈《, た と え を 
ば , 右 下 方 向 な ら , 右側 と 下 側 を 異な っ た 色 
に し て , 大 きめ の シャ ドウ を 付け る と , ぶ 厚 
い 感 じ し に な っ て , か な り 立 体感 が で て きま す 。 

プロ グラ ム を List 2.6 に 示し ます 。 

この プロ グラ ム は , 画面 中 央 に 「 フ パソ コン 
サン デー」 と いう 文字 を 大 きく 表示 する だ け 
List 2.6 3D シャ ドウ 


1000 INIT:KLIST 9:CONSOLE 0,25 Ей 
1010 WIDTH 40, 25,0,1:05 4 

1020 PRLET 1,8 

1050” 

1040 СОТО "МАІМ" 

1050 ' 

1060 LABEL "3DSET” "立体 シャ ドウ 付加 サブ ルー チン 
1870 X=(319-HS*8*LENCKC$)) /2 

1080 FOR 1-8 TO 1 STEP -1 

1090 SYMBOL (X+I,Y+I),KC$,HS,VS,SCR,0,PSET " 右 シ ャ ドウ 
1199 SYMBOL (X+I-1,Y+I),KC$,HS,VS,SCD,0,PSET' F X + F 2 
1118 NEXT 

1129 SYMBOL (X,Y),KC$,HS,VS,COL,0,PSET "文字 

1139 RETURN 

1140 ’ 

1150 LABEL "MAIN" 

1168 ” 

1179 "=69:HS=S:US=2:COL=7: SCR=2: SCD=sH12 

1180 READ KC$:GOSUB "3DSET" 

1199 "=199 

1200 READ KC$:GOSUB "3DSET" 

1214 GOTO 1210 

1220, 

1239 "漢字 デー タ 

1240 DATA "パソ コン " 

1250 DATA "サン デー" 


で す が , シャ ドウ の お か げ で か なり 立体 感 が 
あり ます 。 

立体 で は , 特に 色 の 使い 方 が 重要 で す 。 こ 
の プロ グラ ム で は , 右側 は 赤色 を その まま 使 
э, 下 側 は 黒 と 赤 と の タイ ル パ タ ー ン (茶色 ) 
を 使い まし た 。 同 系 色 で すか ら , 右 か ら 光 が 
当たっ て , 下 が 暗 く な っ て いる 雰囲気 に な り , 
非常 に 美しい と 思い ます 。 

な お , スー パー イン ポー ズ す る と , ЖУ 
明 の タイ ル パ タ ー ン で は , ドッ ト の すき 間 か 
ら 裏 が 透け て し まい ます 。 そこで , パレ ッ ト 
の 1 番 を 黒 に 指定 (102017), タイ ル パ タ ー 
ン が 透け な いよ うに し まし た 。 

プロ グラ ム は エッ ジ と ほとん ど 同 じ で す 。 
“3DSET" (1060 一 1130 行 ) が 立体 シャ ドウ の 
サブ ルー チン で , 引数 は 次 の よう に な っ て い 
ます 。 活 用 し て くだ さい 。 


HS 横 倍率 
VS 縦 倍率 
KC$ 表示 し た い 文 字 列 


List 2.7 ARROW (矢印 ) 


1000 INIT:MIDTH 40 

1919 AS 4 

1028 GOSUB "DEFPCG" 
1658” 

1048 X=29: Ys12 

1058 CGEN 1 

1968 ” 

1970 LOCATE X,Y 

1080 PRINT ”01”;CHR$(31,29,29); "@A”; 
1090 LINE (X-1,Y-1)-(X+2,Y+2),” ”,B 
1108” : 
1118 S=STICK(0@) 

1120 

1158 

1148 

1150 

1160 

1174” 

1189 IF X<0 THEN X=0@ 
1199 IF Х>57 THEN X=37 
1200 IF Ү<8 THEN Ү-й 
1210 IF Ү>25 THEN Y=23 
1224 СОТО 1070 

1238 ' : 

1240 LABEL "DEFPCG” 


* ARROW DRAW 


"ТЕМ KEY 


SCR シャ ドウ 右側 の 色 
SCD シャ ドウ 下 側 の 色 
COL 文字 の 色 
Y 表示 位置 


文字 テロ ッ プ と 似 た 用 途 で , 画面 上 に 記号 
や マー ク を 表示 し た いこ と が し ば し ば あり ま 
すね 。 

た と えば , 大 勢 の 人 の 中 で , 「 こ の 人 」 と 指 
示し た り , 「 こ の 部 分 」 と 指定 し た りす る 場合 
で すず 。 

も ちろ ん , あら か じ め そ れ が わか る よう に 
撮影 し て お くに こし た こと は あり ませ ん が , 
物理 的 に その よう な 撮影 が 無理 どっ た り , + 
分 わか る つも り だ っ た の に 後 で 見 た ら わ か ら 
な か っ た だ た, と いう 場合 が 多い と 思い ます 。 

この よう な と き は , テレ ビ で も 矢印 や 丸 を 
スー パー し , 画面 上 の 1 点 を 示す こと が よく 
あり ます 。 

List 2.7 は 矢印 の 例 で す 。 プ ログ ラム を ス 


"SCREEN CENTER 
"PCG MODE 


1250 DEFCHR$ (32) =HEXCHR$ (” 99999999999999099d9d9999999999d9d9d99999999999") 
1269 DEFCHR$(48)=HEXCHR$("FFFEFCFCFEFFCF870087C78787C4E0703007C78787C4E0705”) 
1270 DEFCHR$(49)=HEXCHR$(" 00000000008080с0000000000000000000000000000000607) 
-1280 DEFCHR$(64)=HEXCHR$(” 9391 09d99999999991 99999989d9999991 899998899d99999") 
1290 DEFCHR$〈6S)=HEXCHR$("E9F9F87C3E1F9E94C9E979381C9E9499C9E979381C9E9499") 


1300 RETURN 


ター ト す る と , 画面 中 央 に 左上 向 の 矢印 が 表 
示さ れ ま す 。 こ れ は 窓 の 場合 と 同じ よう に , 
テン キー で 自由 に 位置 を 動か せま す 。 
縦横 8 ドッ ト ず つ し か 動か な い の で , あま 
り 細 か い 部 分 を 指示 する こと は で きま せん が , 
人 や 物 を 指示 する に は , 十分 使え ます 。 
基本 的 な 考え 方 は , 窓 を 移動 する プロ グラ 
ム と まっ た く 同 じ で す 。 た が だ , 矢印 は PCG 機 
能 を 用 いて 作成 し て いる た め , PCG 設定 な 
E, いく 分 プロ グラ ム が 長く な っ て いま す 。 
な お 矢印 は , X1 turbo・X1 シリ ー ズ に 付属 
し て いる 「 デ フチ ャ ー ツ ー ル 」 を 用 いて 作成 
し まし た 。 ХЕ 13, &Н30 (“0”), ӨН 
31 (“1”), &H40 (“а”), &H41 (“А”) の 
4 文字 で 構成 され て お り (142.10), “017”, お 
ЕО “ал” を PCG モー ド (ССЕМІ) T 
面 上 に 表示 すれ ば よい わけ で す 。 
矢印 の 作成 , 表示 は プロ グラ ム 中 の 
1070 一 1090 行 で 行っ て いま す が , 10804113, 
ちょ っ と 不思議 な 書式 だ と 思い ませ ん か 。 
キャ ラク タ 表 示 の 際 に 2 行 以 上 に また が る 
場合 , PRINT 文 で 1 行 目 を か き 終 わる と , カ 
ー ソ ル の 位置 が 自動 的 に 次 の 行 の 頭 に 移っ て 
し まう の で , そこ で 再び LOCATE 文 で カー 
ソル の 位置 を 指定 し な けれ ば な り ま せん 。 2 
行程 度 で あれ ば , た いし た こと は あり ませ ん 
が , 大 き な キ ャ ラク タ だ と めん どう で すね 。 
そこ で , PRINT 文中 で し か に カー ソル 移 
動 が 行 を る こと を 利用 し て , “01" を か き 終 わ 
okt, カー ソル を 1 つ 下 , 2 つ 左 に 移し て 
か ら “@А” を か く よ う に し まし た 。 こ うす 
れ ば , 画面 の どこ に 表示 する 場合 で も 位置 を 
考え な く て 済み ます 。 


図 2.10 矢印 の 構成 
&H30 &H31 


ちょ うど , “01[ ШЕ ЕСУ МЕНЕ 
カー ソル 移動 キー) を キー で 入力 し た の と 同 
じ し こ と に な る わけ で す 。 こ の こと が , 1080 行 
の CHR $ (31, 29,29) の 意味 で す ( 図 2.11) 。 
この 方 法 は , 比較 的 小さ な キャ ラク タ を 表示 
する と き に は , か な り 効 果 的 で す 。 

な お , 1090 行 の LINE XT, キャ ラク タ が 
移動 し た と き に , 前 の 絵 が 残ら な いよ うに , 
周囲 に スペ ー ス を か き 込 ん で いま す 。 た だ し , 
PCG モー ド で すか ら , スペ ー ス の キャ ラク タ 
(%Н20-32) は , 正しく スペ ー ス と し て 定 
義 し て お か な けれ ば な り ま せん 。 


タイ トル の 作成 


文字 テロ ッ プ は , 使用 され る 回 数 こそ 多い 
も の の , そう 凝る こと は あり ませ ん 。 タ イプ 
イン な どの よう に , 1 文字 ずつ 効果 音 に 合わ 
せ て 表示 し た り , 色 に 変化 を 付け た りす る 程 
度 の こと し か で きま せん ね 。 

や は り , タイ トル が スー パー イン ポー ズ 機 
能 の 最大 の 腕 の 見 せ 所 と いえ る で し ょ う 。 

テル ビ な ど で は ダイ トル を コロ ヨシ ピュ ー グ 
グラ フィ ックス で 作成 する こと も 多く , あり 
と あら ゆる テク ニッ ク や アイ デア が 生か せる 
場 で も あり ます 。 

も ちろ ん , パパ ソコ ン で は あま り 高 度 な こと 
は で きま せん 。 ビ デオ ゲー ム 的 な キャ ラク タ 
移動 な どの , 平面 的 な タイ トル を 作る こと ぐ 
らい で す が , アイ デア し だ いで , 非常 に 楽し 
い ア ニメーション を 作る こと も で きま す 。 


図 2.11 PRINT 文中 で の カー ソル 移動 


CHR$(29) 


CHR$(31 ) 
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これ ら は , どう し て も プロ グラ ム を 作成 し 
て 専用 に 使う こと に な り ま す 。 時 間 を か け て 
複雑 な も の を 作る か , な る べく 簡単 に し て , 
あま り 時 間 を か けず に 作る か , 作品 の 内 容 に 
よっ て ちがっ て きま す が , いろ いろ な テク ニ 
ッ ク を 知っ て お く と , 便利 で し ょ う 。 

ここ で は , 比較 的 簡単 で 効果 の ある も の に 
し ぼっ て 説明 し て いき ます 。 


キャ ラク タ (テキ スト ) が , グラ フィ ッ ク 
と 独立 し て 高速 に 動か せる と いう こと は , ХІ 
turbo・X1 シリ ー ズ の 絶 力 の ひと つ で す 。 Š 
ら に , X1 turbo・X1 シリ ー ズ で は , PCG 機 
能 に よっ て カラ フル な キャ ラク タ を 自由 に 作 
成 で きる の で ,。 ビ デオ ゲー ム な ど で も 美しく 。 
動き の 速い も の が 数 多く 作ら れ て いま す 。 

ゲー ム で は , 機械 語 な ど を 使っ て 可能 な 限 
り 高速 に な る よう に く ふ うさ れ て いま す が , 
これ ら は , 場合 に よっ て は 数 か 月 も の 手間 を 
か け て 作ら れ て いま す 。 1 回 タイ トル で 使う 
た め だ け で は , な か な か そこ まで は で きま せ 
ん ね 。 

し か し , BASIC b, も と も と は 機械 語 で 作 
られ て いる わけ で すか ら , うま く 使 えば , 同 
等 に 近い スピ ー ド を 得る こと が で きま す 。 

List 2.8 は , その 1 つの 例 で , スク ロー ル を 
利用 し た も の で す 。 

スク ロー ル は , 上 方 向 に し か 動き ませ ん 。 
し か し , 使う と き に は PRINT 文 だ け で すみ 
ます か ら , 簡単 に 動く タイ トル が 作成 で きま 
す 。 

この プロ グラ ム は , スタ ー ト する と , いっ 
た ん キー 入力 待ち に な り ま す 。 こ こ で , スペ 
ー ス キー を 押せ ば , 「SUMMER BEACH): 
いう キャ ラク タ で 作っ た 文字 が 下 か ら 現 れ , 
画面 の や や 上 まで 移動 し て スト ッ プ し ます 。 

さら に , 文字 の 下 に ブル ー の 帯 が 表示 され , 
Доя БІС 1195 夏 」 と いう 文字 が 表示 
され ます 。 

プロ グラ ム と し て は , シン プル で , 地味 で 
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す が , 夏 の 海岸 の 映像 な ど に 重ね れ ば , ちょ 
っ と 素敵 な タイ トル に な り ま すね 。 
この 場合 , あく まで メイ ン は バッ ク の 映像 

で すか ら , 映像 を 引き 立て る よう に く ふ うす 
る の が うま い 使い 方 と いえ る で し ょ う 。 
「SUMMER BEACH」 と いう 文字 は , 単 

純 に キャ ラク タ で 作っ て ある の で , いさ さか 

物足りな い 感 じ が し な いで も あり ませ ん 。 し 

か し , PCG に この キャ ラク タ を 定義 し て 使う 
と , プロ グラ ム が 極端 に 長く な っ て し まい ま 

す 。 そ うな る と , テス ト し て みよ うと いう 意 

欲 を な くし て し まう の で , あえ て こう し まし 

た 。 も ちろ ん , 気に入ら な い 方 は , ХІ turbo・ 
X 1 シリ ー ズ 付属 の 「 デ フチ ャ ー ツ ー ル 」 な 
ど を 使っ て PCG 定義 ダヴ ロ グラ ム を 作成 し , 

プロ グラ ム を 合成 し て くだ さい 。 は る か に 見 

22072, 楽し い ア ニメーション が で きる 
と 思い ます 。 
さて , この プロ グラ ム で は , 1270 一 1350 行 

が , 「SUMMER BEACH」 と いう 文字 を 画面 

に 表示 する サ プ ル ー チ ン に な っ て いま す 。 こ 

れ を 呼ん で いる の は 1060 行 で す が , その 1 行 

前 の 1050 行 の LOCATE 文 に より , カー ソル 

位置 を 画面 最 下 端 に 設定 し , 下 か ら せ り 上 が 

っ て 出 て くる よう に 見 せ て いる わけ で す 。 
1070 行 で 連続 スク ロー ル を させ て いま す 。 

た っ た 1 行 で すん で いま すね 。 描 いて は 消し , 

描い て は 消し , と いう の が アニ メー ショ ン の 

基本 で す が , スク ロー ル で は その 操作 が な い 

の で 簡単 で す 。 

1100 行 で ブ プルー の た すき を 画面 に 入れ て い 
ます 。 こ こ で は 次 の 2 つの 理由 に よっ て , Ж 
ャ ラク タ で 作っ た た すき を 入れ て いま す 。 

(1) グラ フィ ッ ク 画 面 に , LINE 文 な ど で た 
すき を 描く と, スピ ー ド が 遅く , テン ポ が 
合わ な い 。 

(2) 漢字 を PATTERN 文 で 表示 する と, 
16X16 ド ッ ト 中 漢字 の 要素 で な い 部 分 が 透 
明 に な っ て し まう ( 図 2.12)。 

X1 turbo で , SYMBOL 文 な ど を 使う 場合 
に は , (2②) の 問題 は 起こ ちら な い の で す が , РАТ 


List2.8 スク ロー ル 


1008 INITiMIDTH 80 

10818 CLS 4 

1020 ' 

1030 IF INKEY$ く >" " THEN 1020 
1040 ' 

1050 LOCATE 0,24 

1060 GOSUB "SUMMER" 


1080 
1090 COLOR 1 


1100 LINE (@,19)-(79,21),"Щ",ВЕ "BLUE LINE 


1110 

1120 PRW &HFE:COLOR 7 

1130 ' 

1140 POSITION 240,154 

1150 PATTERN -16,KANJI$(317) 
1160 PATTERN-16,KANJI$(325) 
1170 PATTERN-16,KANJI$ (324) 
1180 PATTERN-16,KANJI$ (321) 
1190 POSITION 340,156 

1200 PATTERN-16,KANJI$ (1838) 
1210 ' 

1220 IF INKEY$<>" " THEN 1220 
1230 ' 

1240 SCREEN:CLS 4 
1250 6070 1000 
1260 ' 

1270 LABEL "SUMMER" 
1280 PRINT " 

1290 PRINT " 

1300 PRINT " 

1310 PRINT " 

1320 PRINT " 

1330 PRINT 

1340 PRINT 

1350 RETURN 


TERN 文 で は , ИЖ 177201, か な り 
めん どう な 手順 を 踏ま な く て は な り ま せん 。 

Б, キャ ラク タ 画 面 よ り 前 に 「1985 夏 」 
と いう グラ フィ ッ ク 文 字 を 表示 する た め に , 
1120 行 で プラ イオ リティ 命令 (PRW) を 使っ 
て いま す 。 プ ライ オリ ティ 機能 は , 3 次 元 的 
な (立体 感 の ある ) アニ メー ショ ン 制 作 が 科 
単に で きる , と いう ふう に 宣伝 さま れ て いま す 


透明 白 


図 2.12 グラ フィ ッ ク 画 面 で た すき を 作っ た 場合 


"NEXT TRY 


"SPACE KEY WAIT 


"SUMMER BEACH 
1070 FOR 1-1 TO 12:РВІМТ: МЕХТ "SCROLL 


"PRIORITY SET 


が , 本 質 的 に は この よう に , キャ ラク タ 画 面 
の 上 に グラ フィ ッ ク 画 面 が 表示 で きる 機能 な 
の で す 。 これが ある お か げ で , 簡単 で , 高速 
な プロ グラ ム が 作成 で きま す 。 

жы, この プロ グラ ム は , X 1 シリ ー ズ の 
80 桁 モー ド で 動作 する よう に 作り まし た が , 
40 桁 モー ド の ほう が スク ロー ル は 高速 で す 
( 約 2 倍 )。 これ は , 画面 の 文字 数 が 半分 で す 
か ら 当 然 で す が , 40 桁 モー ド で は , 「SUM 
MER BEACH」 の よう な 長い 文字 は いち ど 
に は 表示 で きま せん 。 レ イア ウト や 動き を く 
ふう し て くだ さい 。 

な お , X1 turbo で は , 英 数 字 の ほか , 漢字 
が テキ スト 画面 に 表示 で きま す 。 そ の た め 1 
画面 中 の 情報 量 が 多く , スク ロー ル は , や や 
遅く な っ て いま す 。 

X1 turbo の スク ロー ル で は 遅 す ぎる , と い 
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う 方 は , X 1 シリ ー ズ の BASIC(CZ8FB 01) 
を 使う か , また は , CONSOLE 文 な を ど で ス ク 
ロー ル の 範囲 を 狭く し て みて くだ さい 。 も っ 
と 高速 で 動く よう に な り ま す 。 


ドッ トイ ン ・ ド ッ ト ア ウト と いう 映像 効果 
は , ビデ オ や 映画 に は な く , パソ コン 独特 の 
も の で す 。 も っ と も 似 て いる も の と し て は は, 
フェ ー ド イン ・ フ ェ ー ド アウ ト が あり ます が , 
効果 は か な り ち が いま す 。 フ ェ ー ド イン ・ フ 
ェ ー ド アウ ト が , 画面 を 徐々 に 明る くし た り , 
暗く し た りす る の に 対し , ドッ トイ ン ・ ド ッ 
ト ア ウト は , 画面 を 網状 に マス ク し , 少し ず 
つっ 映像 の マス キン グ を 変化 させ る も の で す 。 

List 2.9 が , その プロ グラ ム で す 。 スタ ー ト 
する と , まず 全 画 面 を 特別 な タイ ル パ タ ー ン 
で 塗り つぶ し ます 。 そして, 終了 する と , Ж 
ー ダ ー に だ け 色 が つい て 中 央 は 窓 に な り ま す 。 
この 状態 で スペ ー ス キー を 押す と , ドッ ト ア 
ウト し ます 。 さらに , も う 一 度 ス ペー スキ ー 
を 押す と , 今度 は ドッ トイ ン し ます 。 ビ デオ 


編集 を する と き , 場面 転換 な ど に 使え ます ね 。 
List2.9 ドッ トイ ン ・ ド ッ ト ア ウト 


1999 INIT:CLS 4 


IT, この List 2.9 は , 1010 行 の タイ ルフ パパ 


ター ン が ミソ で す 。 こ の パタ ー ン で ペイ ント 


すれ ば , 図 2.13 の よう な 色 を 表示 し ます 。 

この よう な パタ ー ン は , 何 種 類 か ある の で , 
面白 い 特徴 が あり ます 。 表 2.2 の よう に , ドッ 
ト 数 が 等 比 数 列 に な っ て いる の で す 。 1 つの 
色 に 着目 する と , まばら に な っ て いる の が わ 
か り ま すね 。 

PALET 命令 で パレ ッ ト 番 号 1 一 6 を すべ 
て 透明 (0 ) に し , 7 を 青色 (1) に する と , 
8X 8 ドット 中 で , た っ た 1 点 だ けが 不透明 
に な り , ほん の 少し だ け 映 像 が マス ク さ れ ま 
Fo KZ, 6 の ドッ ト も 青 に な る と 8X8 ド 
ッ ト 中 2 点 に 増え ます 。 こ の よう に , KAE 
マス ク さ れる ドッ ト が 増え て いき , 最後 に は 
完全 に 映像 が 見 え を なくなり ます 。 

これ が ドッ ト ア ウト で , ドッ トイ ン は その 
逆 に な る わけ で す 。 

この ドッ トイ ン ・ ド ッ ト ア ウト の 考え 方 は , 
ほか に も 応用 で きま す 。 

ХІ turbo の SYMBOL 文 は , 文字 を 拡大 す 
る だ け で な く , 特定 の タイ ル パ タ ー ン に よっ 
て 文字 を 表示 する こと が で きま す 。 で すか ら , 


1010 RS=HEXCHR$("FFR2SSRRS59dDDS822RRS599F72RSSRRS599DDS822RRS599") 


1820 LINE (8, 8)-(319, 199) ,PSET, BF, A$ 


1060 FOR I=1 Т0 7 

1070 PALET 1,8 

1880 NEXT 

1098 ' 

1100 LABEL "DOTOUT* 

1110 IF INKEY$<>” ” THEN 1118 
1128 ' 

1130 FOR 1-7 TO 1 STEP -1 
1140 PAUSE 5 

1158 PALET 1,1 

1168 NEXT 

17” 

1188 IF INKEY$<>” ” THEN 1180 
1198 " 

1298 FOR 1-1 TO 7 

1214 PALET 1,0 

1224 PAUSE 5 

1238 NEXT 

1248 ' 

1258 GOTO "DOTOUT* 


文字 を ドッ トイ ン や ドッ ト ア ウト で スー パー 
させ る こと も 可能 で す 。 

この プロ グラ ム は , 簡単 に 作れ ます か ら , 
ぜひ 一 度 試 し て くだ さい 。 


アイ リス と いう の は , カメ ラ な どの し ぼり 
の こと で す 。 し ぼり と は , 一 般 に , 光量 を 変 
える と き に , 光 が 通 過す る 穴 の 大 き さ を 変化 
させ る こと で す 。 そ の 変化 の し か た が , この 
効果 に 似 て いる の で , この 名 が 付き まし た 。 
本 来 , アイ リス と は , 画面 が 円 形 に 閉じ た 
0, 開い た りす る こと で す が , パソ コン で は 
少し めん どう なので, 四角形 に し て み ま し た 。 
List 2.10 を スタ ー ト させ る と , まず , ボー 
ダー エリ ア だ けが 着色 され た 画面 に な り , 中 
央 に は 映像 が 見 えま す 。 そ の 状態 で スペ ー ス 
キー を 押す と , 画面 周囲 か ら だ ん だ ん 見 える 
範囲 が 狭く な り , つい に は まっ な た く 見 えな く 
な り ま す 。 そ し て , 再び スペ ー ス キー を 押す 
と , 中 央 か ら さ っ と 画面 が 現れ ます 。 

この プロ グラ ム の アイ リス は , 画面 が 長 方 
形 の まま 見 えた か くれ する の で , カメ ラ 側 で の 


INIT:MIDTH 40 

CLS 4 

PALET 9』1:PALET 1,0 

LINE (9,9)-(319。199) ,Р5ЕТ,1,ВҒ 


IF INKEY$ く >" " THEN 1050 
GOSUB "IRIS OUT" 


IF INKEY$<>" " THEN 1070 
GOSUB "IRIS IN" 
8070 1050 


LABEL "IRIS ІМ" 

А%=" я 

FOR Х=19 TO 9 STEP -1 
ҮзХ%25/40 
LINE (Х,Ү)-(39-Х,24-Ү) ,0%,В 
МЕХТ 

RETURN 


LABEL "IRIS OUT" 
A$="B":COLOR 1 


FOR X=9 TO 19 

Y=X*25/40 

LINE (Х,Ү)-(39-Х,24-Ү),4%,8В 
NEXT 
RETURN 


"KEY WAIT 


"KEY WAIT 


02.13 タイ ル パ タ ー ン 


71315191 
12121212 
31413141 


12121212 
51316131 


12121212 
814198141 


表 2.2 図 2.13 の ドッ ト 数 
パレ ッ ト 番 号 


ズー ミン グ と うま く 組 み 合わ せれ ば , スク イ 
ズ と 同様 の 効果 を 得る こと も で きま す 。 た だ 
し , タイ ミン グ を 合わ せる の が ちょ っ と 大 変 


ти, List 2.10 アイ リス 


“IRIS IN SUBROUTINE 


"IRIS OUT SUBROUTINE 


グラ フィ ッ ク ツ ウツ ー ル の 機能 と 


ХІ turbo・X1 シリ ー ズ 用 に 発売 され て いる グラ フィ ッ ク ツ ー ル に は 何 種類 か あり ます 
が , SSTA, "ЕЖ, EDDY -X1」 を 紹介 し ます 。 


嬉 楽 画 は , パー ソナ ル テ ロ ッ パ と ビデ オマ 
ル チ プ ロモ セッ サ に 付属 し て いる お 絵描き ソフ 
F C+, また X1 turbo 用 嬉 楽 画 は 単体 で 発売 
され て いま す 。 

320 +200, 640 x 200, 320 x 400, 640 x 400 F 
ッ ト の 4 つの モー ド を サポ ー ト し て お り , Н 
的 に 応じ た 絵 を 自由 に 作る こと が で きま す 
( 縦 400 ド ッ ト の 高 解像度 モー ド は, ХІ 
turbo の み )。 

全 モ ー ド を サポ ー ト し て いる , と いう 点 は 
あま り 宮 伝 さ れ て いま せん が , 使う 側 に と っ 
て は , 大 変 あ り が た いこ と で す 。 ど の よう な 
目的 の 場合 で も , 新た に 操作 を 覚え る 必要 が 
あり ませ ん 。 ですから, 書類 な どの グラ ブフ 用 
に 640X400 ド ッ ト を 使う 場合 も 、 ビデ オ 編 集 
用 に 320X200 ド ッ ト を 使う 場合 も , すべ て 同 
一 操作 で 利用 で きま す 。 

含ま で も , グラ フィ ッ ク ツ ー ル と 呼ば れる 
も の は 多かっ た の で す が , 全 モ ー ド を サポ ー 
ト す る ソフ トウ ェ ア を 作る の は , 非常 に めん 
どう な の で , 敬遠 され て いた 面 が あり まし た 。 
特に ХІ turbo・X1 シリ ー ズ の よう に , スク 
リー ン モ ー ド の 種類 が 多い パソ コン で は , そ 
の 問題 点 が 目だっ て いた の で は な いか と 思い 
ます 。 


ын >л2-Р75<, 画面 右端 に アイ 

コン が 表示 され ます 。 ア イコ ン と は , 簡単 な 
絵 で 操作 内 容 を わか りや すく 示し た も の で す 。 
で すか ら , 使い 始め の と きか ら , マニ ュ ア ル 
に 頼ら ず に , 十分 , 使い こなせ る と いう 特徴 
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が あり ます 。 最 近 の ソフ トウ ェ ア で は , 採用 

し て いる も の が 多く な っ て きま し た 。 

嬉 楽 画 の アイ コン は な か な か 美しく , 内 容 
も わか りや すく で き て お り , 使い や すい と 思 
いま す 。 

アイ コン を 利用 し た 場合 の 欠点 と し て , 画 
面 の 一 部 分 が か くれ て し まい , 画面 全体 が 見 
を そ ない と いう こと が あり ます 。 し か し , 嬉 楽 
画 で は , カー ソ ツル を 使っ て , アイ コン の 位置 
を 右端 ご 左端 に 入れ 替え る こと が で きる の で , 
肖 題 あり ませ ん 。 
基本 的 な 操作 は , アイ コン で メニ ュー を 選 
(z, 目的 の 位置 に カー ソル を 移動 きせ て [| 
を 押す 。 と いう こと だ け で す 。 メ ニュ ー に 戻 
る と き は , [ESC] キー を 押し ます 。 

これ だ け 覚 えて いれ ば , 後 は 使っ て 慣れ た 
ほう が 早い で し ょ う 。 た だ , も う 少 し カー ソ 
ル の 移動 が 速い と よい の で す が ……。 

ライ ン , ボッ クス な ど , BASIC で 簡単 に で 
きる こと は , も ちろ ん すべ て 可能 で すか ら , 
嬉 楽 画 独自 の 機能 に つい て , 解説 し て お きま 
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任意 の 大 き さ の 範囲 内 に , 指定 の 色 の ラン 
ダム な ドッ ト を セッ ト す る 機能 で す 。 

この 機能 は , 手描き 風 な 絵 を 描く と き に 適 
し て お り , ポッ プ な 作品 を 仕上 げ る こと が で 
きま す 。 カー ソル の 移動 が 遅い の で , 少し 時 
間 は か か り ま す が , その 分 ユニ ー ク な 絵 が 作 
成 で きま す 。 


使い 万 


任意 の 大 き さ の 範囲 を ポッ クス で 指定 し , 
その 範囲 内 を 指定 し た 色 で 塗り つぶ す 機 能 で 
Fo 塗り つぶ し な が ら 移 動 で きる の で , 任意 
の 太 き の 線 を 描く こと も で きま す 。 

絵 を 描く と き に は , 筆 の 太 さ と いう の は 大 
変 重要 な 要素 な の で , BASIC で 最初 か ら サ 
ポー ト し て いて も よい ぐら いで は な いか と 思 
いま す 。 

使っ て みる と , や は り 大 変 便利 な も の で す 。 
ボッ クス の 大 き さ を 自由 に 変え た る こと が で き 
る の で , 長方形 に モッ ト す れ ば , 縦 太 で 横 に 
広い 文字 な ど を 書く こと も で きま すね 。 

ちょ っ と 残念 な の は , ボッ クス の 大 き さ を 
指定 し た 後 , 別 の 位置 に 色 を 塗ら ず に 移動 さ 
せる と き , 一 度 ブ プラ シモ ー ド を キャ ン セ モル し 
な けれ ば な ら な いこ と で す 。 そ の た め に , ボッ 
クス の 大 き さ を 再 設定 し な けれ ば な り ませ ん 。 


嬉 楽 画 の 大 き な 特徴 の ひと つ に , この タイ 
ム テ ー プ ブル 機能 が 挙げ られ ます 。 

2 パーソ ナル テ ロ ッ パ ,。 お よび ビデ オマ ル チ 
プロ セッ サ が , パパ ソコ ン か ら コ ント ロー ル で 
きる こと は 前 に も 述べ まし た が , 嬉 楽 画 で は , 
その コン トロ ー ル を , 表 形式 で 管理 する こと が 


嬉 楽 画 の MENU p 


ыы A е С. 
0“ ョ イス テー ッ ク 


тайт, 

まず , パソ コン の ジョ イス ティ ッ ク 端 子 と , 
パーソ ナル テロ ッ パ , ビデ オマ ル チ プ ロ セ ッ 
サ を 接続 し まし ょ う (詳細 は マニ ュ ア ル を 見 
て くだ さい )。 これ で , タイ ム テ ー ブ ル に 内 容 
を 書き 込ん で いく だ け で , 自由 に ビデ オマ ル 
チ ナチ プロセッサ と パー ソナ ル テ ロ ッ パ が コン ト 
ロー ル で きる よう に な り ま す 。 

た と えば , 10 秒 後に , 映像 入力 を 1 か ら 2 
に 切り 換え る と 同時 に , パソ コン の 映像 を スー 
パー イン ポー ズ す る , 15 秒 後に スー パー を 落 
£ L, 20 秒 後に また 映像 入力 を 1 に 切り 換え 
る , と いっ た 応用 が 可能 に な り ま す 。 こ れ は 
か な り 高 度 な 例 で す が , いろ いろ 試し て みる 
だ け で も 楽し いと 思い ます 。 


嬉 楽 画 に は その ほか に , 画面 上 に 方 眼 を 入 
NT, 画面 の 位置 を 正確 に 合わ せな が ら 作 図 
する ホー ガン 機能 や , 画面 の 一 部 を 拡大 し て 
確認 する ルー 機能 ちあ り ま す 。 

また , 作っ た 絵 は 画面 デー タ を その まま デ 
ィ ス ク や カセ ッ ト テ ー プ に SAVE する こと 
が で きる の で , BASIC か ら 絵 を 呼び 出し て 
使う こと も 可能 で す 。 

ほか に , プリ ンタ へ の ハー ドコ ピー な ども 
サポ ー ト され て いま す 。 


Graphic Tool #8) 


Copyright (С) 1985 by SHRP 
マシ ンコ トリ コミ チュ つ シ ハ "ラク オマ テク ター サイ 


MODE 


Xiturbot(48Q ラ イン > 


りつ 本 つ ツジ わ エ マス ! 


。 キー ネーー ト ~ 


e ビジ タイ ザー と EDDY-X1 


X1 シリ ー ズ で グラ フィ ックス を 作り , € 
デオ 画面 と 合成 し た いと き , 苦労 する の は グ 
ラフ ィ ッ クス の 作成 で す 。 

文字 な どの 形 が 決ま っ て いる と き , それ を 
LINE 文 な ど で , 輪郭 を な ぞ っ て 作る 方 法 は , 
よく 用 いら れ て いま す 。 こ の 場合 , スー パー 
イン ポー ズ 機 能 を 利用 し て , ビデ オ の 静止 画 
面 や ビデ オカ メラ か ら の 映像 を 背景 に し て ト 
レー ス す る と , うま くい きま す 。 こ の 方 法 は 
だ れ で も 利用 で きる の で , か な り 強 力 だ と い 
た る で し ょ う 。 しかし, 形 が 複雑 だ と , そう 
うま く ぐ は いき ませ ん 。 ト レー ス だ け で も めん 
どう で, 入力 の 手間 は 大 変 で す 。 

HAL 研究 所 より 発売 され て いる ビジ タイ 
ザー を 用 いる と , 何と この 入力 が 一 瞬 で で き 
る よう に な り ま す 。 ビ ジ タ イ ザー は , テレ ビ 
や ビデ オ の 映像 を パソ コン に 入力 する 画像 入 
力 装置 の ひと つ で , だ れ に で も 簡単 に , 複雑 
な グラ フィ ックス が で きる と いう 特徴 を 持っ 
て いま す 。 

テレ ビ 放 送 の 動い て いる 映像 で も , スイ ッ 
チ ひ と つ で その 1 コマ を フリ ー ズ (凍結 ) さ 
せ て 取り 込め る の で , 人 の 顔 や 形 も , 自由 に 
表現 で きま す 。 

現在 , CZ800C (X1 マニ アタ イプ ) 用 し か 
発売 され て いな い の が 大 変 残念 で す 。 

ビジ タイ ザー の 取り 付け は , X1 の ビデ オ 
КАМ を 取り は ず し , ポー ド を セッ ト し , コネ 
クタ で 本 体 の ボッ クス 部 と 接続 する だ け で す 
(マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ さい )。 そ し て , 
この ボッ クス 部 に ビデ オ や モニ タ か ら 映 像 信 
号 を 入力 する わけ で す 。 

スイ ッ チ を ON に する と 画像 取り 込み が 
始ま り ま す 。X1 の モニ タ 上 の 映像 を 濃淡 に 
よっ て 8 段階 に 分 解 し , X1 の 表示 色 8 色 に 
入れ 換え ます 。 し た が っ て , 画面 上 で は 元 の 
映像 に . その デジ タイ ズ さ れ た サイ ケ デ リッ 
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2 な 画面 が 表示 され ます (この 映像 も 録画 で 
きま す )。 

一 番 よ いと ころ で スイ ッ チ を OFF に する 
k, その 瞬間 の 映像 が , ビデ オ RAM 上 に 残 
り ま す 。 残っ た 画像 は , LINE X+}, PAINT 
文 で 作っ た も の と まっ た く 同 じ よ うに 扱え る 
の で , BASIC の コマ ンド を 用 いて , 自由 に 変 
更 す る こと が で きま す 。 

さら に , ビジ タイ ザー に は , EDDY-X1 と 
いう グラ フィ ッ ク ツ ー ル が 付属 し て いま す 。 

この ソフ ト は , ビジ タイ ザー に よっ て 取り 
込ん だ 絵 に 自由 に 着色 ・ 修 正 を する も の で す 。 
アイ コン を 用 いた 簡単 な 操作 で , か な り 高 度 
な 処理 が で きま す 。 

247, ポッ クス , サー クル 。 ペ イン ト 。 
と いっ た 基本 的 な 機能 は も ちろ ん の こと , 7 
ラ シ 機 能 も 備わっ て お り , 色 も タイ リン グ に 
よっ て 数 百 種類 の 中 か ら 自 由 に 選ぶ こと が で 
きま す 。 こ れ を 使え ば , 自分 の セン ス を 最大 
限 に 発揮 する こと が で きま すね 。 

まだ た, ディ クス や カセ ッ ト テ ー プ に も 画像 
デー タ を 圧縮 し て 格納 する こと が で きる の で , 
比較 的 高速 に , 効率 よく , 内 容 を 記録 で きま 
Fa 

その は ほか , 輪郭 抽出 , カラ ーー 白黒 ドッ ト 
パタ ー ン 変換 , 濃淡 の ある ハー ドコ ピー な ど 
も サポ ー ト され て お り , コン ピュ ー タ に よる 
グラ フィ ックス が , 本 格 的 に 楽し め ま す 。 

また , この EDDY-X1 は , アモ ンプ ブラ ( 機 

語 ) で 作成 され て いる の で , 処理 も 高速 で す 。 


X1 turbo・X1 シ 


は じ め に 


コン ピュ ー タ グラ フィ ックス (CG) 一 一 そ 
の 言葉 の 響き は , 現在 の あら ゆる 人 々 を 魅惑 
する 無限 の 可能 性 を 秘め て いま す 。 私 た ちの 
眼 の 前 に 衝撃 的 に デビ ュー し た 映画 「 ト ロン 」 
は , その 夢 の 世 界 を 現実 の も の と し て 大 衆 の 
前 に コン ピュ ー タ グラ フィ ックス の も 鮮明 
な 画像 を 提供 し まし た 。 その 後 , 日 本 で も 「 ゴ 
ル ゴ 13」, 「 き さよなら ジュ ピタ ー」 「 レ ンズ マ 
ン 」 と や つぎ ば や に CG を 駆使 し た 映画 が つ 
くり 出さ れ , その 大 衆 化 を 実現 し まし た 。 

し か し , それ ら の 華 鹿 な イメ ー ジ や 映像 と 
は 裏腹 に , 1 枚 の 画像 を 作成 する の に , % 
い ほ どの 時 間 や 労力 と , 膨大 な 設備 投資 を 必 
要 と する の は さけ られ ませ ん 。 し か も そう い 
っ た 映像 の ほとん ど は , 非 人 間 的 と おい える 
デー タ 作 成 な ど に よっ て 成 し 得 た と いっ て も 
過言 で は あり ませ ん 。 商業 ベ ー ス の 映画 の 撮 


リー ズ で コン 


影 は と も か く , パー ソナ ルコ ンピュータ を 使 
っ て CG の 映像 を つく ろう と いう 読者 諸氏 に 
と っ て は , グラ フィ ックス 画面 を つく る アプ 
リケーション ソフ トウ ェ ア は 自作 する 必要 が 
ある し , また , 画面 作成 も 自分 で 行わ ね ば な 
ら な いと いう 二 重 , 三重 の 負担 が か か っ て い 
る の で す 。 しかし, 反面, ハー ドウ ェ ア の 価 
格 は べら ぼう に 安い し , いつ で も 手軽 に 行え 
る と いっ た ら こ れ に まさ る も の は あり ませ ん 。 

この 章 で は , パソ コン で も で きる コン ピュ 
ー タ グラ フィ ックス の 世界 と いう こと で , CG 
の 持つ 可能 性 の 数 々 を 紹介 し て みる こと に し 
ます 。 紙面 の 関係 で , その 全容 を 説明 する こ 
と は 困難 で す が , これ で 興味 を も た れ た 方 は , 
ほか の 参考 書 も 同時 に 紹介 し た の で (巻末 に 
掲載 ) 参 考 に し て くだ さい 。 そ し て X1 
turbo・X1 シリ ー ズ の 持つ すばらし い ぃ い グ ラフ 
ィ ッ ク 機 能 に よっ て 数 々 の 作品 を 生み 出し て 
くだ さる こと を 期待 し ます 。 
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X1 turbo・X1 シ リー ズ の 
グラ フィ ッ ク 用 画面 

X1 turbo・X1 シリ ー ズ に は , グラ フィ ッ ク 
ス 表 示 用 画面 と し て , ① あ ら か じ め 登 録 さ れ 
て いる キャ ラク タ , 文字 (ROM) や, ユー ザー 
が 定義 し た キャ ラク タ (V-RAM) を 表示 する 
テキ スト 画面 。② 8 色 の カラ ー 表 示 機 能 と 繊 
細 な グラ フィ ッ ク 表 示 機 能 を 持つ グラ フィ ッ 
ク 画面 , が あり ます 。 

さて , X1 turbo ił, X 1 シリ ー ズ の アッ パ 
ー コ ン パ チ プ ブル 機 と し て 登場 し た わけ で す が , 
両機 に は , ハー ドウ ェ ア 上 で 大 き な 違 い が あ 
り ま す 。 この 点 に つい て は , CG の 画面 を 制作 
する うえ で 理解 する 必要 が あり ます の で , Ж 
諭す る こと に し ます 。 読 者 は ご 自分 の 使用 し 
て いる 機種 と あわ せ も っ て , 読み 直し て くだ 
さい 。 

また だ た, この 章 で は ふれ ませ ん が , VTR や 
TV 画面 を 表示 する た め の ア ナ ロ グ 画面 も あ 
り ま す 。 こ の アナ ログ 画面 と , グラ フィ ッ ク 
画面 を 混在 きせ て 表示 する スー パー イン ポ 
ー ズ 機能 も 持っ て いま す 。 多彩 な グラ フィ ッ 
ク 機 能 を 持つ X 1 turbo・X 1 シリ ー ズ で す 
が , 全体 を 把握 する うえ で も っ と も 大 切な と 


テキ スト 画面 
@ キャ ラク タ 表 示 
@ 自由 に 定義 で きる 
キャ ラク タ ジ ェ ネ 
X1 Po | レー タ 表 示 
シリ ー ズ の グラ グラ フィ ッ ク 画 面 
@ 640x400, 640X384 
640x200, 640 х192 


| ө 320х400, 320X384 


フィ ッ ク 用 画面 


320x200, 320 х192 
アナ ログ 画面 


@ VTR/TV/ ビ デオ デ 
ィ ス ク の アナ ログ 信 
ту 


ご ユー タグ ラフ ィ ッ クス の 世界 へ 


ころ で す の で , 熟読 し て くだ さい 。 


э» 


テキ スト 画面 は , 本 来 プ ログ ラミ ング を 進 
め る うえ で , リス ト を 表示 する た め の も の で 
あり , グラ フィ ッ ク 表 示 な ど に 使う た め の も 
の で は あり ませ ん 。 し か し , X1 turbo・X1 シ 
リー ズ の よう な パー ソナ ルコ ンピュータ の 場 
合 , ユー ザー 層 は , 読者 諸氏 の よう な まっ た 
く の 個 人 で あり , これ ら の 人 達 が , 会 社 な ど 
で 使わ れ て いる 大 型 コ ンピュータ の 大 規模 な 
シス テム の よう に , グラ フィ ッ ク 専 用 の 装置 
と テキ スト 専用 の 装置 を 持つ こと は で きま せ 
ん 。 そのため, X1 turbo・X1 シリ ー ズ で は , 
同一 ディ スプ レイ の 中 に , 両機 能 を あわ せ 持 
ち , また 自由 に キャ ラク タ が 定義 で きる 機能 
も 持っ て , 第 2 の グラ フィ ッ ク 画 面 と し て 生 
か せる よう に な っ て いま す 。 

ХІУ)-ЖЕдЛІ turbo Сіз, 仕様 が 大 
きく 違う の で , 両 シ リー ズ を 対比 させ て 解説 
し ます 。 

まず X 1 シリ ー ズ の テキ スト 画面 は , 80 キ 
ャ ラク タ 表 示 モ ー ド (80х25) と 40 キ ャ ラク 
タ 表 示 モ ー ド (40х25) の 2 種類 が あり ます 。 
mAH, それぞれ 


WIDTH 80 
WIDTH 40 


で 選択 する こと が で きま す 。 

X1 turbo の テキ スト 画面 は , 高 解像度 ディ 
スプ レイ と 標準 ディ スプ レイ の どちら を 使う 
か に よっ て 異な り ま す (通常 は X1 turbo 
Model20, 30 用 の ディ スプ レイ は , 高 解像度 用 
に な っ て いま す )。 高 解像度 ディ スプ レイ で 
は , 80 キ ャ ラク タ 表 示 モ ー ド で 80X25, 80х 
20, 80 メ 12 の 3 種 , 40 キ ャ ラク タ 表 示 モ ー ド 
で 40 メ 25, 40х20, 40X12 の 3 種 が あり ます 。 
標準 ディ スプ レイ で は , それ ら に 加え て , 80 
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図 3.1 X| シリ ー ズ の テキ スト 画面 と キャ ラク 


タ サ イズ の 関係 
キャ ラク タ 表 示 モ ー ド 時 で 80X10, 40 キ ャ ラ 
クタ 表示 モー ド 時 で 40X10 が あり ます 。 こ れ 
ら の 画面 は , 


WIDTH (1 行 あ た り の 文字 数 〕, 〔 画 面 に 
表示 する 行 数 ] 


で 指定 し ます 。 X1 turbo で は , 漢字 を テキ ス 

ト 画面 上 に 表示 で きま す が , 標準 ディ スプ レ 
イ の 縦 方 向 が 25 行 , また は 20 行 に 設定 され て 
いる 場合 は 表示 で きま せん 。 


グラ フィ ッ ク 画 面 は , CG 画像 を 表示 する 
た め の も の で す が , X 1 と ХІ turbo で は 大 
き な 違 や が あり ます 。 まず X11 シリ ー ズ の グ 


(639,0) 


(639, 199) 


X 1 シリ ー ズ の グラ フィ ッ ク 画 面 
(WIDTH80 使 用 時 ) 


図 3.3 
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図 3.2 ХІ turbo の テキ スト 画面 と キャ ラク タ サ 
イズ の 関係 


ラフ ィ ッ ク 画 面 は , WIDTH80 表示 の と き に 
640X200 ド ッ ト を 1 画面 。 WIDTH40 表 示 の 
と き に 320X200 ド ッ ト を 2 画面 持っ て お り , 
それ ぞ れ テキ スト 画面 と 同じ よう に , 


WIDTH 80 
WIDTH 40 


で 選択 する こと が で きま す 。 

ХІ turbo ;¿ シリ ー ズ の グラ フィ ッ ク 画 面 は 
48K バイ ト の 2 つの グラ フィ ッ ク メ モリ か 
ら 構 成 さ れ て お り , 解像度 に 応じ て 縦横 比 は 
次 の よう な 画面 設定 が 可能 と な っ て いま す 。 
た だ ディ スプ レイ お よび 本 体 の 切り 換え スイ 
ッ チ は , その 画面 設定 に 合わ せ て , 標準 プ 高 
解像度 切り 換え を 行う 必要 が ある の で , マニ 


320 ド ッ ト 


(319, 199) 


図 3.4 X I! シリーズ の グラ フィ ッ ク 画 面 
(WIDTH40 使 用 時 ) 


400 


また は 
384 
Ер 
(0, 399) また は 639, 399) 
(0, 383) また は (639, 383) 
WIDTH 80, 25, 1, Он (640X400) Кей 
WIDTH 80, 12, 1, Он (640X384) 3.6 ХІ turbo の グラ フィ ッ ク 画 面 2 
(Di は 高 解像度 ディ スプ レイ モー ド で 0 また は 2, 
[3.5 XI turbo の グラ フィ ッ ク 画 面 | Ds は 標準 ディ スプ レイ モー ド で 0 また は | ) 


ュ ア ル を 熟読 の う え , 対応 し て くだ さい 。 画 
面 設定 は , WIDTH 80 表示 の と き に 640x400 
まだ た は 640X384 ド ッ ト を 1 画面 , 640X200 ま 
た は 640X192 ド ッ ト を 2 画面 持っ て お り , 

WIDTH 40 表 示 の と き に 320X400 ま た は 
320x384 F v b & 2 画面, 320X200 ま た は 


320X192 ド ッ ト を 4 画面 持っ て いま す 。 こ れ (639, 199) 
ES 5 な 指示 で : Z また は (0, 191) また は (639, 191) 
が で きま す 。 WIDTH 80, 12, 0, Da(Ds) (640X192) 


WIDTH 80, 1, 2, а ү 320 F y b (319, 0) 
WIDTH 40, 1, g, d 


だ だ し 。 
11810, 12, 20, 25 の 整数 
g は グラ フィ ッ ク 画 面 の 解像度 の 指定 (0, 1) 
dg は ディ スプ レイ モー ド の 指定 (1 : 標準 


ディ スプ レイ 2 : 高 解像度 ディ スプ レ (0, 399) (319, a 
4 а а р また は (0, 383) また は (319, 383 
4 0 : 本 体 の スイ ッ チ に し た が う ) WIDTH 40, 25, 1, Он (320X400) 


WIDTH 40, 12, 1, Он (320X384) 


WIDTH 40, 25, O, Он(0ь) (320х200) 
WIDTH 40, 12, 0, Da(Ds) (320X192) 


テキ スト 画面 を 使っ て アニ メ 


RAMCG を 使う 


X1 turbo・X1 シリ ー ズ の 持っ て いる す ば 
らし い グ ラフ ィ ッ ク 用 の 画面 の 数 々 は お わか 
り い た だ けた と 思い ます 。 い よい よ , 実際 に 
それ ら の 画面 を 使っ て グラ フィ ックス を つく 
っ て みた いと 思い ます 。 まず テキ スト 画面 を 
使っ て 実際 に キャ ラク タ を 制作 し 動か し て み 
"まし よう s 

テキ スト 画面 は , 基本 的 に プロ グラ ムリ ス 
F を 表示 する た め の も の で す が , X1 の 場合 , 
この 画面 内 に ゲー ム 制 作 な どの た め に 読者 諸 
氏 が 自由 に 定義 で きる 便利 な RAMCG が あ 
り ま す 。 こ れ は 8X 8 ドッ トバ パタ ー ン で 合計 
256 個 まで 定義 で きる よう に な っ て いま す 。 こ 
れ を 使っ て 実際 に キャ ラク タ を 動か し て み ま 
し まう 。 

まず テキ スト 画面 に 呼び 出す キャ ラク タ を 
定義 むす る た め に は , RAMCG 上 に 新規 キャ ラ 
クタ を 書き 込む 必要 が あり ます 。 操 作 コ マン 
ド と し て は 


CGEN 1 


で 使用 可能 と な り ま す 。 


読者 諸氏 が 自由 に 定義 で きる キャ ラク タ は 
横 方 向 8 ドッ ト , 縦 方 向 に 8 ドッ ト の 長 さ を 
持つ タイ ル 型 の ドッ ト パ タ ー ン です 。 こ の キ 
ャ ラク タ を 定義 むす る た め に は , 8 x 3 =24 文 
字 の 文字 列 を 必要 と し て お り , 1 文字 で 横 8 
ドッ ト , 縦 1 ド ッ ト の パタ ー ン を 指定 し , 8 
文字 で 縦横 8 ドッ ト の 長き の キャ ラク タ を 指 
定 で きま す 。 文 字 列 の 最初 の 8 文字 は 青 , 次 
の 8 文字 は 赤 , 最後 の 8 文字 は 緑 の キ ャ ラク 
タバ パタ ー ン を 示し て いま す 。 自由 に 定義 で き 
る キャ ラク タ は 最大 256 個 まで で , 次 の よう に 
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図 3.7 カー ル 君 の 作成 


定義 し ます 。 
DEF СНК$ (0) = ХХ 


(た だ し , I は 0 一 255 の キャ ラク タコ ー ド で , 
文字 式 は 24 文 字 の パタ ー ン デー タ 。) 

カー ル 君 の 走る 姿 を 描く 場合 を 例 に と っ て 
説明 し まし ょ う 。 カ ー ル 君 の デザ イン は , 8 x 
8 の マス 目 の デ ザイ ン シ ー ト を 利用 し て 描き 
ます 。 そ れ ぞ れ の ドッ ト の 人 色 を , 8 色 標 準 カ 
ラー の 中 か ら 選 び , 1 マス ずつ ぬり つぶ し ま 
す 。 こ れ を 各 プ レー ン に 対す る 輝度 情報 と し 
T, Ж (В), ж (R), ж (G) それ ぞ れ に 
分 解 し か き 込 み ま す 。 

この カー ル 君 の 例 で は , 8 x 8 の マス 目 の 
キャ ラク タ を 7 個 用 意 し て 作成 し た も の と , 
下部 の 2 つの キャ ラク タ の マス 目 を 入れ 換え 
た も の を 交互 に 出し て 動か す よ うに し て いま 
す 。 

その うち の 1 つ で ある カー ル 君 の 頭 部 に つ 
いて と り 出 し て み ま す 。 青 (В), Ж (R), 
kk (G) の 各 プ レー ン 別 に 分 割 し , 各 プ レー 
ン の 準 り つぶ し た と ころ は , HALLT 
“1 "。 何 も な いと ころ は 消 点 と し て “0" で 
処理 する と , 2 進数 へ の 変換 が 完了 し ます 。 
2 進数 に 変換 され た 輝度 情報 を , 今度 は 16 進 
数 , 10 進 数 に 変換 し ます 。 こ の よう に し て キ 
ャ ラク タ を それ ぞ れ 定義 し て いき ます 。 
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2 進数 に 変換 する 。 
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④ 16 進 数 に 変換 する 。 


こ 変 換 す る 。 
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図 3.8 キャ ラク タバ パタ ー ン の 定義 
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キャ ラク タタ を 動か す 


定義 し た キャ ラク タ は , それ ぞ れ 右端 か ら 
左端 へ 1 ずつ 呼び 出し て いき ます 。 足 の 部 分 
だ け は 交互 に と り 出 す よ うに する と , いか に 
も 走っ て いる よう に 見 える わけ で す 。 キャ ラ 
クタ の 位置 指定 は 次 の よう に し ます 。 

ГОСАТЕ X, Y 

(た だ し , X は 0 一 39 ま た は 0 一 79 の 整数 , Y 

は 0 一 9, 0—11, 0-19, 0 ~24 の いずれ 

か の 整数 。) 


List 3.1 2 進数 に よる キャ ラク タ 表 示 


19【NIT:CLS 4:MIDTH 49 :2-34:Х-10 
29 CGEN 1 

39 RESTORE 500 

49 FOR 1=1 TO 12 

59 BL$="":RD$=”"”:GR$="” 

68 FOR J=1 TO 8 

79 RERD BL1$ 

88 BL$=BL$+CHR$(URL("&B"+BL1$) ) 
99 NEXT J 

1044 FOR J=1 TO 8 

118 REñD RD1$ 

128 RD$=RD$S+CHR$(URL("&B"+RD1$) ) 
139 NEXT J 

149 FOR J=1 TO 8 

158 REñD GR1$ 

168 GR$=GR$+CHR$ (VAL (”8B”+GR1$)) 
179 NEXT J 

180 DEF CHR$〈I)=BL$+RD$+GR$ 

190 NEXT I 

200 ' PIPE- ЕУ” 

210 LOCATE 1+2,5+Х:РКІМТ #0 CHR$(1) 
220 LOCATE 2%2,5%Х:РКІМТ HO CHR$(3) 
230 LOCATE Z,6+X:PRINT Hg CHR$(4) 
240 LOCATE 1+Z,6+X:PRINT 88 CHR$(5) 
258 LOCATE 2+Z,6+X:PRINT 88 CHR$(3) 
268 LOCATE 2,7+Х:РКІМТ Hü CHR$(6) 
270 LOCATE 1+Z,7+X:PRINT 88 CHR$(7) 
288 LOCATE 2+Z,7+X:PRINT HB CHR$C3) 
298 LOCATE Z,8+X:PRINT NO CHR$(8) 
300 LOCATE 1+Z,8+X:PRINT 88 CHR$(9) 
318 LOCATE 2+Z,8+X:PRINT Hü CHR$(10) 
320 LOCATE 3+Z,8+X:PRINT HA CHR$(3) 
330 PAUSE 1 

340 LOCATE Z,8+X:PRINT HQ CHRW(11) 
358 LOCATE 1+Z,8+X:PRINT Hg CHR$(12) 
360 LOCATE 2+Z,8+X:PRINT Hü CHR$(3) 
370 PAUSE 1 

380 2-2-1 

390 IF 2-2 THEN GOTO 18 

400 GOTO 210 

500 ' か ルク I F ーーーーーーー 
510 DATA 00000000, 00000000, 20000000. 00000000 
520 DATA 00000000, 00000000, 20000008, 24000008 


人 カー ル 君 が 走っ て いる と ころ 


この 場合 は , 1 キャ ラク タ ず 一 左 か ら 右 へ 
ずら し て いっ て いま す 。 


550 DATA 01111110,01111110,11111111,11011011 
540 DATA 11111111,01111110,01111110,00111100 
550 DATA 00000000, 01111110, 11111111,11011011 
560 DATA 11111111,01111110,01100110,0011110й 
578 DATA 00000000, 91111119,11111111,11111111 
580 DATA 11111111,01111110,01100110,00111100 
590 DATA 01111118, 00000000, 40000000, 00100100 
600 DATA 00000000, 000000400, 00011000, 00000000 
610 DATA 00000000, 00000008, 00000000, 40100100 
620 DATA 00000000, 00000000, 00000000, 000000008 
650 DATA 00000000, 00000000, 00000000, 00040000 
649 DATA 00000000, 00000000, 20000000, 84000000 
650 рата 00000000, 00000000, 40000000, 20000000 
668 DATA 00000000, 00000000, 200000008, 00000000 
670 рата 00000000, 00000000, 20000000, 00000000 
688 рата 00000000, 000000004, 20000000, 00004040008 
690 DATA 00000000, 00000000, 20000000, 00000008 
тва рата 00000000, 000000400, 00000000, 04000000 
710 DATA 00000000, 200000008, 00000000, 000000008 
720 рата 00000000, 00000008, 20000001, 00000011 
750 рата 00000000, 00000008, 20000000, 00000000 
740 DATA 00000000, 000400000, 20000001, 20400011 
750 DATA 00011009, 00000008, 00020000, 000000008 
760 DATA 00000000, 000400000, 00000000, 00040008 
770 DATA 00011000, 01111110,11111111,11111111 
780 DATA 11111111,11111111,11111111,11111111 
790 DATA 00011000, 1011010, 11090011, 10000001 
800 DATA 00000001, 00000011,00000111,00111110 
810 DATA 00000000, 000000004, 00000000, 200000004 
820 DATA 00004000, 00000000, 004000004, 800040000 
850 DATA 00000011, 00000000, 00000000, 840000008 
848 DATA 00000080, 00000001, 20000001, 00400011 
850 DATA 00000011, 00000008, 00000000, 04000008 
860 DATA 00000000, 00000008, 00000001, 00000011 
870 DATA 00000000, 11000111,00000000, 00000008 
880 DATA 00000000, 00000000, 20000000, 000400000 
890 DATA 11111111, 01110080, 11111111,11111111 
900 DATA 11111111, 11111111,11110111, 11100111 
910 рата 01111100, 00111000, 00000000, 00000000 
920 DATA 00000000, 00000000, 10000000, 11000001 
950 рата 00000000, 00000000, 00000000, 00011100 
940 DATA 00111009, 11110000, 11110000, 00000000 
950 DATA 00000111, 00000111,00001110, 00011100 


оба DATA 00111000, 00000000, 00000000, 00000000 
970 DATA 080000111,00000111,00001110, 00011100 
988 DATA 080111000, 00000000, 00000000, 20000008 
990 DATA 000000008, 20000000, 80000000, 20000008 
1999 DATA 80000000, 20000000, 00000000, 000400008 
1010 DATA 19000111, 00000111, 00000011, 00000000 
1020 DATA 00000000, 20000000, 000200400, 00220000 


1830 DATA 10000111,00000111, 00000011, 200000000 
10402 DATA 00000000, 00000000, 00000000, 00000000 
1050 DATA 00000000. 00111100, 00111100, 00001100 
1068 рата 00001100, 00000000, 000200000, 200000002 
1870 рата 80000000, 11110000, 11110000, 00000000 
1880 DATA 00000000, 00000000, 00000000, 00000008 
1090 DATA 00000008, 11119000, 11110000, 20000008 


1108 DATA 00000000, 00000000, 20000000, 00000000 
1118 DATA 00000000, 00000000, 00000000, 00000000 
1128 DATA 00000000, 00000000, 00000011, 00000011 
1130 DATA 80000111,00000111, 00000111, 00000011 
1140 DATA 00000000, 00000000, 00000000, 00000000 
1150 DATA 000080111, 20000111, 00900111, 00000011 
1168 DATA 00000000, 00000000, 00000000, 00000008 
1178 DATA 00000000, 00000000, 21000000, 01000000 
1188 DATA 00001000, 00011000, 11000800, 11000008 
1190 DATA 10011110,00011000,11111000,11110008 
1208 DATA 01110008, 111000080, 00000000, 00000000 
1218 DATA 10011100, 00011000,11111000,11110000 
1228 DATA 01110000, 11100000, 00000000, 00000008 


List 3.2 10 進 数 に よる キャ ラク タ 表 示 


18 INIT:CLS 4:MIDTH 40 :2=34:Х=10 
29 CGEN 1 

39 RESTORE 500 

48 FOR 1=1 TO 12 

50 BL$="":RD$="":GR$="” 

64 FOR J=1 TO 8 

78 RERD BL 

88 BL$=BL$+CHR$ CBL) 

99 NEXT J 

1044 FOR J=1 TO 8 

118 RERD RD 

128 RD$=RD$+CHR$ (RD) 

150 NEXT J 

148 FOR J=1 TO 8 

158 READ GR 

168 GR$=GR$+CHR$(GR) 

170 NEXT J 

188 DEF CHR$(1)=BL$+RD$+GR$ 

190 NEXT 1 

200 ' ++279—- 2 Єз” 

21@ LOCATE 1%2,5%Х:РКІМТ 0 CHR$(1) 
220 LOCATE 2+2,5+Х:РКІМТ 80 CHR$(3) 
23 LOCATE 2,6+Х:РКІМТ RB CHR$(4) 
240 LOCATE 1%2,6%Х:РКІМТ Hü CHR$(5) 
250 LOCATE 2+2,6+Х:РКІМТ 48 CHR$(③) 
260 LOCATE 2,7+Х:РКІМТ #0 CHR$(6) 
278 LOCATE 1%2,7%Х:РКІМТ 48 CHR$(⑦) 
288 LOCATE 2%2,7%Х:РКІМТ HB CHR$C3) 
290 LOCATE Z,8+X:PRINT #8 CHR$(8) 
300 LOCATE 1%2,8%Х:РКІМТ RB CHR$(9) 
318 LOCATE 2+Z,8+X:PRINT #0 CHR$(19) 
320 LOCATE 3+Z,8+X:PRINT H8 CHR$(3) 
339 PAUSE 1 
349 LOCRTE 


Z,8+X:PRINT Hü CHR$(11) 
358 LOCATE 1+Z,8+X:PRINT 80 CHR$(12) 
360 LOCATE 2%2,8%Х:РКІМТ RO CHR$③) 
370 PAUSE 1 

380 Z=Z-1 

390 IF Z=2 THEN GOTO 10 

400 GOTO 210 


500 ' カル の 22-9 


S19 DRTR 
520 DRTR 
550 DRTR 
540 DRTR 
550 DRTR 
560 DATA 
578 DATA 
588 DATA 
590 DATA 
688 DATA 
618 DATA 
620 DATA 
630 DATA 
640 DATA 
658 DATA 
660 DATA 
670 DATA 
689 DATA 
690 DATA 
700 DATA 
718 DATA 
720 DATA 
730 DATA 
740 DATA 
750 DATA 
760 DATA 
778 DATA 
780 DATA 
790 DATA 
800 DATA 
818 DATA 
820 DATA 
838 DATA 
840 DATA 
858 DATA 
860 DATA 


8 
8 
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List 3.3 16 進 数 に よる キャ ラク タ 表 示 


18 INIT:CLS 4:MIDTH 40 :Z=34:X=18 4@@ СОТО 210 
2@ CGEN 1 S99 ” サル ツク ノラ 
30 RESTORE 500 518 DATA 00, 00, 00, 00, 00, 00, BA 
40 FOR 1=1 TO 12 520 DATA 7E,7E,FF,DB。FF,7E,7E,3C 
BL$=””;RD$=””: GR$=”” 530 DATA 99,7E,FF,DB,FF,7E,66,3C 
FOR J=1 TO 8 540 DATA 00, 7E, FF, FF, FF, 7Е,66, 3С 
READ BL1$ 550 DATA 7E, BA, BA, 24, 00, 00,18, BA 
BL$=BL$+HEXCHR$ (BL1$) 569 DATA 8A, BA, BA, 24, 00, BA, BA, BA 
NEXT J 570 DATA 00, 00, 00, 00, 00, 80, 08, 00 
FOR J=1 TO 8 588 DATA 00, BA, 00, 00, BA, 00, 00, 00 
RERD RD1$ 590 DATA 00, 00, BA, 00, BA, BA, 00, 00 
RD$=RD$+HEXCHR$(RD1$) 688 DATA 00, BA, 00, 00, BA, BA, 00, 00 
NEXT J 610 DATA 00, 00, BA, BA, 00, 00,01,05 
FOR Ј=1 TO 8 620 DATA 00, 00, 00, 00, BA, 00, 01,05 
READ GR1$ 
GR$=GR$+HEXCHR$(GR1$) 
NEXT J 
DEF CHR$(1)=BL$+RD$+GR$ 
NEXT I 
キャ ラク ケー 2а 
210 LOCATE 1+Z,S+X:PRINT 88 CHR$(1) 
228 LOCATE 2+2,5+Х:РКІМТ 88 CHR$(3) 700 DATA FF, 
230 LOCATE 2,6+Х:РКІМТ #0 CHR$(4) 
240 LOCATE 1%2,6%Х:РКІМТ 88 CHR$(5) 
250 LOCATE. 2+Z,6+X:PRINT Hü CHR$(3) 
260 LOCATE 2,7+Х:РКІМТ Hü CHR$(6) 
278 LOCATE 1%2,7%Х:РКІМТ 88 СНКФС?) 
280 LOCATE 2+2,7+Х:РКІМТ 88 CHR$(3) 
290 LOCATE Z,8+X:PRINT #0 CHR$(8) 
508 LOCATE 1+2,8+Х:РКІМТ HB CHR$(9) 
318 LOCATE 2+Z,8+X:PRINT #0 CHR$(19) 
320 LOCATE 3+2,8+Х:РКІМТ Hü CHR$〈③) 
339 PRUSE 1 
340 LOCATE 2,8+Х:РКІМТ NO CHR$(11) 
350 LOCATE 1+2,8+Х:РКІМТ 88 CHR$(12) 
360 LOCATE 2%2,8%Х:РКІМТ HQ CHR$(3) 
378 PAUSE 1 
380 2-2-1 
390 IF Z=2 THEN GOTO 10 
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グラ フィ ッ ク 画 面 を 使っ て 


CG に 挑戦 


DATA 文 で CG を 作成 


今度 は , グラ フィ ッ ク 画 面 を 使っ て コン ピ 
ュー タグ ラフ ィ ッ クス を 描く 方 法 に つい て 紹 
介し ます 。 X1 turbo・X1 シリ ー ズ の グラ フィ 
ッ ク 画 面 に つい て は , すでに 紹介 済み で す の 
T, ここ で は , な る べく 精密 な 絵 を 描く と い 
う 意図 で , 640X400 ド ッ ト の 高 解像度 の 画面 
を DATA 文 を 使っ て 作成 する 方 法 に つい て 
紹介 し ます 。DATA 文 は , X1 turbo : ХІ シ 
リー ズ の グラ フィ ッ ク 画 面 が 多種 に わた っ て 
いる の で , どの 画面 に で も 対応 で きる よう に , 
1 : 1 の 方 眼 紙 上 に 原画 を 描い て , 画面 の サ 
イズ に 合わ せ て 変換 する と いう 方 式 を と り ま 
し た 。 プ ログ ラム は , ХІ turbo 用 の 640X400 
ドッ ト で 作成 し て あり ます が , その 他 の グラ 
フィ ッ ク 画 面 で 使用 し た い 読 者 は , 行 番号 120 
行 の TX と TY の 値 を 画面 に 合わ せ て 変更 
し て 使用 し て くだ さい 。 


図 3.9 宇宙 船 の デザ イン 


っ マソ コン サン デー」 の オー プ ニ ン グ に 利用 
し た 宇宙 船 の グラ フィ ッ ク を 例 と し て と り ま 
し た 。 ドクター と 三波 豊和 さん , それ に 白石 
まる みさ ん が 乗っ た , あの 宇宙 船 の デー タ は 
どの よう に し て つく られ た の か を ここ で 紹介 
LEF 

まず , 宇宙 船 を イラ スト 用 の 紙 に デザ イン 
し ます 。 い い デ ザイ ン が 決ま っ た ら , 方 眼 紙 
に お と し ます 。 この と き , すべ て の DATA は 
線 分 また は 円 弧 で 記述 する の で , 線 分 は 方 眼 
紙上 で どれ くら い 細 か く と れ ば よい の か よく 
吟味 し て 描い て くだ さい 。 

方 眼 紙 に 描い た 後 は , 方 眼 紙 の 目盛 り に し 
だ が っ て デー タ 文 に 書き な お し ます 。 こ の グ 
ラフ ィ ッ ク 作 成 用 サブ プルー チン で は , DATA 
の と り 方 は , 以下 の 方 式 に し た が っ て いる の 
С, 注意 し て と り 込 ん で くだ さい 。 
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Ф. (直線 の 指定 ) 
直線 は し で 記述 し ます 。 そ の デー タ の と り 方 は 次 の と お り で す 。 


DATA L, СІ, М, ХІ, ҮІ, (…… > Xy Ya) 
Е “т 
直線 の 指示 [arms] vat 
カラ ー の 色 指 定 X 座標 


Өк (円 弧 の 指定 ) 
円 弧 は R で 記述 し ます 。 そ の デー タ の と り 方 は 次 の と お り で す 。 


DATA R, СІ, X, Y, R, TH1, TH2 
Вел y p ーー 
円 弧 の 指示 КЕ 中 心 の 描き 終わ り の 角度 
X 座標 半径 
カラ ー の 色 指 定 中 心 の Y 座 標 描き 始め の 角度 
ФР (ペイ ント の 指定 ) 
ペイ ント の 指定 は P で 記述 し ます 。 そ の デー タ の と り 方 は 次 の と お り で す 。 


DATA Р, Х, ке СІ, (ВРІ, === リー 
ベイ ント の 指示 | ベイ ント ポー ダー カラ ー の 指定 
の Y 座標 
ペイ ント の X 座 標 ペイ ント カラ ー 
өт (タイ ル ペ イン ト の 指定 ) 
タイ ル ペ イン ト の 指定 は で 記述 し ます 。 そ の デー タ の と り 方 は 次 の と お り で す 。 


DATA Т, Х, Y. CS, (BPI + J= 1 
«МАНА 225 
タイ ル ペ イン ポー ダー カラ ー の 指定 
ト の 指示 
XER YER 


混合 する 色 の 指定 (2%) 


図 3.10 直線 の 指定 図 3.11 円 弧 の 指定 


図 3.12 ペイ ント の 指定 図 3.13 タイ ル ペ イン ト の 指定 
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な お , この タイ ル ペ イン ト に 関 て し は , ХІ 
turbo の 中 間 色 ペイ ント コマ ンド を 使用 し て 
いま す の で , X1 シリ ー ズ の ユー ザー に は 使 
用 で きま せん 。 ど うし て も と いう 方 は , 後述 
の 「 ピ クチ ャ ー ツ ー ル 」 の 中 の 中 間 色 ペイ ン 
トル ー チ ン ( 行 番号 4200 一 4730 行 ) を 利用 し 
て タイ ル ペ イン トル ー チ ン を 自作 し て くだ き さ 
い 。 

これ ら の 方 式 に し た が っ て デー タ 文 作成 の 
後 , 実行 し ます と , 美しい グラ フィ ッ ク 画 面 


р ARRIE DATA 文 で 作っ た 宇宙 船 


18 DIM РС) 


を 描く こと が で きま す 。 な お , 1000 行 以降 の 
デー タ 文 を 変更 する と , あら ゆる グラ フィ ッ 
クス を 描く こと が で きま す の で , つく っ て み 
て くだ さい 。 ま た , 一 度 と り 込 ん だ 絵 を , 拡 
大 し た り 縮 小 し た りす る に は どう し た らち いい 
の か …… な ど , 応用 範囲 は 広い と 思わ れ ま す 
DT, この ルー チン の 応用 も 考え て くだ さい 。 
巻末 に ХІ turbo・X1 シリ ー ズ 用 の グラ フ 


ィ ッ クス 専用 の 参考 図書 を あげ て いま す の で , 


それ ら を 参考 に し て 進め て くだ さい 。 


List 3.4 DATA 文 で 作る グラ フィ ックス 


20 ІМІТ:КІ 1570: OPTIONSCREEN 9:MIDTH 89,25, 1,2: TX=499/386: TY=499/432 


30 RESTORE 1999 

40 READ CM$: IF CM$="END" THEN END 

59 IF CM$="L" GOSUB 100 

69 IF СМ%=”К” GOSUB 190 

70 IF け 体 ="P” GOSUB 240 

88 IF СМ%=”Т” GOSUB 420 

99 GOTO 49 

100 " LINE ---------- 
110 READ CL,N,X, Y: X=X*TX: Y=YsTY: COLOR CL 
120 LINE (X,Y)-(X,Y) 

130 FOR 1-1 TO №1 

140 READ X,Y 

158 Х-ХзТХ:Ү-Ү«Тү 

164 LINE -(X,Y) 

178 NEXT I 

180 RETURN 

190 '——— CIRCLE 

200 READ CL,X,Y,R, TH1, TH2 

218 X=X*TX:YsYsTY:R=R*TX/TY 

220 CIRCLE (X,Y9,R,CL, 1, THL, TH2 

230 RETURN 

244” PRINT 

258 READ X,Y, CL 

260 X=X*TX:YsYsTY 

278 GOSUB 500 

288 PAINT X,Y),CL,P(9) ,P(1) ,P(2) ,P③) ,P(4) ,P(5) ,P(6〉 
298 RETURN 

308 1=9 

318 READ BP 

320 IF BP=-1 THEN IF 1-0 THEN 580 ELSE 350 
538 Р(1)=ВР:1=1+1 


340 IF 1<6 THEN 310 
350 FOR 1-І TO 6 
368 PJ) や PJ-1) 
379 NEXT J 
380 FOR J=0 TO 6 
590 PJ)=J+1 
499 NEXT J 
418 RETURN 
420 "ーーーーー ТИЕ РАІМТ 
450 READ Х,Ү,С% 
440 Xs=X*TX:YsYsTY 
458 GOSUB 500 
468 T=URL("&H"+C$) 
478 PAINT (Х,Ү),Т.Р(0),РС1),Р(2),Р(5),Р(4).Р(5) ,P(6〉 
488 RETURN 
3800 ae 
1018 DATA 1,7,5, 185, 185,215, 185,215, 170, 185,170, 185,105 
1020 DATA L,7,2,215,178,215, 185: АТА L,7,2, 185, 170, 185, 185 
1050 DATA 1.,7?,5, 195, 1208, 182, 128, 182, 185, 156, 170, 161,185 
1848 DATA L, 7,5,215, 120,218, 120, 218, 185,244, 170,239, 185 
1058 DATA 1,7,3, 156, 170,130, 178, 158, 188 
1060 DATA L, 7,3,244, 170,270, 170, 242, 186 
1878 DATA 1..7, 15, 168, 185, 158, 185, 158,235, 160,248, 175, 240, 175,225, 185, 215,215,215,225, 225,225, 240,248,240, 250, 235, 258, 18 
5, 168, 185, 160,248 
1088 DATA L,7,2,249, 185,240,240 
1090 DATA L,7,5,288, 185, 300, 185, 300, 240, 280,235,280, 185 
1108 DATA L, 7,5,100, 185, 100,240, 120,235, 120, 185, 100,185 
1110 DATA 1.,7,5,151,110,185,170,115,185 
1120 DATA L, 7,3,285, 185,295, 178,244,182 
1130 DATA L.?7,7, 178,288,238, 280,238, 320,215, 340, 185, 340, 170, 320, 178,280 
1140 DATA 1,7,6, 180,288, 180,225, 185,220, 215,220,220, 225,220,288 ` 
1158 DATA L. 7,3,175,288, 155,265, 155, 238 
1168 DATA L, 7,3,225,280, 245,265, 245,238 
1170 DATA L, 3, 12,243, 185,245, 183,249, 182,254, 181,259, 182,265, 183, 265, 186, 265, 219, 264, 222, 268, 223, 255, 224 , 250, 223 
1160 DATA L, 3,12, 157, 185, 155, 183, 151 , 182, 146, 181, 141, 182, 137, 183, 135, 186, 135,219, 136, 222, 148, 223, 145, 224, 158, 223 
1198 DATA L, 1,9,265, 188,269, 189,274, 192,276, 196,277,200, 276, 285,274,289, 268,212, 265,212 
1280 DATA L, 1,9,135, 188, 131, 189, 126, 192, 124, 196, 123,200, 124,205, 126,289, 132,212, 135,212 
1210 DATA 1.,7,4,270,211,270,250,250,250,245,250 
1220 DATA L,7, 4,138,211, 130,230, 158,250, 155,250 
1230 DATA 1.,7,10,235,120,271,59,272,57,272,55,271,52,269,51,267,51,264,52,262,54,228,111 
1240 DATA L, 7,5,229, 188,226, 188,231, 120,243, 120,239,111 
1258 DATA L, 7,7,261,75,259, 76,257, 76,255, 75,253, 73,253, 71,254,68 
1268 DATA L, 7,2,232, 185,218, 185: DATA L, 7,2,200, 90,230, 90 
1278 DATA L, 7,6,230, 185,230, 90, 225, 85, 285, 85, 200, 90, 200, 185 
1288 DATA (.,7,8,220,85,220,50,225,47,223,40,214,40,214,47,217,50,217,85 
1298 DATA R, 7,258,290, 8, B, 360,R,7, 150,298,8, 8, 368,L, 7,2, 138, 127,70,65 
1300 DATA L, 5,6,268,280, 265,275, 277,275, 545, 380, 340, 380, 265, 275 
1310 DATA L,5,6, 148,288, 135,275, 123,275, 5, 380, 60, 388, 135,275 
1320 DATA L,5,8, 340, 389, 330, 390, 300, 360, 388, 345, 280, 328, 278, 325, 255, 310, 25, 384 
1358 DATA L,5,8,68, 388, 70, 390,108, 360, 180, 345, 120, 320, 130, 325, 145, 310, 145, 384 
1340 DATA L,7,2,283,285,290,285 
1350 DATA L,7, 4,298,295, 290, 288, 295, 280, 295, 383 
1568 DATA 1.,7,2,110,285,117,285 
1370 DATA (.,7,4,110,295,110,280, 185,280, 105, 383 
1380 DATA 1.,7,4,68, 388,68, 480, 75,400, 75, 385 
1390 DATA L, 7,4,340, 380, 540, 400, 325, 4080, 325, 385 
1400 DATA 1.,7,2,328, 490, 328,415 
1418 DATA 1.,7,2,337, 400, 337,415 

.7,4,322,425,326,415, 339,415, 343, 425 
1450 DATA 1,7,4, 78, 425,74,415,61,415,57,425 

7,9, 95, 430, 40, 430, 30, 415,17, 415,20, 412,35, 412, 40, 425,96, 425,95, 430 

7.9, 385, 430, 368, 430, 370, 415, 383, 415, 380, 412,357, 412, 369, 425, 385, 425, 305, 430 

1468 DATA 1,1,5 
1478 DATA 1,1,5. 
2,5 


,5,17,415,27, 430, 49,450 

3,385,415, 373, 430, 360, 430 

„2,5, 120, 165, 123, 165, 138, 188, 127, 189, 128, 165 

1490 DATA L,2,5,289,165,277, 165,270, 188,273, 188,280, 165 

1500 DATA L, 2,5,165, 165, 188, 165, 183, 180, 168, 189, 165, 165 

1518 DATA L,2,5,228, 165,235, 165,232, 180,217, 188,220, 165 

1528 '— r DATA —— 

1530 DATA L,7,12,138,78, 149,63, 149,61, 155,61, 159,62, 165,65, 168, 78, 169, 73, 169, 79, 168, 86, 165, 95, 168, 100 
1540 DATA L,7,15,168, 100, 155, 184, 150, 187, 143, 118, 138, 111, 135,111,131, 118, 127, 188, 125, 105, 122, 101, 121,96, 121,99, 122,83, 1 
25,76, 130,70 

1550 DATA L.7,9, 169,79, 169, 89, 168, 88, 167,98, 164, 182, 159, 106, 151, 110, 143, 111,135,111 

1560 DATA L, 7, 3,164.5, 181,168,105, 171,117 

1570 DATA L,7, 3,157, 187,168, 110, 163,120 

1588 DATA L,?,5, 161,113,158, 120, 170, 128, 175, 188, 168, 188 

1590 DATA L,7,2, 168,185,182, 105 

1680 DATA L,7,2, 188, 185,180,85 

1618 DATA L,7,2, 198, 185, 198,85 


L 
L 
L 
L 
し 。 
L, 
L 


1628 DATA 1,7,8, 175,80, 175,85, 195,85, 195,80, 175,80, 180,65, 190,65, 195,80 . 

1658 DATA 1.,7,8,505,565,509,580,507,580,507,400,505,400,505,410,515,410,512,425 

1648 DATA (.,7,8,95,565,91,580,95,580,95,400,95,400,95,410,85,410,88,425 

1650 DATA 1,7,2,65,400,65,415 

1668 DATA L,7,2,72。499, 72,415 

1678 DATA L,6,18, 149, 339, 147, 341, 146, 343, 145, 350, 142, 352, 141 355, 140, 358, 140, 368 

1688 DATA L,6, 11,140, 368, 269, 360, 260, 558,259, 358, 256, 348, 255, 345, 254, 343, 252, 341,251 , 339 
1690 DATA L, 7,3,234, 330,230, 335,218, 335 a 
1708 DATA L.7, 3,166,330, 170, 335, 182, 335 
1710 DATA L, 2,4,235,245, 235,268, 226,252, 235,245 

1720 DATA L,6,7,243,312,245,312,248,313,259, 314,253, 315,255, 316, 261 , 320 

1730 DATA L,6, 9,243, 312,236, 328, 232, 320, 232, 323,233, 326, 234, 330, 235, 333, 237, 336, 240, 34 

1740 DATA L,6, 9,240, 340,242, 341,244, 341,246,341 , 248, 340, 251 , 339, 252, 338, 254, 337,255, 335 

1750 DATA L,6,9,255, 335, 257, 333, 258, 331 , 259, 329, 260, 527,261, 325, 261 , 323, 261 , 321 , 261 , 322 

1768 DATA L,6, 14,261,328, 258, 319,256, 319, 253, 3208, 251 , 321 ,249, 322, 247, 323, 245, 325, 243, 327 , 242, 329, 241 , 332, 240, 335, 239, 33 
7,240,540 

1778 DATA L,6, 12, 168, 348, 162, 337, 164, 335, 165, 333, 166, 338, 167, 327,168, 325, 168, 323, 168, 328, 164, 328, 157,312, 155,312 

1780 DATA L,6,7,155,312, 153,313, 158, 314, 147,315, 145, 316, 143, 317, 148, 320 

1790 DATA L.6, 18, 140, 520, 139, 322, 139, 326, 141 , 331 , 145, 335, 149, 339, 154, 341 , 158, 341,168, 348, 161 , 338 

1690 DATA L,6,8, 161,338, 168, 334, 158, 329, 155, 325, 151 , 322, 147 320, 143, 319, 140, 320 

1810 DATA L,6,5,257,244, 255,249,255, 255, 256, 262, 260, 270 

1820 DATA L,6,5,265,235,272, 235,279,236, 286,238,290, 248 

1850 DATA L,6, 9,290, 240,287,240, 282,242, 277,245,270, 258, 266,255, 262, 261 , 268, 265,259, 268 

1840 DATA L,6, 9,259,268, 262,271,266, 270, 273,266,280, 268, 286, 253, 289, 248, 291, 243,290,240 

1858 DATA L,6,6, 144,245, 145,258, 145,255, 144,261 , 143,265, 140,270 

1868 DATA 1.,6,10, 140,270, 141,269, 140, 266, 137,260, 130, 250, 123,245, 117,241, 112,240, 110,240, 189,242 

1870 DATA L,6, 10, 189,242, 189,244, 112,259, 116,256, 120, 268, 125, 265, 131,269, 136,271, 138,271, 140,278 

1880 DATA 1,6,5, 110,240, 114,238, 121,236, 128,235, 134,235 

1898 DATA 1.,7,2,1080, 346, 139,326 

1908 DATA 1.,7,2,3080, 346,261, 
1918 DATA L,7,2, 180, 355, 143, 
1920 DATA 1,7,2,500,555,257, 
1958 DATA 1.,7,5,120,260,70,280,50,280, 100,258, 112,258 

1948 DATA 1.,7,5,280,2680, 330,288, 350, 280, 300, 250, 288,258 

1950 DATA L,7, 14,255, 345,268, 340, 280, 358, 280, 355, 295, 388, 297 , 388, 297 , 48B, 380, 400, 5080, 412,298, 412, 294, 423, 288, 423, 288, 42 
6,505,426 

1968 DATA 1.,7,14,145,545,140,540,120,550,120,555,105,580,105,580,105,400, 100,400, 188, 412, 182, 412, 186, 423, 112,423, 112,42 
6,95, 426 
1978 DATA 
1988 DATA 


,.7,5,295,238,295,247,294,250 
105,258,105,247, 106,258 


275 
2000 DATA L,7,4,285,262,275,272,278,278,278,275 
2010 DATA L,7,2, 129, 170, 137,183 
2028 DATA L, 7,2,271, 170,263,183 
2050 DATA L.7, 14, 168, 77, 162,78, 161,83, 156, 93, 153,96, 147, 101 , 142, 184, 140, 182, 144, 180, 149, 93, 152, 89, 156,84, 158, 88, 168, 77 
2040 DATA 1.,7,4,156,95, 156,89, 154,89, 152,89 
2050 DATA L,7,4, 149,93, 148,9, 150,97, 1535,96 
2060 DATA Р,100,260,7,-1,Р,288,540,7,-1,Р,250,85,7,-1 
2878 DATA Р, 120, 340,7, -1,Р, 330, 410,7,-1,Р, 150,78,7,-1 
2088 DATA Р.70,418,7,-1,Р,124,170,2,-1,Р,124,170,2,-1 
2090 DATA Р.178.170,2,-1,Р,250,170,2,-1,Р,250,170,2,-1 
2108 DATA Р,277,170,2,-1,Р,252,252,2,-1,Р,200,500,7,-1 
2118 DATA Р,107,290,7,-1,Р,295,290,7,-1,Т,200,200,70,-1 
2120 DATA Т,245,200,70,-1,7,290,200,78,-1,Т,250,150,70,-1 
2130 DATA Р,118,200,7,-1,Р.,155,200,7,-1,Т,140,250,70,-1 
2140 DATA Т,260,250,70,-1,Т,185,96,70,-1,Т,185,75,70,-1 
2158 DATA 7,155,95,70,-1,Р,125,280,5,-1,Т,150,175,70,-1 
2168 DATA Т,280,175,%70,-1,Т,250,175,70,-1,Т,500,260,70,-1 
2170 DATA Р,185,85,2,-1,Р,215,87,6,-1,Р,215,87,6,-1 
2188 DATA 7,210, 100,70,-1,7,290,500,50,-1,Т,160,140,67,-1 
2198 DATA Т,150,500,50,-1,Р,270,500,5,-1,Р,200,550,6,-1 
2200 DATA Р,140,250,6,-1,Р,260,250,6,-1,Р,160,520,6,-1 
2218 DATA P,249, 329,6,-1 ,T,265,69,29, -1,T, 179,259,59, -1 
2228 DATA Т,150,290,76,-1,Т,250,290,76,-1,Р,70,596,1,-1 
2230 DATA Р,550,595,1,-1,Р,70,428,1,-1,Р,550,420,1,-1 
2240 DATA Р,150,200,5,-1,Р,270,200,5,-1,Р,50,425,1,-1 
2258 DATA Р,570,425,1,-1,Т,145,200,15,-1,Т,255,200,15,-1 
2268 DATA T,217,45,79, -1,T,162,199,79, -1,T,165, 119,59, -1 
2278 DATA Р,200,128,7,-1,Р,122,166,2,-1,Т,10,10,10,-1 
2288 DATA T,85,499, 19,-1,T,329,499, 19,-1 
2298 DATA (.,0,5,205,150,210, 165,190, 165, 195, 130, 205, 130 
2508 DATA L,9,2,142,352,258,352: DATA 1,0,2,146,545,254,545 
2518 DATA L,9,5,169,159, 144, 158, 137, 165, 153, 165, 160, 150 
2520 DATA L, 0,5,237, 145,257, 145,259, 150,239, 150, 237, 145 
72550 DATA L, 0,6,170, 380, 190,500, 195, 318,205, 310,210, 388, 230, 388 
2340 DATA L, 0,2,135,290, 165,290: DATA L, 8,2,235, 290,265,298 
2358 DATA L, 0,2,123,288, 135,280: DATA L, B, 2,265,280, 277,208 
2360 DATA L, 7,2,345, 588, 340,385 
2370 DATA L,7,2, 55, 389,68, 385: DATA END 


1,7,5 
1,7,5, 
1990 DATA L,7,4,115,262,125,272, 130,270, 139, 
1,7,4 
? 


グラ フィ ッ ク 画 面 を 使っ て 


GET с, РОТ @ で 絵 を 動か す 


グラ フィ ッ ク 画 面 に 絵 を 描く こと が で きま 
し た が , 今度 は 「 そ の 絵 を 動か すこ と が で き 
な い だ ろ うか 」 な ん て 思っ て いら っ し ゃ る 読 
者 諸 志 に , 便利 な コマ ンド を 紹介 し ます 。 
GET@, PUT@ 命 令 が それ で す 。 

それ で は , List 3.5 を 入力 し て 実行 し て く 
だ さい 。 気球 が だ ん だ ん と 落下 し て いく さま 
が 描け る と 思い ます 。 

プロ グラ ム を 見 る と , 気球 は , 単に 直線 と 
ЧС DATA 文 か ら と り 出 し て 描い て いる 
の が わか る と 思い ます 。 こ こ で 大 切な の は , 
370 一 430 行 の 間 の ルー チン で す 。 ま ず 画 面 上 
部 に 描い た 図形 を , 配列 A% に と り 込 み ま す 。 
これ で すべ て の 準備 が と と の い , PUT@ 命 令 
で と り 込 ん だ 情報 を どこ に で も と り 出 すこ と 
が 可能 に な っ た わけ で す 。 

この プロ グラ ム で は , 行 番号 410 行 で , XH 
向 を 乱数 で ずら し な が ら , Y 方 向 は 0.5 ず つ 降 
下さ せ て いま す 。 GET@ 命 令 実 行 時 に , 描く 
気球 より 大 きい デー タ を 読み 込ん で お き , 
PUT@ 命 令 で 描く 場合 に , 前 の 絵 を 消し な が 
らち 描く と いう 形 を と っ て いま す 。 こ れ に より 
画面 に 描く 図形 が 残ら な く な り , ゆら ゆら と 
お り て いく こと と な る わけ で す 。 


А GET@, PUT@ で 動か し た 気球 


この 分 だ け 描 く 
図形 より 大 きく 


と っ て お く 。 


[3.14 GET@ で 読み 込ん だ 気球 の パタ ー ン 
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アニ メー ショ ン に 挑戦 


108 パーーーーーーー fPy チ イ ーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
118 INIT:CLS 4: К 1578: OPTIONSCREEN 8:" (for X1turbo) 
120 MIDTHS9.25, 9,2:DIN 6%(400) 2” (for X1turbo) 
150 'INIT:CLS 4:MIDTH 89:DIM А400): ' (for X1) 
140 ’ ーー 補う ウラ 

150 0-0 

160 RESTORE 1010 

178 0-01 

180 FOR 1-1 TO 7 

1947 READ (1,М,Х,Ү 

200 IF (0-2 THEN Х-664-Х 

210 LINE (X,Y)-(X,Y),PSET,CL 

220 FOR 0-1 TO N-1 

258 READ X,Y 

240 IF 0-2 THEN Х-664-Х 

250 LINE -(X, 7? ,РЅЕТ, а. 

260 NEXT O 

270 NEXT J 

280 IF Q<>2 THEN 160 

290 PAINTC328,19),2,7 

300 PAINT(332,10),6,7 

510 PRINT(345,10),1,7 

320 PAINT(332,33),4,7 

330 PRINT〈9, 0), 1,7 

340 PAINT(320,20),1,7 

350 PRINT(332,25),1,7 

360 PAINT (340,25),1,7 

570 "------ ҒҺ99 7130 

380 X=304: Y=Q 

390 СЕТӨ (X,Y)-(X+50,Y+35),ñ%,7 

400 WHILE Ү<125 

410 X=X+INT(RND(1)*5)-1:Y=Y+.5 

420 РИТЕ (X,Y)-(X+50,Y+35),%,PSET,? 


,320,2,513,5,311,10, 315,15, 320,18, 328,20, 332,20 
‚322,10, 325, 15, 332,20 
‚3 


List 3.5 アニ メー ショ ン (気球 ) 
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ビク チャ ー ツ ー ル で 絵 を 描こ 


ビク チャ ー ツ ー ル 


今 まで の 解説 で 読者 諸氏 は X1 の グラ フィ 
ッ ク 用 の 画面 が どの よう に な っ て お り , また 
どう すれ ば 描く こと が で きる の か すっ か りお 
わか り に な っ た こと と 思い ます 。 そこで, Ж 
稿 の 仕上 げ と し て , 簡易 に , デー タ 文 を と ら 
な く て も 直接 的 に 絵 を 描く アプ リ ケ ー シ ョ 
ンプ ログ ラム を 紹介 し ます 。 

この プロ グラ ム は , 入力 ディ バイ ス と し て , 

(1) キー ポー ド 

(2) ジョ イス ティ ッ ク 

(3) マウ ス 
が 選択 で きる よう に な っ て いま す 。 ま た , で 
き あ が っ た CG の 作品 も , フロ ッ ピ ー 装 置 は 
も ちろ ん デー タレ コー ダ に も 自由 に SAVE 
し , LOAD で きる よう に つく られ て いま す 。 

市 販 の デザ イン ツー ル は 多々 発売 され て い 
ます が , 決し て 見 劣り の する も の で な いと 思 
いま す 。 読 者 諸氏 は , サン プル プロ グラ ム を 
参考 に し て 入力 の うえ る , 美しい グラ フィ ッ ク 
を た くさ ん 描い て くだ さい 。 


キー ボー ド 


図 3.15 ビ ピクチャー ツー ル の 基本 シス テム 
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基本 構成 


「 ピ クチ ャ ー ツ ー ル 」 を 稼働 きせ る た め の 基 
本 シス テム は , 図 3.15 の よ 3 Іс, X1 turbo ° 
X1 シリ ー ズ 本 体 の ほか , ディ スプ レイ , ジョ 
イス ティ ッ ク , マウ ス な ど て 構成 され ます 。 


機種 別 の 注意 


X1 turbo を ご 使用 の 読者 は , リス ト を その 
まま キー 入力 し て ご 利用 くだ さい 。 グ ラフ ィ 
ッ ク 画 面 は , 640 ベ X400 ド ッ ト で 構成 され て い 
ます 。 

X1 turbo の Model 10 を ご 使用 の 読者 は , 
別売 グラ フィ ッ ク RAM を 用 いる と , 高 解 像 
度 画像 で 使用 で きま す が , 標準 機 に は 装備 さ 
れ て いな い の で , X1 シリ ー ズ と 同様 の 変更 
を し て くだ さい 。 

X1 シリ ー ズ ご 使用 の 読者 は , 「for X1」 の 
指示 の ある 行 番号 を 復活 させ て 「for X1 
turbo」 を КЕМ 文 に し て ご 使用 くだ さい 。 こ 
の 場合 , 画面 は , 640X200 ド ッ ト 表 示 と な り 
ます 。( な お , ХІ turbo Model20, 30 を 使用 
し て いる 場合 は ディ スク BASIC 起動 時 に 
[HELP| キー を 押し 続け て くだ さい 。 す る と , 
NEWON が 表示 され ます か ら , その 状態 で 
[С] を 押し て か ら ,「 ピ クチ ャ ー ツ ー ル 」 を 
LOAD し て 実行 きせ まし ょ う 。) 


使用 ディ バイ ス の 選択 


プロ グラ ム を 実行 (RUN) 2 км 
の メニ ュー 画面 1 の よう に 開い て きま す 。 
そこ で それ ぞ れ の 入力 ディ バイ ス を 選ん で 
キー ボー ド か ら 入 力 し て ぐだ さい 。 

入力 ディ バイ ス を 選択 する と , グラ フィ ッ 
ク 画 面 は 。 メイ ン メ ニュ ー 表 示 に か わり ます 。 


つ 


CHOOSE NUMBER ат: 


+ - KEY BROAD 
ТОКС<ТІС-Р 


MOLUSE 


ふ 4 ビ ピク チャ ー ツ ー ル の メニ ュー 画面 | 


入力 ディ バイ ス の 操作 方 法 の うち キー ボー 
ド を 選ん だ と き は , テン キー を 使用 し て 入力 
し ます 。 メ イン メニ ュー 表示 の 
2 DISPLAY MODE 
を 選ぶ と , 画面 中 央 に 十字 カー ソル が 表示 さ 
れ ま す 。 キ ー ボ ー ド の テン キー は , それ ぞ れ 
右 の よう に 設定 され て いま す 。 
それ ぞ れ の キー を 押す と , 矢印 の 方 向 に カ 
ー ソ ル が 移動 し ます 。 
ジョ イス ティ ッ ク の 場合 は , グリ ッ プ を 移 
動 し た い 方 向 に た お す と カー ソル が その 方 向 
に 移動 し ます 。 マ ウス の 場合 は , マウ ス を 机 
上 で 動か す と カー ソル が 移動 し ます (ジョ イ 
ステ ィ ッ ク お よび マウ ス の くわ し い 解 説 は , 
後述 の 周辺 装置 の 解説 の コー ナー で 行い ます ) 。 


画面 の つく り 方 


メイ ン メ ニュ ー 表 示 の 各 コ マン ド は 次 の よ 
うに 定め られ て いま す 。 


| 1 | を 入力 する と , イニ シャ ライ ズ メ ニュ 
ー の サ プ メ ニュ ー が 表示 され ます 。 

を 選ぶ と , 画面 上 に 描か れ た 図形 が ク 
リア ー さ れ ま す 。|2| を 選ぶ と , 背景 色 の 色 番 
号 を 聞い て きま す 。 そ こ で 番号 を 入力 する と , 
背景 色 が 指定 色 に 変化 し ます 。[3| は , フレ ー 


Е 


АС + р У ЛО X = л – А 2 


013.16 テン キー と カー ソル の 移動 方 向 


ム を つく る コマ ンド で す 。 色 番号 で フレ ー ム 
を 指定 し て くだ さい 。 |4| で メイ ン メ ニュ ー 
に 復帰 し ます 。 


2| を キー 入力 する と , 画面 中 央 に 十字 カ 
ー ソ ル が 表示 され , 下面 に メニ ュー が 現れ ま 
す 。 

それ ぞ れ の コマ ンド 表示 に し た が っ て 画面 


{ INITIALIZE ) 


1. SREEN (ER 
2. CK OLOR 


全 イ ニシ ャ ライ ズ メ ニュ ー の サブ メニ ュー 
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AA ディ スプ レイ モー ド の 画面 


に グラ フィ ックス を 作成 し て いき ます 。 


SPEED 十 


を 1 回 押す ご と に , カー ソル の スピ ー 
ド を 1 か ら 40 ま で 段階 別に 指定 する こと が で 
きま す 。 数値 を 大 きく する ほど , スピ ー ド が 
速く な り ま す 。 


SPEED 一 


[z] を 1 回 押す ご と に , [x] キー と 逆 に スピ 
ー ド ダウ ン し ます 。 


[PlPAINT (大 文字 ) 


[Р] を 入力 する と , 十字 カー ソル が 囲ま れ 
た 領域 を , 指定 され た 色 で ぬり ます 。 


lplPAINT (小文字 ) 


[|p | の 入力 で ポー ダー ライ ン の 指定 が で き 
ます 。 指 定 色 で 囲ま れ た 部 分 を 指定 され た 色 
で ぬり まず 。 


COLOR 


を 入力 する と , 0 - 7 まで の 数 値 を 開 
いて くる の で , キー ポー ド か ら 必 要 な 色 を 選 
ん で くだ さい 。 左端 の 〇 印 が 指定 され た 色 に 
変わ っ て その 色 で 描く こと が で きま す 。 


[U] PEN UP 


を 入力 する と , ペン が 上 が っ た 状態 に 
Жж), カー ソル を 移動 し て も 画面 上 に 絵 は 描 
け ま せん 。 初 期 状態 で は この よう に 指定 され 
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て いま す 。 
[D] PEN DOWN 


[D| を 入力 する と ペン ダウ ン の 状態 に な り 
ます 。 カー ソル を 移動 する と 移動 し た 跡 に ペ 
ンカ ラー 人 色 で 描か れ ま す 。 ジョイスティック 
や マウ ス の トリ ガー ポタ ン を 押す こと に よっ 
て も 同様 に な り ま す 。 


(Е|Вох FULL (大 文字 ) 


十字 カー ソル を 必要 位置 に 移動 し て |F| を 
押す と , グラ フィ ッ ク 画 面 上 に 点 が 打 た れ ま 
す 。 続 いて 十字 カー ソル を 移動 し て |F| を 押 
す と , 最初 に 押さ れ た 点 と 2 度目 の 点 を 対 角 
線 と する 長方形 を 描く こと が で きま す 。 連続 
し て 描く 場合 は , 次 々 と 移動 し て |F| を 入力 
し て くだ さい 。 1 つ 前 の 点 が 始点 と し て 描け 
ます 。 [F] キー モー ド か ら の 解除 は , [Q] £ A 
カカ し て 行っ て くだ さい 。 


[flBox FULL (小文字 ) 


を 入力 する と , 中 を 十字 カー ソル の 色 
で ぬり つぶ し た 長方形 を か きま す 。 操作 は 
コマ ンド と 同様 で す 。 


[R]CIRCLE (大 文字 ) 


必要 な 箇所 に 十字 カー ソル を 移動 し て [RI 
を 入力 する と , まず 円 の 中 心 が 表示 され ます 。 
続い て 十字 カー ソル を 移動 し て |R| を キー イ 
ン す る と 最初 の 点 を 中 心 と し た 円 弧 が 描か れ 
ます 。 同心 円 を 連続 し て 描き た い 場 合 は , Ж 
け て くだ さい 。 [R] キー モー ド か ら の 解除 は , 
[Q| を 入力 し て 行っ て くだ さい 。 


[r ]CIRCLE (小文字 ) 

を 入力 する と , 円 の 中 を ぬり つぶ し た 
も の を 表示 し ます 。 操作 は |R] コマ ンド と 同 
様 で す 。 
|име 


十字 カー ソル を 移動 し て |L| を 入力 する と , 


まず 最初 の 点 が 打 た れ ま す 。 移 動 し た 後 。 続 
いて |L| を 入力 する と 直線 が ひか れ ま す 。 


[А]А!Б BRUSH 
[A] を 入力 する と , 
BRUSH SIZE (0 一 8)= 


と 聞い て くる の で , エア ー ブ プラ シ の ノズル の 
サイ ズ を 指定 し て くだ さい 。 
ノズル の サイ ズ は , 0 一 8 の 9 種 で す 。 


[м] MIX PAINT (大 文字 ) 


十字 カー ソル を 移動 し て ぬり た い 領域 内 を 
指定 し て IM| キー を 入力 する と , 


デュ ウ カ シシ ジョ ジグ (2 ケタ) ニテ 


と 聞い て くる の で , メニ ュー を 見 な が ら 2 色 
の 色 指定 を し て くだ さい ぃ 。 キー 入力 し て || 
を お す と , カラ ー 表 示 が な され て 


| (ок? (Y/N) 


と 聞い て きま す 。 よ けれ ば [|Y| も ぅ 一 度 や り 
な お す 場 合 は IN| を 入力 し て くだ さい 。 指定 
され た 色 で , 十字 カー ソル が 囲ま れ た 領域 を 
ぬり つぶ し ます 。 


т|МІХ PAINT (小文字 ) 


[m] を 入力 する と , [M] キー 同様 に , 中 間 色 
で ぬる 領域 の ボー ダー ライ ン の 指定 が 可能 で 
す 。 色 指定 の 後 , 


BOUNDARY COLOR( 8 =RETURN) ? 


と 聞い て くる の で , 境界 に 指定 すべ き 色 の 番 
号 (1 7 ) を 入力 し て くだ さい 。 入力 され 
た 領域 に 囲ま れ た 部 分 を 指定 色 で ぬり つぶ し 
ます 5 


[QlpELETE (大 文字 ) 
[L| [RI r) [F] [f] ユマ ンド を 解除 し ま 


す 。 こ れ ら の コマ ンド は , すべ て 入力 状態 で 
覚え て いる の で , 次 の コマ ンド に 移る と き は , 


°° ө өө Ө Ө @ Ө 
2 за 5 6 7 8 


01 


3.17 ノズル の サイ ズ 


必ず [Q| を 入力 し て 解除 し て くだ さい 。 


[a] DELETE (小文字 ) 


[L], [RI [rl [F} [+] コマ ンド で 指定 し て 
描い た 1 つ 前 の グラ フィ ックス を 削除 し ます 。 
た だ し , 2 つ 前 の 指示 は 覚え て いる の で , 正 
し い 表 示 を し た 後に も う 一 度 描い て くだ さい 。 


(Е| МАМ MENU 


[E] を 入力 する と メイ ン メ ニュ ー 表 示 に 復 
帰し ます 。 

な お DISPLAY メニ ュー は , カー ソル が 移 
動 し て 下面 の メニ ュー 表示 に さしかかる と 同 
時 に 上 面 へ , 上 面 に ある と き , まだ は カー ソ 
ル が さしかかる と き は 下面 へ , と いう よう に 
移動 し て グラ フィ ックス が 見 や すい よう に 工 
夫 さ れ て いま す 。 


アン パス メッ スン 
[3] を 押す と , 


(5АУЕ) 
FILE МАМЕ? (ノニ RETURN) 


と 聞い て くる の で , 13 文 字 以 内 で ファ イル ネ 
ー ム を 指定 し て SAVE し て くだ さい 。 フ ァ イ 
ルディ スク リプ タ を 省略 する と 起動 BASIC 
の ディ バイ ス に SAVE され ます 。 他 の ディ バ 
イス に SAVE し た い 場 合 は , ファ イル ディ ス 
クリ プ タ を 指定 の うえ , ファ イル 名 を 入力 し 
て くだ さい 。 


[4] を 押す と , 
(LOAD) 


FILE МАМЕ? (/’=RETURN) 
79 


と 聞い て くる の で , SAVE の 場合 と 同様 に 呼 

び 出 し た い フ ァイル 名 を 指定 し て くだ さい 。 

ファ イル ディ スク リプ タ を 指定 する と 指定 さ 

れ た ディ バイ ス か ら の LOAD が 可能 で す 。 

注 1) マウ ス は , ХІ turbo の み 使 用 可能 で す 。X1 
シリ ー ズ で ご 使用 の 読者 は , 使用 で きま せ 
ん の で ご 注意 くだ さい 。 


List 36 ピク チャ ー ツ ー ル 


まま すま ます すす すま すす すま すす を を すま すま すす を を まま 
PICTURE TOOL PROGRAM V.1.8 
Ргодгаавей Ву ( SAIMU 1 


1985.5. 18 


со мз сл э Uh — 


111111 
108 "ーーーーーーー~ 3 キ 974 

118 ON ERROR 68070 9808 

128 KLIST 9:KNOOE 9 

130 OPTIONSCREEN 9:MIDTH 80,25,1,2 
140 DEFINT A-Y:INIT:N=1 

158 "OPTIONSEREEN 1:WIDTH 88 

10 "DEFINT A-Y: INIT:¥W=2 

178 DIM CS(5) ,CUS(5) ,PE(6) ELS (7) 

188 RESTORE 9510 

190 FOR 1-8 Т0 7:READ CL$(I):NEXT 

288 60508 7999:MIDTH 88 

218 CM=22: XS=2/W: YS=2/W: XE=639-XS:YE=400/W-YS-1 
228 FX5=9:FYS6=9:FXE=639:FYE=489/W-1 
258 LINE (0,2/W)-(4,2/W) ,Р5ЕТ,7 

240 LINE (2,01-(2,4/4) PSET,7 

258 БЕТ@ (8,0)-(4,4/W) ,CUS,7 

260 (5% 

278 ROUSE 1:М0Ш5Е 3,15,15,ХЕ,ҮЕ 

288 MOUSE 2,0, 1:MOUSE 2,1,1 

298 MOUSE 1, (ХЕ+Х5) /2, (YE+YS)/2 

308 :------- 277% 

310 50SUB 1200:PRINT"[ PICTURE TOOL MENU ]":PRINT 
328 PRINT" 1. INITIALIZE":PRINT" 2. DISPLAY MODE" 
330 PRINT" 3. SAVE" 2 

340 PRINT” 4. LOAD":60SUB 1268 

258 MN=NO:ON MN 60508 400, 1500,5000, 5000 

34 SOTO 383 


*(Y1-Turbo) 
*(Y1-Turbo) 
1 (1-Turbo) 


+ (X1-Turbo) 
27 (X1-Turbo) 
j (1-TURBO) 


が 0974 
410 60508 1299:PRINT"L INITIALIZE 1":PRINT 
428 PRINT" 1. SCREEN CLEAR * 
430 PRINT" 2. BACK COLOR " 
440 PRINT" 3. FRAME COLOR 
45% PRINT" 4. MAIN КЕМ) 
488 505081250 
470 MN1=NO:ON NN1 50508 490,580,550,520 
488 6070408 
498 CLS 0: RETURN 
508 GOSUB 1200:60508 100A:GOSUB 1220 
510 PRINT"BACK COLOR (8=RETURN) ? "; 
528 C=VAL(INKEY$(1)):PRINTC:IF (C)81+(C<0) THEN 528 


( PICTURE TOOL MOW ) 
INITIALIZE 
. DISPLAY MDE 


。 1090 
беіесі Number = 


人 作品 例 ドク ター 


530 IF C=8 THEN 1898 
540 BC=C:60SUB 1249:RETURN 
558 60508 1299:60SUB 1096:B0SUB 1228 
568 PRINT"FRANE COLOR (8RETURN) 2%; 
578 C=VAL(INKEY$(1)):PRINTC:IF (C8)+(C(0) THEN 560 
580 IF С=8 THEN 1898 ELSE CL=C 
598 LINE (FXS,FYS)-(FXE」FYEI PSET,CL,B 
698 LINE (FXS+1,FYS+2-W)-(FXE-1,FYE-2+W) ,PSET,CL,B 
518 RETURN 
62 RETURN 388 
799 · лу Ai / н 
718 60508 1299:60SUB 1888:60508 1228 
728 PRINT "РЕМ COLOR (B=RETURN) ? "; 
738 C=VAL(INKEY$(1)):PRINTC:IF (C28)t(C く 8) THEN 728 
ТАВ IF С=8 THEN 1899 
758 PC=C:50SUB 1248:6070 1898 
ТЫВ PAINT (X,Y) ,PC,1,2,3,4,5,6,7:CC=PC:RETURN 
77 80508 1280:60508 1888:60508 122 
788 INPUT "BOUNDARY COLOR (BRETURN) 7 ",CLS 
798 IF CL$="8" THEN 988 
80A IF LEN(CL$))7 OR LEN(CL$)<1 THEN 788 
818 FOR 1-1 TO 7 
820 IF LEN(CL$)<I THEN PC(1-1)=PC:60T0 868 
838  AS=MIDS(CL$,1, 1) 
848 IF ASCIAS)<4B OR 45С048155 THEN 788 
858 Pi-1)=VAL(83) 
ВЬВ NEXT 
878 PQ=PC(0):P1=PC(1):P2=PC(2):P3=PC(3) 
988 P4=PC(4):FSPC(5):P5=PC(6 
890 РА1НТЇЇ,Ү; PC.P0,P1,P2,P3,P4 P5,P0 
988 GOSUB 1090:CC=PC;RETURN 
ғат 4220 / Ез 
1810 50508 1239 
1820 FOR I=8 TO 7 
1839 LOCATE 28*(I MOD 4),CW+INT(I/4) 
1840 PRINT USING"#"; I; 
19598 IF 1=8 THEN PRINT" 0 ";:60T0 1878 
1008 COLOR I:PRINT" H ";:COLOR 7:ELSE PRINT" 07; 
1979 PRINT CL$(PAL(D); 
1020 NEXT: RETURN 
1898 60508 1230:PRINT "X: SPEED+ U: РЕН UP С:"; 
1189 PRINT * COLOR Pp: PAINT 1 : LINE '; 
1119 PRINT "Rr: CIRCLE Qq: DELETE * 
1120 PRINT "Z: SPEED- 0: РЕМ DOWN A: BRUSH 7; 
1119 PRINT "Ma: MIX P Ff: BOX E: MAIN MENU"; 
1140 SOSUB 1228:С0108 РС 
1158 IF F=8 THEN PRINT *О*;Е15Е PRINT "8"; 
1168 GOSUB 1240:CREVI 
1178 PRINT " *;5Р;* ";CLS(PALIPCN;" *; 
1189 CFLASH 1:PRINT * *;0КҮ$;АВ; 


1190 CFLASH 9:CREV й:5070 1280 
1200 PRW8:CONSOLE:CLS:60TO 1248 
1218 PRWA:CONSOLE CW,2:CLS:60T0 1248 
1228 PRW9:CONSOLE CW+2,1:CLS:6070 1248 
1238 PRW9:CONSOLE CW,3:CLS 
1248 IF BC=7 THEN COLOR 3,BC:RETURN 
1258 COLOR 7-BC,BC:RETURN 
1260 PRINT"Select Number ="; 
1278 NO=VAL(INKEY$(1)):PRINT NO:RETURN 
1280 LOCATE 20,CH+2:PRINTUSING "#4"; X; :PRINT","; 
1290 PRINTUSING" 046"; Ү; : RETURN 
1380 IF 5Р248 THEN 5Р-40 
1310 IF 5Р‹1 THEN SP=1 
1320 60T0 1140 

ғаты 707% —— 
1519 60SUB 1200: X=(XE+XS)/2:Y=(YE+YS)/2 
1528 Р(-7:Ғ-ф:5Р-|:0КҮ%-):505/8 1098 
1538 XX=X:YYsYiF 9:B=9:RR=8:BB=9 
1540 CE9=9:CC=9:X8=X:Y9=Y:XL=X:YL=Y 
155% БЕТЕ (X-2,Y-2/W4)-(X+2,Y+2/W) ,С5,7 
1569 PUT@ (X-2,Y-2/W1-(X+2,Y+2/W),CUS,PSET,7 
1578 IF JST=8 THEN DKY$=INKEY$(1) ELSE DKY$=INKEY$ 
158% PUT (X-2,Y-2/W)-(1+2,Y+2/W),CS,PSET,7 
1598 IF DKY$="A" THEN GOSUB 4699:60SUB 11480 
1600 IF DKY$="C° THEN 60508 700 
1619 IF DKY$="D" THEN F=1:60SUB 1149 
1828 IF DKY$="E*° THEN 505UB 3239:6070 3269 
1630 IF DKY$=*F" THEN GOSUB 1149:60SUB 3180 
1649 IF DKY$="L" THEN 60508 1149:60SUB 3000 
1050 ТЕ DKY$=*P" THEN 60508 748 
1660 IF DKY$="Q" THEN 60508 2220 
1878 IF DKY$=*R' THEN GOSUB 1148:605/8 3:08 
1888 IF DKY$="M" THEN 60508 4289:60SUB 1098 
1898 IF DKY$="U" THEN F=9:60SUB 1140 
1788 IF DKY$=*X* THEN SP=SP+1:60SU8 1399 
1710 IF DKY$="Z" THEN ЅР=5Р-1:60508 1330 
1729 IF DKY$="f" THEN 50508 2288 
1739 IF DKY$="a" THEN 60508 4208:60508 1398 
1740 IF DKY$="p" THEN 60508 778 
1750 IF DKY$="q" THEN GOSUB 3488 
1760 IF DKY$="r" THEN 50508 3340 
1770 GETE (X-2,Y-2/W)-(X+2,Y+2/W) ,С5,7 
1788 PUT@ (X-2,Y-2/W)-(X+2,Y+2/4) ,CUS,PSET,7 
1790 IF JST〉1 THEN 2808 
1800 STKsSTICK(dST) 
1810 PUTE (X-2,Y-2/W)-(X+2,Y+2/W) CS, PSET,7 
1820 IF 15ТО6 THEN Р=@:1Р STRIG(JST) THEN F=1 
1830 IF STK=1 THEN X=X-WzSP:Y=Y+SP:60T0 2588 
1840 IF STK=2 THEN Y=Y+SP:60T0 2589 
1858 IF STK=3 THEN X=X+W+SP:Y=Y+SP:60T0 2599 
1960 IF STK=4 THEN X=X-W+SP:60T0 2580 
1878 IF STK=6 THEN X=X+W+SP:60T0 2500 
1888 IF STK=7 THEN X=X-W#SP:Y=Y-SP:60T0 2500 
1898 IF 5ТК-8 THEN Ү-Ү-5Р:68070 2508 
1988 IF STK=9 THEN X=XtMtSPiY=Y-SP:B0TO 2500 
1910 PUTW (X-2,Y-2/W)-(X+2,Y+2/W) ,CUS,PSET,7 
1928 6070 1579 
2880 104 / 條 "9 
28108 PUTE (X-2,Y-2/W)-(X+2,Y+2/W) ,CS,PSET,7 
2020 X=MOUSE (0) : Ү=М005Е (1) 
2828 IF MOUSE(2,1)=-1 THEN Е=1 ELSE Ғ-й 
2040 IF X=XX AND Y=YY THEN 1910 
2580 '---------- A-t / {F9 
2510 IF X)XE THEN X=XE 
2520 IF XXS THEN X=XS 
2530 IF Y)YE THEN Y=YE 
2540 IF Y<YS THEN Y=YS 


2558 IFYKFYS+48/W AND CM=B B0SUB1238:CM22:B0T02699 
2560 IFYFYE-487W AND CH=22 805181228:Си=8:60702498 
2578 60SUB 1288 

2580 IF Ғ-й THEN 6070 2248 

2598 CC=POINT(X,Y):IF АВО GOSUB 4840:6070 2610 
2600 LINE (XX,YY)-(X,Y) ,PSET,PC 

2610 GETA (X-2,Y-2/4)-(X+2,Y+2/W) ,CS,7 

2578 PUTE (X-2,Y-2/W)-(X+2,Y+2/W) ,CUS,PSET,7 
2630 6070 2680 

2640 PUTE (XX4-2,YY-2/W)-(XX+2,YY+2/W) ,CS,PSET,7 
2858 CC=POINT(X, Y) 

2660 БЕТ (X-2,Y-2/W)-(X+2,Y+2/4) ,CS,7 

2470 РИТЕ (X-2,Y-2/4)-(X+2,Y+2/W) ,CUS,PSET,7 
2680 XX=X:YY=Y:60T0 1798 

2490 60SUB 1890:6070 2588 

3888 '---------- 347 

3018 IF に 8 THEN 60SUB 2228:1-1:6070 3148 

3028 LINE (XL,YL)-(X,Y) ,PSET,PC 

3939 IF L=1 THEN CC0=PC 

3040 Li=1:XO=XL: YO=YL 

3859 CC=PC:XL=X:YL=Y 

2888 РЕТ (X,Y,CC)sRETURN 


3118 IF B=0 THEN 3138 
3120 LINE (XL,YL)-(X,Y) PSET,PC,B:BB=0:60T0 2828 
3138 60808 3238:8=1 

3148 Ll=8 

3158 X8=X:Y9=Y:CC8=POINT(X,Y):60T0 3850 

388 · зз А 

3218 IF В=8 THEN 5070 3138 

3220 LINE (XL,YL)-(X,Y),PSET,PC,BF:BB=1:60T0 3038 
3718 88=8:8А=8:01=8:1Е (L=0)#(B=0)+(R=0)THEN RETURN 
3240 し =9:B=9:R=8:PSET(X8,Y8,CC8):RETURN 

3258 ІР Ғ-й THEN PSET (X,Y,CC) ELSE РЕТ (X,Y,PC) 
3260 RETURN 

348 '---------- IJ ----------------------------- 
3318 IF R=8 THEN 3358 

3328 RR=CINT(SQR(((108-1)/N)22+(Y0-Y)22)) 

3339 CIRCLE(X0, YB) ,RR#W/2,PC,R:RR=0:6070 2058 
3349 RR=0:60TO 2058 

3350 605083220:=1:6070 3158 

3358 IF R=0 THEN 5010 3358 

3378 RRCINT(SBR(((X8-】)7M)^2t(YB-Y!^2) 

3398 CIRCLE (X0,YB) ,ВА#М/2,РС, А: РЕТ (ХӘ, ҮВ,8) 
3598 PAINT (18,18) ,РС:АВ=1:6070 2858 

ин '---------- 

3419 IF に 1 THEN БОТО 2548 

3428 IF BB=1 THEN 6070 3558 

3430 ІР В=1 THEN 6070 3568 

3449 IF RR=1 THEN 8070 3588 

3450 IF R=1 THEN 6070 3488 

346 RETURN 

3478 X=X0:Y=YB: XX=X: YY=Y: XL=X: YL=Y:CC=PC:RETURN 
3488 RR=CINT(SQR((X9-XL)^2(Y8-YL)^2)) 

3490 CIRCLE (X8, YB) ,RR#W/2,0,R:60T0 3538 

3580 RRCINT(SOR((X9-XL)^24(Y8-YL)^2)) 

3518 CIRCLE (X0,Y@) ,RR#W/2,8,R:PSET(X0,Y@,PC) 
3520 PAINT(X8,Y9) ,8: РЕТ (Х8,ҮВ,ССӘ) 

3538 X=XL:Y=YL: XX=X: YY=Y:CC=0: RETURN 

3540 LINE (X0,Y@)-(XL,YL) „РЕТ, 0:6070 3470 

3558 LINE (X0,Y@)-(XL,YL),PSET,@,BF:GOTO 3478 
3560 LINE (X0,Y@)-(XL,YL) ,PSET,@,B:60T0 2478 
(ТЕ 3 

4819 B0SUB1229:INPUT "BRUSH SIZE (8 - 8) =",AB 
4020 IF AB8 OR 4808 THEN 4919 

4030 RETURN 

4040 FOR I=1 TO AB 


19508 BRsABRRND(1):B6=PAI(2RND(1)) 
4850  PSET(2+BRESIN(BE) +X, BRECOS (86) +Y, PC) 
4070 NEXT:RETURN 
1912239 AI 
4218 GOSUB 1208:60SUB 1686:80SUB 1228 
4220 INPUT "81000937 (203) =",NM$ 
4230 IF LEN(NM$1<)2 THEN 4228 
4240 ММІ8= "Т1" *:0н9= "98" 
4258 A1$=LEFTS (NMS, 1) :A2$=RIGHTS (NMS, 1) 
4260 IF ASC(AL$I<4B OR ASC(A1$))55 THEN RETURN 
4270 IF ASC(A2$)<48 OR ASC(A2$))55 THEN RETURN 
4298 В.=8: BL1=0:RD=0:RD1=9:6R=0:6R1=8 
4298 T=VL(A13):TI=VAL(A23):B0SUB 4788 
4308 TVAL(A29):TI=VL(A15):60SUB 4700 
4310 BL=BL+05:BL1=BL1:85 
4328 RD=RD+85:RD1=RD1+85 
4310 ER=6R+85:GR1=6R1+85 
4348 BL$=RIGHT$(DM$+HEI$(BL),2) 
4350 RD$=RIGHT$(DM$+HEI$(RD),2) 
4308 SRS=RIGHT$ (DM$+HEXS (GR) ,2) 
4370 BLIS=RIGHTS (DMS+HEXS (BLL) ,2) 
4389 RDIS=RIGHTS (DMS+HEXS (8011,2) 
4390 GRIS=RIGHTS (DNS+HEXS (6R1) ,2) 
4408 TL$=BL$+RD$+6R$+BL1$+RDI$+6RI$ 
4410 CLS:CGEN 1:BL0$="";RD0$="";6R04='" 
4420 FOR 151 TO 4 
даза BL3$=BLB$+BL$+BL1$:RD8$=RD3$+RD$+RDI$ 
4449 BR8%=BR836R3+6R15 
4459 MEXT 
АДЫШ TLIS=HEXCHRS (BLOS) +HEXCHRS (8088) +HEXCHRS (6888) 
4470 DEF CHR$G9)=TLIS 
4488 CSEN 1:PRINT:PRINT $8,CHRS(38);CHRS (38); 
4490 PRINT #8,СНЕЗ (30) ;CHR$ (39) ; :CSEN 8 
4508 PRINT ` OK ? (Y / N) “jCHRS CS); 
4510 TKS=INKEY$(1):IF TK$="Y" THEN 4538 
4520 IF TK$=*"N" THEN 4288 ELSE 4510 
4510 IF DKY$="a" THEN 4560 
4540 PAINT (X,Y) ,HEXCHRS (TLS) ,1,2,3,4,5,5,7 
4558 CC=POINT (X, Y} :RETURN 
4568 GOSUB 12@@:50508 1988:60SUB 1228 
4578 INPUT "BOUNDARY COLOR (8=RETURN) ? ",CL$ 
4590 IF CL$="8" THEN 4698 
4590 IF LENICL$))7 OR LEN(CL$)<I THEN 4570 
4800 FOR 151 10 7 
4610 IF LENCCLSICT THEN РСІІ-І-РС11-20:6070 4658 
4629  AS=MIDS (CL$, 1,1) 
4630 IF ASC(A$)<48 OR ASCCAS)255 THEN 4578 
4649 _PC(I-1)=VAL(A$) 
4658 NEXT 
4668 PO=PC(O):P1=PC(1):P2=PC(2):P3=PE(3) 
4670 P4=PC(4):PS=PC(S):P6sPC(5) 
4680 PAINT(X,Y) ,HEXCHRS (TLS) PB,PL,P2,P3,P4,P5,P6 
4690 CC=POINT(X,Y):RETURN 
4700 SR=6R+2+(T AND 4)/4:6RL=6R1+2+(TL AND 4)/4 
4710 RD=RD#2+(T AND 2)72:RDI=RDIE24(TL AND 2)/2 
4720 BL=BL+2+(T AND 1) :BLI=BL!+2+(T1 AND 1) 
4730 RETURN 
баш” 
5019 60SUB 1238:PRINT LOAD 1" 
5828 INPUT" FILE МАМЕ ? ('/'=RETURN) 4,79 
5030 IF LEN(T5) 013 THEN 5888 
5048 IF T$="/" THEN RETURN 
5050 OPTIONSCREEN 4/W:PRW НЕЕ 
5060 OPEN"I",1,T$:50SUB 5158 
5878 T1$="MEM:":60SUB 5100 
5988 IF W=1 THEN T1$="MEML:":60SUB 5100 
5099 CLOSEHL:PRWA: INIT:OPTIONSCREEN W-1:CLS:RETURN 


5108 REC=8 
5118 A$=INPUT$ (128,1) :B$=INPUTS (128,1 
5120 DEVOS T1$,REC,AS,B$:REC=REC+ 
5138 IF REC<&HC9 THEN 5118 
5140 RETURN 
6869 M ur 
019 PRM8:CONSOLE,22:CLS:B0SUB 1248:60508 1208 
8828 60SUB 1230:PRINT "E SAVE ]* 
603A INPUT' FILE МАМЕ ? ('/'=RETURN) 7,7% 
А048 IF LEN(T$))13 THEN SOTO 5888 
6050 IF T$="/" THEN RETURN 
5058 OPTIONSCREEN 4/W:PRW &HFF 
8878 OPEN"O",1,T$:PRINT #1,W 
8888 T15="MEN:":60SUB 6110 
2898 IF W=1 THEN T1$="MEML:":60SUB 5118 
6100 CLOSEHI:PRM8:INIT:OPTIONSCREEN W-1:CLS: RETURN 
6119 REC=8 
5128 DEVIS T1$,REC,AS,BS:PRINT #1,А$%;В$;:ВЕС=ВЕГ+1 
6138 IF RECK&HC8 THEN 6128 
6140 RETURN 
8159 INPUT ТЕГІ 
b168 IF Ш-Н THEN RETURN 
6179 60SUB 5898 
6188 60508 1238 
b190 PRINT "ТҮРЕ MISS MATCH 1! (Push Апу key) *; 
8288 KY$=INKEY$(1) 
6210 IF KY$="" THEN 5288 
8228 RETURN 5200 
1-у% t- / 0097 
7819 CLS4:WIDTH48:CSIZE 2 
7828 COLOR S:LOCATE 44:PRINT 1@ "CHOOSE NUMBER '!" 
7458 COLOR Z:LOCATE 8,8 :PRINT 4871. KEY BOAD *; 
7@4@ COLOR 4:LOCATE 6,12:PRINT #8 "2. JOYSTICK 1° 
7058 COLOR 6:LOCATE 8,18 *(X1-Turbo) 
7068 PRINT 86 "3. MOUSE "; *(1-Tarbo) 
7878 CSIZE Q:CFLASH 1 
7488 LOCATE 4,28: ІНРІЛ "Push Any Key !! 157% 
7998 IF 1578-17 OR JST$="2" OR JST$="3" THEN 7128 
7108 "ТЕ JST$="1" OR JST$="2" THEN 7180 ШИТ 
7110 6070 7088 
7128 JST=VAL(JST$}-1:CFLASH 8:RETURN 


9818 CONSOLE: PRHA 

9020 IF (ERR=53)#(ERL=5100)THEN 6070 9188 

9830 IF (ERR=S3)g(ERL=6979)THEN 8070 9110 

9040 IF (ERR=72)#(ERL=6979) THEN GOTO 9128 

9058 IF (ERR=7?)#(ERL=6979) THEN 6070 9130 

9882 IF ERR=73 THEN 605089210: RESUME 

9072 60SUB 5090 

Q980 PRINT"If you want to до on, Push 'Р5' Key" 

9898 STOP 

9190 60SUB9148:RESUME 5900 

9110 60SU89149:RESUNE 8000 

9120 60SUB9209:RESUNE 5008 

9138 60SUB9219:RESUNE 5008 

9148 GOSUB 1200:FILES 

9150 PRINT:PRINT*Push Any Key !! ('SP'=FILES) ”; 

9160 KY$=INKEY$(1) 

9170 IFKY$=" "THEN PRINT:FILES:60T091S8 

9188 IF KY$=""THEN 9150 

919% RETURN 

9208 60508 1299:PRINT"Mrite Protected !!";60109150 

9210 60SUB 1299:PRINT*Deyice Offline !!*;60109159 
4ü 7 Far / デ -9 

9518 DATA BLACK,BLUE,RED,MAGENTA 

9528 DATA GREEN,CYAN,YELLOW,WHITE 


周辺 装置 の 使い 万 


X1 turbo・X1 シリ ー ズ に は , 本 体 に 周辺 装 
置 と の 接続 が 可能 な よう に イン ター フェ イス 
が 内 蔵 さ れ て いま す 。 周 辺 装 置 と し て 

(A) ジョ イス ティ ッ ク 

(B) マウ ス 

(С) み ラ テー プロ ッ グ プリ ング 
な ど が ある の で , ここ で 概説 し ます 。 


ジョ イス ティ ッ ク 


ジョ イス ティ ッ ク は , 入力 装置 の 1 つと し 
て グリ ッ プ 上 面 に つい た トリ ガー ボタ ン A や 
ベー ス 上 に つい た トリ ガー ポタ ン B な ど を 使 
用 し て , グリ ッ プ を 上 下 左右 に 動か し 入力 す 
る だ ため の も の で す 。 市 販 の ジョ イス ティ ッ ク 
の どの 機種 で も 使用 可能 に な っ て いま す が , 
入力 ディ バイ ス と し て は , ゲー ム な どの 入力 
装置 と し て 応用 きれ て いま す 。 X 1 の 場合 は , 
専用 コマ ンド と し て , STICK 命令 と STRIG 
命令 を も っ て お り , また , 端子 も 2 端子 が 付 
属さ れ て いま す 。 


ジョ イス ティ ッ ク の 動か し 方 


ジョ イス ティ ッ ク イ ンタ ー フ ェ イ ス は , XI 
turbo・X1 シリ ー ズ の すべ て の 機種 に 搭載 さ 


図 3.19 ジョ イス ティ ッ ク で 絵 を 描く 


トリ ガー ボタ ン A 


(JOY STICK 
端子 へ ) 


図 3.18 ジョ イス ティ ッ ク 


れ て いま す 。 コ ネ ク タ は , コン ピュ ー タ 本 体 
の 裏面 に 「JOY STICK」 表示 が ある の で , < 
の 端子 1), (⑫ に 接続 し て くだ さい 。 ジ ョ イス 
ティ ッ ク を 使用 する か , テン キー で 行う か は , 
次 の よう に 指定 に し て くだ さい 。 


STICK (z) 
(た だ し = 0 で テン キー, 7-1, 2 で ジョ 
イス ティ ッ ク Ls 2) 


ジョ イス ティ ッ ク の 場合 は , ステ ィ ッ ク を 
倒す 方 向 に よっ て , その 値 に X, Y 座 標 を 加 
えた だ た り ひ いた りす れ ば よい わけ で すか ら , 17 
Ж 号 360 一 440 行 で 座標 を 記述 し て いま す 
(List 3.7), 3104113, ジョ イス ティ ッ ク 端 子 
1 に 接続 する 指定 で す 。 

この プロ グラ ム を 実行 する と , ジョ イス テ 
ィ ッ ク を 倒す 方 向 に 十字 カー ソル が 移動 し ま 
す 。 ト リガ ー ボ タン を 押す と 十字 カー ソル の 
軌跡 に し た が っ て 画面 上 に 絵 を 描く こと が で 
きま す 。 また, 310 行 の PC の 値 を 変え れ ば , 
描く 色 の 指定 が で きま す 。 
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List3.7 ジョ イス ティ ッ ク の カー ソル コン トロ ー ル 


100 ” Yat セッ テイ 

118 KLIST 0: КМОРЕ 9 

128 OPTIONSCREEN 9:MIDTH 80,25,1,2 
158 INIT:!F1 

140 "OPTIONSCREEN 1:MIDTH 80 

150 "ІМІТ:Ш-2 

169 DIM CS(S),CUS(S) 

170 XS=2/W:YS=2/W: XE=639-XS:YE=400/U-YS-1 
180 LINE (0,2/U)-(4,2/W),PSET, 7? 

198 LINE ‹2,0)-‹2,4/0),РЅЕТ,? 

200 GET@ (0,0)-(4,4/W),CUS,? 

210 (154 


300 ' ディ スバル イプ "ログ "ラム 


: "CX1-Turbo) 
:” (Х1-Тигьо) 
:* (X1-Turbo) 
"(ХЫ 
АА 6,20; 


510 JST=1 :PC=7:X=(XE+XS)/2: Y=(YE+YS) /2: XX=X: YY=Y 


320 СЕТ@ (Х-2,Ү-2/0-СХ2,Ү%2/4),С5,7 
330 PUT@ (X-2,Y-2/W)-(X+2, Y+2/W) , CUS, PSET, 
340 STK=STICK(JST) 


7 


350 PUT@ (X-2,Y-2/W)-(X+2, Y+2/W),CS,PSET,?7 


360 IF STRIGCJST) THEN F=1 ELSE Ғ-й 

IF STK=1 THEN X=X-W:Y=Y+1:GOTO 500 

IF STK=2 THEN "=Y+1:GOTO 588 

IF STK=3 THEN X=X+W:'=Y+1:GOTO 500 

IF STK=4 THEN Х-Х-М:00Т0 500 

9 IF STK=6 THEN X=X+W:GOTO 500 

IF STK=7 THEN X=X-M:Y=Y-1:GOTO 500 

IF STK=8 THEN Y=Y-1:GOTO 500 

IF STK=9 THEN X=X+W: Y=Y-1:GOTO 500 
450 PUTW (X-2,Y-2/W)-(X+2, Y+2/W) , CLUS, PSET, 


ーーーーーーーーー Жы, 2 О 
IF X>XE THEN X=XE 
IF X<S THEN X=XS 
IF Y>YE THEN Y=YE 
IF Y<YS THEN Y=YS 
IF Ғ-й THEN 570 
560 LINE (X,Y)-(XX,YY),PSET,PC:GOTO 580 


? 


570 PUT@ (XX-2,YY-2/W)-(XX+2,YY+2/W) ,CS, шы ? 


580 GET@ (Х-2,Ү-2/4)-(Ха2,Ү%2/М),С5,7 
590 XX=X: YY=Y:GOTO 450 


マウ ス 


マウ ス は , ジョ イス ティ ッ ク と 同様 に 入力 
装置 と し て 注目 され て いる も の で す 。 裏面 に 
つい て いる ボー ル を 机上 で すべ ら す こと に よ 
っ て 入力 し ます 。 ХІ turbo に は イン ター フェ 
イス が 内 蔵 さ きれ て いる こと か ら 使 用 可能 で す 
ж, X 1 シリ ー ズ で は 残念 な が ら 使用 する こ 
と が で きま せん の で ご 注意 くだ さい 。 
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マウ ス の コネ クタ は , コン ピュ ー タ 本 体 の 
前 面 ト ピラ 内 と 裏面 の 2 か 所 に 用 意 さ れ て い 
ます 。 MOUSE 端子 に プラ グ を 接続 し て くだ 
さい 。 マ ウス は , 基本 的 に は ロー ラ と ロー タ 
リー エン コー ダ が X 軸 (Ж) КҮ ( 縦 ) 方 
向 用 に 1 組 ずつ 用 意 さ れ て お り , 机上 面 と こ 
すり あわ すこ と で 上 座標 値 を 移動 きせ る と いう 


も の で す 。List3.8 の 200 一 220 行 で , マ ウス の 移 
動 比率 お よび 移動 範囲 を 設定 し て いま す 。 ま 
た , 400~440 行 で , マウ ス の 移動 を 設定 し て 
いま す 。 基 本 的 に は , マウ ス の 座標 系 と , デ 
ィ ス プレ イ の 座標 系 を 一 致 き させ る よう に 組め 
ば よく , その 変換 ルー チン が 1 つの カギ と な 
り ま す 。 

この プロ グラ ム を 実行 (RUN) させ る と , 
十字 カー ソル が マウ ス の 移動 に 合わ せ て 表示 
され ます 。 ま た だ た, マウ ス の トリ ガー ボタ ン B を 
押す と , 移動 量 に 合わ せ た 図 形 を 描く こと が 
図 3.20 マウ ス で きま す 。310 行 の PC の 値 で 色 を 変え て くだ 
さい 。 


マウ ス て で 絵 を 描く 
List 3-8 マウ ス の カー ソル コン トロ ー ル 


199 ” ーー Yst 091 

110 LIST 0: КМОрЕ 0 

120 ОРТІОМСКЕЕМ 9:MIDTH 80, 25, 1,2 
150 INIT:W=1 

140 DIM CS(S),CUSC(S) 

150 XS=2/W:YS=2/W:XE=639-XS:YE=400/U-YS-1 
160 LINE (0,2/40-(4,2/4 ,Р5ЕТ,? 
170 LINE (2,@)-(2,4/M) ,PSET,? 

180 GET@ (й0,0)-(4,4/40,С06,7 

190 CLS 4 

200 MOUSE 1:MOUSE 3,XS,YS,XE, YE 


218 MOUSE 2,80, 1:MOUSE 2,1,1 
220 MOUSE 1, XE+XS) /2, (YE+YS) /2 
SM "ーーーーーーー すず "メグレ イブ ログ スム ーーーーーー 


310 PC=7: X=(XE+XS) /2: Y=CYETYS)/2: XX=X: YY=Y 
520 GET@ (X-2,Y-2/W)-(X+2,Y+2/W),CS,? 

33 PUT@ (X-2,Y-2/W)-(X+2, Y+2/W) ,CUS,PSET, 7 
400 "------- ЈА 2 ТК“ ---------- 
410 PUT@ СХ-2,Ү-2/Ш)-СХ+2,\'+2/Ш) ,С5,РЅЕТ, 7 
420 X=MOUSE (0) : Y=MOUSE C1) 

450 IF MOUSE(2,1)=-1 THEN Ғ-1 ELSE Ғ-й 


448 IF Х=ХХ AND Y=YY THEN 590 
500 "一 ーーーーー ナド 
510 IF X>XE THEN X=XE 

52@ IF XXS THEN Х-Х5 

530 IF Y>YE THEN Y=YE 

540 IF Y<YS THEN Ys=YS 

550 IF F=9 THEN 570 


580 СЕТӨ (X-2,Y-2/W)-(X+2, Y+2/W) ,CS, 7 


600 XX=X: YY=Y:GOTO 400 


カラ ー プ ロッ タプ リン タ 

カラ ー プ ロッ タプ ブリ ンタ (CZ-8PP2) は 。 4 
色 (青色 , 緑色 , же, 黒色 ) の 水性 ボー ル 
ペン を 使用 し て ロー ル 紙 上 に 図形 を 出力 する 
ため の も の で す 。 こ の 機器 は , X- ヤ プロ ッ タ 
と プリ ンタ の 両方 の 機能 を あわ せ も っ た 装置 
T, グラ フィ ックス を 4 色 の ペン に よっ て 描 
き 出 すこ と が 可能 で す 。 

List 3.9 で は , 正 五 角 形 を 回 転 き せる プロ グ 
ラム を 紹介 し まし ょ う 。190 行 の K=K+A で 
回 転 角 を 変え て いま す 。 こ の プロ グラ ム で は 
A=5 で すか ら , 5 度 き ざ み で 回 転 さ せ て い 
る と と な り ま すず 。 

List 3.10 は , 190 行 を 加え て , 10 回 回 転 する 
ご と に 方 向 を 逆 向 き に し て いま す 。 な お こう 


199 ' アロ ウー 7” ІУ21 
110 ІРКІМТ CHR$(18):LPRINT ”H” 


130 FOR 1-1 TO 40 

140 FOR 1=0 ТО 360 STEP 72 
150 X=XHHR*COS((I+K)/189*PR〉 
169 Y=Y-R*SIN((I+K)/189*PR) 


188 GOSUB 240 


200 NEXT: END 

218 LPRINT "C”";STR$(C) 

220 LPRINT ”М”;5ТК%ОО;”,”;5ТК%СҮ) 
250 RETURN 

240 ІРКІМТ "D";STR$(X);”",";STR$(Y) 
250 RETURN 


560 LINE (X,Y)-(XX,YY),PSET,PC:GOTO 580 
570 PUT@ (XX-2,YY-2/W)-(XX+2,YY+2/W),CS,PSET, 7 


590 PUT@ (X-2,Y-2/W)-(X+2, Y+2/W) , CUS, PSET, 7 


120 X 叶 249:Y 叶 199: К=й: RmS:R=5: PR=3. 14 :B=2:CC=1 :C=2 


178 IF 1=9 THEN GOSUB 210: СОТО 190 


190 NEXT:K=K+R:R=R+B: B=B+.2: SWAP С,СС 


“ыы 
` 


В > (PRINTER 
端子 へ ) 


図 3.21 カラ ー プ ロッ タプ リン タ 
いっ た ジオ メト リッ ク な 図形 を 描く サン プ 
ル ・ プ ログ ラム 集 と し て , 学研 より 『 特 選 グ 
ラフ ィ ッ クス デザ イン 』 が 発売 され て いま す 
の で , そちら を 参考 に し て くだ さい 。 


аа 


で 図 3.22 プロ ッ タ で 描い た 絵 | 


List 3.10 プロ ッ タ で 描く 2 


100 Th 2 

110 Х0-240: 70-100: K=9: А5: R=5: PA=3. 14: B=2: C=1 
120 LPRINT СНЕФС18) :LPRINT "HP 

150 FOR Ј=1 TO 40 

144 ҒО І-й ТО 369 STEP 72 

150 X=XHR*COS((1+K)/189*PR)〉 

169 Ya=Y み -R*SIN((1+K)/189*PR〉 

170 IF I=8 THEN GOSUB 220: СОТО 190 

180 GOSUB 250 

190 NEXT:K=K+R:R=R+B: B=B+. 2 

200 IF J МОВ 10-й THEN ñ=C-1)*ñ:C=C+1 

210 NEXT:END 

220 LPRINT "C”;STR$(C) 

230 LPRINT "М”;5ТК%0О;”,”;5ТК%СҮ) 
240 RETURN 

250 LPRINT ”П”;5ТК%0ОО;”,”;5ТК%СҮ) 
260 RETURN 
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カラ ー イ ンク ジェ ッ ト プ リン タ で 
ハー ドコ ピー 
ーー 一 ID-700 を 使っ て 一 一 


シャ ー プ の カラ ー イ ンク ジェ ッ ト プ リン タ 
10-700 を 使っ て , グラ フィ ッ ク 画 面 の カラ ー 
ハー ドコ ピー を と る た め の プ ログ ラム を 紹介 
し ます 。 自分 で 描い た 絵 や 文字 の , 美しい カ 
ラー 印刷 が 楽し め ま す 。 店頭 POP な ど に も 
大 き な ア ピー ルカ を 持っ て いま すか ら , ぜひ 
一 度 た めし て みて くだ さい 。 (口絵 参照 ) 


この プロ グラ ム は , すべ て マシ ン 語 で 租 ん 
で ある の で , 入力 する と き 1 か 所 で も まち が 
える と 枝 走 する こと が あり ます 。 こ うな る と 
ХІ turbo・X1 シリ ー ズ の 電源 を 入れ 直さ ね 
ば な ら ず , せっ か く 打 ち 込ん だ プロ グラ ム が 
台無し に な っ て し まい ます 。 そこで, プログ 


スク に SAVE す る こと を 忘れ な いで くだ さ 
い 。 


@ プ ログ ラム の 入力 と SAVE 
(1) X 1 turbo で BASIC (CZ- 8FB02) を 
LOAD し た 後 , 


CLEAR &HE000 


と えー 大 放し ます 。 これ で メイ シン メモ リ た 
プロ グラ ム 領 域 が 確保 され ます 。 


(2) MON 


と 入力 し て , マシ ン 語 モニ タ を 起動 し ます 。 

この 後 , M (メモ リセ ッ ト ) 命令 を 使い , 
1 バイ ト ず つ E000 番 地 か ら プ ログ ラム 
List 3.11 を 入力 し , 入力 が 終了 し た ら 
R (リタ ー ン ) 命令 に よっ て BASIC に 戻り 
ます 。 


ラム を 入力 し 終え た ら , まず フロ ッ ピ ー デ ィ (3) 打ち 込ん だ プロ グラ ム を フロ ッ ピ ー ア ディ 


List 3.11 カラ ー ハ ー ド コピ ー プ ログ ラム 


ЗЕ />....З#А 楽楽 > 
1E АА "ЖК. 
АЗ /PAJ※.※ し 較 . ІШ 
29 /Ш- ежел. 
EE /※ у>АЖЛАШЫ 
22 /%ӨзФУ!.30#...7]..” 
69 /Ш МЫСЫ. ЕС .`i 
23 /...ЖАШ АП 
CD /( “=E. P.F. А 
El /=3%8..0@."38.2138 
06 /4¿.38621. Ян 
DD 7.3.) A. A. Ж. 
08 /#. ШУ. 
ED 423242 а/ы. 
ТЕ 72! ЖОО рыу 
ЕЗ (2З. Ж!. 
2F (14927 .yhday 2/ 
16 788. а.ж. 
15 72. hd ғыл. 
CD и Ж:ЖЖК.2!.Жж.л 
1D ах лл. ж 
7E / ж ША клок 
30 /.A38421A3852A386020 
1B /A38...A38.386175. 
...ЖАЖ...Жэл 
01 Элек Ж... 
21 /z.38233%63871_38! 
У-..Жо 


:E000=3E OF 01 


ganana 


SPPSB5B8BE8SSSRGPSS よ 
еовоасевгесзврвоесізвзозичӛпвзетв 
КӨЗЗБӘОБЕМЕЕГЕВоОВРБНоСПӘЗББВОО5805% 
вковвотаозмоаонабвовівағав5зБ5ӘР%ФнЕвЕВ 
3 ロロ SGSBBBBSPSSNBASSMARSP8BBS88g88 
SSSCESASSNBR ロ SR5RNRSSNRE83 加 SERSB 
Ччвсвасооггпповваввоввавоптапавттыпы 


:Е130=20 EF 
26140-56 E1 
:E150=20 ED 
:E16 叶 99 CD 
:Е170-С) 8 


8 
š 


:Е1С0=7Е 00 
:Е106=75 08 FD 
:E1E 叶 3D 51 36 


@ 38 


u. XIN. 0/48<059 
=16: >27;?3...... 


SBEBB SAABE ZASJIS NISSE RBAMNM 
БЕЗЕ ККЛЕЕ ЕЛЕС ИЕА Са КИК А, ане 
СУЕ ЕЕЕ ЧАНУУ ЕЕ 
SCOSGSe@BCSSBBEBBNRRSBQ 所 お SSR%SSRRB 


80 E1 
ЕЕ EL 
E5 CD 
E1 15 
E1 2А 
1E 10 
aD 68 
E1 DD 
15 28 
21 ЕЕ 
16 6 
74 99 
DD 7E 
15 20 
7? DD 
21 99 
ТЕ 32 
96 E4 
23 23 
1E 04 
20 F5 
E1 FD 
E1 ЗЕ 
СӘ ЗЕ 
79 Сі 
18 CS 
Е4 FD 
ED ва 
FD 25 
30 35 
08 00 


スク の ドラ イブ 0 に , 次 の 手順 で SAVE し 
て くだ さい 。 


SAVEM “0: COLOR НСОРКҮ. OBJ”, 
&HE000, &HE1EF, &НЕ000 


る @ カ ラー ハー ドコ ピー を と る に は 

(1) X1 turbo と IO-700 を プリ ンタ 専用 ケー 
ブル で 接続 し ます 。 

(2) ХІ turbo と IO-700 の 電源 を 入れ , 
BASIC を 起動 きせ ます 。 

(3) X1 turbo の グラ フィ ッ ク 画 面 (640 x 400 
Fo F) に 図形 アニ メ な ど , ハー ドコ ピ 
ー を と り た いも の を 描い て くだ さい 。 

(4) 次 の よう に 入力 し ます 。 


CLEAR &HE000 


この と き “Illegal function call” と いう 
エラ ー メ ッ セ ー ジ が で た ら , 現在 ХІ turbo 
に 入っ て いる プロ グラ ム を 消す た め に 
NEW と 入力 し て くだ さい 。 
(5) (2 SAVE し た コピ ー デ ログ ラム ディ 
スク を セッ ト し , 次 の 文 を 実行 し て プロ グ 
ラム を LOAD させ ます 。 


LOAD M “0: COLOR HCOPY. ОВ)” 
6) 次 の よう に 入力 し ます 。 
OPTION SCREEN 4 


これ は プロ グラ ム を 途中 で 止め た と き 。, 
グラ フィ ッ ク 画 面 が クリ ア さ れる の を 防ぐ 
た めで す 。 
(7) 次 の よう に 入力 し て , プロ グラ ム を 実行 
し ます 。 


САТА. &HE000 


プロ グラ ム を 途中 で 止め る に は , ХІ turbo 

の 前 面 に ある リセ ッ ト ボ タン を 押し て くだ 
さい 。 

これ で , XI turbo グラ フィ ッ ク の カラ ー ハ 

ー ド コピ ー が 開始 され ます 。 1 枚 の ハー ドコ 


ピー の 所 要 時 間 は 約 10 分 で す 。 


プロ グラ ム の 入力 と SAVE, カラ ー ハ ー ド 
コピ ー の と り 方 に つい て は ,「 カ ラー ハー ドコ 
ピー プロ グラ ム 1」 の 番号 (1)~(7) に 対応 きせ 

T, 命令 だ け を 以下 に 示し ます 。 

な お , この プロ グラ ム を X1 turbo で 使う 
場合 は , カセ モッ ト BASIC (CZ-8CB01) を 使 
う 必要 が あり ます 。 


@ プ ログ ラム の 入力 と SAVE 
(1) CLEAR &HF000 
(2) MON 


(): SAVEM “CAS:COLOR HCOPY. 
OBJ”, &HF000, &HF28F, &HF000 


⑯ カ ラー ハー ドコ ピー を と る に は 
(4) CLEAR &НЕ000 


(5) LOADM “CAS : COLOR НСОРҮ. 
OBJ” 


(6) OPTION SCREEN 2 


(7) CALL &НЕ000 


これ で , グラ フィ ッ ク 画 面 の ハー ドコ ピー 
が 開始 され ます 。 1 枚 の ハー ドコ ピー の 所 要 
時 間 は 約 3 分 半 で す 。 


注 1) これ ら の プロ グラ ム は , PALET 命令 な ど 
で 色 が 変化 し て いる 場合 , 元 の 色 で 出力 さ 
れ ま す の で , グラ フィ ッ ク 画 面 に PALET 
文 を 使用 し な いで くだ さい 。 

#2) X1 turbo・X1 シリ ー ズ で は , 10-700 を カ 
ラー ハー ドコ ピー 以外 の 目的 で 使用 する 
こと は で きま せん 。 
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List 312 カラ ー ハ ー ド コピ ー プ ログ ラム 2 


IREA EA 
CD АВ КЕКЕК I KÆ АК 
ЕЙ / ЖАҚ Kw l 

Fl /ЖКАК Ж 2 AK386K 


CD 6С ги ЖАКОШ 


Ға CD /А1Ж.. 


ФЕ 
zk 
Serg 
Sg きど 
Е80% 

Ө 


89930: 


984% 


acE8 


ш © со 
с=с таты 


ЕбЕЯ 


1 
1 


:F99 叶 CD 5 


! き 
жп, 
Э. 


"хок 
h. 9 


‚ЭРЕ 


„Жал. 


NI.. 


~ 


."Ж/>.А7. >27 
ж. Шз... 
АП. 3.. >. ЖО 


E 721.07 IK... 


& 8 = P & Бю 
ФӘФЕЗВЕВВБЕОЕВ“ЕФБЕТЕЯЧЧОББЕЦПЕЕББЯЗАРОЕВЕ 
ТЕОСЕДАЯНЕвВЦСЯЕНВБЕО 4866 
СЕСЗФРВЕЯЯОВЕЕСАВзд Ы 8ӘРБЕЗБЕРСЕЕСІ6НЗЕӨ 
SRNOSNHNNBSSSGSSG8a8 イ GE5S5EESE55 さ SS お OSS き 
вабатзтеёевеазасе« сеааз@ба%шюнарРайшБЕ@Б@гйыалд&с&ш© 
РАЯВВЕВЕФФЕЕСЕОВВЕФШИЯСЯЯОЕС ФЕЕР 60566 
ӘғаацивеовЕвзВВРоЯВЕВЕРЕНЕЯЧЕБРЕРЯБЕОЕәСЗЕБ 
вёёштв®®@ыазаыйыкКПаташ б&5666®&Б@®ёББЕББ@@Ы@д®© 
с88ЗезереераввосаввеасеияБе%ястивиесввев 
ӘРНЕОБЕЕОВОФӘВБВЕЯ С9МФӨЗЕФБРЕРЕСФәЗБЕВ 
ВЕ95ВОВЕВВЯВЕЯВОВОЗФЕРЧФОМБЕСБББЕӘО 566 
швечлааеёечваАачаавесгеаячовашоя п яБЗКЕЧВЗ 

ӘПБӘВЗЕВЕВЕЕЕЕС а SS に EES る SE 
шш 8 өСРББЕСФ 2 0ӨНЕ 


FE /АК 313. та 

01 /.-?※"※. ШЕ. 
73K D. Ө. K. w 
З. hw. ШЖ 
М: 386 4296396. 
/ 


DC /-. 
1E /. っ 1※. Ээ о 


ТЕ Z.A CIA Ж. 

2 
15 73K. E. wE. 288. 
F5 / K.K. h.wK. K 
E /0..„ Ж. ЖЕЗ 


Е /. 
30 /.А7. АО. >1А7.>0 


ED /.РЖР! ӨЖӘЖ 
АВ /хм-. 0. 


FD /%& ラッ ノ >.A2.>IA7. 
ЗЕ /7.А2.>1А9.>2А2.> 


21 /ЖОСАРЛ. TKK 
ру 
15 7-7 P/K- K-K 


77 г жІРж 
ОҒ / Р! РУ -/ 


DD /43⁄.7 IPR. 38.7 
50 /4Ж. ШЕРІ ЖР 
50 /2 РР ./ЖР 
21 (ЖРК. ШІРЖ! 


77 /.ЖЕРУ —› 
20 /A72." HR. ЖЕҢУ. 


АВ Э. !.0."хӘК 
СӘ /8А?.. 


7? /! 


と 
や 

со сы 

со со 


※ リ スト 出力 で は , 一 部 X1 と アス キー コー ド ( 対 キ ャ ラク タバ ター ン ) が 違っ て いま す の て で 注意 が 必要 で す 。 
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% ж” 


— T қым ST T 


м mn 


ҚУ 
Мм; 


音楽 の 演奏 に 何ら か の 形 で コン ビュー タ が 
、 紹 ん で いれ ば , それ は すべ て コン ピコ ユー タ ミ [ 
っ コ て ジッ フ と いえ ます 。 
MSB, コン ピュ ー タ ミュ ー ジ ッ フ が R 
代 音 楽 の 1 ジャ ン ル と し て と ら え られ だ り , (Z) 
、、 あ るい は テク メン ポッ プ の 同義 語 と し て 考え ら ж 
みれ て いたり し だ こと が あり まし だ 。 と ころ が 
ざく ゞ どう で し ょ う 。 最近 で は , 民謡 や クラ シッ ク , 
へ 演 潤 な ど は 別 こ し て も 、 ジャ ズ , ロッ ク , 2 
ユー ジヨン, ZU CW 日常 99 に 耳 に 
する いろ いろ な 音楽 に , 電子 楽器 や コン ピュ 
、、 一 タ が 使わ れる よう に な り ま し だ 。、 コ ン ピ ュ 
ンー ンタ は , 楽器 と 並び の 音楽 製作 に は 欠か せ な 
い "道具 」 の ひと つ に な っ た の で す 。 
さ で や * ご の 章 で は , Xturbo・X1 シリ 
ー ズ ど 昔 楽 の 関わ つり に つい て 述 ぶ て いき ます У, 
が , 大 きく 2 つ に 分 ける こと に じ ま じ た 。 в < 
楽 を X 1 で コツ ト ロー ル す る も の ど 外部 に | 
音源 を 別に 設け , ご れ を X1 で コン トロ ー ル 
‚ 55500 2 つ で すご だ る きも コン ピコ ュー タ 
ミュ ー ジ ッ ク と いえ ます が , > その 性 格 は 180 27 
“шясьосвагеж, емі. 
これ て お いて くだ さい 。 Б 


Ж. 


X1 turbo・X1 シ リー ズ の PSG 


X1 に 音楽 機能 を 持た せる 
PSG 


XI に よる コン ピュ ー タ ミュ ー ジ ッ ク の 第 
1 は ,「PSG」 の 活用 で す 。 

X1 は 汎用 コン ピュ ー タ で すか ら , 何で も 
で きる 可能 性 を 持っ て は いま す が , 何 も な い 
と ころ か ら 音 楽 を 作り 出す の は 不可 能 で す 。 
音 を 出す た め の ハ ー ド ウェ ア と , それ を コン 
トロ ー ル する ソフ トウ ェ ア が 必要 な の で す 。 
ХІ 本 体 の 中 で 音 作り の 役割 を は た し て いる 
IC が , PSG (Programmable Sound Gener- 
ator) と 呼ば れる サウ ンド チッ プ で す 。 こ の 
PSG は , SHARP HuBASIC か ら コ ント ロー 
ル す る こと が で きま す 。 

X1 の PSG は , ほか の 多く の パソ コン 同様 
с, 同時 に 3 声 の 出力 が 可能 で , ホワ イト ノ 
イズ を 発生 させ る ノイ ズ ジ ェ ネ レー タ る も 持っ 
て いま す 。 シンセ サイ ザー の カタ ログ 的 表現 
を すれ ば , ノイ ズ ジ ェ ネ レー タ 付 き 3 音 ポ リ 


(КО, R1 で 指定 〕 
(R2, R3 で 指定 } 
(R4, R5 で 指定 〕 


(R6 THE) 


ボリ ュー ム ・ コ ント ロー ル 
Шен алан 


フォ ニッ ク ・ プ ログ ラマ ブル ・ シ ン セ サイ ザー 
と いう こと に な る で し ょ う 。 音色 を 変え , 音 
程 を 変え て , 3 声 の 演奏 を する こと が で きま 
す 。 

図 4.1 が ХІ の PSG の ブロ ッ ク 図 で す 。A 
В, C 3 つの トー ンジ ェ ネ レー タ の 出力 が ミ 
キサ ー に 入り , ここ で ON Z OFF の 設定 を 
し ます 。 ノ イズ ジェ ネ レ ー タ の 出力 も 3 つ に 
分 か れ , 各 チ ャ ン ネ ル に 入力 され ます 。 各 チ 
ャ ン ネ ル の 音量 を 決め る の が , 次 の ポリ ュー 
ムコ ント ロー ル で す 。 こ こ で 重要 な の が , = 
ンジ ベロ ー プ ジェ ネ レ ー タ で す 。 エン ベ ペロー アプ 
ジェ ネ レ ー タ の 出力 信号 で , 音量 に 変調 を か 
け , 音色 に 色付け を する わけ で す 。 


ВЕЕТ. 


楽器 は , それ ぞ れ 音 の 鳴り 方 に 特徴 が あり 
ます 。 た と えば パー カッ ショ ン は は, 一 般 的 に 
音 の 立ち 上 が り が 非常 に 鋭く , 音 が 鳴っ た と 
思う と すぐ に 減衰 し ます 。 ピ アノ は 音 の 立ち 
上 が り が 比較 的 鋭く , 鍵盤 を 押さ きえ て いる 間 
は 減衰 し な が ら も 持続 し , 鍵盤 を 離す と , Ж 


A 


〔R 9 THE) 


ボ ポリ ュー ム ・ コ ント ロー ル С 
Шы 【R10 で 指定 〕 


(R11, R12, R13 で 指定 ] 


図 4.1 
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, 


PSG の ブロ ッ ク 図 ( 図 中 の RO て RI3 は レジ スタ 番号 で す ) 


4 


パー カッ ショ ン 


韻 を 残し な が ら サ ーッ と 減衰 し ます 。 ま た バ 
イオ リン な どの 弦楽 器 で は , 音 は ゆっ くり と 
立ち 上 が り , 弓 を 動か し て いる 間 は 持続 し , 
弓 を 離す と スッ と 音 も な く な り ま す (М 
4,9). 

こう し た 音 の 鳴り 方 , つま り 音 量 の 時 間 的 
変化 を エン ベロ ー プ と 呼び , 楽器 の 音色 を 特 
徴 付 ける 重要 な 要素 と な っ て いま す 。 


表 4.1 エン ベロ ー プ パタ ー ン 


Romers] ニニ ミン ペロ ー プ パタ ー ジ | 
音 
М ЕЕЕ 


кн 

к 
МААМУУ 

СЕЕ 

ЖИ 

БӨЖ 


[е — s 


AAA 


トー イ 1/f: ニ エンベロープ 周期 


0--3 
4--7 
10 


図 4.2 楽器 の 鳴り 方 


バイ オリ ン 


04.10 PSG の ブロ ッ ク 図 に ある エン ベ 
ロー プ ジ ェ ネ レ ー タ が , この エン ベロ ー プ を 
発生 させ る 発振 器 で す 。 PSG は , 一 般 の シン 
も セ サ イ ザー の よう に , エン ベロ ー プ を 自由 に 
設定 する こと は で きま せん 。 そ こ で マシ ン 語 
レベ ル で , 表 4.1 の よう な 9 種類 の パタ ー ン か 
ら 選 ぶ の で す が , 複数 の パパ ター ン を , Хаа 
や 周期 を 変え て 組み 合わ せる プロ グラ ム を 作 
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れ ば , 楽器 の エン ベロ ー プ に 近い 形 を 擬似 的 
に 作る こと が 可能 で す (た だ し , あま り 効 果 
の ほう は 期待 で きま せん )。 


PSG の 各 プ ロッ ク に は R 0 一 R13 の 14 個 
の レジ スタ が 割り 当て られ て いて , 各 レ ジス 
タ に デー タ を 与え る こと に よっ て PSG を 動 
か し ます 。 表 4.2 に 各 レ ジス タ の 機能 と , 入力 
する デー タ の 範囲 を 示し ます 。 

PSG の 内 部 で は ХІ の CPU の クロ ッ ク 周 
波数 で ある 2MHz が 16 分 の 1 に 分 周 さ れ , さ 
ら に 各 チ ャ ン ネ ル の レジ スタ に 与え られ た デ 
ー タ に よっ て 分 周 さ ん ます 。 す な わ ち ,。 レジ 
スタ に 特定 の 分 周 値 を 入力 する と , それ に 対 
応 す る 周波 数 の 音 が 出力 され る わけ で す 。 周 
波数 を f (Hz), 分 周 値 を と する と , ҒЕТ 
の 間 に は , 


表 4.2 PSG の 各 レ ジス タ の 機能 


チャ ン ネ ル A 周 波数 
チャ ン ネ ル B 周 波数 
チャ ン ネ ル C 周 波数 


ノイ ズ 周 波数 


\ 
_ 


3 


\ 
_ 


\\ 
i 


チャ ン ネ ル A 音量 


エン ベロ ー プ 周期 


※ レ ジス タ 番 号 7 の ビッ ト 6, 
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ses 


レッ スタ | , RO 
UN ER dk 
下位 8 ピッ ト Tr (RED 


下位 8 ビッ ト T, (454) 


was ノイ ズ | トーン |0-63 
Майы повро Св А |с|в[а | ( 各 ビ ピッ ト 共 ,0 を 設定 する と 選択 され る ) 


下位 8 ビッ ト E, (99) 


上 位 8 ビ ッ ト Ei』 (#99) 0 (J) -255 ОО 


— 2 Х10° 

16x T 
の 関係 が 成り 立ち ます 。 で すか ら , 周波 数 f 
に 対応 する 分 周 値 を 求め る に は , 次 の 式 に 
周波 数 を 代入 すれ ば よい こと に な り ま す 。 
トーーー 一 人 DD 

た と えば , 1KHz の 周波 数 を チャ ン ネ ル A 
か ら 出 力 す る に は , 

2 Х106 
16x10? 
と な り , レジ スタ 0 に 125 を 入力 し ます 。 な 
お , 分 周 値 が 255 を 越え る 場合 に は , エ 256 
の 商 を レジ スタ 1 に , 余り を レジ スタ 0 に 入 
DLEET. た と えば , Т-260% 513, レジ ス 
タ 0 に 4 を, レジ スタ 1 に 1 を 入力 する わけ 
で す 。 チ ャ ン ネ ル B, C も 同様 で す 。 


f 


T= =125 


上 位 4 ピッ ト 


Ta ( 粗 調 ) 0 ( 高 ) => 15 ( 低 ) 


0 ( 高 ) —255 ( 低 ) 


上 位 4 ビッ ト жу — 
T, ( 粗 調 ) 0 ( 高 ) 15 ( 低 ) 
0 ( 高 ) -255 ( 低 ) 


上 位 4 ビッ ト 
Ты ( 粗 調 ) 


5 ビッ ト N 


0 ( 高 ) ~ 15 ( 低 ) 
0 (®) ~ 31 ИБ) 


ТЕКЕ -16 K) | 各 チ ャ ン ネ ル ん 共 
M=0 の と き (デー タ 値 0 —15) 


4 ピッ ト の 値 で 0 か ら 15 段 階 
0( 小 ) —16( Ж) 


に 音量 設定 可能 
0( 小 ) —16( K) 


M=1 の と き (デー タ 値 16~31) 
音量 は エン ベロ ー プ に 依存 し , 
4 ビッ ト デ ー タ は 無効 に な る 。 


--255 (Ж) 


7 は , SOUND, SOUND@ 命 令 で は 使用 し ませ ん 。 


表 4.3 音階 / 周 波数 / 分 周 値 / レ ジス タ 値 対応 表 


| жанг] әна шн 


© © ロロ ピロ == == = = = = = = 


※ こ の 表 は , チャ ン ネ ル A の 場合 。、 チ ャ ン ネ ル B, СТ, 
同様 に レジ スタ 2, 4 に レジ スタ 0 の 値 を , レジ スタ 
3, 5 に レジ スタ 1 の 値 を 入れ れ ば よい 。 


PSG は BASIC か ら コ ント ロー ル で きま 
す が , この と き , 各 ブ ロッ ク の レジ スタ に 直 
接 デ ー タ を 入力 し て 音 を 出す の が SOUND 
文 で す 。 各 チャ ン ネ ル の 周波 数 を 定め , 音 
を 指定 し , ある い は エン ベロ ー プ の 形 と 周期 
を 決め ます 。 各 レジ スタ の 値 を 自由 に 設定 で 
きる の で , ゲー ム の 効果 音 や パー カッ ショ 
ン ・ サ ウン ド を 作る と き に 便利 で す 。 

前 述 の 式 ① か ら , 音階 に 対応 する 分 周 値 T 
を 求め 、 これ を レジ スタ 0 一 5 に 入力 すれ ば ぱ ば, 
メロ ディ を 演奏 させ る こと も 可能 で す 。 表 4.3 
に , 音階 に 対応 する 周波 数 と , その と き の 分 
周 値 を 示し ます 。 なお, 音程 が 1 オク ター プ ブ 
高く な る と 周波 数 は 倍 に な り , 1 オク ター ブ 


表 4.4 音階 と 指定 文字 


表 4.5 音符 の 長 さと 番号 


4 DARENT 


А 32 分 音符 が 
A |16 音 符 i М 
A | 付 点 16 分 音符 | 2 a 
D 8 分 音符 3 A 
А | 付 点 8 分 音符 | 4 % 
J 4 分 音符 5 1 
1 | 付 点 4 分 音符 | 6 14 
1 2 分 音符 7 2 
」 | 付 点 2 分 音符 | 8 3 
。 | 全音 符 9 4 
= 


※ 番 号 の 前 に R を 付け る と , 休 符 に な る 。 


低く な る と 2 分 の 1 に な り ま す 。 


この 関係 か 
ら 音 階 に 対応 する 周波 数 を 求め , 式 ① よ り 分 
周 値 を 算出 する こと が で きま す 。 

この よう に SOUND 文 を 使っ て 3 声 の 演 
奏 さ せる こと は で きま す が , 正直 いっ て 大 変 


で す 。 周 波数 か ら 分 周 値 を いち いち 計算 し , 


図 4.3 WAO 
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図 4.4 3 連 符 の リズ ム の 変更 


3 つの 音 の 長 さ の 合計 が 
4 分 音符 と 同じ に な る 。 


3 つの 音 の 長 さ の 合計 が 
4 分 音符 と 同じ に な る 。 


この 値 を レジ スタ に 代入 。 さ ら に , 音符 の 長 
さも 計算 し な けれ ば な り ま せん 。 そ の ほか, 
曲 の テン ポ や 休 待 な ど と 考え て いる と , Ай 
遠く な っ て し まい そう で す 。 

そこ で , 音階 演奏 の プロ グラ ム を 作る た め 
に 用 意 き れ て いる の が , MUSIC Xx, TEMPO 
X, PLAY 文 で す 。 ЕЖ, 音符 の 長 さ , Ж 
符 , オク ター ブ , そし て テン ポ の 演奏 デー タ 
を 指定 すれ ば , 自動 的 に 1 声 か ら 3 声 ま で の 
演奏 を し て くれ ます 。 

音階 は 表 4.4 の よう に アル ファ ベッ ト と # で 
表し , 音符 の 長 さ は 表 4.5 の よう に 整数 で 表し 
ます 。 音符 を 表す 整数 の 前 に “"R”" を 付け れ ば , 
休 符 を 意味 し ます 。 PSG の 音域 は 8 オク ター 
ZT, この オク ター プ ブ の 指定 は アル ファ ベッ 
ト O の あと に 1 一 8 の 番号 を 付け て 行い ます 。 
な お , オ クタ ー プ の 指定 が な い 場 合 は ,、 オ クタ 
ー プ (0O 4 ) に モッ ト さ れ ま す 。 ま た , “ : "で 
声 部 を 区 切れ ば , 2 RW, 3 和音 の 演奏 を さ 
せる こち も で きま す 。 

た と えば , 譜 例 ① の 演奏 を させ る に は , 次 
の よう な プロ グラ ム を 組み ます 。 

表 4.5 を 見 る と , заң (0) が あり ませ 
Ао し か し , 各 音 符 は あく まで 相対 的 な 長 さ 


List 4.1 


を 表し て いま すか ら , た と えば 付 点 4 分 音符 

(1) を 4 分 音符 と 考 れ ば , PLAY 文 や 
MUSIC 文 で も 3 連 符 の 入っ た 曲 を プロ グラ 
ム で きま す 。 ま た , 3 連 符 の リズ ム を 変え て 
し まう の 一 つの 方 法 で す 。 

図 4.4 の よう な リズ ム の 変更 は , どの よう な 
曲 に 対し て も で きる と いう わけ で は あり ませ 
ん 。 曲 想 や テン ポ に よっ て , 変化 が 不 自然 に 
聴 こ を る こと も ある で し ょ う 。 データ の 入れ 
方 を いろ いろ と く ふ うし て みて くだ さい 。 デ 
ー タ の 入力 に 慣れ , 完成 し た 曲 が 増え る に つ 
れ て , 新しい アイ デア が 生ま れ て くる で し ょ 
20 


PSG の アプ リケーション ソフ ト 


市 販 ソ フト で 
PS ミュージック を 楽し も う 


PLAY 文 や , SOUND 文 を 使っ て プロ グラ 
ム を 組み 立て る の も , 確か に 楽し いこ と で す 。 
プロ グラ ム を 実行 する と , 華麗 な 演奏 や , ゲ 
ー ム の 雰囲気 を 盛り 上 げ て くれ そう な 迫力 の 
ある 効果 音 が 聴 こ る て くる ……。 い ずれ に もせ 
£, プロ グラ ミン グ の 努力 が 報い られ る , と 
て も うれ し い 了 瞬間 で す 。 

し か し , X1 の PSG で 自動 演奏 を 楽し も う 

思っ て いる 人 に と っ て , BASIC に よる プ 
ログ ラミ ング は 手間 が か か りす ぎ ま す 。 た と 
È, プロ グラ ミン グ の 作業 に 慣れ た と し て も , 
デー タ の 修正 , ШЕ, 追加 が 大 変 で す 。 音楽 
を 作る の に , プロ グラ ム の デバ ッ グ を し な け 
れ ば な ら な いと は , いか に も コン ピュ ー タ ら 
し いと いえ ば それ まで で す が , 音楽 の 本 筋 か 
ら 離 れ て いる こと は 否定 で きま せん 。 デ バッ 
グ に 頭 を 悩ま す よ り は , 曲 の 構成 , アレ ンジ 
の ほう に 頭 を 使い た いも の で す 。 

List 4.2 


X1 用 の ミュ ー ジ ッ ク ツ ー ル が あれ ば , < 
う し た “余分 "な 苦労 は な く な り ま す 。 も し 興 
味 が あれ ば , そう し た ツー ル を 自分 で 作っ て 
みる の も いい で し ょ う 。 し か し , 手 っ と り 早 
い の は , 市 販 の ミュ ー ジ ッ ク ソ フト を 手 に 入 
れる こと で す 。 モチ は モチ 屋 , で す 。 

そこ で この 項 で は , さま ざま な タイ プ の 
X1 用 の ミュ ー ジ ッ ク ソ フト を 紹介 する こと 
に し まし た 。 全部 で 5 本 。 それ ぞ れ 特徴 が あ 
), いずれ も 捨て 難い 魅力 を 持っ て いま す 。 
も っ と も 自分 に 適し て いる と 思わ れる ソフ ト 
T, 「 音 楽 を 作る 」 こ と に 専念 し て くだ さい 。 

な お , この 章 の 監修 者 で ある 神谷 重 徳 氏 に , 
譜 例 ② の よう な 4 小節 の サン プル 曲 を 作っ て 
いた だ だ きま し た 。 この 譜 例 は , 彼ら の 間 で “ ジ 
ил" と 呼ば れ て いる 間合い の 曲 ? で す 。 
各 ソ フト の 紹介 の 最後 に , この 曲 の デー タ 例 
を 載せ た の で , 参考 に し て くだ さい 。 そ れ ぞ 
れ の デー タ 形 式 の 違い や 特徴 が , 端的 に わか 
る こと で し ょ う 。 ひ と つの 例 と し て , WAO 
を PLAY 廊 を 使っ て プロ グラ ミン グ し た の が , 
下 の List4.2 で す 。 


10 TEMPO 169:PLRY "U1104C3R1HF105C9R2G2R9OSD1HD1HC2RC1D104B2R9:U1904R3D1R1HF1R1D1R1HR1B1R1R1HG1R1F1R1 : び 703C1R1HR1R104D 


1R103HR1R1D1R1HR1R1R1R1HG1R1" 


20 PLAY "1104C3R1HF105C9R204G3G1HG1G1HG1G1HG1G1HG1 :U1904R3D1R1HF1R1D1R103HF1G1E1F1HF1R1HG1R1:V703C1R1HR1R104D1R103HR1R 


1D1HD1HC1D102HR1R1B1R1" 


30 PLAY "1104C3R1HF105C9R2G2R8O5D1HD1HC2R9C1D104B2R9:V1904R3D1R1HF1R1D1R1HR1B1R1R1HG1R1F1R1 :V703C1R1HR1R104D1R103HR1R1 


D1R1HR1R1R1R1HG1R1" 


40 PLAY "1104C3R1HF105CGR2HF1R1R305HD9E9HDGE9HD9E9F9E9FHF9FHF9:V1904R3D1R103HG1R1HR1R1R3041Q9B9HRGB9HR9B9OSC9HCOC9HC 
叱 9HC9:V703C1R1HR1R1C1R1E1R1R3HF9G9HF9G9HRBB9HR9B9O4C9HCEWEB":END 


図 4.5 #00) 


(株 ) リ ッ ト ー ミ ュー ジッ ク 


Ф エン タテ ィ イナ ー 


カセ ッ ト 版 5,300 円 


(サン プル デー タ 収 録 カ セッ ト テ ー プ 付き ) 


ミュ ー ジ ッ ク ソ フト で 問題 に な る の は , や 
は り , 曲 デ ー タ を 入力 し や すい か どう か と い 
うこ と で す 。 ワ ー プ ロ の ソフ ト の 使い や すさ 
が エディ クタ で 決ま る よう だ ただ,。 ミュ ー ジ ッ ク ツ 
フト も また エディ タ が 命 と いえ る で し ょ う 。 
さっ そく 〈 く ,「 エ ンタ ティ ナー」 の エディ ッ ト モ 
ー ド に 入っ て み ま し ょ う 。 

下 の 写 真 が ,「 エ ンタ ティ ナー」 の , エディ 
ッ ト モ ー ド の 初期 画面 で す 。 画 面 に は , 五 線 
譜 が 3 段 表 示さ れ て いま す 。 ま だ 曲 デ ー タ を 
入力 し て いな い の で , 音符 は ひと つも 見 えま 
せん 。 上 段 左側 に , 手 の よ うな も の が 見 えま 
す 。 よく 見 る と , ペン を 持っ た 手 の よ う で す 。 
この 手 が , いわ ば エディ タ の ポイ ント で す 。 
作曲 家 や アレ ンジ ャ ー が , 五線譜 に ペン で 音 
符 を 書く よう に , この 手 を 動か し て , 五線譜 
上 に 音符 を 置い て いけ ば よい の で す 。 

3 段 の 五線譜 は , 上 か ら 順 に , PSG の チャ 
ン ネ ル A~C に 対応 し て いま す 。 チャ ン ネ ル 
ご と に デー タ を 入力 し て も よい し , 3 声 同 時 
に 入力 し て も か まい ませ ん 。 と に か く 位 置 ( ニ 
音程 ) と 音符 を 指定 し さえ すれ ば よい の で す 。 
この 辺 の 手軽 さ が こ の ソフ ト の よい と ころ で 
す 。 変 に 手順 を 固定 され る と , か えっ て 作業 
が 手間 どる も の で す 。 


4 エディ ッ ト モ ー ド の 初期 画面 
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入力 作業 は , すべ て この 画面 で 行い ます 。 
見 た 目 に は 味気 な く 感 じ も る か も し れ ま せん が , 
エディ タ は シン プル な の が 一 番 で す 。 


曲 デ ー タ の 入力 は , 楽譜 を 書く の と 同じ よ ょ 
う に 行い ます 。 楽譜 書 き に 慣れ た 人 な ら ぱ ば, 
すぐ に 作業 に 慣れ る で し ょ う 。 そ う で な い 人 
с}, ワー プロ や アセ ンプ ブラ な どの エディタ 
に 比べ れ ば , ずっ と 簡単 で すか ら , すぐ に コ 
ツ が つか め る は ず で す 。 

まず 最初 は , 曲 の キー ( 調 性 ) の 入力 で す 。 
[E] と 入力 する と , 画 面 下 に “Enter the key of 
this song” と 表示 され ます か ら , アル ファ ベ 
ッ ト で キー を 指定 し て くだ さい 。 音 名 は 
PLAY XRG, Е->С, =D; = 
E, 77-Е, ソーG, ラーA, シーB の よ 
うに 対応 し て いま す 。 なお, % (シャ ー プ ) が 
付く キー に は その あと に (⑬) を, b (フラット ) 
が 付く キー に は その あと に (b) を 入力 し ます 。 

次 は 抽 子 の 設定 で す 。 た と えば , 4 分 の 3 
拍子 の 曲 な ら ば , [B]at と 入力 し て < 
だ きい 。 数 字 を 入力 せ ず , [I] を 続け て 2 度 押 
+k, 4 分 の 4 拍子 に 設定 され ます 。|4| は デ 
フォ ルト 値 で す 。 

ここ まで きた ら , あと は 音符 を 順番 に 入力 


する だ け で す 。 音 程 は キー の 設定 同様 。 ア ル 
ファ ベッ ト で 行い ます 。 音 域 は 。 ピア ノ の A 
3~G 8 の 範囲 , 約 5 オク ター プ ブ で す 。 入 力 
し た 音程 を 1 オク ター プ 上 げ る と き は [|*| キ 
ー を 押し , 1 オク ター プ 下 げ る と き は , | グズ | キ 
ー を 押し て くだ さい 。 音 域外 の 音 を 入力 する 
k, 自動 的 に A 3 ~G 8 の 範囲 に まる め 込 ま 
れ ま す 。 

初期 状態 で は , 音符 の 長 さ は 4 分 音符 に 設 
定 さ れ て いま す 。 長 さ を 変え る と き は , [<], 
[>] キー を 押し て くだ さい 。 [>] を 押す ご と に 
音 長 が 長く な り , [<] を 押す ご と に 短く な り 
ます 。 使 用 で きる 音符 は 。, J, J, >, А, 
A, の 6 種類 。PLAY 文 と 同じ で す 。 付 点 を 
付け る 場合 は , 音階 の 入力 の あと で |. |ж 
し ます 。 臨時 記号 も , も ちろ ん 使え ます 。 た 
だ し , フラ ッ ト は | !| ナチ ュ ラ ル は | "| で 
す 。 

PLAY 文 で は く ふ う が 必 要 だ っ た 3 連 符 
も 入力 で きる し , タイ も 使え ます 。 特 に 便利 
な の は , 小節 線 を 自動 的 に 引い て くれ る こと 
сў. もし, 音符 の 選択 を 誤っ て 拍 数 が 合わ 
な い 場 合 に は , 小節 線 が 点線 で 表示 され ます 。 
まち が い に 気 付い た ら , その 場 で すぐ に 修正 
で きる の は 便利 で す 。 そ し て , 音 長 の 合計 と 
拍子 が 合え ば , 点線 は 実線 に 変わ り ま す 。 

こう し て , 画面 左 か ら 右 まで 音符 が 並ぶ と , 
画面 は 左 へ スク ロー ル し , 音符 の 入力 を 続け 
る こと が で きる よう に な っ て いま す 。 

さて , 画面 右 下 に , パー セン ト 表 示 の 数 字 
が 2 個 並 を で いま す 。 左 の 数 字 は , 1 画面 中 
の ポイ ンタ の 位置 を 示す も の で , 最後 の 音符 
を 入力 する と , 数 字 は 100% を 示し ます 。 ま 
た , 右 の 数 字 は , デー タ エ リ ア の メモ リ の 残 
量 を 示し て いま す 。 こ れ を めやす に し て , H 
の 構成 考え を る と よい で し ょ う 。 


デー タ の 修正 と 曲 の 色付け 


右上 の 写真 は , 入力 途中 の エディ ッ ト 画 面 
で す 。 デー タ の 入力 が 1 回 で 完成 する こと は , 
まず あり ませ ん 。 どこ か 1 か 所 ぐら い は , 必 


A ム 4 エ ディ ッ ト 途 中 


ず ま ちがっ て いる も の で す 。 で すか ら , ワー 
プロ な どの エディ タ と 同じ よう に , E/K 
除 ノ 挿入 機能 が な けれ ば , エディ タ と し て 話 
に な り ま せん 。 

再生 コマ ンド で 演奏 させ , まち が っ て いる 
箇所 を 確認 し. そこ に ポイ ンタ を 移動 させ ま 
し ょ う 。 次 に , 不 必要 な 音符 を 削除 し , 足り 
な い 音 符 を 挿入 し て くだ さい 。 音階 が まち が 
っ て いる 場合 に は ,|+| | -| キー で 半音 ずつ 音 
を 上 下さ せ , 音階 を 修正 し ます 。 

「 エ ンタ ティ ナー」 の エディ タ に は , 音楽 記 
号 の 繰り 返し 記号 (F, 4, О.С, D.S. な ど ) に 
相当 する コマ ンド は あり ませ ん 。 しかし, 同 
し デー タ を 2 度 も 3 度 も 入力 する 必要 は あり 
ませ ん 。 コ ピー コマ ンド で , 繰り 返し 部 分 を 
まとめ て コピ ー で きる の で す 。 ま た , 複数 の 
音符 を , まとめ て ほか の 場所 に 移動 きせ る こ 
と も 可能 で す 。 

これ で , 一 応 は 曲 の デー タ が 完成 し まし た 。 
し か し , 演奏 が な ん と な く 《 物 足り ませ ん 。 平 
坦 す ぎ ま す 。 小 学校 , 中 学校 時 代 の 音楽 の 教科 
書 を 思い 出し て くだ さい 。 楽 譜 の 途中 に , 一 一 

(クレ ッ シ ェ ンド ), 一 一 (デクレ ッ シ ェ ンド ) 
%, үй (リタ ル ダ ン ド ) と いっ た 記号 が 書か 
れ て いた は ず で す 。- 一 一 は 音 を だ ん だ ん 大 き 
<= は 反対 に だ ん だ ん 小さ <, ZZ た は テン 
ポ を だ ん だ ん 遅く する こと を 意味 し て いま す 。 
テン ポ を 早く する gcc.( ア ッ チ ェ レ ラン ド ) と 
いう の も あり まし た 。「 エ ンタ ティ ナー」 で 
は , これ ら の 記号 デー タ を 入力 する こと も で 
きま す 。 
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Hove the cursor to the other end and press return- š 
ki, 25%, 2% 


マク レッ シェ ンド の 画面 


上 の 写真 が , クレ ッ シ ェ ンド 例 で す 。 ま ず , 
音量 変化 を つけ る 最初 の 音符 に ポイ ンタ を 移 
ШІ, V コ マン ド で 最終 音符 の 音量 を 入力 し 
て | 2| を 押し ます 。 次 に , 音量 変化 を つけ る 最 
終 音 符 に ポイ ンタ を 移動 し て | ノ |。 こ れ で 完 
了 で す 。 こ う し た デー タ を 入力 する こと で , 同 
じ 音 符 を 入力 し た 曲 で も , 演奏 の 表情 が 一 段 
と 豊か に な る は ず で す 。 


「 エ ンタ ティ ナー」 で は , 各 声 部 ご と に , 好 
き な 位 置 で , 音色 に 変化 を つけ る こと が で き 
ます 。 前 の 項 で 説明 し た , 音色 を 特徴 付け る 
エン ベロ ー プ を 自由 に 設定 で きる わけ で す 。 
し か も , 図 4.6 に 示す よう に , か な り 細 か い 設 
定 が 可能 で す 。 こ れ な ら , ピア ノ 的 な 音 , バ 
イオ リン 的 な 音 , フル ー ト 的 な 音 な ど , жн 
部 の 音色 を か な り そ れ らし く で きま す 。 次 に 
4 つの パラ メー タ に つい て , 簡単 に 説明 し て 
お きま し ょ う 。 

@ アタ ッ ク ・ タ イム …… 音 の 立ち 上 が り 時 


間 。 数 が 小さ い ほ ど 鋭 い 音 に な る 。 

ディ ケイ ・ タ イム …… サ ステ イン ・ レ ベ 
ル に 至る まで の 時 間 。 

© サス テイ ン ・ レ ベル …… 音 が 持続 する 間 


шағ. EL 
の 音量 。 


Ü リリ ー ス ・ タ イム …… 音 が 消え る まで の 


時 間 。 余 韻 の ある 楽器 ほど 。 こ の 時 間 が 
長い 。 
な お , エン ベロ ー プ の 設定 を する と , 3 声 
部 の うち いずれ か を ノイ ズ に 変え る こと が で 


時 間 


— 
Ф (8) 
(アタ ッ ク ・ タ イム ディ ケイ ・ タ イム 
⑥ サ ステ イン ・ レ ベル ⑤ リ リー ス ・ タ イム 

図 4.6 エン ベロ ー プ 

きま すず す 。 ノイ ダグ ダ で “ドン と か パシ ルーシ Е 

いっ た 音 を 作り , いずれ か の パー ト に リズ ム 

を 演奏 させ る わけ で す 。 8 ビー ト や 16 ビ ー ト 

な どの ディ スコ 風 な 曲 で , ぜひ , 試し て みて 

くだ さい 。 

も ちろ ん , 完成 し た 曲 デ ー タ は , カセ モット 
テー プ に SAVE し て お く こ と が で きま す 。 そ 
の は ほか , プリ ンタ が 接続 され て いれ ば , 曲 デ 
ー タ の プリ ント アウ ト も 可能 で す 。 

「 エ ンタ ティ ナー」 は , 楽譜 に 忠実 な 演奏 を 
再現 で きる , オー ソ ド ッ クス な ミュ ー ジ ッ ク 
プル ト と いえ る で し ょ う 。 し か も , デー タ の 
入力 次 第 で は , か な り 表 現 力 の ある 演奏 も 可 


| 小節 め だ け 
を の せま し た 。 
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@TRIPHONY 


(株 ) ダ イヤ モン ド 社 
カセ ッ ト 版 4.800 円 


この 「 ト リフ ォ ニ ー」 以 下 , Жо Оо МІРІ 
ミュ ー ジ ッ ク ・ レ コー ダ 「MRC- 双 1」 ま で の 
6 本 の ソフ ト は , すべ て 神谷 氏 の 会 社 , 082 
ミヤ スタ ジオ が 開発 し た も の で ある こと を , 
あら か じ め お こと わり し て お きま す 。 い ずれ 
も , 神谷 氏 の 長年 に わた る , シン セ サ イ ザー・ 
ミュ ー ジ ッ ク 制 作 の ノウ ハウ が , 十分 に 生か 
され だ た ソフ ト ば か り で す 。 

ミュ ー ジ ッ ク ソ フト と 聞い て 誰 も が 連想 す 
る の は , お そら く 前 に 紹介 し た 「 エ ンタ ティ 
ナー」 の よう な , 音符 入力 タイ プ の ソフ ト だ 
と 思い ます 。 も ちろ ん , この タイ プ が いい と 
いう 人 も いれ ば , も っ と 別 な デー タ 入 力 の ほ 
うがい いと いう 人 も いる は ず で す 。 また, な 
か に は ,「 パ ソコ ン で 音楽 を 作る の に , 旧態 依 
然 と し た 音符 を 使う な ん て まっ ぴら 」 と 思っ 
て いる 人 が いる か も し れ ま せん 。 

「 ト リフ ォ ニ ー」 は , そん な 音符 否定 派 の 人 
с, 特に お 薦め し た い ソ フト で す 。 音符 の 長 
さ を 選 び , 音階 を 指定 し , 五線譜 上 に 音符 を 
か いて いく 。 こ の よう な 手順 の か わり に , Ж 
符 を 数 値 デ ー タ に 変換 し て 入力 する の で す 。 
と いっ て も ,「 ト リフ ォ ニ ー」 は , 楽譜 を まっ 
た さく 無視 し て いる わけ で は あり ませ ん 。 画面 
に は , ちゃ ん と 五線譜 が 表示 され て いて , W 
符 デ ー タ を 入力 する と , 五線譜 上 に その 音符 
が 表れ る よう に な っ て いま す 。 こ れ な ら , Ж 
換 を 誤っ て , まち が っ た デー タ を 入力 し た と 
し て も , 元 の 楽譜 と 照ら し 合わ せれ ば , ミス 
を 発見 し , 正しい デー タ に 修正 する 作業 が , 
スム ー ズ に 運び ます 。 要するに, デ バッ グ し 
や すい の で す 。 

「 ト リフ ォ ニ ー」 の デー タス 入力 形式 を 正しく 
表現 する な ら ば , 「 音 符 表示 型 数 値 入力 方 式 」 
と いう こと に で も な る の で し ょ うか 。 


さき さっそく, エディ ッ ト モ ー ド 画面 を 見 て み 
まし ょ う 。 エ ディ ッ ト モ ー ド に 入る と , まず 
は じ め に , な ぜ か 色 を 聞か れ ま す 。 こ こ で , 
楽譜 の 色 を 決め る の で す 。 普 通 の 神経 の 持ち 
主 な ら ば 白 を 選ぶ で し ょ う が , べつ に ほか の 
色 で も か まい ませ ん 。 次 に 拍子 を 決め ます 。 
あら か じ め 4 分 の 4 拍子 。 4 分 の 3 拍子 , 4 
分 の 2 拍子 , 8 分 の 6 拍子 の 4 種類 の 拍子 が 
設定 され て いま す が , これ 以外 の 拍子 の 曲 を 
入力 する こと も 可能 で す 。 た だ し その 場合 , 
楽譜 上 に 拍子 は 表示 され ませ ん 。 

これ が 終わ る と , デー タ 入 力 が 可能 な エ デ 
ィ ッ ト 画 面 が 表示 され ます 。 こ こ に チャ ン ネ 
ルビ と に デー クタ を 入力 し て いき ます 。 そ こと で, 
入力 開始 時 に は , まず チャ ン ネ ル 番 号 を 入力 
し て くだ さい 。 画面 に は , 2 段 楽 譜 が 8 小節 
分 表示 され , その 上 に “CH MEAS STEP” と 
いっ た 文字 が 見 え を ます ね 。 こ こ が 入 力 エ リア 
で す 。 

“CH" の 右 に ある “MEAS" は 小節 を 表し , 
入力 中 の 小節 番号 が 表示 され ます 。“STEP" 
は , 小節 内 の 何 番目 の 音符 か を 示す 数 値 で す 。 
デー タ の 修正 を する と き は , MEAS と STEP 
を 指定 すれ ば よい の で す 。 そ うす る と , 入力 
エリ ア に , 指定 し た 音符 の デー タ が 表示 され 


4 初期 画面 
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図 4.7 CV と 音階 の 対応 


に に た ニ ジニー モニ ーー 
アン ニニ ニー ニニ ニニ ニー ニー に ニー ニニ ニニ ーー ニー だ こと だ に ニニ ビニ ーー ニー ニー 
IEE SEN Cm macham ласа masu es ua ee бА 


Ш 


ШШ | 


る よう に な っ て いま す 。 

STEP の 右 に 並ん で いる の が , 音符 デー タ 
で す 。「 ト リフ ォ ニ ー」 で は , 1 個 の 音符 に つ 
いて 3 個 の 数 値 デ ー タ を 入力 し な けれ ば な り 
ませ ん 。 まず CV, これ は 音階 を 表し ます 。 図 
4.7 に , 音階 と 数 値 の 対応 を 示し て お きま す 。 
CV に は 0 96 の 数 値 が 入力 で き , 8 オクタ 
ー プ の 音域 を カバ ー し て いま す 。 KA ӨТЕР 

音符 の 長き です 。 4 分 音符 を 48 と し , 音 
符 の 長 さ に 応じ て 対応 する 数 値 を 入力 する わ 
け で す ( 表 4.6)。 3 番目 の "GATE" は , 実際 
に 音 が 出 て いる 時 間 を 指定 する も の で す 。 

た と えば 譜 例 ③ で , 「 ド 」 の 音 と 「 レ 」 の 音 の 
間 に は , 実際 に は わずか な 休み が あり ます 。 
「 ド レミ 」 の 3 つの 音符 は , 完全 に つなが っ て 
いる わけ で は な い の で す 。 そ こ で GATE に 
は STEP の 値 よ り 小 さ な 数値 を 入力 し て < 
だ さい 。 同じ 4 分 音符 で も , スタ カー ト と テ 
ヌー ト で は , 実際 に 音 が 出 て いる 時 間 が 異な 
り ま す 。 GATE の 設定 次 第 で , この よう な 微 
妙 な 違い も 表現 で きま す 。 

次 に 譜 例 ③ の デー タ を 示し て お きま し ょ う 。 


2 HA 2a PA ил DA sp MA в» 


2 分 6 分 
音符 o d d J J 2) ) À À 
ЖЖ о.м» も % жох, % 7 


192 144 96 72 48 36 24 18 12 
3 

42 の 場合 、 4 分 音符 を 3 分 割 し て いる の で 

5ТЕРІ248--3-і16 


音符 と STEP 値 の 対応 


т 1 


図 4.8 譜 例 ③ 


CV 36 STEP 48 GATE 40……「 ド 」 

CV 38 STEP 48 GATE 40……「 レ 」 

CV 40 STEP 96 GATE 88…… ДЕГ 

GATE の 右 に ある 数 値 は , その チャ ン ネ ル 
に 入力 で きる 音符 の 残 数 を 表し て いま す 。「 ト 
リフ ォ ニ ー」 で は , 1 チャ ン ネ ル に つき , Б 
大 1000STEP (1000 個 の 音符 デー タ に 相当 ) ま 
で 入力 で きる よう に な っ て いま す 。 

STEP の 値 は , 表 4.6 に 示す 以外 の 数 値 を 
入力 する こと も 可能 で す 。 た だ し この 場合 , 
五線譜 に は も っ と も 近い 音符 が 表示 され ます 。 
16 以 下 の 数 値 を 入力 する こと も で きま す が , 
楽譜 上 で は 装飾 音 と みな され , 音符 は 表示 さ 
れ ま せん 。 この と き , 音符 は 赤 で 表示 され , 
装飾 音 が ある こと を 示し ます 。 次 ペー ジ 上 の 
写真 は , デー タ 入 力 途中 の 写真 で す 。 

メニ ュー 画面 で HH コマ ンド を 入力 
する と , 画面 に 表示 され て いる 楽譜 
の ハー ドコ ピー を 取る こと が で きま 
Fo 入力 デー タ の 修正 を する と き な 
ど に 便利 な 機能 で す 。 

「 ト リフ ォ ニ ー」 の 大 き を な を 特徴 は , 
音符 で は 割り 切れ な い デ ー タ を 入力 
で きる こと で す 。 普通 , 4 分 音符 の 
STEP は 48 で す が , 46 で も 49 で も か 


マデ ー タ 入力 途中 


まい ませ ん 。 こ うし て , 数 値 を 変え る こと に 
より , 一 般 に ノリ と いう 言葉 で 表現 され る 微 
妙 な ニュ アン ス も , 表現 で きる わけ で す 。 L 
か し , あま りお か し な 数 値 を 入力 する と , ノ 
リ ど ころ か , と ん で も な い リ ズム 音痴 に な り 
か ね な い の で , 注意 し まし ょ う 。 

1 チャン ネル に つい て 入力 で きる 音符 デー 
タ は , 前 に も 述べ た よう に , 最大 1000 ス テッ 
プ ま で で す 。 そ こ で , 少し で も 長い ぃ い 曲 を 作る 
に は , メモ リ の 節約 を 考え な けれ ば な り ま せ 
ん ね 。 実際 に 音 を 出さ な い 休 符 で も , 1 個 に 
つき 1 ステ ッ プ 取ら れ て し まい ます 。 休 符 デ 
ー タ を な ん と か で きれ ば , か な り リ メ モ リ を 節 
約 で きる は ず で す が ……。 そこで, 休 符 の 
STEP を 音符 の STEP に 含め て 入力 し ます 。 

た と えば 右 の よう な 譜 例 ④ で は , 楽譜 通り 
に デー タ を 入力 する と 湊 の よう に な り ま す 。 


СУ 36 
Су 42 
СУ 48 
CV 45 
CV 58 
CV 51 
CV 58 
CV 50 
СУ 48 
CV 50 


gooooooooo 
558552550955 


CV 40 STEP 22 GATE 20 
CV 40 STEP 24 GATE 0 
CV 41 STEP 24 GATE 20 
CV 41 STEP 24 GATE 0 
CV 43 STEP 96 САТЕ 90 


この 場合 , 5 STEP 必要 で す 。 と ころ が 休 
符 と 音符 を いっ し ょ に 考え る と , 次 の よう に 
な り ま す 。 


CV 40 STEP 48 GATE 20 

CV 41 STEP 48 GATE 20 

CV 43 STEP 96 GATE 90 
24( ゆ ) 十 24( 7) 
=48 


これ だ け で , すでに 2 STEP 分 の メモ リ が 
節約 で きま し た 。 
慣れ な いう ち は , 音符 を 数 値 に 変え る 作業 
に 手間 どる か も し れ ま せん が , 数 曲 分 の デー 
タ を 入力 すれ ば , スム ー ズ に 入力 で きる よう 
に な る で し ょ う 。 
図 4.9 譜 例 ④ 


STEP 24 GATE 20 GRTE 19 
STEP 8 GRTE 4 GRTE 29 
STEP 8 GATE 4 GATE 20 
STEP 8 GATE 4 GATE 8 
STEP 24 GATE 20 GATE 64 
STEP 8 GATE 6 GATE 64 
STEP 8 GATE 6 
STEP 8 GRTE 6 
STEP 24 GATE 20 
STEP 36 GATE 30 


* こ こ に の せ た の は パ 
ー ト | の デー タ で す 。 


осоооооесоо 
855ебевтеб 
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@ スー パー オデッセイ 


まっ た く 目 的 が ちがう と は いえ , シン セ サ 
イザ ー に も パソ コン に も キー ボー ド が 付い て 
いま す 。 一 方 は , 音階 指定 の た な め の ス イッ チ 
で あり , も う 一 方 は , ASCI コー ド の 入力 装 
置 で す 。 

も し , ASCI コー ド と 音階 を , 1 対 1 に 対 
応 さ せる こと が で きれ ば , [А], (в) (с) 
と 入力 する と “ドレミ " と 鳴る よう に で きる 
の で は な いか 。 せ っ か く X1 に は 演奏 機能 が 
ある の だ か ら , キー ボー ド を 使っ て , リア ル 
タイ ム の 演奏 が で きれ ば いい の に ……。 こ ん 
な こと を 考え た こと が ある Х1 の ユー ザー も 
多い の で は な いで し ょ うか 。 

そん な 希望 を か な えて くれ る の が 「 ス ー パ 
= Уу у ЕЛ で す 。 コロ ジ ゼ ュ ー ク ミュ ー 
ジッ ク と いう と , あら か じ め す べ て の デー タ 
を 入力 し て お き , あと で 自動 的 に 演奏 し て く 
れる も の , と いう イメ ー ジ が 強い か も し れ ま 
せん 。 大 げ さ な いい 方 を すれ ば , この ソフ ト 
は 。 そ ん な コロ ンピュータ ミュ ー ジ ッ ク の イメ 
ー ジ 覆し た 。 と いえ る で し ょ う 。 「 ス ー パ ー* 
オデ ッ セ イ 」 で は , 演奏 デー タ を 入力 する の 
で は あり ませ ん 。“X1 を 弾く " の で す 。 

右上 の 写真 び が 「 ス ー パ ー・ オ デ ッ セ イ 」 の 
メニ ュー 画面 で す 。 画 面 の 下 に は , 鍵盤 の グ 
ラフ ィ ッ ク が 表示 され て いま す 。 カ ラフ ル で 
楽し そう な 画面 デザ イン で す 。 

X1 の キー ボー ド 4 列 の うち , 下 か ら 1 列 
目 と 3 列 目 が ピア ノ の 白 鍵 に , 2 列 目 と 4 列 
目 が 黒 鍵 に 対応 し て いま す 。 [сја E), 
が 「 レ 」, [в], ДАР ТЕГ АЙ 
と いう ぐあい で す 。 

ピア ノ な どの 鍵盤 と X1 の キー ボー ド と を 
見 比べ て も ら え を ば わか り ま す が , [D| [H] > 
ど , 押し て も 何 の 音 も 出 な い キ ー が いく つか 
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あり ます 。 ち な み に ス ペー スキ ー を 押す と , 
下 の | ソ | の 音 が 出る よう に な っ て いま す 。 
ASCII キー ボー ド を 弾く と いう の も な か な 
か 楽し いも の で す 。 


X1 の キー ボー ド で メロ ディ を 弾く 。 そ れ 
だ け で も 十分 楽し め ま す が , それ が この ソフ 
ト の すべ て で は あり ませ ん 。「 ス ー パ ー・ オ デ 
ッ セ イ 」 は , 弾い た メロ ディ を 録音 し て くれ 
る 機能 も 持っ て いる の で す 。 も ちろ ん , 弾き 
まち が えれ ば まち が えた まま に , リズ ム が 狂 
えば 狂っ た まま に 録音 され ます 。 正確 に いう 
と 録音 で は な く , 演奏 (厳密 に いえ ば タイ ピ 
ング ? ) デー タ の 記憶 と いう こと に な る の で 
し ょ うか 。 ど の キー を どん な タイ ミン グ で だ 
だ たい だ た か を , リア ル タ イ ム で メモ リ に 書き 込 
ん で し まう の で す 。 

パソコ ン の キー ボー ド の 性格 上 , 同時 に 演 
奏で きる キー は 1 個 ど だ け で す 。 と ころ が , 
PSG で は , 3 声 の 同時 演奏 が で きま す 。 そこ 
С гние РЕЛ Е, レ ヨ ー ド の 
録 埋 な ど で は 一 般 的 に 行わ れ て いる “多重 録 
Ж” 方式 で , 3 声 分 の 演奏 を 記録 し ます 。 つ 
まり , まず チャ ン ネ ル A に Part 1 の 演奏 を 録 
音 し ます 。 続い て, チャ ン ネ ル A の 演奏 を 再 


生 し な が ら , Part 2 を チャ ン ネ ル B に 録音 。 
最後 に ., チ ャ ン ネ ル A, B の 演奏 を 再生 し な が 
ら , Part 3 を チャ ン ネ ル C に 録音 し ます 。 こ 
う し て 録音 が 完了 し , チャ ン ネ ル A, В, СФ 
まとめ て 再生 する と , 3 声 の 演奏 が ХІ か ら 
流れ て くる , と いう し か け で す 。 

下 の 写 真 (画面 A 人 ) は , チャ ン ネ ル A の 録 
音 が 終わ り , その 録音 を 再生 し な が ら , チャ 
ン ネ ル B を 録音 し て いる 状態 で す 。 メ トロ ノ 
ー ム 代わ り に , リズ ム ガ イ ド 音 を 出す こと が 
で きる の で , その 音 を 聴き な が ら 演 奏 す れ ば , 
テン ポ も と りや すく な り ま す 。 

前 半 は うま くい っ た が 後半 で 弾き まち が え 
た と いう 場合 に オー バー ダビ ング (OVR) 
モー ド が 役に立ち ます 。 た と えば , チャ ン ネ 
ル B の 後半 が まず い , と いう 場合 に は , チャ 
ン ネ ル B を オー バー ダビ ング モー ド に する の 
で す 。 そ うす る と , 3 チャ ン ネ ル と も 再生 状 
態 に 入り ます 。 こ こ で , 適当 な と ころ か ら 演 
奏 を 始め る と , チャ ン ネ ル B の 前 の 演奏 が 消 
2, 新しい 演奏 が 録音 され る と いう わけ で す 。 


「 ス ー パ ー・ オ デ ッ セ イ 」 は , 録音 時 , 再生 
時 の 演奏 テン ポ を 自由 に 変え る こと が で きま 
す 。 パ ソコ ン の キー ボー ド は , も と も と “їй 
奏 用 " に 作ら れ た も の で は な い の で , うま く 
弾く に は それ な り の 練習 が 必要 で す 。 特 に , 
テン ポ の 速い 曲 が 大 変 で す 。 そ こ で , 録音 時 
に は テン ポ を 遅く し て 弾き , 再生 時 に テン ポ 
を 上 げ る と いう 方 法 が 考え られ ます ね 。 こ う 
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すれ ば , むず か し そう な メロ ディ る も, 案外 簡 
単に 弾け る も の で す 。 

それ で も うま く 弾 け な い 場合 に は , 演奏 す 
る キー ( 調 性 ) を 変え て み ま し ょ う 。「 ス ー パ 
ー・ オ デ ッ セ イ 」 で は , トラ ンス ポー ズ ・ モ 
— F (TRN) ©, 録音 する チャ ン ネ ル の キー 
を 移調 する こと が で きま す 。 ピ アノ を 弾く 場 
合 で も , 黒 鍵 を 使わ な けれ ば 弾け な ぃ い 曲 を , 
移調 し て 白 鍵 ど だ け で 済む よう に し た ほう が, 
演奏 は 簡単 で す 。 そ れ と 同じ し こと で す 。 トラ 
ンス ポー ズ の 範囲 は , 上 1 オク ター プ , 下 2 
オク ター プ ブ ま で な の で , この 機能 を 使え ば , 
演奏 の 音域 を 広げ る こと も で きま す 。 

再生 時 に 演奏 全体 を 移調 する , バイ アス ・ 
モー ド (BIS) も 付い て いま す 。 移調 幅 は , 上 
下 に 5 度 ま で に な っ て いま す 。 

また , エン ベロ ー プ ・ モ ー ド (ЕМУ) T, 
各 チ ャ ン ネ ル の 音色 を 変え て みる の も 楽し い 
も の で す 。 極端 な 変化 は し ませ ん が , 案外 , 
演奏 の 感じ が 変わ る も の で す 。 

な お 再生 時 に は , 画面 上 の カラ フル な マス 
目 が , ひと つ ひ と つつ 音階 に 合わ せ て 点 減 し ま 
Fo ADT EREET H, こん な と ころ 
に も 「 ス ー パ ー・ オ デ ッ セ イ 」 の 楽し さ の 一 
端 が 表れ て いる と いえ る で し ょ う 。 

な お この ソフ ト は , シャ ー プ が 6 本 の ソフ 
ト を まとめ て パッ ケー ジ 化 し て いる 「THE 
YOKOZUNA」 (テー プ 版 ・5 "フロ ッ ピ ー 版 ) 
集 に , 収め られ て いま す 。 

「 ス ー パ ー・ オ デ ッ セ イ 」 は リア ル タ イ ム 演 
奏 型 の ソフ ト の た め , 神谷 氏 作曲 の サン プル 
曲 の デー タ を 載せ る こと が で きま せん 。 楽 譜 
を 見 な が ら , 実際 に 演奏 し て みて くだ さい 。 
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メロ ディ や ハー モニ ー は いっ さい 和 無視 。 と 
に か く リ ズム だ け を 楽し も うと いう の が , こ 
の 「DONCHAKA リズ ム 」 で す 。 近頃 は や り 
の ドラ ム マ シン の パソ コン 版 と いえる で し ょ 
う 。 ハ イハ ッ ト , ハイ タム , ミド ル タ ム , п 
ウタ ム , スネア , バス ドラ ム と 6 種類 の タイ 
コ が そろ っ て いる と ころ な ど , か な り 本 格 的 
©з» 

し か し , 3 声 の PSG で どう や っ て 6 音 も 
出す の で し ょ うか 。 実 は 。 この ソフ ト に は 1 
つ 制 約 が あっ て , ハイ タム , ミド ル タ ム と ロ 
ウタ ム は 同時 に 鳴ら せな い の で す 。 い ずれ か 
ひと つ を 選ば な けれ ば な り ま せん 。 こ こ が ミ 
ソ で す 。 PSG の ある チャ ン ネ ル で タム の 音 を 
作り , 周波 数 を 変え る て, ロウ , ミド ル , ハイ 
の 違い を 出し て いる の で す 。 そ し て , ノイ ズ 


人 ム 図 4.10 の リズ ム ・ パ ター ン 
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ジェ ネ レ ー タ で , ハイ ハッ ト の 音 を 作っ て い 
る わけ で す 。 

「DONCHAKA リズ ム 」 が , 単なる ドラ ム 
マシ ン で な いこ と は , 左下 の 写真 を 見 れ ば , 
すぐ に わか る で し ょ う 。 ド ラム の 名 称 の 横 に , 
動物 の 顔 が 描か れ て いま す 。 ハ イハ ッ ト が サ 
ル で , ハイ タム は プ ブタ, ミド ル タ ム が ゾウ , 
ロウ タム は トラ , スネ ア が パン ダ で , バス ド 
ラム は カバ に な っ て いま す 。 動 物 6 匹 組 の リ 
ズム 隊 , と いう 設定 な の で し ょ う 。 し か し , 
動物 の 顔 が 表示 され る だ け で は 面白 く あ り ま 
せん 。 作 っ た リズ ム の 演奏 中 に , それ ぞ れ の 
動物 た ち は , 自分 の 番 が くる と 口 を パク ノ パ ク 
あけ る の で す 。 音 を 聴き な が ら 画 面 を 見 る と , 
実に 愉快 で す 。「DONCHAKA リズ ム 」 と い ぃ 
う タ イト ル を 付け た 理由 が よく わか り ま す 。 


「DONCHAKA リズ ム 」 で は , 1 小節 単位 
で リズ ム パ ター ン を 作り , いく つか の パタ ー 
ン を 組み 合わ せ て 1 曲 分 の デー タ (ソン グ デ 
ー タ ) を 作り ます 。 動 物 の 顔 が 表示 され て い 
る 部 分 が パタ ー ン エディ ッ ト エ リア で , その 
下 が ソ ング エディ ッ ト エ リア に な っ て いま す 。 

1 曲 は 16 小 節 で 構成 され , 9 種類 まで の リ 
ズム パタ ー ン を 作成 で きま す 。 画 面 を 見 る と , 
STEP と 書か れ た 横 に , 1 から 16 ま で の 数 が 
表示 され て いま す 。 つ まり , 1 小節 が 16 分 割 

1 2 3 4 56 7 8 9101112131415 16 
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され て いる の で , 2, 4, 8 ,16 ビ ー ト の リズ ム 
パタ ー ン の 設定 が で きる こと に な る わけ で す 。 
パタ ー ン の 作り 方 は と て も 簡単 で す 。 エ デ 
ィ ッ トモ ー ド に 入り , まず パタ ー ン 番号 (1 
-9) RELEF. KT, カー ソル キー で , 
エディ ッ ト 画 面 上 の カー ソル を 動か し て , 音 
を 出し た いと ころ に も っ て きま す 。 後 は スペ 
ー ス キー を 押す だ け で す 。 指 定 し た 場所 に , 

動物 た ちの 顔 が 現れ る は ず で す 。 動 物 の 顔 を 
消し た いと き は , その 上 に カー ソル を 合わ せ , 
も う 一 度 ス ペー スキ ー を 押し て くだ さい 。 前 
ペー ジ 下 の 写真 は , 図 4.10 の リズ ムペ パターン 
を 作成 し た も の で す 。 

必要 な だ け の パタ ー ン を 作成 し た ら , Ж 
ソン グ エ デ ィ ッ ト で す 。 画面 下 の PATN と 


図 4.11 議 例 ⑤ 


書か れ た 右側 に , 16 個 の 窓 が あり ます ね 。 こ 
こ に パタ ー ン 番号 を 入力 し て いく わけ で す 。 
ここ で も カー ソル の 移動 は , カー ソル 移動 キ 
ー で 行い ます 。 

曲 が 完成 し た ら , テン ポ を 決め て 演奏 し て 
み ま し ょ う 。 6 匹 の 動物 た ち が 口 を パク パク 
開け な が ら , 楽し げに リズ ム を 演奏 し て くれ 
ます 。 

「DONCHAKA リズ ム 」 は , リズ ム の 楽し 
さ を あ ら た め て 教え て くれ る , 愉快 で 軽快 な 
ソフ ト で す 。 

この ソフ ト で は メロ ディ を 作れ な い の で , 
サン プル 曲 の 雰囲気 に 合っ た り リズム パタ ー ン 
£, 神谷 氏 に 作っ て いた だ きま し た 。 
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この ソフ ト は , 市 販 の パッ ケー ジ ソ フ ト で 
は あり ませ ん 。 カ ミヤ スタ ジオ の 柴田 実 端 朗 
氏 か ら , X1 ユー ザー に PSG の 音色 作り を も 
っ と 楽し ん で も らい た だ いと, 特別 に 提供 し て 
いた だ いた も の で す 。 

SOUND 文 を 使え ば , BASIC か らい ろ い 
ろ な 音色 を 作り 出せ る こと は わか っ て いて も , 
どう も ピン と こない ,。 よく わか ら な い , と い 
う 人 が 多い の で は な いで し ょ うか 。 そ の 原因 
は , PSG の 14 個 の レジ スタ の 値 と 出る 音 の 関 
連 が , ひと 目 で 確認 で き な い か ら だ と 思い ま 
す 。 も し , 14 個 の レジ スタ の 値 が 同一 画面 上 
に 表示 され , 同時 に その 音 を 耳 で 確認 で きれ 
ば , も う 少 し PSG の 音色 作り が 楽に 使え る 
の で は な いか と 思い ます 。 

「 サ ウン ドウ ィ ッ チ ・ マ ン 」 は , まさ し くそ 
れ を 可能 に し て くれ る プロ グラ ム と いえ る で 
9 

下 の 写 真 が .「 サ ウン ドウ ィ ッ チ ・ マ ン 」 の 
画面 で す 。 左 側が , 音色 エディ ッ ト エ リア に 
な っ て いて , 各 レ ジス タ に 適当 な 値 を 入れ る 
k, 同時 に その と き の 音 を 出力 し て くれ ます 。 
レジ スタ の 値 だ け で な く , デー タ に 対応 する 
トー ンジ ェ ネ レー タ や ノイ ズ ジ ェ ネ レー タ の 
周波 数 , エン ベロ ー プ の 形 , 周期 も 表示 し て 


くれ る の で , その 分 , デー タ の 意味 も つか み 
や すい と 思い ます 。 


この プロ グラ ム は , リズ ム 版 「 ス ー パ ー・ 
オデ ッ セ イ 」 的 な 性 格 も 持っ て いま す 。 とい 
う の は , 作成 し た 音色 を テン キー に 割り 当て , 
テン キー を だ だ た いた リズ ム を , リア ル タ イ ム 
で 記憶 し て くれ る か ら で す 。 画面 上 で は , 10 
種類 まで の 音色 を 作成 で きま す 。 こ れ を 0 
ー9 の テン キー に , それ ぞ れ 割り 当て る わけ 
で す 。 

また , 途中 か ら 録 埋 を や り 直 す , オー バー 
ダビ ング 機能 も 付い て いま す 。「 ス ー ノ パー・ オ 
デ ッ セ イ 」 と 同じ よう に , この モー ド で 演奏 
を 再生 し , 途中 か ら テ ン キ ー を た だく と , 前 
の 演奏 が 消え , 新しい デー タ が 記憶 され ます 。 

トー ンジ ェ ネ レー タ に 音階 を 持た せれ ば 
メロ ディ を 弾く こと も 可能 で す 。 音階 と レジ 
スタ 値 の 対応 に つい て は , 95 ペ ー ジ の 表 4.3 を 
参照 し て くだ さい 。 


も ちろ ん , 音色 デー タ お よび リズ ム パ ター 
ン の SAVE, LOAD は 可能 で す 。 10 種 類 の 音 
色 デ ー タ と リズ ム パ ター ン を 一 組 に し て 
SAVE す る よう に な っ て いま す 。 こ れ を 
SAVE する と , エク ステ ンション ネー ム と し 
T, ファ イル ネー ム に は 自動 的 に “. MSR” 
が 付け られ ます 。 な お , LOAD の 際 に は 
“ MSR” を 付け る 必要 は あり ませ ん 。「 サ ウ 
ンド ウィ ッ チ ・ マ ン 」 では, この SAVE を 
“Normal data save” と 呼ん を で いま す 。 
この プロ グラ ム に は , も う 1 つ 別 の SAVE 
機能 が 付い て いま す 。 音色 デ ー タ , すなわち 
レジ スカ み 値 だ け を ASCLI セ ー プ する , 
“ASCII program save "で す 。10 種 類 の デー 


音色 エディ ッ ト モ ー ド に 入る 。 

音色 デー タ を 指定 番号 に 書き 込む 。 

リズ ム パ ター ン を 録音 。 

途中 か ら の 再 録音 。 

リズ ム パ ター ン の 再生 。 

指定 し た 音色 デー タ を クリ ア す る 。 

指定 番号 の 音色 デー タ を エディ ッ ト エ リア に 読み 込む 。 
音色 デー タ , リズ ムペ パタ ー ン の セー プ ブ 。 

音色 アー タ , リズ ムペ ターン の ロー ド 。 
再生 テン ポ の 設定 。 


対応 する ファ 


ンク ショ ン キ ー 


| | | | | | | | 
っ leleglNlolgl ょ lolN|- 


|ESC| キー を 押す と , いつ で も コマ ンド モー ド に 戻る 。 


タ は , SOUND ХОМС, サブ ルー チン と し 
て SAVE され ます 。 

10000 SOUND Nr, V: КЕТСЕМ 

上 の よう な フォ ー マ ッ ト で , 10000 行 か ら 
10090 行 まで , 10 行 お き の プ ログ ラム を 自動 的 
に 作り 出し て くれ る の で す 。 なお, Ns は レジ 
スタ 番号 , V は その 値 で す 。 こ れ を BASIC Z 
ログ ラム に マー ジ し , 必要 な デー タ を サ プ ブル 
ー チ ンコ ー ル すれ ば , プロ グラ ム 内 で ,「 サ ウ 
ンド ウィ ッ チ ・ マ ン 」 で 使っ た 音色 を 使う こ 
が で きま す 。 


プログ ラム の 名作 法 02 


この プロ グラ ム で 使わ れる コマ ンド は 10 種 
Ж»), すべ て ファ ンク ショ ン キ ー に 割り 当 
て られ て いま す ( 表 4.7)。 

画面 下 の コ マン ド エ リ ア に カー ソル が ある 
と き は , コマ ンド モー ド で す 。 コ マン ド に 対 
応 す る ファ ンク ショ ン キ ー を 押す と , その モ 
ー ド に 入り , |ESC| キー を 押す と , 再び コマ ン 
ドモ ー ド に 戻る よう に な っ て いま す 。 

ェ エディット モ ー ド で は , [o] ~[9} (А|- 
[Dp| の キー で レジ スタ 番号 を 指定 し , 上 下 カ 
ー ソ ツル キー で デー タ を 入力 し て くだ さい 。 Ж 
当 な 数 値 に を っ た と ころ で [ 選 を 押せ ば , < 


表 4.7 コマ ンド と ファ ンク ショ ン キ ー の 対応 表 
の と き の 値 が 書き 込ま れ ま す 。 全 レジ スタ 値 
を 入力 し 終わ っ た ら , コマ ンド モー ド に 戻り , 
WRITE コマ ンド で 指定 番号 に デー タ を 登録 
し ます 。 READ コマ ンド は , デー タ を 修正 す 
る た め の コ マン ド で す 。 指 定番 号 に 書き 込ん 
だ コマ ンド を , 反対 に エディ ッ ト エ リア に 読 
み 込 み ま す 。 
必要 な デー タ が 完成 し た ら , 次 は リズ ム パ 
ター ン の 録音 で す 。 コ マン ドモ ー ド で [Fa| * 
ー を 押す と , いずれ か の テン キー を 押し た 時 
点 か ら 録 音 が 開始 され ます 。 
音色 を 作り , リズ ムペ ターン を 録音 し , ë 
ら に 音色 デー タ を BASIC プロ グラ ム に マー 
ジ す る , と て も 欲張っ た プロ グラ ム で す が , 
実に コン パク ト に まとめ られ て いて , 使い や 
すく 作ら れ て いま す 。 いろいろ な 音色 を 作り , 
リズ ム を た た だ たい て 遊び , そし て , 自作 の プロ 
グラ ム の 効果 音 作 り に も 役立て て くだ さい 。 
この プロ グラ ム は , BASIC と マシ ン 語 の 
2 本 の プロ グラ ム で 構成 され て いま す 。 
SAVE 方 法 お よび 実行 方 法 は , 次 の 通り C+, 
@ BASIC プロ グラ ム の SAVE 
SAVE “CAS : SOUNDWICH МАМ. 
Ваз” 
109 


@ マ シン 語 プ ログ ラム の SAVE (マシ ン 語 モ 
ニタ を 起動 し て ) 
S D000 D206 р000 : SOUNDWICH 
MAN. Obj 
⑧ 実行 方 法 (BASIC プロ グラ ム の 頭 出 し を し 
て ) 
RUN “CAS :SOUNDWICH MAN. Bas” 
マシ ン 語 プロ グラ ム は 自動 的 に LOAD され 


List4.3 
2 
"| <MULTISOUND SEQUENCE RECORDER) 


July 7th 1984 by M.Shibata 
(C) KAMIYA STUDIO co.,ltd 


27% 

な お , この プロ グラ ム は ディ スク に も 対応 
し て いま す が , ASCII program save を する 
と , Out of memory error が 出 ま す 。 こ の と 
き プ ログ ラム を 抜け , PRINT 文 を デリ ー ト 
し た 後に 再び プロ グラ ム を 実行 する と , 次 は 
エラ ー を 起こ さ ず に ASCII program save が 
で きま す 。 


169 INIT:NIDTH 89:CLEAR &HCFE9:DEFINT A-Z:DIM XX(13) 。X(13) 。Y(13) ,A(13) 。D(13) ,E$(15):ON ERROR GOT 


0 1610 


170 IF HEN$(&HD999,3) く >HEXCHR$("C33BD9") THEN LOADN"NSSR2.0bj" 
180 FOR 1=1 TO 10:КЕҮ I,"":DEFCHR$ (47+I1)=HEXCHRS ("99909999999999997CFEFEFEFEFE7C9999999999999909 


99"):NEXTiCLICK OFF 
190 DEF FND$(X) =RIGHT$(" 


"+STR$(INT(X) ) 。6) :DEF FNR$(X)=NID$(RIGHT$("9999999"+BIN$(X) ,8) ,3,3) 


+" "+RIBHT$ ("00 "+ВІМ$ (Х) 3) :DEF FNF(X) =D(X+1)*256+D(X):DEF FNH(X) =РЕЕК (Х+1) *256+PEEK(X):BOSUB 64 


@:6050В 1070:6050/В 979:CALL &H13C 


200 COLOR 7:1 0САТЕ 0,22:GOSUB 900: КЕРЕАТ ON:CALL &HD999 
210 POKE &HEN6」9」9:A$=INKEY$(9):K=ASE(A$):IF A$=CHR$(12) THEN 1530 


220 IF К247 AND К<58 THEN GOSUB 270: БОТО 210 
230 IF К<113 OR К2122 THEN 210 


240 ON K-112 GOSUB 290,980,1080,1120,1150,1020,930,1190,1420,1480 


250 6070 200 
240 ' 


270 P=K-48:FOR А=@ TO 13:SOUND A,PEEK(kHD207+14#P+A):NEXT:OUT &H2167+P#4,%&H27 
280 B$=INKEY$(0):IF B$=A$ THEN 280 ELSE CALL &H13CkOUT &H2167+P#4,7:RETURN 


290 ' 


380 COLOR &:CFLASH 1:LOCATE 5,23:PRINT" EDIT ":CFLASH:GOSUB 970 
318 COLOR 6:POKE &HEA6」9,9:CFLASH 1:LOCATE 5,23:PRINT" EDIT ":CFLASH:A$=INKEY$(0):IF A$="" THEN 


310 ELSE CREV 1:LOCATE 5,23:PRINT" EDIT ":CREV 


320 LOCATE 8,23:A=ASC(A$)-48:IF А--21 THEN CALL &H13C:RETURN 


330 IF А›9 A=A-7 


3408 IF A=-16 THEN A=13:60SUB 61@:SOUND 13,D(13):60T0 310 


350 IF <9 OR А213 THEN 310 
360 ' 


370 LOCATE X(A),Y(A):A$=INKEY$(1):IF A$=CHR$(13) THENS19 


380 IF A$=" " THEN SOUND 13,D(13) 

390 IF A$=CHR$(30) THEN D(A)=D(A)+1 AND A(A) 
ABO IF A$=CHR$(31) THEN D(A)=D(A)-1 AND A(A) 
410 IF AX6 THEN GOSUB 490 

420 IF A=6 THEN GOSUB 540 

430 IF 8=7 THEN GOSUB 540 

440 IF А›7 AND А<11 THEN GOSUB 590 

450 IF А=11 OR A=12 THEN GOSUB 570 

460 IF A=13 THEN GOSUB 619 


470 SOUND A,D(A):LOCATE XX(A),Y(A):PRINT RIGHT$ (FND$(D(A)),3):GOTO 370 


480 
490 ON А+1 GOTO 500,500,510,510,520,520 


500 I=0:IF ҒМЕ (0) =0 THEN Ғ!(0)-0:6070 530 ELSE f!(0)=125000!/FNF(0):60T0 530 
510 1=1:1Р FNF(2)=9 THEN Ғ!(1)-0:6070 530 ELSE f!(1)=125000!/FNF(2):60T0 530 
520 1=2:1Р ҒМҒ(4)-0 THEN #!(2)=@ ELSE f!(2)=125000!/FNF(4) 

530 COLOR 4:LOCATE XX(A)-2,8:PRINT FND$(f!(1)):RETURN 


540 IF D(6)=9 THEN f!=9 ELSE f!=125999!/D(6) 


550 COLOR 2:1 ОСАТЕ 28,20:PRINT FND$(f!):RETURN 
50 COLOR 3:LOCATE 9,20:РКІМТ FNR$(D(7)):RETURN 


570 COLOR 2:LOCATE 21,16:PRINT FND$((D(12)*256+D(11) ) /7.B125) :RETURN 


580 


590 IF D(A) く 16 THEN E$=STRING$(4,128+INT(D(A)/2)):COLOR 5 ELSE COLOR 1:E$=E$(D(13) ) 


808 LOCATE XX(A)-1,14:PRINT E$:RETURN 


818 E$=E$(D(13)):B=A:FOR A=8 TO 10:ІҒ D(A) >15 THEN COLOR 1:B0SUB 600 


620 NEXT:A=B:SOUND 13,D(13):RETURN 
630 ' 


649 RESTORE 650:FOR I=@ TO 13:READ XX(I),X(I),Y(I},A(CI):SOUND 1,0: МЕХТ 

650 DATA В, 10,4,255,8,18,6,15,19,21,4,255,19,21,6,15,30,32,4,255,38,32,6,15,21,23,28,31 
669 DATA 5,7,20,83,8,18,10,51,19,21,10,51,30,32,10,31,4,8,18,255,14,16,18,255,51,33,16,15 
878 FOR 1-й TO 7:IF 1<4 THEN E$(I)="w___" ELSE E$(I)="4___" 


110 


880 МЕХТ:Е$ (8) = "кь" :Е$% (9) =" ___":Е% (10) = "адь" :Е$% (11) = "ШИ" :Е$ (12) =" 44447: Е9(13)-" NNN" ":E$(14 
)=" dhah": E$(15)="4__" 

898 COLOR 4:LOCATE 5,@:PRINT"##+# MULTISOUND SEQUENCE RECORDER ###+ (С) 1984 KAMIYA STUDIO co.,lt 
d":COLOR 7:PRINT ` 

700 PRINT" А channel B channel C channel Sound pattern 

710 PRINT" т т жақан бенде ーーPー ワ アー マー ゴー デー ポーー ニ ャ ーー ニャ ーー ニー デー 

720 PRINT" 1211121314 1516171819 

730 PRINT" + + も ーーー エ ーーー ユ ーーー ユ ーーー ユ ーーー ユ ーーー ユ ーーー ユ ーーー ユ ーーー ユ ーーー ゴ 

740 PRINT" 

750 PRINT" + + 99| 99| 99| 001 001 99| 99| AAI 99| ве 

769 PRINT" 99| 99| 99| OA! OAI 99| 99| 99| 99| QQ! 

778 PRINT" 99| 99| 99| 99| 99| 99| OA) BAL QQ! BOI 

789 PRINT" 99| 99| QQ | BAI 99| 99| 99| 99| 99| ее 

790 PRINT" 99| 99| 99| 99| 99| 99| 99| ве ев QQ! 

899 PRINT" Envelope PP 99| QQ | 99| 99| 99| OAI 99| 99| 99| QQ! 

810 PRINT" г---т------ тернет п хаса A 1161 99| OAI 99| 99| 99| 99| 99| 99| BAL @@| 

820 PRINT" IAch| ____ IBchi ____ ICchl ____ 1171 QQ! 99| 99| 99| 99| BAI 99| 99| BAJ BAI 

850 PRINT" |--ті---т--4---іт--т--і---4--т---4181 99| 99| 99| 99| 99| 99| 99| BAI 99| ее 

840 PRINT” IRB| QIRCI 9lmsl 9IRD| 61191 99| 99| 99| 99| 99| 99| 99| 99| 99| BAI 

850 PRINT" トーー ユ ーーーー ユ ーー ユーーーー ユ ーー ユーーーーーー ユ ーー ユー ニー |A] 99| 00| 00| BAJ 99| 99| 99| ее BBI ее 

B60 PRINT" S Sasa frequency |B| 99| 99| 99| QQ! QQ I 99| 99| 99| 99| 00| 

870 PRINT" 1 99| 99| ве веј веј веј веј AAI ео QQ! 

880 РКІМТ" Іні ТЕТІ aaa i пт 99| 99| ве! ве 99| 99| 99| 99| 99| BAI 

890 PRINT" 上 ーー エーーー エーーー ユ ーー ニー ゴト コトー ユエ ーーー ユーーー ユ ーーー エ ユエ ーーー ユーーー ユ ーーー ユ ーーー ユ ーーー ユ ーーー ユ ーーー ユ 

999 PRINT" т T іг 

910 PRINT" | EDIT IMRITE IRECORDI OVER | PLAY IICLEAR 1 READ 1 SAVE 1 LOAD 1ТЕНРО 1 

920 PRINT) トー ニー ニーーー санына Фен Лешы ここ の コピ ニー ニニ エバ ニニ ーー ーー ニー キー ンー ニー 44; RETURN 

9324” 

940 COLOR 5:СВЕУІ:(0САТЕ 48,23:PRINT" READ “:CREV 

950 GOSUB 1569:IF A$=CHR$(27) THEN RETURN 

950 FOR А=@ TO 13:D(A)=PEEK(kHD207+14*PT+A) AND A(A):ON A+1 GOSUB 500,500,510,510,520,520,540,56 
0,590,590,590,570,570,610:LOCATE XX(A),Y(A):PRINT RIGHT$(FND$(D(A)),3):SOUND A,D(A):NEXT:CALL &H 
13C:RETURN 

970 FOR A=9 TO 15:0М Ағ1 GOSUB 500,500,510,510,520,520,540,560,590,590,590,570,570,610:LOCATE XX 
(А) ,Y(A) iPRINT RIBHT$(FND$(D(A) ) 。3) : SHUND А, (А) :NEXT:RETURN 

989 ' 

999 COLOR 5iCREV1:LUCATE 12.23:PRINT"MRITE “:СКЕУ 

1000 GOSUB 1569:IF А%-СНК%(27) THEN RETURN 

1010 FOR A=9 TO 13:РОКЕ &Н0207+14#*РТ+А,р (А) :1 ОСАТЕ 39+4#PT,7+A:PRINT RIBHT$("9"+HEX$(D(A) ) 。2) :NE 
XT: RETURN 


1020 
1030 COLOR ó;CREV1:LOCATE 41,23:PRINT"CLEAR ":CREV 


1040 GOSUB 1569:IF A$=CHR$(27) THEN RETURN 

1050 FOR А=@ TO 13:0 (А) =0: МЕХТ: 6050В 1010:GOSUB 920: 60Т0 1040 

1040 ' 

1070 FOR РТ=0 TO 9:FOR А=@ ТО 13:1 ОСАТЕ 39+4+РТ,7+А:РКІМТ RIGHT$("9"+HEX$(PEEK(&HD297+14*PT+A) А 
ND А(А)) ,2) : МЕХТ: МЕХТ: РТ=0: RETURN 

1080 ' 

1090 CFLASH 1:COLOR 2:LOCATE 19,23:PRINT"RECORD":CFLASH:PAUSE 4 

1100 A$=INKEY$(Ø):IF A$="" THEN 1108 ELSE COLOR 5:CREV1:LUCATE 19。23:PRINT"RECORD":CREV 
1110 CALL &HD993:RETURN 

1120 ' 

1130 CFLASH 1:COLOR 3:LOCATE 26,23:PRINT" OVER ";CFLASH:PAUSE 4 

1140 A$=INKEY$(9):IF A$="" THEN 1140 ELSE CREV1:COLOR 4:LOCATE 26,23:PRINT" OVER ":CREV 
1150 CALL &HD996:RETURN 

1140 ‘ 

1170 CREV 1:COLOR 3:LOCATE 33,23:PRINT" PLAY "iCREV 

1180 CALL &HD999:RETURN 

1192” 

1200 LOCATE 9,22:PRINTCHR$(26) iLUECATE 8,23:РКІКТ"1) Normal data save 2) AscII program save 
3) Binary file save":MD$="SAVE" 

1210 LOCATE B+ND*24,23:A$=INKEY$(1):IF A$=CHR$(27) THEN RETURN 

1228 IF A$=CHR$(28) THEN MD=(MD+1)MOD 3 

1238 IF A$=CHR$(29) THEN MD=HD-1:IF HD<9 THEN MD=2 

1240 IF A$ く >CHR$(13) THEN 1210 

1250 ON MD+1 GOTO 1260,1290,1340 

1280 GOSUB 1369:IF А%-СНК%(27) THEN RETURN 

1270 OPEN"D",W1,NM$+".MSR":FOR AD=&HD1FB TO FNH(&HDIFC) STEP 64:PRINT #1 ,МЕМ$ (А0, 64) ; : МЕХТ 
1280 CLOSE:RETURN 

1290 GOSUB 1369:IF A$=CHR$(27) THEN RETURN 

1300 ОРЕМ"0",%1,ММ6:1!-10000 

1310 FOR PT=9 TO 9:LN$=STR$(19999+19*PT):DT$=RIGHT$(LN$。LEN(LN$)-1)49 " 

1320 FOR A=0 TO 13:RB$=STR$() :D$=STR$(PEEK(&HD297+14*PT+A) ) :DT$=DT$+"SUUND"+RIBHT$(RB$。LEN(RB$) 
-1)+","+RIGHT$(D$,LEN(D$)-1)+";";NEXT:DT$=DT$+"RETURN" 

1330 PRINT #1,DT$:NEXT:CLOSE:PT=@:RETURN 

1340 GOSUB 1320: ІҒ А%=СНЕК$ (27) THEN RETURN 

1350 POKE &HD1C6.291:SAVEN NM$。&HD999,FNH(&HD1IFC):POKE &HDIC6。245:RETURN 

1300 ' . 

1378 LOCATE 0,22:PRINTCHR$ (26) :NM$="":LOĆATE B,23:PRINT MD$+" File name ="; 

1380 A$=INKEY$(1):IF A$=CHR$(27) OR A$=CHR$(13) THEN RETURN 

1390 IF A$=CHR$(8) AND NM$<>"" THEN NM$=LEFT$(NM$,LEN(NM$)-1):PRINT A$; 

1400 IF A$<" " THEN 1380 


NM$=NM$+A$:PRINTA$;:60T0 1580 


CLS:CONSOLE 9,23:FILES:EUNSOLE 0,25 

MD$="LOAD": GOSUB 1369:IF A$=CHR$(27) THEN С15:605/В 840:605/В 1979:RETURN 
IF NM$<>"" THEN NM$=NM$+".MSR" 

OPEN"I",#1,NM$:AD=kHD1F8:LOCATE 26,23:РКІМТ%й,МЕМ9(%Н1481,13) 

IF EOF(1) THEN CLOSE:CLS:B0SUB 849:60SUB 1979:RETURN 

MEM$ (А0, 54) =INPUT$(64 1):AD=AD+64:BOTO 1440 


TNP=PEEK(&HD294) :LOCATE 29, 23: РКІМТ "ТР=" ; КІБНТЅ (ЕМ0$% (255-ТМР) ,3) ; СНЕФ (29) ; : А$= 1 МКЕҮ$ (1) 
IF А$=СНА$ (30) THEN POKE %Н0204,(ТМР-1) AND 255 

IF A$=CHR$(31) THEN POKE &HD294,(THP+1) AND 255 

IF A$=CHR$(27) THEN RETURN ELSE 1499 


INIT:iCALL &H13C:CLS:END 


X=39+4*PT:COLOR 7 

LOCATE X,4:A$=INPUT$(1) 

IF A$=CHR$(28) THEN X=X+4:PT=PT+1:IF PT)? THEN X=39:PT=9 
IF A$=CHR$(29) THEN Х-Х-4:РТ-РТ-1:ІҒ PT<9 THEN Х=75:РТ=9 
IF A$=CHR$(13) OR A$=CHR$(27) THEN RETURN ELSE 1570 


LOCATE 9,22:PRINT CHR$(26) : С О5Е: _ОСАТЕ 32,23:A$=" ERROR 
IF ERR=27 THEN A$="Set data tape 

IF ERR=29 THEN А%-"Таре read error 

IF ERR=39 THEN А%="Ваа file mode 

IF ERR=72 THEN 人 $="Mrite protected 

COLOR 3:PRINT A$:BEEP:PAUSE 39:RESUNE 200 


:0000-С5 477:52157Т ҮТІР 
:0010-03 Г. "К. 'В. 1.267978. } 
sD929=CD /NT.32⁄25.2. 2860 8" £ 
:D039=D1 /&... C. yas>.2.2 
:0040-24 жа... ТЕД оС 
:00592=02 4347,5>.2.2%64.... 
20040-22 2 "h.s ИС. 27m3! 242 
sD979=11 /.е....й-^15&®.2.1 
:D989=CA /Л24%15:.29%99%9- 9 
:00902-С3 Ë /7х5:.2%.йЙ95%.йЙ%95 
iD9A9=FE ЕНИ ТТЕ 
:00В80-СА ТАЕ ЕАД: 
:D9C9=ED ГВ 's#r#w#2. 2" #48 
:0000-25 р АНАЛА 22214.” 
:00Е0-00 /.2/%.3:.46:. 2788 
:0@Е@=0@ 2 2 2 /5%%.2) З%ждайғ Ян 
: D 199=32 2 12.2 "+248 "НАЛА: 
sD119=D2 LANIA LDA RP" LZ!, 
:012@=@@ 2 Š 1.72.2274. 221234" 
sD139=99 3 Ç Г.Ж ҰС AVE" 342 
:014й0-02 1.5 ИКАД FBOLUGAI 
sD159=D1 ) 2 FL! oo ALANG АТМ 
:0120=р1 AATE аа ауд бе» 
:0170-22 に as "f 2742. FN 
:0180-00 な は 内 6» а 
:0190-00 /.4-/:..%.3%3//90 
sD1A9=FE /%.330/4/ 198 
:0180-20 А РГТ 
:01С0=23 7%.. аа 
sD1D9=3D /т(...%М02.4уі%32 
iD1E9=96 /.4!д!=(...%®М0›' 
:01Ғй-79 5 3 5 /y ノ テマ 。 > 。 キィ メ 〒 生 了 メ イメ 


112 


PSG の サウ ンド ・ メ イク アッ プ 


PSG に は 3 声 し か な い ぃ ので, 楽器 と 比較 す 
る と , どう し て も 音色 の 面 で 見 劣り し ます 。 
PSG で は 音楽 は で き な い , と いう つも り は あ 
り ま せん が , 決し て 高望み を し て 欲し く あ り 
ませ ん 。 

た と えば , 「 運 命 」 を PSG に 演奏 し ろ と い 
っ て も , それ は 無理 な 話 で す 。 こ ぶし を きか 
せ て 演歌 を 歌わ せよ う , と いう の も 無理 で す 。 
結論 か らい っ て し まえ ば , PSG は , PSG に 似 
合う 曲 と アレ ンジ が 必要 だ と いう こと で す 。 

音楽 ソフ ト の サン プル 曲 に よく 使わ れ て ぃ い 
る よう に , バッ ハ の 曲 は PSG に 向い て いま 
す 。 プ レ リ ュ ー ド や イン ベンション な ど , も 
と も と 2 3 声 で 作ら れ た 曲 も 多い で すし , 
音質 的 に も 合っ て いる よう で す 。 

一 般 的 に , テン ポ の 遅い 曲 より 速い 曲 の ほ 
うがい いよ う で す 。 テ ン ポ が 遅い と , 演奏 が 
間 伸び し て し まい ます 。 ま た , 音質 的 に は , 
暗い 曲 よ り 明 る い 曲 の ほう が 似合っ て いま す 。 
マイ ナー (短調 ) の 曲 よ り メ ジャ ー (ЖОМ) 
の 曲 で す 。 ど ちら か と いえ ば , ピョン ピョン 


は ね 回 る よう な 感じ の 曲 が よ さそ う で す 。 た 
と えば , フォ スタ ー の 「 お 一 スザンナ 」 や 「 章 
競馬 」, 日 本 の わら べべ 唄 「 ず い ず い ずっ ころ ば 
し 」 や 「 あ ん た が た どこ さ 」 な ど で す 。 人 小学 
校 の 音楽 の 教科 書 を 引っ ぱっ り 出 し て くる と 
いい か も し れ ま せん 。 

PSG の 音色 を 引き 立た な せる アレ ンジ も た 
いせ つ で す 。 長 い 音 が “プー ン " と 鳴っ て い 
る より も , スタ カー ト 気 味 の 細 か い 音 が , 次 
か ら 次 に 聴こえ て くる ほう が , 聴い て いて も 
気持 ちがい いも の で す 。 また, PSG は 低い 音 
が あま り 得 意 で は あり ませ ん 。 で すか ら , Ж 
際 楽 譜 に 書か れ て いる 音符 より も , 1 オク タ 
ー プ 上 げ て デー タ を 入力 し た ほう が , SSL. < 
聴こえ る 曲 が 多 いよ う で す 。 

より 美 し ぃ 演奏 に 聴こえ る く ふ う を ひと つ 
アド バイ ス し て お きま し ょ う 。 だ た と える ぱ ば , W 
例 ⑥- 1 の よう な メロ ディ は , その まま デー タ 
に 変え て も , 味 も 素っ気 も な い 演 奏 に な っ て 
し まう の が お ち で す 。 そ こ で 譜 例 ⑥- 2 の よう 
に 音符 を 細く 区 切り , トレ モロ 風 に し て み ま 
し ょ う 。 さ ら に この 偶数 番目 の 音 を 1 オク タ 
ー プ 上 ば げ て , 譜 例 ⑥- 3 の よう に 変え て も いい 
で すね 。 単純 に 「 ソ ラ ソ ー」 と する より も , 
ずっ と キラ ビ ヤ カ に 聴こえ て きま す 。 


544.12 #6) 
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2 つの チャ ン ネ ル で メロ ディ を 演奏 させ る 
k, また ちがっ た 効果 が 出 て きま す 。 ВИО 
- 4 の よう に , 片方 の チャ ン ネ ル の 音 を 1 オク 


ター プ 上 げ , さら に 少し だ け 遅 ちら せ る の で す 。 


ここ で は 32 分 休 符 を 最初 に 入れ て いま す 。 ほ 
ん の 少し の 時 間 差 が エコ ー 効 果 を 生み , 奥行 
き の あ る 音 に 聴こえ ます 。 


X1 の 背面 の オー ディ オ 出 力 端子 と ステ レ 
オ を 接続 し ( 図 4.13), X1 か ら 出 て くる 音 
と , ステ レオ の スピ ー カ ー か ら 出 て くる 音 を , 
ぜひ 一 度 , 聴き 比べ て みて くだ さい 。 あ まり 
の 音 の 違い に 驚く は ず で す 。 同じ PSG の 音 
を 聴く の な ら , や は り よ い 音 で 聴き た いも の 
で す 。 選曲 や アレ ンジ も た いせ つ で す が , 再 
生 装 置 の く ふ う も また た いせ つ な の で す 。 

も っ と いい 音 で 聴き た い , と いう 人 に は , 
人 工 的 に 残響 を 付け る , リバ ー ブ や エコ ー の 
使用 を お 薦め し ます 。 音 に 奥行 き 感 を 付け る 
こと が で きま す 。 ス テレ オタ イプ の リ り パー プ 
や エコ ー な ら , さら に , 広がり も 感じ る よう 
に な り ま す 。 イ コラ イザ ー で , 音質 補正 を し 
て みる の も いい か も し れ ま せん 。 弱い 中 低音 


‚М ОО 


оо ёоо ЕО о 


スピ ー カ ー アン プ 


を 強 張 し て , 張り の ある 太い 音 に 変え る こと 
が で きま す 。 そ の ほか , ギタ ー 用 の エフ ェ ク 
ター な ど を つない で みて も 面白 いで し ょ う 。 
残響 付加 , 音質 補正 に と ど ま ら ず , 音 を 加工 
し て し まう の で す 。 

プリ ンタ や ディ スク ドラ イブ ば か り が , 周 
辺 装置 で は あり ませ ん 。X1 で 音楽 を 楽し も 
うと 思う の な ら ば , オー ディ オシ ステ ム や ギ 
ター の エフ ェ ク タ ー 類 も , 周辺 装置 の 一 種 だ 
と 考え て みて は いか が で し ょ うか 。 


オー ディ オ 出 力 端子 
(アン プ の AUX 端子 と 接続 する ) 
音量 調節 ボリ ュー ム 


図 4.13 XI と ステ レオ の 接続 


X1 turbo:X1 シ リー ズ に よる 
シン セ サ イ ザー の コン トロ ー ル 


コン ピュ ー タ に よる 
演奏 情報 管理 の 動向 


X1 が PSG を コン トロ ー ル する 場合 , 音色 
と 演奏 どちら も 管理 し な けれ ば な り ま せん 。 
た と え 3 声 と は いえ , 音楽 が 主 目 的 で は な い 
1 に と っ て , これ は 大 き な 人 負担 で す 。 これ に 
対し て , 音色 は 本 物 の 楽器 に まかせ , 演奏 情 
報 だ け を パソ コン に 管理 させ よう と いう の が , 
ここ で あつ か う PSG と は 別 の タイ プ の , コ 
ンピュータ ミュ ー ジ ッ ク で す 。 

現在 , ロッ ク や ジャ ズ な どの ポピュラー 系 
の 音楽 に コン ピュ ー タ を 使っ た 演奏 が 増え 
て いま す が , それ ら は すべ て この タイ プ で す 。 
PSG で 作ら れ た 演奏 が 商品 に な る と いう こ 
と は , 音楽 ソフ ト の サン プル 曲 デ ー タ は 別 と 
LT, まず あり えま せん 。 も ちろ ん , 音 数 や 
音色 に 制約 が ある か ら で す 。 ま た , 作曲 家 , 
アレ ンジ ャ ー や プレ イヤ ー に と っ て , 楽器 な 
ら コ ンピュータ と ちがっ て , 自分 の 思い の ま 
ま に 操 れる と いう こと も ある で し ょ う 。 

今や 音楽 の 世界 で も , エレ クト ロニ クス や 
コン ピュ ー タ は 無視 で き な い 存在 に な っ て き 
て いま す 。 電子 的 に 音色 を 作り 出す シン セ サ 
イザ ー は , キャ ビ ネ ッ ト を 開け て みる と わか 
り ま す が , まっ た く の 電 子 機器 で す 。 こ と に 
ここ 数 年 その 傾向 に 抽 車 が か か り , 今 で は 
CPU で シス テム 全体 を 制御 し て いる シン セ 
サイ ザー が ほとん ど で す 。 なかには, モ ニタ 
や ASCII キー ボー ド , フ ロッ ピー ディ スク 付 
き の も の さえ あり ます 。 こ うな る と , 楽器 の 
鍵盤 が 付属 品 に 見 えて くる ほど で す 。 

また だ た, 近ごろ で は , シー ケン サー と 呼ば れ 


る シン セ サ イ ザー の 自動 演奏 装置 を 使っ て , 
音楽 が 作ら れる こと も 多く な っ て いま す 。 こ 
れ な ど は , 完全 な コン ピュ ー タ で す 。 た だ し 
この コン ピュ ー タ は 。 汎用 で は な く , あく ぐま 
音楽 専用 で す 。 


ジッ ク 


どう も ミュ ー ジ シャ ン は 新しい 物 が 好き ら 
L<, こう し た 音楽 用 電子 機器 は , あっ と い 
う 間 に 広まっ て し まい まし た 。 な か に は , >< 
ソコ ン の 可能 性 に 目 を つけ る ミュ ー ジ シャ ン 
も いま す 。 神 谷 氏 が その いい 例 で す 。 ま た , 
今年 5 月 に 何 度目 か の 来 日 を し た 人 気 ピ アニ 
жк Fd ү, ペー ビー* ヘム 
ンコ ッ ク も そん な ミュ ー ジ シャ ン の ひと り で 
す 。 

この 2 人 に 共通 する の は , コン ピュ ー タ を 
単に シー ケン サー 代わ り に 使 お うと いう の で 
は な く , シン セ サ イ ザー を 中 心 に 録音 機材 ま 
TEU, ミュ ー ジ ッ ク シ ステ ム を 作り あげ よ 
うと し た こと で す 。 そ の 中 心 と な る の が , パパ 
ソコ ン で す 。 と ころ が , シン セ サ イ ザー 内 部 
の コン トロ ー ル 信号 は , 必ず し も 同一 で は あ 
り ま せん 。 そ れ を 1 台 の コン ピュ ー タ て 制御 
する に は , まず それ ぞ れ の イン ター フェ イス 
が 必要 に な っ て きま す 。 も ちろ ん , ソフ トウ 
ェ ア も 必要 で す 。 

ハー ビー・ ハ ンコ ッ ク の 場合 , それ を すべ 
て 自分 で や っ て し まっ た の で す 。 も ちろ ん , 
技術 担当 の 有 能 な スタ ッ フ の 協力 を 得 て の 話 
で す が 。 一方, 神谷 氏 は , 約 2 年 前 に 発表 さ 
n, 今 で は ミュ ー ジ シャ ン の 間 で も か な り ポ 
ピュ ラー な 存在 と な っ た MIDI 規格 を 使っ 
T, シス テム を 完成 さき せま し た 。 神 谷 氏 の 場 
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合 に も , シス テム を コン トロ ー ル する ソフ ト 
ウェ ア は 自作 し た も の で す 。 そ の 中 の 1 つが , 
この あと 紹介 する 「MRC-X1」 で す 。 自 分 で 
使う だ け に と ど ま ら ず , ロー ラン ド DG 社 を 
通じ て 販売 する こと に 踏み 切っ た の は , それ 
だ け こ の ソフ ト に 自信 が あっ た か ら で し ょ う 。 


ここ で , MIDI に つい て 簡単 に 説明 し て お 
きま し ょ う MIDI は , Musical Instrument 
Digital Interface DT, シンセ サイ ザー や 
ドラ ム マ シン な どの 電子 楽器 の 統一 規格 で す 。 

MIDI 以前 に は , 電子 楽器 に は 統一 規格 が 
あり ませ ん で し た 。 大 きく 分 ける と , アナ ロ 
グ 方 式 と デジ タル 方 式 の 2 種類 あり , アナ ロ 
グ 方 式 に も いく つか の 種類 が あ り まし た 。 一 
方 , デジ タル 方 式 は と いう k, 極端 な こと を 
いえ ば , メー カー ご と に バラ バラ だ っ た の で 
す 。 こ れ で は , ЖЖ, 音楽 作り に 支障 を きた 
すこ と は 目 に 見 えて いま す 。 

そこ で , 楽器 メー カー が 集まり , 協議 を 経 
た 後に , MIDI 規格 が で き 上 が っ た の で す 。 従 
来 の アナ ログ 方 式 で は , や り と り で きる 情報 
に 限り が ある た め , デジ タル 方 式 が 採用 され 
まし た 。 シ ステ ム を シン プル に する た め に も 。, 
デジ タル 方 式 の ほう が メリ ッ ト が あり ます 。 
コス ト 面 も 考慮 され , 最終 的 に , デー タ は 非 
同期 方 式 の シリ アル 転送 を 行い 、 ボー レー ト 
は 31.25K ボー に 決定 し まし た 。 な お コネ クタ 
は 5 ピン DIN を 使用 し て いま す 。 

MIDI で 送受信 で きる 信号 は , 押し た 鍵盤 


MPU-401 


MIDI プ ロ セ シ 
ング ユニ ッ ト 


チャ ン ネ ル 1 


MIDI 00Т MIDI IN 


図 4.14 2 台 の MIDI シ ン セ の 接続 


の 位置 , 鍵盤 の ON/OFF, ビブ ラー ト な ど を 
つけ る モジ ュ レ ーション ホイ ー ル の 動き , ギ 
ター の チョ ー キ ング の よう な 効果 を 作る ベン 
ダー の 情報 , さら に は 鍵盤 を 押す 速 さ (ベロ 
シテ ィ ) な ど 数 多く あり ます 。 ま た , シン セ 
サイ ザー 内 に 記憶 され て いる 音色 番号 を コン 
トロ ー ル する こと も 可能 で す 。 そ の は ほか, 2 
ー カ ー ご と に 与え られ て いる ID コー ド を 送 


2k, シン セ サ イ ザー の 音色 を 構成 する パラ 


メー タ の 情報 の や り と り も で きる よう に な っ 
て いま す 。 

図 4.14 の よう に , 2 台 の MIDI シン セ サ イ 
ザー を 接続 する と , A を 弾く だ け で B か ら も 
音 が 出 ま す 。MIDI な ちら で は の 機能 と いえ る 
で し ょ う 。X1 を 使っ て , 図 4.15 の よう な 
MIDI シス テム を 組む こと も で きま す 。 こ の 
と き に 使う ソフ ト が , 後述 の 「MIDI ミュ ー ジ 
ッ ク ・ レ コー ダー MRC-X1」 で す 。 なお, С 
の よう な シス テム を 組む 場合 , ロー ラン ド 
DG 社 の 「MIDI プロ セ シ ン グ ユ ニッ ト MPU 
-401」 と , 「MPU-401」 と X1 と の イン ター フ 
ェ イ ス ・ キ ッ ト 「MIEF-X1」 が 必要 で す 。 

最近 に な っ て , MIDI の 存在 も ポピュラー 
に な り , 対応 楽器 や ソフ ト な ど が 増え , 実際 
に 使用 する 人 も 増え て きま し た 。MIDI が 本 
当 に 活躍 する の は , これ か ら で す 。 


チャ ン ネ ル 2 チャ ン ネ ル 3 チャ ン ネ ル 16 
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[4.15 XI turbo ` XI を 使っ た MIDI シス テム の 例 


X MIDI で は , | 台 | 台 の シン セ サ イ ザー に チャ ン ネ ル 番 号 を 指定 し , チャ 
ン ネ ル 番 号 に よっ て 各 楽 器 を コン トロ ー ル する 。 チ ャ ン ネ ル は , | —!6£ Ç, 


ГМЕС-Х1,43, 数 台 の X 1 を 接続 し た り , 
場合 に よっ て は , 図 4.16 の よう に ビデ オ 編 集 
の スタ ンダ ー ド に な っ て いる SMPTE (時 間 
コー ド ) を , ロー ラン ド DG 社 の 「SBX-80」 で 
MIDI に 変換 させ , 完全 に 同期 を と る こと が 
で きる よう に な っ て いま す 。 た と えば ぱ , 1 台 
目 の X 1 を 20 小 節 か ら プ レイ バッ ク さ せる と , 
2 台 目 の X 1 は , その 信号 を 受け 20 小 節 へ 飛 
び , 即座 に プレ イ バ ッ ク し 始め ます 。 ま た , 


ШО 


Өзшуеа. ミュ ー ジ ッ ク CMU-800 
⑱ ソ フト ウェ ア ・ バ ッ ケ ー ジ CM-X1 
@ イ ンタ ー フ ェ イ スカ ー ド MIF-X1 


MIDI が 全盛 に な っ た と は いえ を, アナ ログ 

シン セ サ イ ザー も , まだ まだ 見 捨て た も の で 
は あり ませ ん 。 こ の アナ ログ シン セ サ イ ザー 
を パソ コン で コン トロ ー ル する た め の ユ ニッ 
ト が , ロー ラン ド DG 社 の 「 コ ン ピ ュ ・ ミ ュ 
ー ジ ッ ク CMU-800」 で す 。 こ の 装置 を X1 で 
動か す に は , 別売 の イン ター フェ イス カー ド 
「IF-X1」 と , 専用 ソフ トウ ェ ア 「CM-X1」 
が 必要 で す 。 


「CMU-800」 で は , 最大 8 台 ま で の モノ フ 


U401 |(MRC-X1) | MPU401 


rCMU-800』 と 「CM-X 1』( ア ナ ロ グ シン セ サ イザ ー 用 ) 


ビデ オ や マル チ テ ー プ レコ ー ダ が 接続 され て 
いれ ば , テー プ を スタ ー ト させ る こと に より , 
2 台 の X 1 は 同時 に その テー プ ポ ジ シ ョ ン の 
小節 を さがし , プレ イ し 始め ます 。 


図 4.6 「MRC-XI」 と 「SBX-80」 の 接続 


楽器 A 


楽器 B 


Е 


65,000 円 

9,500 円 

14,000 円 

ロー ラン ド デ ィ ー. 2.0 


ォ ニ ッ ク ・ シ ン セ サイ ザー (単音 し か 出 な い 
シン セ サ イ ザー) を コン トロ ー ル で きま す 。 
図 4.17 の よう に , CV と GATE の 2 つの 信号 
で , シン セ サ イ ザー を 鳴ら す の で す 。CV は 音 
階 を 表し , GATE は シン セ サ イ ザー か ら 音 が 

出 て いる 時 間 を 表し て いま す 。 
思い 出し て も ら え た で し ょ うか , СУ, 
GATE と いう 言葉 は , PSG の アプ リ ケ ー シ 
ョ ン ソ フト ウェ ア の 「 ト リフ ォ ニ ー」 に も 出 
て きま し た ね 。 あ れ と まっ た く 同 じ で す 。 実 
は ,「 ト リフ ォ ニ ー」 は 「CMU-800」 用 ソフ 
トウ ェ ア の PSG 版 ど だ っ た わけ で す 。 し た が 
っ て , 音階 を 指定 する CV の 値 は , 102 ペ ー ジ 
の 図 4.8 と まっ た く 同 じ で ,「 ド 」 つ 36,「 レ 」ー 
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38,「 ミ 」 つ 40…… と いう ぐあい で す 。 

「 ト リフ ォ ニ ー」 で は , 画面 に 大 きく 五線譜 
が 表示 され て いま し た が , こち ら の エディ ッ 
ト 画面 は 。 まっ た く 数 字 だ ら け で す 。 実際, 
こち ら の ほう が 前 後 の ア データ も 見 られ る の で , 
慣れ て し まえ ば , 作業 は か を えっ て スム ー ズ に 
進み ます 。 

大 ま か な 操 作法 は 同じ し です が , 細か いと こ 
ろ で , こち ら に は いく つか 便利 な 機能 が 付い 
て いま す 。 た と えば , 1 小節 の 最後 の ステ ッ 
プ に 書か れ て ぃ る “TOTAL ST” と いう 数値 
で す が , これ は 1 小節 の ステ ッ プ タイ ム の 合 
計 を 表す も の で す 。 4 分 音符 の ステ ッ プ タイ 
ム を 24 に し た と き , この 数 値 は 96 で な けれ ば 
な り ま せん 。 音階 デー タ は 別 と し て , 音 長 デ 
ー タ に 入力 ミス が な いか どう か は , 1 小節 ご 
と に 確認 で きる よう に な っ て いま す 。 

デー タ の 削除 , 追加 , そし て コピ ー が で き 


INSERT MODE ト 3 1 
MEAS STEP 
1 


58 12 
а TOTAL ST= 96 


өл”? 
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[4.17 ХІ turbo ° ХІ と CMU-800 の 接続 


る の も 便利 で す 。 好 き な チ ャ ン ネ ル の 任意 の 
小節 の デー タ を, 必要 な 回 数 だ け コ ピー で き 
る の で , 繰り 返し 記号 が 入っ て いる 楽譜 な ら , 
デー タ 入 力 の 作業 は か な り 科 略 化 で きま す 。 
し か も , コピ ー す る 際 に , 任意 の 音程 (上 下 
2 オク ター ブ 内 ) へ の 移調 も 可能 で す 。 バッ 
キン グ の 和音 デー タ を 入力 する と き な ど , Æ 
常に 便利 で す 。 


アナ ログ シン セ サ イ ザー が な く て も , 
「CMU-800」 は 使え ます 。 実は, この 中 に も 
音源 が 内 蔵 き まれ て いる の で す 。 チャンネル 1 
が メロ ディ , チャ ン ネ ル 2 が ベー ス , チャ ン 
ネル 3 一 6 が 4 音 の コー ド , そし て チャ ン ネ 
ル 9 に は 7 音 の ドラ ム ス ま で 入っ て いま す 。 
ドラ ム ス 以 外 の 音源 は , 多少 , 音色 の 変更 も 
で きま す 。 小 編成 の バン ド の 演奏 な ら 「CMU 
-800」 1 台 で 再現 で きま す 。 もし, 1 台 で も 
アナ ログ シン セ サ イ ザー を 持っ て いた ら , そ 
れ に メロ ディ パー ト で も 担当 させ まし ょ う 。 
音 の 幅 が , いち だ ん と 広がり ます 。 

ドラ ム ス の パタ ー ン デー タク の 入力 は , 
「DONCHAKA リズ ム 」 と 同じ 要領 で 行い 
ます 。 カー ソル を 上 下 左 右 に 移動 し て , 必要 
な 楽器 を [X| キー で 入力 し まし ょ う 。「DON 
CHAKA リズ ム 」 と ちがい , 各 楽 器 の ステ ッ 


プ 数 の 変更 が で きま すか ら , 3 連 符 の リズ ム 
も 入力 で きま す 。 登 録 で きる パタ ー ン は , А 
モリ し だ いで , 特に 制限 は あり ませ ん 。 

必要 な パタ ー ン を 作り 終え た ら , 次 は ソン 
グ テ ー グ の エディ ッ ト で す 。 ソ ング デー クタ は 。 
チャ ン ネ ル 0 で 行い ます 。 こ の 要領 も , 
「DONCHAKA リズ ム 」 と 同じ で す 。 

アレ ンジ に 凝 れ ば 凝る は ほど, データ 入 力 の 
時 間 が か か り ま す 。 しかし, デー タ が すべ て 
完成 し , 再生 し た と き の 感 動 は ひと し お で す 。 
次 の 曲 で は も っ と 凝っ た デー タ を 入れ て みよ 
う と , 性 こり も な く , 次 の 曲 の デー タ 入 力 を 
始め て し まう も の で す 。 


の 


ひひ ひひ ひひ ひひ ひひ ひひ ひひ ひひ ひ O ゴ 


PATTERN 
2 


* TOTAL ST= 9 


@ ド ラム パタ ー ン の 入力 例 


@MIDI ミ ュ ジ ッ ク レ コー ダーMRC-X1 


@ イ ンタ ー フ ェ イ スキ ッ ト MIF-X1 


すでに , アナ ログ シン セ サ イ ザー を 持っ て 
いる 人 な ら と も か く , これ か ら シ ン セ サイ ザ 
ー に チャ レン ジ し よう と 思っ た ら , や は り , 
MIDI が いい で し ょ う 。 それは , 現在 発売 され 
て いる シン セ サ イ ザー の 多く が , MIDI 対応 
だ か ら で す 。 し か も , エレ クト ロニ クス の 進 
歩 の お か げ で , 年 々 , 価格 は 下がる 一 方 だ し , 
機能 は どん どん 向上 し て いま す 。 

前 述 の 図 4.15 の シス テム 図 は ほん の 一 例 で 
す 。 少 し ずつ シス テム を 拡張 し て いけ る と こ 
Dry, ваја 3 E > — ЮУ Ë Vs 
えま す 。MIDI 対 応 の ソフ ト に は , デー タ 
を リア ル タ イ ム で 入力 する タイ プ の ほか , 
「CMU-800」 と 同じ し よう に 数 値 デ ー タ を 入力 
する タイ プ , 音符 入力 の タイ プ な どい くつ か 
あり ます が が, RE, X1 用 に 発売 され て いる の 
は , リア ル タ イ ム 入 力 型 の 「MRC-X1」1 種 


「MPU-401」 と 「MHC-X 1』(MIDI シ ン セ サイ ザー 用 ) 


@ び MIDI プ ロ セ ッ シ ン グ ユ ニッ ト MPU-401 


18 ,000 円 
29,800Ғ3 


類 だ け で す 。 

この ソフ ト は , PSG の アプ リケーション ソ 
フト ウェ ア の 「 ス ー パ ー・ オ デ ッ セ イ 」 と よ 
く 似 て いま す 。 開 発し た の は カミ ヤス タ ジ オ 
で す 。 ど うり で 似 て いる は ず で す 。 

メト ロ ノ ー ム の リズ ム ガ イ ド を 聴き な が ら , 
最初 の パー ト を 録音 し ます 。 続い て, その パ 
ー ト を 再生 し な が ら 次 の パー ト を 録音 。 こ の 
作業 を 何 度 も 繰り 返し て , 1 曲 分 の 演奏 デー 
タ を 入力 し ます 。 写真 は 、。 1 パー ト め の 録音 
が 終わ り , 2 パー ト め の 録音 を し て いる よう 
す で す 。 
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「MRC-X1」 は , 8 つの トラ ッ ク を 持っ て い 
ます 。 こ の トラ ッ ク は , マル チト ラッ クレ コ 
ー ダ ー (MTR) の トラ ッ ク と 同じ で , この ソ 
フト は , 録音 ・ 再 生 ヘ ッ ド が 8 個 ず つ あ る テ 
ー プ レコ ー ダ の よう な も の だ と いえ る で し ょ 
う 。 録音 スタ ジオ に ある MTR 同様 の こと が 
で きる わけ で す 。 

録音 の 際 に は , それ ぞ れ の トラ ッ ク に , 
MIDI チャ ン ネ ル を 対応 きせ て いき ます 。 1 
トラ ッ ク が 1 チャンネル , 2 トラ ッ ク は 3 チ 
ャ ン ネ ル , 3 トラッ ク は 5 チャ ン ネ ル , と い 
っ た ぐあい で す 。 ま た , 複数 の トラ ッ ク に , 
ひと つの チャ ン ネ ル を 割り 当て る こと も で き 
ます 。 た と えば ぱ , 一 度 で は 弾け な いよ うな フ 
レー ズ を , 2 度 3 度 に 分 け て 録音 する わけ で 
す 。「 ス ー パ ー・ オ デ ッ セ イ 」 と ちがう の は , 
1 チャ ン ネ ル 当 た り の 同時 発音 が 2 以上 で も 
か まわ な いと いう こと で す 。 最 近 の シン セ サ 
イザ ー は , 同時 に 4 音 一 12 音 弾け る も の が ほ 
と ん ど で す 。 し た が っ て , その 楽器 の 最大 発 
音 数 以内 で あれ ば , 何 音 弾 こう と か まわ な い 
わけ で す 。 

弾き まち が えた トラ ッ ク を , 途中 か ら 録 音 
し 直す こと も で きま す 。 必 要 な パー ト を 再生 
L, 手直し し た い 部 分 の 少し 前 で , [F5| キー 
を 押し ます 。 す る と , その 時 点 か ら 録 音 状態 
に な る の で す 。 早 送り FWD や 巻き 戻し 
<RWD> を し て , 手直し を 始め た い 小 節 に 飛 
U, そこ か ら 録 音 し 直す コン ティ ニュ ー と い 
う モ ー ド も あり ます 。 

曲 の 構成 に よっ て は , トラ ッ ク が 足り な く 
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な る こと が あり ます 。 そ ん な と き は , MIX コ 
マン ド で , 2 トラック 分 の デー タ を 1 トラ ッ 
ク に まとめ る と よい で し ょ う 。 こ の 「MRC- 
X1」 では, 異な る チャ ン ネ ル 同 士 の ミッ クス 
も 可能 で す 。 た だ し , いっ た ん ミッ クス し た 
トラ ッ ク を 元 に 戻す こと は で きま せん 。 テ ー 
プレ コー ダ で 。 いらない 音 を 消す (イレ ー ス ) 
よう に , 不 必要 な トラ ッ ク の イレ ー ス 機能 
備 を て いま す 。 こ うし て いろ いろ な 機能 を 見 
て みる と , 録音 スタ ジオ で 行う 作業 を ひと 通 
り 網羅 し て いま す 。 ま さ し く , パソ コン 版 
MTR で す 。 

また , 全 メ モリ 消費 量 が 数 値 で 表示 され る 
ほか , 棒グラフ の パー セン ト 表 示 や , トラ ッ 
ク ご と の メモ リ 使 用 量 も 表示 され ます 。 全 ト 
ラッ ク , ある い は 指定 トラ ッ ク の SAVE/ 
LOAD な ど , ファ イル 処理 も 機能 的 で , と て 
も 使い や すく な っ て いま す 。 

また , MIDI の サポ ー ト も 十分 で , ベン ダー 
情報 や 音色 番号 の デー タ な ども 送る こと が で 
きま す 。 正 直 い っ て , MIDI シン セ サ イ ザー が 
1 台 や 2 台 で は , も っ た いな い ソ フト だ と い 
える で し ょ う 。 い っ た ん この ソフ ト を 使っ た 
bitk, MIDI シス テム は 拡大 し て ゆく 一 方 
の よう な 気 が し て な り ま せん 。 


パソ コン の ワー プロ は 使い も の に な ら な い 
ーー と 思っ て いる 人 も まだ た くさ ん いる よう 
で す が , それ は と ん で も な い 誤 り で す 。 確 か 
に 初期 の パソ コン 用 の ワー プロ で は , 音 訓 変 
換 し か で き な い , 変換 速度 が 遅い , 編集 機能 
299, eee な ど , 問題 の ある も の が 多く , 
個人 用 と し て た ま に 使 う の な ら と も か く , Е 
ジネス 用 , 実用 と し て は も う 少 し , と いわ れ 
で て きた る も の で すず 。 る が 。 と と ちる 年 さら ちゃ 
の うち に , 16 ビ ピッ ト 機 を 中 心 に , ビジ ネス 用 
に も 十分 耐え うる 優秀 な ワー プロ ソフ ト が 
次 々 に 登場 し て きま し た 。 そ し て , 今日 で は , 
ビジ ネス に パソ コン の ワー プロ を 使う と ころ 
も だ いぶ 多く な っ て き て いま す 。 

さて , 16 ビ ッ ト 機 で は すでに 高い 評価 を 得 
て いる 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ < 即 戦力 >。 今 
回 8 ビット 機 の 最高 機種 X1 Z ХІ turbo 用 
の < 即 戦力 > を 試用 する 機会 を 得 た の で さっ 
そく 使っ て み ま し た 。 

は た し て < 即 戦力 > は 評判 どおり 本 当 に 優 
れ た ソフ ト で ある か , < 即 戦力 > は その 名 の と 
お り 即 戦力 と な る か о 

結論 か らい う と, <〈 即 戦力 > は や は り 素 晴 ら 
し い ソ フト で し た 。 そ し て , < 即 戦力 > は , £ 
の 大 胆 な 名 前 の と お り , 確か に 即 戦力 と な る 
ソフ ト で も あり まし た 。 

8 ビッ ト 機 で あり な が ら 16 ビ ッ ト 機 の 能 
を 持つ X1 turbo・X1 シリ ー ズ 。 そ の ワー プ 
ロ ソ フト < 即 戦力 > も また , 16 ビ ッ ト 機 用 の 
ソフ ト 並 の 機能 を 持ち , コス トペ パフォー マ 
ンス 抜群 の ソフ ト で ある と いえ ます 。 


く 即 戦力 > に は 3 枚 の ディ スク と 2 冊 の マニ 
ュ ア ル が 用 意 さ れ て いま す 。 
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| ө 日 本 大 ワ ー ド ブロ セッ サ (MRH) 


ED 25 


4^< 即 戦力 > 


ディ スク の 内 容 は それ ぞ れ 次 の と お り で す 。 
ТЕСТА” 4 2 

< 即 戦力 > の プロ グラ ム が 入っ て いま す 。 

・ 辞 書 デ ィ ス ク 

約 4 万 語 の 熟語 が 登録 され て いて , 漢字 変 
換 す る と き に 必要 で す 。 

・ ビ ジネス 文書 ディ スク 

文書 ア ィ スク は ユー ザー が 作っ た 文書 を 保 
存 し て お くだ た め の も の で す 。 用意 され て い 
る ビジ ネス 文書 ディ スク に は , 文例 が 約 50 
も 収め られ て いま す 。 最 初 の 文書 ディ スク 
と し て も 使用 で きま す 。 


文書 ディ スク を 作る と き は フォ ー マ ッ ト と 
いう 作業 が 必要 で , 慣れ な い 人 に と っ て は な 
か な か や っ か いな 仕事 で す が , と りあ え ず 1 
枚 は ビジ ネス 文書 ディ スク と し て 用 意 さ きれ て 
いる の で 助かり ます 。 

マニ ュ ア ル に つい て は , くわ し い 取 り 扱 い 
説明 書 の ほか に , ひと と お り の 使い 方 を 解説 
し た 「15 分 間 マ ニュ アル 」 が 大 変 便利 。 新 し 
い ソ フト を 使う と き , マニ ュ ア ル を 隅 か ら 隅 
まで 読ん で か ら 使 い 始 め る 人 は , まず いま せ 
ん 。 一 刻 も は や く 動 か し た い , と 思う の が ふ 
つう 。 そこ で , この 「15 分 間 マ ニュ アル 」。 実 
際 に これ を 読み な が ら 試 し て みた と ころ , 多 
少 ワ ー プ ロ に つい て は 心得 が あっ た か ら で し 
ょ う か, 15 分 も か か ら ず に マス ター で きた の 


に は 驚き まし た 。 こ の マニ ュ ア ル を 読ん で 基 
本 的 な こと を 初心 者 が 15 分 ぐら いで マス ター 
で きる , と いう の は 少し も オー バー で は な い , 
と 思い まし た 。 

で は , この 「15 分 間 マ ニュ アル 」 に し た が 
っ て 操作 を 進め て み ま し ょ う 。 


電源 ON の 後 , ドラ イブ 0 に プロ グラ ム デ 
ィ ス ク , ドラ イブ 1 に ビジ ネス 文書 ディ スク 
を 入れ , [F| キー か リセ ッ ト ポ タン を 押し ま 
す 。 あ と は 画面 に 表示 され る 指示 に し た が っ 
て 操作 を 進め る だ け だ か ら 人 簡単 で す 。 

タイ トル が 現れ , 「 し ば らく お 待ち 下さ い 」 
と いう メッ セー ジ が 表示 され , し ば らく する 
k, プロ グラ ム デ ィ ス ク を 辞書 ディ スク に 入 
れ 換え る よう 指示 が 出 ま す 。 そ こ で 指示 に し 
た が い , ディ スク を 交換 し た 後 , [| を 押し ま 
す 。 

する と , 図 5.1 の よう な 画面 が 表示 され ま 
す 。 こ の 画面 は , 仕事 選 
択 ぐ 第 一 画面 とい い , 
ここ で ユー ザー は どの 作 


業 を 行う か 選択 し ます 。 -a 
画面 は 具体 的 を 表現 な の 
で わか りや すい で すね 。 


図 5.2 文書 入力 画面 


ガイ ドラ イン 
(カー ソル の 桁 位置 ) 


左端 の [その 他 | キー 
(A [F 1] ) を 押す と , 
ファ ンク ショ ン キ ー 
の 機能 が AーE の 5 
段階 に 切り 換わる 。 


4444444444 444444 


商品 の 注文 書 


取引 開始 の 申し 込み 状 


[第 一 ] あな た の 仕事 は …1. 2, 3. 4. 5,6,7. 
. 新しく 文書 を 作成 する 

。 文書 を 修正 する 

。 他 の 文書 を ベー ス に 新しい 文書 を 作成 する 


. 文書 を 印刷 する 

. 文書 の 書式 を 決め る 

・ ユー ティ リティ ー 

。 忙 しく な っ た の で 終わ り た い 


図 5.1 仕事 選択 ぐ 第 一 画面 


「 新 し い 文書 を 作成 する 」 の で 1 を 選択 し ま 
す 。 

する と , 図 5.2 の よう な 画面 に 変わ り ます 。 
画面 に は すでに 登録 きれ て いる 文書 が 1 行 お 
き に 表示 され て いま す 。 こ こ で , これ か ら 作 
る 文書 の 名 前 を 決め て , 好き な 位置 に 文書 名 
を 入力 し |Z| を 押し ます 。 

画面 は 図 5.3 の よう に な り ま す 。 

* 今後, た と えば AlF1 | は , 左端 の ファ ンク 
ショ ン キ ー 表 示 メ ニュ ー (A~E) が A の と 
ас, |F1| を 押す , と いう 意味 で 使い ます 。 


好き な 位置 に 作成 する 文書 名 を 入れ て リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 


84 年 11 月 20 日 9 時 0 分 ブン ショ 23 


84 年 11 月 20 日 9 時 0 分 ブン ショ 24 


x x< X X x X 0 X X X X X x x< x x 


4 行 【 か な 】 


'A( そ の 他 |[ 無 変換 [カタ カナ | パック] 変 換 | SHiFT TE aa] А Ж ж Eza 


図 5.3 文書 作成 画面 
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文字 の 入力 は ひら が な , ロー マ 字 の どちら 

で も で きま す が , 最初 は ひら が な に 設定 され 

て いま す 。 そこで , カナ キー は 押し 込ん だ 状 

態 に し て お きま す 。 画面 の 右 下 に 入力 方 式 が 

表示 され て いる の で , そこ を 見 れ ば 現在 の 入 

力 方 式 が すぐ に わか り ま す 。 
操作 は お も に ファ ンク ショ ン キ ー を 使っ て 

行わ れ ま す が , その 機能 は 画面 の 下 に 表示 さ 

れ て いま す 。 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 機能 は , 

[その 他 | キー([F1]) で A~E の 5 段階 に 切り 

換え る こと が で きま す 。 わ か りや すく , 操作 

性 も よい の で , 一 度 使え ば どの 機能 もち も すぐ に 

覚 を られ る で し ょ う 。 
さき て, 最初 に 入力 する の は 

これ か ら 簡 単 な 文章 を 入力 し ます 。 

と いう 文章 で す 。 

Ш まず ,「 こ れ か ら 」 と キー イン する と , m 
面 に は 白色 の 文字 が 表示 され ます 。 

漢字 に する 必要 は な い の で 「 無 変換 」 キ 
ー (AlF2|) を 押し ます 。 

(2) 次 に 「 か ん た ん な 」 と キー イン し て | 変換 
キー (AlF5|) を 押し ます 。 す る と 「 か ん 
た ん な 」 と いう 文字 が 一 瞬 の うち に 「 簡 単 
な 」 と いう 文字 に 変換 され ます 。 


ве на 
これ か ら か ん た ん を W 
・ 


緑色 黄色 白色 
これ か ら 簡単 Zc # 


変換 機能 は 文節 単位 で , 変換 速度 も 速く , 
申し 分 あり ませ ん 。 
(3) この 後 も 次 の 手順 で 行っ て , 簡単 に 目的 
の 文章 を 得る こと が で きま す 。 


緑色 白色 
これ か ら 簡 単 な ぶん し ょ う を 国 


L Ba 
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#2 — 12Р 
これ か ら 簡 単 な 文 章 ®# 


{ 


緑色 не 
МЕРТ БЫН ТЕС 
これ か ら 簡 単 な 文 章 を に ゅ うり ょ くし ます М 


ЕЗ 


緑色 не 
これ か ら 簡 単 な 文章 を 入力 し ます 。 国 


244%, 「15 分 間 マ ニュ アル 」 で は 文章 の 削 
除 や 修正 の し か た を 説明 し ます 。 

削除 の 練習 で は 「 人 簡単 な 」 を と っ て 「 こ れ 
か ら 文 章 を 入力 し ます 。」 に 変 た ます が , 操作 
は いた だ た っ て 簡単 。 カー ソル 移動 キー で 「 文 」 
の 上 に カー ソル を 合わ せ |[DEL| キ ー を 3 回 
押す だ け で す 。 

挿入 の 練習 で は 「 ハ ッ ピ ー を 」 入 れ て ,「 こ 
れ か ら ハ ッ ピ ー な 文章 を 入力 し ます 。」 に 変え 
ます 。 カー ソル 移動 キー で 「 文 」 の 上 に カー 
ソル を 合わ せ | INS ] キー を 押し , あと は 「 ハ 
ッ ピ ー な 」 と 入力 する だ け 。 カ タカ ナ は 「 は 
っ ぴー」 と 入力 し て か ら | カ タカ ナ | キ ー (А 
[F3) を 押し ます 。 _ 

以上 の 基本 的 な 操作 の 練習 が 終わ る と , 次 
に , 

日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サー 即 戦 力 は 高 
い 実 戦 能 力 を 持っ て いま す 。 
と いう 文章 を 例 に , も う 少 し 変換 機能 の 実験 
を し ます 。 ま た , 重 変換 機能 に つい て も 確か 
め ま す 。 

重 変換 機能 と いう の は 「 実 戦 能 力 」 の よう 
な 複合 語 (いく つか の 熟語 が 組み 合わ さっ て 
で きる こと ば ) を 変換 する 機能 の こと で す 。 

この 機能 を 使う と , た と えば 「 じ っ せん の 
うり ょ く 」 と いう 複合 語 を , 変換 キー を 押し 


て 「 実 戦 の う D k <j), 重 変換 キー (А 
[SHIFT | + [F5|) を 押し て 「 実 戦 能 力 」 と , 
続け て 変換 する こと が で きる わけ で す 。 

この 変換 機能 に は 回 数 の 制限 が な い の で , 
た くさ ん の 語 か ら で き る 複合 語 で も 連続 し て 
変換 する こと が で きま す 。 こ れ は な か な か 便 
利 な 機能 で す 。 

この 「15 分 間 マ ニュ アル 」 で は , その ほか 
с, 印刷 の 書式 の 指定 の し か た や 拡大 文字 の 
作り 方 , 右寄せ 表示 な ど を 説明 し て いま す 。 

以上 の 練習 で , 基本 的 な 機能 や 操作 方 法 は 
十分 に お わか り に な る と 思い ます が , も ちろ 
ん < 即 戦力 > の 機能 は これ だ け で は あり ませ 
ん 。 そこで, 次 に 別 の 例 で も う 少 し くわ し く 
< 即 戦力 > の 機能 に つい て 調べ て み ま し ょ う 。 

それ で は , 続い て , 特殊 文字 ・ 記 号 の 表示 
の し か た を みて み ま し ょ う 。 

それ ぞ れ の 特殊 文字 ・ 記 号 は , 「 ぃ っ ぱん き 
ご う 」,「 が くも ゅ つき ご う 」「 た ん いき ど ご 
う 」,「 き し じゅ つき ご う 」 の 名 称 で 登録 され て 
いま す (それ ぞ れ 個別 の 名 称 で も 登録 され て 
いま す )。 

表示 の し か た は , 漢字 変換 の 場合 と 同じ し で, 
ひら が な で た と えば 「 が くじ ゅ つき ご う 」 の 
よう に 入力 し て か ら ,| 変 換 | キー( BIF5| ま た 
は |XFER|) を 押し ます 。 す る と メッ セー ジ 行 
に 特殊 文字 ・ 記 号 が 表示 され る の で , 目的 の 
文字 が 表示 され る まで 変換 キー を 押し 続け ま 
+ ( 表 5.1 参 照 )。 目 的 の 文字 が 現れ た ら 
[H TAB| キー を 押し て 変換 作業 を 終了 し ま 
す 。 


NEE 


文字 は 全角 (通常 の 大 き さ ) の ほか , 半角 


表 5.1 
各 名 称 別 特殊 記号 ・ 文 字 


ーー 


いっ ぱん きごう ※ A | 1 % 8 
>» < = С @ £ % О 


Мы «т е-е 


(半分 の 大 き さ ), 倍角 ( 横 2 倍 ), ИА (М 

1) の 大 き さ で 表す こと が で きま す 。 た だ 
し , 半角 文字 で きる の は アル ファ ベッ ト ・ 
数 字 ・ カ タカ ナ だ け 。 ひ ら が な や 漢字 は で き 
ませ ん 。 も っ と も これ は どの ワー プロ で も 同 
し で すね 。 ま た , 拡大 文字 は どの 文字 に 対し 
て も 表示 で き , 1/4 角 文 字 は 数 字 に 対し て だ 
け で きま す 。 

それ で は まず 。 「 ッ ペー ツナ ルコ ヨシ ピュ ビア 」 
と いう 文字 を 表示 し て , これ を 半角 文字 に 変 
で あま し ょ うす 。 

「 ば ー そ な る こん ぴゅ ー だ 」 と キー イン し た 
b, | カタ カナ | キー(A [Е3]) を 押し ます 。 す 
2k, 「 パ ペパー ソナ ルコ ンピュータ 」 と な り ま す 
ね 。 次 に | 半角 | キー (BlF3|) を 押し ます 。 
спс, 白色 の 全角 で 表示 され て いた 文字 「>* 
ー ソ ナル コン ピュ ー タ 」 は 半角 文字 に 変わ る 
は ず で す 。 ま た も と に 戻し た いと き は , も う 
一 度 | 半 角 | キー を 押し ます 。 文字 は 再び 全角 
で 表示 され ます 。 

次 に , この 文字 を 拡大 し て み ま し ょ う 。 

| 拡 大 | キー(B [ғ2]) を 押し ます 。 続 け て 押 
す と , も と の 大 き さ の 文字 に 戻り ます 。 文字 
が すでに 緑色 に 変わ っ て いる 場合 は , カー ソ 
ル 移 動 キ ー で その 文字 の 上 を 左 か ら 右 に な ぞ 
ос, 白色 に し て か ら | 拡 大 | キー (B [F2]) 
を 押し ます 。 白色 表 示 の と きのみ 変換 作業 が 
可能 だ か ら で す 。 

今度 は 妨 角 表示 で す 。 名 角 文 字 に は , Eft 
き 文 字 (2? な ど ) と 下 付き 文字 (Н.О な ど ) 
と が あり ます 。 た だ し , 妨 角 表示 が で きる の 
は 数 字 だ け で す 。 

まず 以 角 表 示 (上 付き 文字 0 を し た い 部 分 
を 含む 文章 を 入力 し ます 。 


ӨУША т 
ес 


“ҰҮлетлбо-- = м = 
£ Ñ < < * эт ық” = = = 
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「2 の 3 乗 は 2? と 書き ます 」 を 入力 し て み 
まし ょ う 。 ま ず 全 角 の まま 入力 し ます 。 


全部 白色 
2 の 3 じょう は 2 3 と か きま す 国 


は じ め は 全角 の まま 入力 


次 に ,「2 の 3 じょう は 」 ま で を 漢字 か な 混 
し り 文 に 変換 し ます 。 変換 し た ら , MARI 
(上 付き ) を し た い 部 分 の 文字 を 白色 に し て 
か ら , (ИА|%- (B [|F4|) を 押し ます 。 
X1 と X1 turbo で は 下 付き , 上 付き 文字 の 
画面 上 で の 表示 の し か た が 違い ます が , も ち 
ろ ん 印 刷 さ れる と き は 同じ で す 。 


X1 turbo 


1 半角 文字 で 黄色 


続け て も う 一 度 | 外角 キー(|BF4|) е 
す と 下 付き 表示 に な り , さら に も う 一 度 押せ 
ば も と の 全角 表示 に 戻り ます 。 


1 半角 文字 で 赤色 


以上 , 文字 の 入力 , 表示 の し か た を みて き 
まし た 。 豊富 な 機能 と スピ ー デ ィ な 処理 , fü 
単 で わか りや すい 操作 な ど 即 戦力 の 特徴 が だ 
いぶ は っ きり し て きま し た 。 ほ か に も , よく 
使う 熟語 や 短文 を 登録 し て お き , 文書 作成 中 
に 簡単 に 呼び 出す こと が で きる 機能 も つい て 
в), 作業 の 能率 を アッ プ す る こと が で きま 
す 。 


0 全角 , 


パー ソナ ルコ ンピュータ 
ハ *ー リ ナル コン ッ ヒ * ュー タ 


ラマ ーー ジジ —-- ж, сд 


1“. 
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ИСА 


それ で は , 次 に 編集 ・ レ イア ウト 機能 を 調 
«ТАЗ, 59. 

文書 作成 中 で も , 作成 後 で も いろ いろ と 手 
を 加え て 自由 に レイ アウ ト で きま す 。 

・ 中 央 寄せ (セン タリ ング ) 

文字 を 中 央 に 移動 する 。 

・ 右 寄せ 

文字 を 右端 に 移動 する 。 

・ 左 寄せ 

文字 を 左端 に 移動 する 。 

以上 は , それ ぞ れ | 中 央 寄せ | キー (В 
+ ) ж = (В 
+ ), $= (В 
| SHIFT |+ [Е3]) で 行い ます 。 

・ 下 線 (アン ダー ライ ン ) 

下線 は , 下線 を 引き た い 部 分 の 文字 を 白色 
に 変え て か ら | 下 線 | キー (BIF5|) を 押し ま 
Fe | 

文書 中 で 特に 強調 する 文字 に 対し て アミ を 
か ける こと も で きま す 。「 パ ペー ソナ ルコ ン ピ ュ 
ー タ 」 に アミ を か け て み ま し ょ う 。 
先ほど 書い た 「 パ ペー ソ ナル コン ピュ ー タ 」 
と いう 文字 は , 変換 が 終了 し て 緑色 に な っ て 
いま すね 。 < 即 戦力 > で は , さま ざま な 作業 を 
する と き に は , 文字 を 白色 に し て か ら 行 いま 
+, そこで, 7 š を か けた い 部 分 の 先頭 に カ 
ー ソ ル を も っ て いき , カー ソル 移動 キー で そ 
の 部 分 を 左 か ら 右 へ な ぞ り ,「 パ パー ソナ ルコ ン 
ピュ ー タ 」 を 白色 に し ます 。 

же, | 網 か け | キー (B| SHIFT |+ [ғ1]) 


を 押し ます 。 す る と 「 パ ー ソ ナル コン ピュ ー タ 」 


半角 , 拡大 , МАБ. Fffš g 7 F 72 F fl 


文字 は 緑色 
ー ソ ナル コン ピュ ー タ マヤ 
先頭 に カー ソル を 移動 
1 


パー ソナ ルコ ンピュータ М 
kE ーー 


1 5-ум 
を な ぞ る 


1 
白色 に 変わ る 


の 文字 が 反転 表示 され , アミ か け 作 業 が 終了 
し た こと を 示し ます 。 


アミ か け の プリ ント アウ ト 例 


と ころ で , 後 で 半角 , 倍角 , ИЯ, アン ダ 
ー ラ イン , アミ か け な ど を 指定 し た 文字 を も 
と に 戻す に は どう し た ら よ いで し ょ う 。 

その 場合 は , 次 の 解除 機能 を 使い ます 。 解 
除 し た い 文 字 を 白色 に 変え , | 解除 | キー (В 
| SHIFT | + [F2|) を 押せ ば 何 も 指定 し て い 
な い 状 態 の 全角 文字 に 戻り ます 。 

この は ほか, 改行 , 改 頁 , 行 挿入 , ШЕ, 行 
削除 , 移動 , 複写 な どき さま ざま な 機能 が 簡単 
な 操作 で 行え る , レイ アウ ト ・ 編 集 が スム ー ズ 
に 進み ます 。 

それ で は , 次 に 野 線 を 引い て 文字 を 囲ん で 
み ま し ょ う 。 

野 線 の 引き 方 は 簡単 で , [GRAPH] + [7], 
[2], [と | | は | キー を 押し ます 。 時 そ 線 を 消す と 


š は 。 [GRAPH] + | SHIFT | + [7], [z |, 
| と | は | キー か スペ ー ス キー を 使い ます 。 


先ほど 作っ た 最初 の 文書 を 文書 ディ スク に 


[第 二 ] あな た の 仕事 は …1. 2. 3. 4. 5. 6. 7. 
1. 修正 を し な お す (文書 画面 に 戻る ) 

. 印刷 する 

。 次 の 文書 を 作成 ・ 修 正 ・ 印 刷 す る 


・ 他 の 文書 を 混合 する 
. 文書 名 を 変更 する 

. この 文書 を 削除 する 
. 文書 の 書式 を 決め る 


図 5.4 仕事 選択 ぐ 第 二 画 面 


登録 し て , 保存 し て お く こ と に し まし ょ う 。 

文書 作成 が 終了 し た ら , | 終了 他 | キ ー (А 
[| SHIFT |-|ғі) を 押し て くだ さい 。 す る 
と , 仕事 選択 て 第 二 > 画 面 と 呼ば れる 画面 が 
表示 され ます 。 

も ちろ ん , ここ で すぐ に 印刷 する こと も で 
きる し , 気に入ら な けれ ば 削除 する こと も で 
きま す 。 

登録 する に は 3 を 選択 し ます 。 新規 に 作成 
し た 文書 の 場合 は 自動 的 に 文書 ディ スク に 書 
き 込 まれ , すでに 登録 ずみ の 文書 の 場合 に は , 
文書 登録 画面 が 表示 され ます 。 

文書 の 登録 


ХЕ жї 1 
1 . 今 , 作成 ・ 修 正 し た 文書 は この まま 保存 する 


2 . 今 , 作成 修正 し た 文書 は 名 前 を 変え て 保存 する 
3 . 今 , 作成 修正 し た 文書 は 無効 と し , 修正 前 の 文 
書 を 残す 


図 5.5 文書 登録 画面 

この まま 保存 する 場合 に は , 1 を 選択 し て 

くだ さい 。 文 書 デ ィ ス ク に 登録 され ます 。 終 了 
後 は 最初 の 仕事 選択 ぐ 第 一 > 画面 に 戻り ます 。 


MA 


それ で は , 作成 し た 文書 を 印刷 し て みる こ 
と に し まし ss 

仕事 選択 ぐ 第 一 > 画面 で 4 を 選択 し, 登録 
ずみ の 文書 を 印刷 する か , 文書 作成 後 , 仕事 
選択 て 第 二 > 画 面 で 3 を 選択 し , 作成 し た 文 
書 を 印刷 する 方 法 と が あり ます 。 

それ ぞ れ の 画面 で 印刷 を 選び , 印刷 書式 設 
定 の 画面 に 進み まし ょ う 。 印 刷 書式 設定 の 画 
面 で は , 次 の 項目 が 設定 で きま す 。 
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‚ 印刷 部 数 
印刷 方 向 ( 縦 書 か 横 書 ) 
印刷 開始 頁 
. 印刷 終了 頁 
. 差込み 指定 

5 の 差込み 指定 と は , 案内 状 な ど 相 手先 名 
だ け を 変え て 大 量 に 文書 を 作る と き , も と に 
な る 文書 と 相手 先 名 を 別々 に 登録 し て お き , 
印刷 の と き に 相手 先 名 だ け を 変え て 文書 を 作 
る よう に する 指定 で す 。 

印刷 書式 の 設定 が すむ と , 続い て 文書 書式 
の 設定 を し ます 。 文書 書式 の 設定 に 変更 が な 
い 場 合 は , キー を 押せ ば すぐ に 印刷 に か 
か り ま す 。 文書 書式 の 設定 を 行う 場合 は |F1| 
キー を 押し , 文書 書式 画面 へ 進み ます 。 

文書 書式 設定 画面 で は , 次 の 項目 が 設定 で 
きま す 。 
1, プリ ンタ の 設定 


сл > CO N н 
. 


いろ いろ な タイ プ の プリ ンタ に 設定 で き ~ 


ます s 
2. 印刷 用 紙 
А4, A5 サ イズ 紙 や ロー ル ペ ー パ ペー 紙 
(10X11・15 X11 イン チ ), タッ クシ ー ル 
紙 (8 X10 イン チ ) が 使え ます 。 
3. 1 頁 行 数 
4. 1 行文 字数 
5, 文字 間隔 
ж, Т, 中 , X, の 4 段階 が 選べ ます 。 
6. REL 
1 枚 の 紙 に 並べ て 2 頁 分 印刷 し ます 。 


も と に な る 文書 
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図 5.6 袋 と じ 印 刷 


7, 入力 方 式 (カナ 入力 と ロー マ 字 入力 ) 
設定 が 終了 し た ら 印 刷 を 開始 し ます 。 
IF5| キー を 押し て くだ さい 。 
設定 が 終了 し た ら 仕 事 選択 ぐ 第 一 画面 に 
戻り ます 。 
_ 以上, < 即 戦力 > を 使い , 文書 を 作成 , 印刷 
する 手順 を みて きた わけ で す が , < 即 戦力 > に 
は まだ まだ いろ いろ な 機能 が あり ます 。 た と 
えば , 文書 作成 中 に , 任意 の 場所 に ほか の 文 
書 を ディ スク か ら 読 み 込ん で 挿入 する , 文書 
中 の 任意 の 単語 を 検索 する , 文書 中 の 特定 の 
語 を すべ て ほか の 語 と 入れ 換え る , …… な ど 
の 機能 が あり ます 。 


図 5.7 差込み 指定 時 の 印刷 


8 ビッ ト 機 用 の ソフ ト で あり な が ら 16 ビ ッ 
ト 機 用 ソフ ト 並 の 機能 を 誇る < 即 戦力 >。 特 に 
X1 turbo で 使用 する 場合 に は , 操作 性 と い 
い , 漢字 変換 機能 , 表示 スピ ー ド と いい 申し 
分 あり ませ ん 。 

「15 分 問 マニ ュ ア ル 」 と いう アイ デア も よ 
<, も う 一 方 の くわ し い ぃ 取り扱い 説明 書 の 構 
Ж, 内 容 も , 練り に 練っ て 作り 上 げた も の ら 
し く , 必要 な こと が も れ な く , 探し や すく , 
わか りや すく 書い て あり ます 。 

また , ビジ ネス 文書 で ディ スク に 収め られ 
て いる 約 50 も の ビジ ネス 向け 文例 も , すぐ に 
実務 に 役立ち そう で す 。 

く 即 戦力 > は その 名 の と お り 「 即 戦力 」 で あ 
り , 以上 の 優れ た 機能 を 持ち な が ら 55,000 円 


と いう 低 価格 。 結論 は コス ト パ フ ォ ー マ ンス 
抜群 の 優秀 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ , ku 
(な を だろ で も し だ 。 


く 用 紙 サ イズ > А4 ВА (БӘЖ) В5 10x114 
ンチ 15X11 イ ンチ 8 X10 イ ンチ (タッ クシ ー 


@ 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ < 即 戦力 > の 概要 
開発 : サム シン ググ ッ ド 


発売 : シャ ー プ 株 式 会 社 ル ) 

対象 機種 : X1 turbo・X1 シリ ー ズ (5 イン チ 2 < 文書 管理 > 文書 名 登録 (か な 漢字 まじ り 15 文 字 
D) まで ) 文書 名 変更 文書 名 一 覧 表示 文書 複写 
価格 : 55,000 円 文書 併合 

仕様 ・ く 文書 量 > 1 文書 最大 文字 数 16.000 文 字 (32K) 


< 商品 構成 > プロ グラ ム デ ィ ス ク 1 枚 辞書 ディ 
スク 1 枚 ビジ ネス 文書 ディ スク 1 枚 15 分 間 マ 
ニュ アル 1 部 取り 扱い 説明 書 1 部 保証 登録 カ 
ー ド 1 通 

く 入力 方 式 ? か な ロー マ 字 JIS コー ド 

< 変換 の 種類 > ひら が な っ 漢字 ひら が な カタ 
カナ EAR (複合 語 の 変換 ) 再 変換 (変換 し 
忘れ た 部 分 の 変換 ) 

< 文字 の 大 きき > 全角 半角 ( 英 数 字 カ タカ ナ ) 
倍角 ИЯ (数 字 ) 

く 編集 機能 > 訂正 ЖА 削除 移動 複写 検 
Ж 置換 中 央 寄せ 右寄せ 左寄せ 下線 綱 
か け 改行 ЖА ЖШ タブ 設定 可 外字 登 
録 40 字 禁則 可 上 下 ス クロ ー ル 左右 スク ロー 
ル (最大 82 字 ) 前 画面 ・ 次 画面 表示 АНЕ X 
頭 ・ 文 末 呼 び 出し 真 ・ 行 ・ 桁 位置 表示 
< 印刷 > 印刷 枚数 ・ 用 紙 サ イズ ・ 印 刷 範 囲 の 指定 
т 縦 書 ・ 横 書 1 頁 行 数 ・1 頁 文字 数 の 指定 可 
文字 間隔 ・ 改 行 幅 (用 紙 の 大 き さ に より 自動 設定 ) 
差込み 印刷 宛名 書き 印刷 ・ 袋 と じ 印 刷 可 


1 ディ スク 最大 文字 数 15 万 字 1 ディ スク 最大 文 
書 数 6 0 文書 
< 辞書 > 登録 済 4 万 語 オ ユー ザー 登録 8.000 語 (40 
K) 短文 登録 16 個 (読み 最大 12 文 字 , 短文 最大 
120 文 字 ) 
く < プリ ンタ 種類 > 
SHARP CZ-800P CZ-8PD2 CZ-80PK 
CZ-8PK2 CZ-8PN1 
MZ-1P06 М2-1Р07 М2-1Р08 
MZ-1P03 MZ-1P11 М2-1Р04 
MZ-1P10 MZ-1P11A MZ-1P14 
EPSON RP-80 RP-80K RP-80II 
RP-80F / ТП RP-80F / TIIK 
RP-80IIK FP-80 ЕР-80К 
UP-130K IP-130K 
NEC PC-PR201 PC-PR101 PC-8822 
< ユー ティ リティ > 文書 ディス ク の フォ ー マ ッ ト 
文書 ディ スク の バッ クア ッ プ 文書 コピ ー 辞書 
ディ スク の バッ クア ッ プ 文書 一 覧 表 の 印刷 


現代 は 情報 化 社 会 と いわ れ , 慕 大 な 量 の 情 
報 が 飛び か っ て いま す 。 そ こ で は , どれ だ け 
迅速 に か つ 効 率 よ く 目 的 と する 情報 を 手 に 入 
れる か が 大 き な 意 味 を も つよ うに な っ て き て 
いま す 。 そ の た め に は , た くさ ん の 情報 ( デ 
ー タ ) を 収集 し, 整理 し 。 いつ で も 取り 出し 
て 使え る に よう に 管理 し な けれ ば な り ま せん 。 

この よう に し て 整理 され , きち ん と 管理 さ 
れ て いる デー タ の 集まり (ある い は , その シ 
ステ ム ) を デー タベース と いい ます 。 

と ころ で , この よう に し て 集め られ た た く 
さん の デー タ の 集まり の 中 に は , お 互い に 関 
連 性 が ある も の も あり ます 。 そ うな る と , ж 
理 し た デー タ の 集まり を さら に 整理 し て 管理 
する 必要 が 出 て きま す 。 

そこ で , デー タベース を 機能 アッ プ し , > 
ー タ ベー ス 間 の 結び つき まで も 管理 し よう と 
いう こと に な り ま し た 。 ど の よう に 機能 アッ 
プ す る の か と いう と , 

(1) 1 つの デー タ の 集まり (ある 結び つき , 
た と えば , A 商 店 の 1 か 月 の 売上 げ ) か ら 
いく つか の デー タ を 抜き 出し て , 新しい デ 
ー タ の 集まり (た と えば , A 商 店 の B の 品 
1 か 月 の 売上 げ ) を 作る 。 

(0) 2 つ 以 上 の デー タ の 集まり (A 商店 の 1 
か 月 の 売上 げ と C 商 店 の 1 か 月 の 売上 げ ) 
か らい くつ か の デー タ を 抜き 出し て , 新 し 
い デ ー タ の 集まり (た と を えば, も っ と も よ 
く 売れ た 商品 と その 売上 げ ) を 作る 。 
この よう に , 1 つ , ある い は それ 以上 の デ 

ー タ の 集まり の 中 か ら 新 し い 関 係 (リレー シ 

ョ ン ) を 作る 機能 を 持つ デー タベース (シス 
テム ) を , リレー ショ ナル デー タベース と い 
いま す 。 
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U セー ジ ショ ナル デー タタ ペー スス は , きま ぎざぎざ 
まな 視点 か ら デ ー タ を と ら え 直す こと が で き 
る の で , すぐ に は 気がつか な いち ょ っ と し た 
変化 に も 素早 く 対 応 で きま す 。 


ЕРЕ 

(ОАту2>5Ж Зан СӨ ГЕРИ 
Жі 13, 8 ビッ トマ シン で この リレー ショ 
ナル デー タベース を 実現 し た も の で す 。X1 

turbo 用 の 場合 漢字 表示 , 印刷 も 可能 で , Ж 

ー ム ユー ス は も ちろ ん , ビジ ネス ユー ス に も 

利用 で きま す 。「 ビ ジレ ス 」 の 主 な 特徴 は 次 の 

と お り で ず 。 

ө 横 130 文 字 26 項 目 以内 , 縦 999 行 以内 で 自由 
に 表 を 作る こと が で きる 。 

e 検索 機能 の 処理 スピ ー ド が 速い 。250 個 の デ 
ー タ の 中 か ら 有 目的 と する デー タ を 0.5 秒 で 
検索 する こと が で きる 。 

@ 列 単位 ( 横 方 向 ) で 演算 が で きる 。 縦 方 向 
の 集計 も 簡単 。 

@ デー タ の 並べ 換え (ソー ト ) が で きる 。 

e よく 使 う 手順 を プロ グラ ミン グ し , 自動 処 
理 す る こと が で きる 。 
ビジ レス で 作業 を 進め る に は , ビジ レス に 

備わっ て いる 命令 を 使い ます 。 この 命令 は , 
1 文字 の アル ファ ベッ ト で 行い ます が , いく 

つか の 命令 を 組み 合わ せな た 指示 を 与え る こと 

も で きま す 。 

で は , 実際 に 表 を 作成 する 場面 を イメ ー ジ 

し な が ら , ビジ レス が どん な ソフ ト な の か 具 

体 的 に 理解 し て いた だ く こ と に し まし ょ う 。 


マニ ュ ア ル の 最初 に , 陽子 さん の 買い 物 の 
記録 が び 表 に な っ て いる の で , ここ で も 陽子 さ 
ん に 登場 し て も らい ます 。 ま た , 新た に 第 の 


武司 君 に も 登場 し て も ら う こと に し まし ょ う 。 
2 人 の 買い 物 の 記録 は 次 の と お り で す 。 
6 月 2 日 陽子 ケー キ 2 個 (200X2) 
武居 ミカ ン 10 個 (50х10) 
6 月 4 日 陽子 リン ゴ 5 個 (150X5) 
Кн) リン ゴ 3 個 (150X3) 
6 月 5 日 陽子 ケー キ 2 個 (200х 2) 
6 月 7 日 陽子 ミカ ン 5 個 (50X5) 
武司 リン ゴ 5 個 (150X5) 
と りあ え ず 以上 の 記録 を , ビジ レス を 使っ 
て 表 に し て み ま し ょ う 。 
まず , 表 の 形式 を 設定 し ます 。 左 か ら , H 
H, 買っ た 人 の 名 前 , 品名 , 買っ た 個数 , 1 
個 の 値段 , 金額 と いう 項目 に し まし ょ う 。 
F と いう フォ ー マ ッ トコ マン ド を 実行 し ま 
す 。 こ れ は , これ か ら 表 の 形式 を 設定 し ます 
よ , と いう 命令 で す 。 
まず , 項目 名 を 入力 し まし ょ う 。 数 値 を 入 
力 し た り , 計算 で 出し た りす る 数 字 項 目 は , 
頭 に # を つけ , 文字 項目 は $ を つけ ます 。 


$ 月 日 $ 名 前 $ 品名 # 個 数 # 値 段 # 金 額 


ХІ turbo の 場合 は 項目 名 を 漢字 で 表示 す 
る こと が で きま す が , X 1 シリ ー ズ の 場合 は 
カタ カナ に な り ま す 。 画 面 に は 目盛 り が 表示 
され て いる の で , その 目盛 り に 合わ せ て 項目 
の 横幅 を 決め ます 。 


0ттттттттттттттттттт2ттттттттт3ттттттттг4 
$ 月 日 $ 名 前 $ 品 ЕӨЗСЛЕНІЯСЕБІ 


続い て 行 数 を 聞い て くる の で , この 場合 は 
8 と 大 力 し ます 。 


行 数 を 多く と る と , 


LINE: 8 — 計算 な ど に 時 間 が 
か か り ま す 。 


次 に , 野 線 を 引く か どう か を 設定 し ます 。 


К:1 — 169820, 0 で 野 線 な し 。 


最後 に ファ イル ネー ム を 聞い て くる の で , 
適当 な 名 前 を 入れ ます 。 

これ で 表 の フォ ー マ ッ ト が で き あ が り ま し 
た 。 設 定 さ れ た と お り の 表 が すぐ に 画面 に 表 
示さ れ ま す 。 


表 5.2 表 の フォ ー マ ッ ト 


ーー* 列 と 呼ぶ 


※ 後 で 合計 を 表示 する と き に 使う 行 。 自 動 的 に つけ 加え 
て くれ る 。 


それ で は , 表 に デー タ を 入力 し て いき まし 
ょ う 。 1 コマ ンド て で 入力 可能 に な り ま す (Ж 
5.3). 

入力 が すん だ ら , W, 縦 の 合計 を 出し て み 
まし ょ う 。 そ の 計算 式 は , 金額 値段 X 個 数 
で すね 。 表 の それ ぞ れ の 列 の 頭 に アル ファ ベ 
ッ ト が 表示 され て いる の で , それ を で 計算 式 
を 作り ます 。 

列 と 列 の 間 の 計算 を 指示 する 命令 は U り で す 。 
そこ で , 次 の よう に 入力 し て くだ さい 。 (入力 
は 大 文字 で 行い ます )。 


UF=EXD 


する と , すぐ に 金額 (f) の 列 に 計算 結果 
が 表示 され ます ( 表 5.4)。* 
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表 5.3 デー タ を 入力 し た 表 


今度 は , 縦 の 合計 を 出し て み ま し ょ う 。 
縦 の 計算 は , た し 算 で す 。 横 の 場合 の よう 
に , 計算 式 を 入力 する 必要 は あり ませ ん 。 縦 
の 合計 を 出す 命令 は で す 。| Tl[pl[F | と 入 
力 す れ ば た だ ち に d, f 列 の 合計 が 表示 され 
ます ( 表 5.5)。 

どう です, 簡単 な 操作 で あっ と いう ま に 表 
が で き あ が り ま し た ね 。 も ちろ ん , 大 量 の デ 


a——b ë d е f 

月 日 | 名 前 | 品 名 | 個数 | 値段 | 金額 
208 ケー キ 2 200 400 
2| 6/2 |R H| ミカ ン 10 50 500 
3| 6/4 | 陽子 750 
4| 6/4 | 武 司 | リン ゴ 3 150 450 
5| 6/5 | 陽 子 | ケー キ 2 200 400 
6| 6/5 |R 司 | ミカ ン 12 50 600 
7| 6/7 | 陽 子 | ミカ ン 5 50 250 
8| 6/7 |А 司 | リン ゴ 5 150 750 
| 


表 5.4 合計 金額 の 表示 ( 横 の 列 ) 
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ー タ を 取り 扱う 場合 も 基本 的 な 操作 は これ と 
同じ 。 学 校 で の 成績 表 , 商店 で の 売上 げ フ ァ 
イル , 見 積 書 な ど , さま ざま な 分 野 に 利用 す 
る こと が で きま す 。 


表 5.5 合計 金額 の 表示 


NSE 


それ で は 次 に , デー タ の 検索 機能 を 調べ て 
み ま し ょ う 。 検索 方 法 に は , 文字 で 探す 方 法 
と 数 字 で 探す 方 法 と が あり ます 。 

文字 で 検索 する に は , 次 の よう に 入力 し ま 
Ta 

ーー!6 文 字 以内 
? B $ >+ 
111 2 
йы | 必ず 書く 
検索 し た い 列 
表示 し ます 。 

a b с а е f 
月 日 | 名 前 | 品 名 | 個数 ] 値 段 | 金 M 
1 6/2 Ñ + ケー キ 2 200 400 
3 64 © 子 リンプ 5 150 750 
5 6/5 陽 子 ケー キ 2 200 400 


7 6/7 陽 子 ミカ ン 5 50 250 
表 5.6 検索 (文字 に よる ) 


も ちろ ん , Cc 列 の 「 ケ ー キ 」 で 検索 し て も , 
a 列 の 「 月 日 」 で 検索 し て も か まい ませ ん 。 
目的 に 合わ せ て いろ いろ な や り 方 が 考え られ 
る で し ょ う ( 表 5.6)。 

数 字 で 探す 場合 に は , $ の 代わ り 
に ニ =, >, く を 使い ます 。 

= (FE), > (より 大 きい ), < (より 小さ 
い ) と いう 条件 を 満た す デ ー タ の 行 を 表示 し 
ます 。 


?D=5 


と 入力 し て み ま し ょ う ( 表 5.7)。 


а 


b с 
月 日 | 名 前 | m 


е 


а f 
名 | 個数 | 値段 | 金額 
3 6/4 B f リン ゴ 5 150 750 
7 6/7 B + ілу 5 50 250 


8 6/7 É 司 リン ゴ 5 150 750 
表 5.7 検索 (数 字 に よる ) 


>, く で 検索 し た り , е, 列 の 数 字 で 検索 
し た りす る こと も で きま す 。 

検索 の 場合 は , も と の デー タ が 残っ て いる 
DT, R 命 令 で も と の 表 を 表示 させ る こと が 
で きま す が , 今度 調べ る ソー ト (並べ 換え ) 
機能 の 場合 は , も と の デー タ を 並べ 換え て し 
まう の で , デー タ は あら か じ め デ ィ ス ク に し 
まっ て お きま まま しょ う 。 

デー タ の 並べ 換え (ソー ト ) - 
デー タ の 並べ 換え 機能 を 調べ て み ま し ょ う 。 

並べ 換え に は , 数 字 を 順番 に 並べ 換え る 方 
法 と , 文字 を アイ ウエ オ 順 に 並べ 換え る 方 法 
と が あり ます 。 

数 字 を 順番 に 並べ 換え る に は , Ойт (大 
きい 順に 並べ る ), S 命令 (小さ い 順 に 並べ る ) 
を 使用 し ます 。 今 回 は O 命 令 を 使っ て 金額 (f 
列 ) 順に 並べ 換え て み ま し ょ う 。 

OF と 入力 し て くだ さい 。 表 5.8 の よう に な 
24. 

文字 を アイ ウエ オ 順 に 並べ 換え る に は , А 
命令 を 使い ます 。 

АС 
並べ 換え る 列 の 指定 

と 入力 し ます 。 す る と , C 列 の 並べ 換え に と 
も な い , 表 全 体 が 並べ 換え られ ます ( 表 5.9)。 

検索 に し ろ ソ ー ト に し ろ , 処理 が 素早 く , 
瞬間 的 に 表示 され る の で , 作業 が 大 変 ス ムー 
ズ に 進む し , 気持 ちよ く 仕 事 を する こと が で 
きま す 。 

さて , 今 ま で は , 1 つの デー タ の 集合 に い 
ろ い ろ と 手 を 加え , 別 の 視点 か ら そ の 集合 を 
と ら え 直す と いう 作業 を 行っ て きま し た 。 こ 
の 場合 , 集合 は 1 つの 関係 で くく られ て いま 
1,7% 

そこ で 今度 は , この 集合 の 中 か らい くつ か 
の 行 を 抜き 出し て , 新た に デー タ の 集合 を 作 
っ て みる こと に し まし ょ う 。 
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表 5.8 並べ 換え (数 値 ( 
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さけ 


b 列 の 陽子 さん の デー タメ 


入力 する と , 
が 抜き 出さ れ , 新しい デー タ の 集合 を 作り ま 


す 。 ほ か の デー タ は 削除 さき れ て し まい ます 。 


文字 に よる 方 法 は , B 命 令 を 使い ます 。 次 


の よう に 入力 し まし ょ う 。 


中 | 中 | 中 | 中 

ЕЕ | ЕЕ | ЕЕ 
© | о w w ЖЕ 
ч N со + 


合計 が 残っ て いる 。 


※ も と の 表 の 
新しい デー タ の 集合 


こよ る ) 


(数 値 ( 


表 5.11 


表 5.10 新しい デー タ の 集合 (文字 に よる ) 


陽子 さん の デー タ は 4 行 分 あり ます ( 表 5. 
10)。 も ちろ ん , ほか の 列 の 分 類 も 可能 で す 。 
前 の 表 の 合計 が 残っ て いる の で , TRATH 
し ぃ い 合計 を 出し て み ま し ょ う 。 

次 は , 数 字 に よる 分 類 の 方 法 を 試し て み ま 
し ょ う 。 検索 と 同じ よう に , $ の 代わ り 
に >, <, 三 を 指定 し ます 。 

も と の 表 (デー タデ ィ ス ク か ら 呼 び 出 す ) 
の f 列 を 分 類 し て み ま す 。 


ВЕ>400 


と 入力 し て くだ さい 。 これ は , F 列 の デー タ 
で , 400 よ り 大 きい 数 値 を 抜き 出し て 新しい 表 
を 作り な さい , と いう 命令 で す 。 


表 5.11 の よう に な り ま す 。 


メモ リ 上 の 表 


メモ リ 上 の 表 


実行 する と , 


2 つ 以上 の デー タ の 集合 を 結び つけ る 
今度 は , 2 つ 以 上 の デー タ の 集合 (同一 フ 
ォ ー マ ッ ト ) を 結び つけ る 方 法 を 試し て み ま 
ежы 

結び つけ る 方 法 は 2 つ あ り ま す 。 

1 つ は 列 単 位 で 結び つけ る 方 法 (併合 : マ 
ー ジ ), も う 1 つ は 行 単位 で 結び つけ る 方 法 
(結合 : アベ ンド ) で す 。 

列 単位 で 併合 する に は MG 命令 を 使い ま 
+, MG5 と し た 場合 , 現在 パソ コン の メモ リ 
上 に 記憶 され て いる 表 に , デー タデ ィ ス ク に 
入っ て いる ファ イル 番号 8 の 表 を 併合 し ます 
(045.6). 

行 単 位 で 結合 する に は AP 命令 を 使い ます 。 
АР2 13, メモ リ 上 の 表 と デー タデ ィ ス ク 上 の 
表 (ファ イル 番号 2) を 結合 し ます ( 図 
5» Do 

「 ビ ジレ ス 」 に は , まだ まだ た くさ ん 便利 な 
命令 が あり ます 。 た と えば , よく 使う 手順 を 
プロ グラ ミン グ し て 自動 運転 きせ る こと も で 
きま す 。 も ちろ ん プリ ント アウ ト の 書式 も 設 
定 で きま す 。 い ろ い ろ な 命令 を 使っ て きま ざ 
まな 用 途 に 利用 で きそう で すね 。 


図 5.8 併合 


デー タデ ィ ス ク 上 の 表 


図 5.9 結合 
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アル ファ ベッ ト の 命令 も , 慣れ て くる と そ 
の 簡単 な 表現 が 小気味 よく , スム ー ズ に 表 作 
成 が 進み ます 。 大 量 の デー タ を 扱っ て も 要領 
は 同じ な の で , 手 作 業 で は 大 変 な 仕事 も 意外 
な ほど 簡単 に 処理 で き て し まい ます 。 

「 ビ ジレ ス 」 は , 情報 整理 の ツー ル と し て , 
また 情報 形成 (雑多 な 情報 の 中 か ら 意 味 の あ 
る 情報 を 見 つけ 出す ) の ツー ル と し て , 気軽 
に 利用 で きる に 応用 範囲 の 広い ソフ ト で す 。 


ム デ ー タ ディ スク の 中 身 


成績 表 ( デ ー タ ディ スク に 含ま れ て いる ) 


4 
r 


rt ーー で ーー イー テー マー イー キー イー) –ү 
114515250 55 ӘН #1 
+ + + 


+ 
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@!J L—> aj), デー タベース ビジ レス の 概要 
開発 : 北川 電子 

発売 : 暇 高木 学園 0A > Z 

対象 機種 X1 turbo・X1 シリ ー ズ 
価格 : テー プ 版 10,000 円 , 5 イン チ ・3 イ ンチ 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 版 39,000 円 , 5 イン チタ ダー 
Ж) 48,000 円 

仕様 : 

< 商品 構成 > (X1 turbo の 場合 ) シス テム ディ ス 
ク 1 枚 シス テム 辞書 ディ スク 1 枚 デー タデ ィ 
スク 1 枚 簡易 マニ ュ ア ル 1 冊 オー ナー ズ マ ニ 
= 7 V 1 冊 

< 日 本 語 入 力 方 式 > か な , ロー マ 字 , JIS コー ド 
< コマ ンド 〉 ファ イル 作成 , АЛ, 確認 プログ | 
ラム 作成 , 磁気 ファ イル アク セス , 計算 , デー タ 
加工 , プ リン ト な どの 各 コ マン ド を 合わ せる と 100 
種 ほ ど 。 


RS-232C 利 用 の コミ ュ ニ ケー 


パソ コン 
コミ ュ ニ ケー ショ ン 


コミ ュ ニ ケー ショ ン と は , 言葉 や 意志 を 相 
手 に 伝え る こと で す 。 コ ンピュータ の 機能 を 
活用 し て , プロ グラ ム デ ー タ や メッ セー ジ な 
ど を 自由 に や り と り で きる と し た ら す ば らし 
いこ と で すね 。 た と えば , 友達 が 徹夜 し て 一 
生 懸 命 作 っ た プロ グラ ム を 自分 の マシ ン に 送 
っ て も ら う …… な ど と いう こと も 簡単 に で き 


パソ コン を 用 いた デー タ 通 信 は , いろ いろ 
な 理由 か ら , 通常 RS-232C と いう イン ター 
フェ イス 規格 に 準拠 し て 行い ます 。 

電話 回 線 を 利用 し た デー タ 通 信 を する 場合 
は , 図 6.1 の よう に モデ ム と いう 変調 プ 復調 器 
を 中 継 し て , お 互い の パソ コン の RS-232C 
ポー ト に つなぎ ます 。 

あと は , プロ グラ ム を 作っ て 操作 し て や れ 
ば OK で す 。 パ ソコ ン の 機種 に よっ て , RS- 
232C ポー ト の コン トロ ー ル 方 法 が 異な る た 
D, マニ ュ ア ル を よく 読む こと が 大 切 で す 。 


B 君 の パソ コン 


A 君 の パソ コン 


図 6.1 パソ コン コミ ュ ニ ケー ショ ン 


RS-232CHAO 


コミ ュ ニ ケー ショ ン 


X1turbo に は , RS-232C が 標準 装備 され 
て いま す 。 こ の “標準 装備 " と いう の が , Ж 
は も の すご く 大 切 で す 。 ま ぎら わし い 表 現に , 

“К5-232С 準拠 " 

“RS-232C 1/O 接続 可能 " 

な ど と いう の が あり ます が , これ が くせ も の 
で す 。 まず , 少な く と も BASIC で は 簡単 に コ 

ント ロー ル で き な い と 思っ た だ ほう が よい で し 
ょ う 。 専用 の 機械 語 1/O ルー チン と ハン ダ ご 
て を 用 いた 改造 を 覚悟 する 必要 が あり ます 。 

さて , Xlturbo で は その よう みな 心配 は 一 切 
不要 で す 。 す べ て “標準 的 ” な 作業 で 事足り 
ます % 

次 に , 実際 の 作業 に 入る 前 に 用 語 な ど に つ 
いて 少し 説明 し て お きま し ょ う 。 | 


л. 


"Жа 

RS-232C は , EIA 規格 で 定め られ た シリ ア 

ル デ ー タ 通信 の イン ター フェ イス 規格 の こと 
©З» 

RS-232C で 用 いら れる コネ クタ の 代表 的 
な も の が 図 6.2 の よう な 25 ピ ン の も の で す 。 
XX1turbo の 背面 に これ と 同じ も の が つい て 
いま す 。 

RS-232C で や り と りさ れる デー タ は , シリ 
アル デー タ で す 。25 ピ ン の コネ クタ の ピン を 
すべ て 用 いて いる わけ で は な く , 送信 用 , 受 
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図 6.2 RS-232C コネ クタ 


ショ ン 


信用 の 信号 ライ ン (1 本 ずつ ) と アー ス 線 , 
それ に 数 本 の コン トロ ー ル 用 の 信号 ライ ン 程 
度 で す 。 

また , 通信 方 式 に は 大 きく 分 け て 同期 式 と 
非同期 式 と いう 2 つの 方 式 が あり ます が , С 
れ か ら 述 べ る 内 容 は すべ て 非同期 式 に 属し ま 
е 

シリ アル デー タ と いう の は どん な デー タ か 
と いう Е, 図 6.3 の よう に , スタ ー ト ピッ ト で 
始ま っ て スト ッ プ ビッ ト で 一 区 切り と な る も 
の で す 。 こ れ が パラ レル デー タ の 場合 の 1 バ 
イト デー タ に 相当 し ます 。 

この 中 で パリ ティ ビッ ト と いう の は , 一 連 
の シリ アル デー タ が 受信 され た と き , ピット 
誤り (417 2 “0” と 受け 取ら れる 場合 , あ 
る い は その 反対 ) が あっ た か どう か を 検出 す 
る た め に , 一 連 の シリ アル デー タ の 後ろ に く 
っ つけ る ビット の こと で す 。 そ の や り 方 は , 
一 連 の ビッ ト の 中 に “1” が 偶数 個 と な る よ 
うに パリ ティ ビッ ト を セッ ト す る (EVEN) 
か , 奇数 個 と な る よう に セッ ト す る (ODD) 
か , ある い は パリ ティ ビッ ト を も と も と くっ 
つけ な いか の どれ か に し ます 。 

また , スト ッ プ ビッ ト の 長 さ も 変え られ る 
よう に な っ て いま す が , パ ソコ ン ど うし の 場合 
3, むやみ に 長く する 必要 も な い の で 1 ビッ 


デー タ な し の 状態 
—— 


w—2=*1"— 


ZxZ—<—z="0 
スタ ー ル トビ ウド 


ト 長 と し て お け ば よい で し ょ う 。 
以上 が シリ アル デー タ の 中 身 に つい て の 話 
ФТ, 


„#3-232с%=7л#э5- 

RS-232C で 通信 を 行う た め に は , シリ アル 
デー タ の 構造 決定 以外 に , も う 少 し や や こし 
い (7) こと が あり ます 。 それは , RS-232C 
の ケー プル 結線 方 法 で す 。 こ の 結線 に つい て 
は 自分 で や ら な けれ ば な り ま せん 。 な ぜ な ら , 
RS-232C ケー ブル は いろ いろ な 機器 に つ な 
が れる た め , 標準 ケー ブル 仕様 と いう の が な 
いか ら で す 。 も ちろ ん , Xlturbo 用 と いう の 
も 売っ て いま せん 。 こ の 点 が プリ ンタ ケー ブ 
ル な ど と 異な り ま す 。 

し か し , あま り 深 刻 に な ら な く て る も 大 丈夫 
で す 。 代表 的 な 結線 方 法 が あり ます の で , そ 
れ を 使う こと に し まし ょ う 。 

目的 は , 図 6.1 の よう に コミ ュ ニ ケー ショ ン 
を する こと で す が , その 前 に 次 ペー ジ の 図 6.4 
の よう な パソ コン コミ ュ ニ ケー ショ ン を 考え 
で み ま し ょ う 。 

異 機種 の パソ コン が 身近 に あっ て , フロ ッ 
ピー ディ スク な どの ファ イル 構造 が 違う た め 
с, プロ グラ ム の 移植 が で き な い と いう の は 
よく ある と と で すず 。 そ どど で 。 図 6.5 の よう な 


デー ター“10001011*( 2 Ж) 


= 8B” (16) 


バリ ティ ビッ ト (EVEN) 
スト ッ プ ビッ ト (1 ビ ッ ト 長 ) 
次 の デー タ の スタ ー ト ビッ ト 


6.3 シリ アル デー タ の 構造 
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図 6.4 異 機種 パソ コン と の 通信 


メス コネ クタ 


ЕС 
TxD 
RxD 
RTS 
CTS 
DSR 
GND 
CD 


図 6.5 RS-232C ケー ブル 接続 


・ パ パソ コン の 保安 用 アー ス 
TxD: シリ アル デー タ 出 力 
RxD: シリ アル デー タ 入 力 

・ デー タ 送 信 要 求 信号 出力 

・ デー タ 送 信 可 能 信 号 入力 

・ デー タ 送 受信 準備 完了 信号 入力 

: デー タ 受 信 中 を 知ら せる 信号 入力 

・ デー タ 送 受信 準備 完了 信号 出力 


表 6.1 RS-232C 信号 表 


RS-232C ケー ブル を 考え ます 。 信 号 の 意味 に 
つい て は , 表 6.1 を 見 て くだ さい 。 さ て , この 
よう に 結線 する 理由 で す が , 大 きく 分 け て 次 
の 3 つの こと が 重要 な ポイ ント に な り ま す 。 
(1) パソ コン 間 の デー タ 自 体 の 送信 ・ 受 信 
を 行う た め 。 (TxD, RxD) 
(2) デー タ を 送信 ・ 受 信 す る 準備 が で き て 
いる か どう か を 相手 に 知ら せる だ た め 。 
(DTR, RTS) 
(3) 相手 が デー タ を 送信 ・ 受 信 す る 準備 が 
で き て いる か どう か を 知る た め 。 
(DSR, CTS) 
RS-232C の コネ クタ は , パソ コン 側が 必ず 
オス に な っ て いる の で , メス の コネ クタ 2 個 
を 用 いて 図 6.5 の ケー ブル を 作り ます 。 ケ ー ブ 
ル の 長 さ は , 長く て も 2mー3m に し て お い 
た ほう が よい で し ょ う 。 家庭 内 で も 冷蔵 庫 , 
エア コン な どの 電源 が ON に な る と き に は , 
か な り ノ イズ が 発生 する の で , これ ら を パソ 
コン の 近く に は 置か な いよ うに し まし ょ う 。 
RS-232C ケー ブル の 話 は この ぐら い に し 
T, 次 に X1turbo で デー タ 通 信 す る た め に 必 
要 な 知識 を 身 に つけ る こと に し まし ょ う 。 


Х1 tUrbo で コミ ュ ニ ケー ショ ン 


X 1 turbo の 
通信 モー ド 指 定 


X1turbo は , RS-232C を 標準 装備 し て いる 
た め , 通信 モー ド な どの コマ ンド も すべ て 
BASIC で コン トロ ー ル で きま す 。 


аа э 7) Р: :#ЕЎА СФ. < 4. ( ы у" 24 4. 


“COM: : 通信 パラ メー タ ” 


通信 パラ メー ター < ボー レー ト > Q+!) > 
ィ > < デー タビ ッ ト 長 > < スト ッ プ ビッ ト 
長 > 50608,8 ту ドコ ー ド 指定 > 


上 の 通信 パラ メー タ に , 使用 し た い モ ー ド 
に 合っ た 記号 を 設定 すれ ば いい よう に な っ て 
いま す 。 具体 的 な 記号 に つい て は , リフ ァ レ 
ンス マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ さい 。 


通信 パラ メー タ の 中 で わか り に くい の は , 
通信 制御 指定 だ ど と 思い ます 。 こ れ に つい て 少 
し 説明 し ます 。 

通信 制御 指定 は , 送受 信 中 に 受信 側 の 処理 
が 遅く て デー タ 読 み 込 み が 誤り を 起こ し そう 
に な っ た と き , 送信 側 に 要求 し て 一 時 送信 を 
スト ッ プ し て も ら う た め に 行い ます 。 受信 側 
か ら 指 示す る も の で , 相手 機器 に よっ て 使い 
分 ける ま よう に し ます ;。 

さて , 次 に 実際 の デー タ 通 信 を する た め の 
方 法 を 説明 し な が ら , プロ グラ ミン グ の テク 
ニッ ク を 学ん で いき まし ょ う 。 コ マン ド の 使 
い 方 に 慣れ る た め に , あま り 実 用 的 で は あり 
ませ ん が , Xlturbo どう し の プロ グラ ム 転 送 
を 例 と し て み ま し ょ う 。 


X 1 turDO の 
プロ グラ ム 転 送 方 法 


図 6.6 の デー タ 通 信 を 考え ます 。X1turbo 
どう し な ら フ ロッ ピー ディ スク を 交換 すれ ば , 
デー タ の や り と り が で きる わけ で す が , 便宜 
上 この よう な 接続 で デー タ 通 信 を 行う こと に 
し まず 。 

ここ で は 簡単 な プロ グラ ム 転 送 を や っ て み 
まし ょ う 。 そ の 手順 は 次 の よう に な り ま す 。 
<А › 

RS-232C ポー ト か ら プ ログ ラム を 入力 
する 。 

LOAD “СОМ : 6N81XNCCND" 

と 打つ 。 
«В!» 
(1) プロ グラ ム を ロー ド す る 。 

LOAD “ххххҳ" 

(2) RS-232C ポー ト へ プロ グラ ム を 出力 す 

る 。 

SAVE “COM : 6N81XNCCND" 
以上 の 操作 で A 側 。 B 側 と も “ОК” の 表示 

が 出 て 終了 し ます 。 

他 機 種 の パソ コン と つない だ 場合 も 同様 の 
手順 と な り ま す 。 た だ し , 機種 に よっ て は , 
通信 制御 指定 , 漢字 制御 , ボー レー ト な ど で 
制約 を 受け ます の で , その 内 容 を よく 確認 し 
て か ら 通 信 パ ラメ ー タ を 設定 し て くだ さい 。 


RS -232C 
[06.6 XIturbo どう し の デー タ 通 信 
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音響 カブ ラ を 用 いた デー タ 通 信 


遠く 離れ た 所 に 住ん 上 で いる 人 と プロ グラ ム 
や デー タ の や り と り を し た い 場 合 , この 音響 
カプ ラ を 用 いる と 簡単 に で きま す 。 これ は , 
RS-232C と 公衆 電話 回 線 と の 橋渡し を し て 
くれ る も の で す 。 原理 は , RS-232C を 通し て 
入っ て きた デジ タル の “1”, “0” の 信号 に 
対し て , 特定 周波 数 の トー ン 信 号 に 置き 換え 
て 電話 回 線 に 送り , また 逆 に , 受信 し た 特定 
周波 数 の 信号 を “1”, “07 に 変換 し て RS- 
232C に 戻す と いう こと を や っ て いる も の で 
す 。 

次 に , 音響 カプ ラ を 用 いた 通信 方 法 に つい 
て 説明 し ます 。 


音響 カプ ラ を 用 いた 通信 の 形式 は , 図 6.7 の 
よう に な り ま す 。 相 手 側 は , 音響 カプ ラ で あ 
る 必要 は な い の で す が , ここ で は 同じ カプ ラ 
を 使う こと に し ます 。 

音響 カプ ラ を 用 いた か ら と いっ て , RS- 
232C の コン トロ ー ル 方 法 が 変わ る わけ で は 


電話 回 株 
図 5.7 音響 カプ ラ を 用 いた デー タ 通 信 
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あり ませ ん 。 し か し , 電話 回 線 を 用 いる た め , 
低速 (300 ボ ー) で 伝送 し な けれ ば な り ま せ 
ん 。 ま た , 音響 カプ ラ と 電話 の 受話 器 と の 整 
合 性 の 問題 な どの た め , ノイ ズ が の りや すく , 
通信 デー タ が 誤り や すい の が 欠点 で す 。 そ の 
た め の 対 策 と し て , 必ず ERROR 処理 の プロ 
ゲラ ム を 入れ で お く よ う に し ま ょ しょ 9。 

それ で は , 図 6.7 の よう に つない だ 場合 を 考 
えて , 音響 カ プラ の 使い 方 を 学ん で か ら 先 ほど 
の プロ グラ ム 転 送 を 行う 手順 を 考え まし ょ う 。 

な お , 音響 カプ ラ を 使う と き の RS-232C 
ケー ブル は 各 ピ ン No. を それ ぞ れ 同じ よう に 
つない だ も の を 用 いま す 。 これ は , 音響 カプ 
ラ に 付属 し て いる 場合 が あり ます が , 図 6.8 の 
ЕЗІСІ T 


メス コネ クタ メス コネ クタ 


パソ コン 側 


音響 カプ ラ は , 通常 の 電話 と 同じ よう に , 
相手 と 変 互 に 話し 合う と いう イメ ー ジ で 通信 
を 行い ます 。 電 話 線 は , 信号 線 1 本 と GND 線 
1 本 の 計 2 本 し か あり ませ ん の で , お 互い の 
送信 信号 ある い は 受信 信号 を 識別 で きる よう 
に し て お か な けれ ば な り ま せん 。 そこで, E 


“7” ығы ү 


RS-232C 


(ANS モ ー ド ) 


用 する モデ ム (変調 , 復調 器 の こと ) の 周波 
数 を 取り 決め て いま す 。 

表 6.2 を 見 て くだ さい 。 自 分 か 相手 の どちら 
か が CALL モー ド に な っ て , 他方 が ANS モ 
ー ド に な ら な けれ ば いけ ませ ん 。 た と えば, 
自分 が CALL モー ド で 使い た いと き は , 相手 
に ANS モード に する よう に 連絡 し ます 。 
CALL/ANS の 切り 換え は , カプ ラ に スイ ッ 
チ が ある の で , それ で 行い ます 。 

表 の 見 方 は , ANS モー ド の と き に , 送信 時 
に は , “1 “を 1650Hz, “0 "を 1850Hz に 変調 
し て 送り , 受信 時 に は , 980Hz だ っ た ら 

“1”, 1180Hz だ っ た ら “ 0 "と 復調 し て 受信 
する と いう こと で す 。 こ の イメ ー ジ を 図 6 .9 に 
示し ます 。 

さて , この ほか に も う 1 つ だ け モ ー ド 設定 
が 必要 で す 。 それは , 全 二 重 プ 半 二 重 切換 ス 
イッ チ で す 。 これ は , 音響 カプ ラ か ら 転 送 す 
る デー タ を パソ コン 側 ヘ へ エコー バック する か 
どう か の 切り 換え で す 。 全 二 重 は , 相手 側 の 
音響 カプ ラ が 受信 と 同時 に デー タ を エコ ー バ 
ッ ク し て くれ ます が , 半 二 重 は , 自分 側 の 音 
響 カ プラ が 送信 と 同時 に デー タ を エコ ー バ ッ 
ク し て くれ ます 。 これ も 相手 機器 に より ます 
ж, 全 二 重 に し た ほう が 確か な デー タ が 送れ 


(CALL モ ー ド ) 
図 6.9 音響 カプ ラ か ら の 出力 
ま * ま 。 
саша кГ кг] жасат 
O ane | a |н, | твн, | 
жин | жан | эюн, | пон, | 


表 6.2 音響 カプ ラ の 使用 周波 数 


882275 нп Уз лк 


前 に 行っ た プロ グラ ム 転 送 と ほぼ 同じ で す 
が , ポー レー ト だ け は 300 ボ ポー に し な けれ ば な 
り ま せん 。 | 

相手 が X1turbo の 場合 は , 通信 パラ メー タ 
だ け 修正 し て 次 の 手順 で 行い ます 。 
< 手順 > 
(1) BASIC (CZ-8FB02) を 走ら せ て , 送り 

た い プ ログ ラム を ロー ド し て お く 。 

(2) 相手 に 電話 し て , 
LOAD “СОМ: 1E81XNCCND" 

と 打 た せる (も ちろ ん カプ ラ を つけ て か 

ら )。 

(3) SEVE “СОМ : 1E81XNCCND" 

と 打ち , “ОК” と 表示 され た ら 終 了 。 

次 に , X1turbo の RS-232C コン トロ ー ル 
コマ ンド を 用 いて , デー タ 通 信 を 行っ て み ま 
し ょ う 。 
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BASIC で RS-232C を 介し て デー タ を や 
り 取り する 場合 , その デー タ は すべ て ファ イ 
ル と いう 単位 で 扱わ れん ます 。 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 中 に ある の も ファ イ 
ル で す が , それ を RAM 上 に ロー ド し た も の 
(メモ リ イ メ ー ジ ) も ファ イル と いう 単位 で 
考え る こと に な っ て いま す 。 図 6.10 の よう に, 

“フロ ッ ピ ー の 中 に ある デー タフ ァイル 

(#1) を RS-232C と いう 出力 機器 へ 転 
送 す る " 
と いう よう に 考え ます 。 ここ で , RS-232C 
に 出力 され る ファ イル は #2 と な り ま す 。 

ま た , RS-232C を 出力 ファ イル と し て 
OPEN し 。 フ ロッ ピー ディ スク の デー タフ ァ 
イル を 入力 ファ イル と し て OPEN L < š < 
必要 が あり ます 。 そ の コマ ンド は , 


OPEN “Т”, #1, "1; DATA, TST” 
ОРЕМ “О”, #2, “СОМ : 1Е81ХМССМр” 


29: こさ では, ドラ イプ ユエ の フロ ッ ゼ ー ジ デ 
ィ ス ク の “DATA. TST” と いう ファ イル を 
用 いる こと に し まし た 。 通信 モー ド は , 先 ほ 
ど と 同じ に し て あり ます 。 

デー タ 転 送 プ ログ ラム は , List 6.1 の よう に 
な り ま す 。 

2704112 EOF (1) 13, # 1 の ファ イル デー 


INPUT # 1, D$ 
また は 
LINPUT # 1, D$ 


PRINT #2,D$ 


図 6.10 デー タフ ァイル の 転送 
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List 6.1 


18 ° DATA ОЛ TO RS-232C PORT 


COMMUNICATION MODE 
ネー レー ト = 300 (bps) 
Л? Y3 = EVEN 
27-9 長 = 8 bit 
2974 = 1 bit 
BKE = XON/XOFF $KE 
WER = NO 
CR,LF = R の み で 送受 信 
漢字 = カト JIS H“ 
LF” = D (=CTRL+D) 
218 MRXFILES 2 
INIT:MIDTH 88,25:CONSOLE 0,25:CLS 
INPUT "ТКАММІТ FILE МӨМЕ-”;ҒПЦЕФ 
240 ON ERROR GOTO 328 
250 ОРЕМ "I",H1,FILE$ 
260 ОРЕМ "0", 12, "СОМ: 1E81XNCCND" 
270 IF ЕОҒ(1) THEN 340 
280 LINPUT 11,1% 
290 PRINT #2,D$:PRINT D$ 
300 GOTO 270 
310 ' ERROR 処理 — 
320 CLS:LOCRTE 25,18:PRINT "ERROR!!" 
330 LOCATE 0,22 
540 CLOSE R1,82 
350 END 


タ の 最後 まで デー タ が 読み 込ま れ た と き に 
真 (ニー 1 ) に な り ま す 。 その後 エン ドコ ー 
F (ODH) を 送っ て 終了 と な り ま す 。 
ERROR が 起こ っ た と き の 処 置 と し て , 最 
低 限 の ファ イル CLOSE だ け 行 いま し た が , 
さら に エラ ー コ ー ド と メッ セー ジ な ど を 出力 
する と 親切 か も 知れ ませ ん 。 

280 行 で 、# 1 の ファ イル か ら 1 ブ ロッ ク 
(キャ リッ ジリ ター ン ま で ) ずつ の デー タ を 
読み 込ん で , 290 行 で RS-232C と ポー ト #2) へ 
その まま 出 放 し て いま す 。 ЖЕ, 送る テー 
タ を CRT に エコ ー バ ッ ク し て いま す が , Ж 
ほど の 音響 カプ ラ の 使用 法 の と ころ で 説明 
し まし た “ 全 二 重 プ 半 二 重 " に 切り 換え た と 
きど うな る か を た めし て みて くだ さい 。 

ここ で は , 相手 機種 を 特に 指定 し ませ ん で 
し た が , 他 機 種 の 場合 は 少し だ け 変 更 が 必要 
е9. 

まず , 通信 モー ド は も ちろ ん で す が , エン 


ドコ ー ド に 関す る と ころ で す 。 
CLOSE #1, #2 


と する と , アウ ト プ ッ ト オ ー プ ン さ れ て いる 
RS-232C の ファ イル (#2 ) へ は , 自動 的 に 通 
信 モ ー ド で 決め た エン ドコ ー ド が 送ら れ ま す 。 
そこ で , 他 機 種 と つない だ 場合 に エン ドコ ー 
ド が 00H~0FH な ら ば , その まま 通信 モー ド 
の 指定 だ け で 済み ます が , その 他 の コー ド が 
必要 な と き は , 


PRINT #2, D$ 


CLOSE #1 


と し な く て は な り ま せん (D$…… エ ンド コー ド )。 
次 に , 通信 制御 の 方 式 で す が , た と えば , 
ХОМ/ХОЕЕ の 制御 と КТ 制御 の どちら が 
使い や すい か は 機種 に よっ て 違う 場合 が あり 
ます 。FM-7, PC-8801, 9801 な ど で は , ХОМ/ 
ХОКЕ 制御 は その まま で は 使え ませ ん 。 相手 
に 強引 に プロ グラ ミン グ さ せれ ば いい の で す 
proes 。 そ ん な こと で , と も か く お 互 い の 納 
得 の いく 方 式 に 持っ て いき まし ょ う 。 


こん ど は , 外部 か ら 音 響 カ プラ , RS-232C 
を 経由 し て , デー タフ ァイル を 受信 する 方 法 
に っ いて 考え まし じょう 。 

ここ で も や は り , デー タ は すべ て ファ イル 
と し て 扱い ます 。 

図 6.11 の イメ ー ジ で 行い ます が , RS-232C 
か ら は 


D $ =ІМРОТ (1, 2) 


の よう に , 1 文字 ずつ デー タ を 読み 込ん で , 

バッ ファ が 200 文 字 に な っ た ら フ ロッ ピー デ 
ィ ス ク に 書き 込む せよ うに し まし た 。 List6.2 が 
この よう す を 示し て いま す 。 文字 デー タ の バ 
ッ フ ァ は 255 文 字 分 あり ます の で , い っ ぱい に 
な る 前 に 書き 込ん で し まお うと いう こと で す 。 
この よう に し な いで , 1 デー タ ず つ フ ロッ ピ 


D$=INPUT(1, 2) 


06.11 デー タフ ァイル の 受信 


ー デ ィ ス ク に 書い て いた の で は , アク セス が 
多 す ぎ て 書き 込み エラ ー の 原因 に な り ま す 。 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 自 体 に ちよ く あ り ま せん 。 

コマ ンド の 使い 方 は 先ほど の 例 と 同じ な の 
で わか る と 思い ます 。 


List 6.2 


а ' DATA ІМ FROM RS-232C PORT 


COMMUNICATION MODE 
%“-\—К = 300 (bps) 
N+ = EVEN 

7-9 K= 8 bit 

297% =1 bit 

BK = XON/XOFF 
WRR = NO 

CR,LF = R の み で 送受 信 
漢字 = 570 JIS ЕК” 
ГІ” = D (=CTRL-D) 


218 MAXFILES 2 

220 INIT:MIDTH 89.25:CONSOLE 9.25:CLS 
250 INPUT "RECEIVE FILE NAME=";FILE$ 
240 ON ERROR СОТО 540 

258 ОРЕМ "0”,81,ҒІЦЕ% 

260 ОРЕМ "1", 2, "СОМ: 1Е81ХМСОМр” 

270 IF ЕОҒ(2) THEN 328 

288 D$=INPUT$(1.2) 

290 PRINT D$; :A$=A$+D$ 

500 IF | ЕМ(Ө%)<200 THEN 270 

310 PRINT H1,ñ$:ñ$="”:GOTO 270 

320 PRINT 81,6%:С0Т0 560 

3558” ERROR SUE 一 ーーーーーーーー 
348 CLS:LOCRTE 25,10:РКІМТ "ЕККОК!!” 
350 LOCATE 0,22:С106Е 81,42: END 
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コミ ュ ニ ケー ショ ンプ ブロ グラ ム 


通信 用 デー タ を 作る ツー ル 


デー タ の 通信 は , いま まで の 説明 で で きる 
よう に な っ た と 思い ます 。 

デー タ 通 信 で 用 いら れる ファ イル は , アス 
キー 形式 で SAVE し て ある も の に 限ら れ ま 
す が , キー ボー ド か ら 送 り た い 内 容 を イン プ 
ッ ト す れ ば , その まま フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 
ファ イル され る 便利 な プロ グラ ム を 作っ て し 
まい まし ょ う 。 ワ ー プ ロ の よう な 感覚 で デー 
タフ ァイル を 作る こと が で きま す 。 

List 6.3 を 入力 し , 実行 し て くだ さい 。 
作り た い フ ァイル の 名 前 を 聞い て きま す の 
(1404), これ に 答え ます 。 後 は , 必要 な 
メッ セー ジ , デー タ を キー ボー ド か ら 入 力 し 
て くだ さい 。 終了 し た ら |ESC| キー を 押し ま 
Fo 

この プロ グラ ム を 用 いて , メッ セー ジ を い 
ろ い ろ と 作っ て お いて , それ ら を 適当 に 組み 
List 6.3 


18 ° TRANSMIT DATA MAKE TOOL 
20 ' 
100 INIT:MIDTH 88,25:CLS 


合わ せ て 転送 する よう に 構成 すれ ば , デー タ 
通信 の 効果 が ます ます 発揮 され ます 。 

た と えば , この ツー ル を 用 いて , メッ セー 
ジ を た くさ ん 作っ て お き , 相手 か ら 送ら れ て 
くる メッ セー ジ に 対し て 瞬時 に 応答 で きる よ 
うに する こと が で きま す 。 

また , 転送 前 に た アス キー SAVE し て ある フ 
ァイル の 中 身 を 見 て お く 必 要 も 生じ し ます 。 そ 
の た め に , List 6.4 の よう に , CRT 上 に 表示 
する ツー ル も 作っ て お きま し ょ う 。 

これ は , 見 た い フ ァイル を イン プッ ト し た 
Db, スペ ー ス キー で リス ティ ング の 一 時 中 
Ж, 再開 が コン トロ ー ル で きる よう に し た も 
の で す 。 

この ほか に あっ た は ほう が 便利 な の は , プリ 
ンタ へ の リス ティ ング な ど で す が , これ は , 
List 6.4 の 160 行 の PRINT 文 を LPRINT 文 
に 変え る だ け で 実現 で きま す の で , た めし て 
みて くだ さい 。 


118 LOCATE 15,9:PRINT "жаз TRANSMIT DATA MAKING *==":PRINT 


120 PRINT "рата MAKING ON DISK , 
138 CONSOLE 5,20:015 


DATA END MARK = [ESC] KEY” 


140 LOCATE 0,4: INPUT "ФАТА SAVE FILE NAME="; FILE$ 


150 ОРЕМ ”0”,#1,FILE$ 

160 CLS:DD$="" 

178 DT$=INPUT$(1):PRINT DT$; 
180 IF ASC(DT$)=27 THEN 268 
190 DD$=DD$+DT$ 

200 IF LENCDD$)>=2S5 THEN GOSUE 250 
218 GOTO 178 

220 ' SAVE DATA 

250 PRINT #1,DD$ 

240 DD$="”":RETURN 

250 ' END 

268 GOSUB 250 

270 CLOSE 81 

280 CONSOLE 0,2S:CLS 

290 END 
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List 6.4 
18 ° TRANSMIT DATA ОЛ TO СКТ 
28” 
1980 INIT:MIDTH 80,25:015 


118 LOCATE 5,0:РКІМТ "жаз TRANSMIT DATA ОЛ ТО CRT ===" 


120 PRINT "STOP/STRRT ===> SPACE KEY ” 


150 LOCATE 9,4:INPUT "LOOK UP FILE NAME =";FILE$ 


148 CONSOLE 3,29:CLS 
150 ОРЕМ ”1”,#1,FILE$ 
160 DT$=INPUT$ (1,1):PRINT DT$; 


178 K$=INKEY$: IF K$=CHR$(8H28) THEN 210 


180 IF EOF(1) THEN 248 
198 GOTO 168 

200 ' 

210 PAUSE 10 


220 K$="”":WHILE K$<>CHR$(8H28) : K$=INKEY$: WEND 


250 СОТО 188 
248 CLOSE #1 
258 PRINT:PRINT ”— END —" 


268 PRINT:PRINT "NEXT PROCESS===>RETURN KEY” 


270 GOSUB 500: IF K$=CHR$(8HD) THEN 550 


288 GOTO 270 

20” ------------- 
500 K$="":UHILE К$=””: КФ-ІМКЕҮ%: WEND 
318 RETURN 

320 ' 

550 CLOSE #1 

540 CONSOLE 0,25:015 

359 LOCRTE 0,22 

369 END 


コミ ュ ニ ケー ショ ン に 
チャ レン ジ 


いま まで の 話 の 中 で は , RS-232C ポー ト の 
使い 方 は , BASIC 用 語 で は , 


OPEN “1”, #1, “СОМ:”+Е$ 
ОРЕМ “О”, #1, “СОМ:”+Е$ 


の 形 の も の で し た 。 つ まり , ポー ト を イン プ 
ツ ト オ ー プ ン 区 する か 。 ア ツ ト ア ゲッ ァ ト オー プ 
ン に する か を 使い 分 け て いた わけ で す 。 もち 
ろ ん こ れ だ け で も 十分 うま く 使 える わけ で す 
が , 相手 と デー タ 通 信 を 行っ て いる 最 中 に イ 
ンプ ッ ト 用 の プロ グラ ム と アウ ト プ ッ ト 用 の 


プロ グラ ム を 交互 に 使い 分 け て 走ら せな けれ 
ば な り ま せん 。 電話 回 線 を あま り 有 効 活用 し 
て いな いわ け で す 。 遠方 か ら ア クセ ス す る と 
電話 代 も バカ に な ら な いと いう こと も あり ま 
す 。 そこで, も う 1 つの モー ド に 着目 し て み 
まし ます 。 


ОРЕМ “С”, #1, “COM : "+ F $ 


いか に も コミ ュ ニ ケー ショ ン ら し く ,。 СЕ 
いう モー ド 名 に な っ て いま す 。 こ の モー ド を 
うま く 使 っ て や れ ば , まさ に 電話 の 会 話 の よ 
う に 連続 的 に デー タ 通 信 が 行え ます 。 

どの よう な コマ ンド を 使っ て プロ グラ ム す 
れ ば よい か を 次 に みて み ま し ょ う 。 
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プロ グラ ミン グ の た め の 準 備 


コミ ュ ニ ケー ショ ン モ ー ド で RS-232C を 
使う と き , 次 の よう な 問題 が あり ます 。 

た と える ば 自分 が デー タ を 送 ろ うと し て いる 
と き , 相手 が すでに デー タ を 送り 始め て いる 
場合 が 考え られ ます 。 つ まり , 相手 が いつ 送 
っ て くる か わか ら な いし , 自分 も どの タイ ミ 
ング で 送っ た ら よ いか 見 当 が つか な いと いう 
問題 で す 。 

これ を うま く コ ント ロー ル す る た め に , Ж 
信 受 付す する か し な いか を 決め る た め の コ マ 
ンド が あり ます 。 


COM ON 
COM OFF 
COM STOP 


が それ で す 。COM ON は , RS-232C ポー ト 
か ら の デー タ 入 力 の 割り 込み を 許可 し , СОМ 
OFF は 禁止 し ます 。 そ し て , COM STOP と 
いう の は , 割り 込み を 一 時 保留 し , COM ON 
され た と き STOP 中 に 割り 込み が か か っ て 
いれ ば , その 処理 に 移行 する と いう も の で す 。 
ここ で , 割り 込み 処理 と いう こと ば が で て 
きま し た が , これ は 通常 の ハイ ンプ ログ ラム 
と は 異な り , まっ た く 切 り 離 され た 処理 を 行 
う も の だ と 考え て くだ さい 。 サ ブル ー チ ン と 
よく 似 て いま す が , 割り 込み 処理 は , 割り 込 
み 信 号 が CPU 内 で 発生 し た と きのみ 行わ れ , 
し か も プロ グラ ム 上 どこ を 実行 中 か に か か わ 
ら ず , その 処理 を し て , も と の プロ グラ ム に 
戻り ます 。 図 6 .12, 図 6.13 に サブルーチン と 


特定 アド レス ( 行 番号 ) か ら 分 岐 する 


図 6.12 サブ ルー チン 
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割り 込み 処理 の 違い を 示し ます 。 
この 割り 込み 処理 を する た め の BASIC 上 
の コマ ンド は , 


ON СОМ GOSUB ххх 


と いう も の で す 。 СОМ ON/OFF で 割り 込み 
の 許可 禁止 を 制御 し て , 許可 中 に 割り 込み 
が 発生 し た ら (RS-232C ポー ト へ 外部 か ら デ 
ー タ が 入っ て きた だ たら), メ メメ で 指定 し た 行か 
ら の 処理 を 行い ます 。 

も う 1 つ , 


LOC (n) 


と いう ファ イル # ぁ で 指定 され た RS-232C 
の 受信 用 バッ ファ (64 バ イト ) 内 に , 現在 い 
くつ の キャ ラク タ 分 の デー タ が 入っ て いる か 
を 示す 関数 を 使用 し ます 。 こ れ は , や む を え 
F СОМ OFF に し て ぃ た 間 に 受 信用 バッ フ 
ァ に どれ だ け デ ー タ が だ た まっ て し まっ た か を 
見 る の に 使い ます 。 長い 間 СОМ OFF に し て 
お く と バッ ファ が オー ペパー フロ ー し て し まう 
た め 注 意 し な く て は な り ま せん 。 
さて , 受信 割り 込み が か か っ た と き , 


ON СОМ GOSUB ххх 
と いう コマ ンド で 指定 され た メメ メ の 行か ら 


受信 デー タ の 処理 が 始ま る わけ で す が , ここ 
の と ころ で 。 


LOC (n) 


の 中 身 を 見 て , この バッ ファ 内 が 空っぽ (= 
0 ) に な る まで , 受信 デー タ 処 理 を 行い ます 。 
フロ ー チ ャ ー ト で 示す と , 図 6.14 の よう に な 


不 特定 アド レス ( 行 番号 ) か ら 分 岐 する 


割り 込み 処理 


図 6.13 割り 込み 処理 


Лк 

図 6.14 の 受信 デー タ 処 理 ル ー チ ン が , 先 ほ 
ど 述 べた 割り 込み 処理 で 行わ れる 内 容 で す 。 
で は , メイ ン ル ー チ ン で は どん な こと を す 
れ ば いい で し ょ うか ? 

メイ ン ル ー チ ン で は , 自分 で 送り た い メ ッ 


NO ` 
зет», епенесаекколи 


を 行い ます 。 
デー タ を CRT に 表示 必要 な 処理 は 次 の よう な も の だ と 思い ます 。 
また は プリ ンタ へ 出力 これ に つい て 次 に 考え て み ま し ょ う 。 
フロ ッ ピ ー へ 選 避 (1) 通信 パラ メー タ の 設定 
ーー 2) 転送 アー タフ ァイル の 作成 
3) ファ イル の 転送 


RETURN 


CRT へ の ファ イル デー タ 表 示 


) 
) 
) フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク へ の SAVE 
) 
) プリ ンタ へ の デー タ 出 力 


図 6.14 受信 デー タ の 処理 ルー チン 
List 6.5 


18 ° COMUNICATION MODE SET SUBROUTINE 
20 ' 
100 (15 
110 LOCATE 5,2:РКІМТ” INPUT COMUNICATION MODE” 
120 LOCATE 5,4:РКІМТ”ҒОКМАТ-ГАВСВЕҒОНІ1” 
150 LOCATE 5,6:PRINT"R: BAUD КАТЕ....1-500(4--),5-1200(%7-) 
140 LOCATE 5,8:РКІМТ "В:РЯКІТҮ E=EVEN ,0=ODD ,N=NO PARITY 
150 LOCATE 5,9:РКІМТ "C:DRTR LENGTH. .7=7t "uh, 8=8t “uh 
168 LOCATE 5,10:РКІМТ "D:STOP ВІТ....1-167әһ,, 3=2t™yh 
178 LOCATE 5,11:РКІМТ "Е: Х-ХОМ/ХОҒЕ ,R=RTS ОМ/ОҒҒ,М-МО CONTROL” 
180 LOCATE 5,12:РКІМТ "Е: N=C6N' T” 
190 LOCATE 5,13:PRINT "б: - .C=CR+LF,L=LF” 

1 280 LOCRTE 5,14:PRINT "H: . . .C=CR+LF,L=LF” 
218 LOCATE 5,15:PRINT "1 に ゴツ ョ リ . . .J=KI/KO CONT.,N=7k JIS” 
220 LOCATE 5,17:PRINT "DEFRLLT=[1E81XNCCND]" 
250 LOCATE 5,19:PRINT "IF YOU NEED CHANGE MODE, INPUT THE MODE:NOT CHRNGE=[CR]" 
248 LOCATE 5,21:INPUT "ҒОКМАТ-”; M$ 
250 IF МФ-”” THEN M$=”1E81XNCOND” : RETURN 
268 A$MID$(M$, 1,1): IF ñSC(ñ$)<>8H31 AND АЅССАФ) <>8Н33 THEN 570 
270 B$=MID$(M$,2,1):IF B$<>"E" AND ВФ<>70” AND B$<>"N" THEN 378 
280 C$MID$ (M$, 3,1): IF ASC(O$)<8H37 AND ASC(C$)>8H38 THEN 570 
290 D$=MID$ (M$, 4,1):1Е ñSC(D$)<>8H31 AND ñSC(D$)<>8H33 THEN 570 
300 ЕФ-МІП%(М%,5,12:І1Ғ E$<>"”X” AND E$<>"R" AND E$<>"N" THEN 370 
310 F$=MID$(M$,6,1):IF F$<>"N" THEN 570 
320 6%-МІП%(М%,7,12:1Ғ б$<>”С” AND G$<>”L” THEN 570 
330 H$=MID$(M$,8,1): IF H$<>"”C"” AND H$<>"L” THEN 370 
340 1%-МІр+(МЕ,9,1):1Е I$<>"J" AND I$<>"N" THEN 570 
350 FB$=A$+B$+C$+D$+E$+F$+G$HH$+I$ 
368 RETURN 
370 M=LENCM$) :LOCATE 14,21:PRINT SPC(M):GOTO 248 
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この 中 で , 通信 パラ メー タ の 設定 は プロ グ 
ラム の スタ ー ト 時 に 行う こと に し ます 。 た と 
えば , List 65 の よう に 行っ て くだ さい 。 List 
6.5 は サブ ルー チン な の で , メイ ン ル ー チ ン 
で 呼び 出し て 実行 きせ る よう に し ます 。 

ほとん ど 使 わな い パ ラメ ー タ は , 始め か ら 
セッ ト で き な い よう に 除い て お きま し た 。 ま 
た だ た, も っ と も よく 使わ れる モー ド に あら か じ 
め セ ッ ト し て お き , 必要 な ら ば チェ ンジ する 
と いう 形 に し まし た 。 プ ログ ラム 作成 上 よく 
行う 手段 で す が , この よう な こと を , 

“DEFAULT 値 の 設定 " 
と いい ます 。 


コミ ュ ニ ケー ショ ンプ ログ ラム の 
構造 


少し お お げき さき です が,。 コ ミュ ニケ ーション 
プロ グラ ム を 作る 前 に , その 構造 に つい て 再 
度 よ く 考 えて み ま し ょ う 。 

まず , 用 いる 道具 は 図 6.15 の よう な も の で 
すね 。 

矢印 は , デー タ の 流れ を 示し て いま す 。 こ 
こ で , い ちば ん 重要 な の は 何と いっ て も СЕТ 
(テレ ビ ) へ の 表示 の 問題 で し ょ う 。 

つま り , 自分 が 入力 し た デー タ や , フロ ッ 
ピー ディ スク か ら の ファ イル 表示 , カプ ラ か 
ら の 受信 デー タ が プラ ウン 管 に 集中 する か ら 
で す 。 こ れ を , 手際 よく 分 離し て , 美しく 表 
示し た いも の で す 。 

そこ で , いろ いろ な 方 法 が 考え を られ ます が , 
も っ と も わか りや すい の は , ブラウン管 を 上 
下 に 分 け て し まっ て , 上 は “送信 用 "。 Fil“ 
АН” に 使う こと で は な いで し ょ うか ? 

も ちろ ん , こん な こと を し な く て も , 1 行 
ずつ の 送受 信 に 限れ ば , その メッ セー ジ の 頭 
に コメ ント を 強制 的 に つけ て , 送信 か 受信 か 
を 区 別 で きま す が , それ で は あま り 美 し い 方 
法 と は いえ ませ ん 。 

さて , 全体 の プロ グラ ム を 構成 する た め の 
処理 手順 を フロ チャ ー ト で 見 て み ま し ょ う 。 
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ファ イル デー タ 
の 送信 


Y 
ファ イル クロ ー ズ 
な どの 処理 


図 6.16 
メイ ン の 処理 ルー チン 


図 6.14 の 受信 デー タ 処 理 と 合わ せ て 全体 を 考 
хат. 

図 6.16 は メイ ン 部 の み で す が , この ほか に 
ERROR 時 の 処理 (これ も 割り 込み ) が 必要 で 
す 。 し か し , 今回 は ERROR が 起こ っ た ら す 
な お に 終了 する よう に し て お きま し ょ う 。 


テレ ビ 画 面 の 分 割 使用 方 法 


次 に , プロ グラ ム 上 の テク ニッ ク に つい て 
少し お 話し まし ょ う 。 

初め に , 送信 用 と 受信 用 と で , テレ ビ 画 面 
を 上 , 下 に 分 割 し て 使用 する 方 法 に つい て 考 
えて で み ま し ょ よう 。 

BASIC に , CONSOLE と いう スク ロー ル 
行 を 指定 する コマ ンド が あり ます が , これ を 
うま く 用 いる と , いろ いろ と 画面 の 分 割 使用 
に 役立ち ます 。 マ ル チ ス クリ ー ン 的 な 使用 方 
法 も で きま す 。 

その 前 に 画面 上 で , カー ソル の (Х, Y) 
座標 値 が その まま 得 ら れる 関数 

メニ POS( 0 ) 

Y =CSRLIN 
を 用 いて , 自由 自在 に 表示 し た い 位 置 に キャ 
ラク タ を 書く プロ グラ ム を 作っ て み ま し ょ う 。 

今 , 仮に 下 の 写 真 の よう な 画面 構成 で , 送 
信 , 受信 の イメ ー ジ が 出せ る よう な プロ グラ 
ム (List 6.6) を 作る こと と し ます 。 

List 6.6 に 示し た の は ,|ESC | キー を あ た か 
も 割り 込み 信号 の よう に 用 いて , テレ ビ 画 面 
ЕС, 送信 メッ セー ジ と 受信 メッ セー ジ が 交 


ム テ レビ 画面 の 分 割 表 示 


互 に 表示 され る よう に し た も の で す 。 

プロ グラ ム の 実行 方 法 は , 
・[ESC | キー ON で 送信 ・ 受 信 メ ッ セ ー ジ の 
受け 付け 切り 換え を する 。 

・ キ ー 入 力 に 対し て , キャ ラク タ を 表示 する 。 
の よう に な っ て いま す 。 

実際 の コミ ュ ニ ケー ショ ン で は , [ESC] キ 
ー の ON/OFF は , СОМ ON 時 の 割り 込み 信 
号 あ り プ な し に 相当 し ます 。 ま た , 受信 メッ 
セー ジ の キー 入力 が , 1 0 ポー ト か ら の デ 
ー タ の 入力 に な り ま す 。 しかし, プロ グラ ム 
の 骨格 は , これ で 十分 で き て いま す の で , 多 
少 の 変更 を 加え る で け で , その まま コミ ュ ニ 
ケー ショ ン に 使え ます 。 

た だ , あま り 完 成 度 が よく あり ませ ん 。 < 
れ は , 送信 , 受信 用 の 画面 の 最後 まで くる と 


表示 が クリ ア さ れ て し まう か ら で す 。 


そこ で , 先ほど の 画面 分 割 の よう に , まっ 
た く 異 な っ た 2 画面 が , あたかも いっ し ょ に 
な っ て , 上 下 の 送 信 お よび 受信 用 の 画面 を そ 
れ ぞ れ ス クロ ー ル し な が ら 使 う プ ログ ラム 例 
を 示し まし ょ う (List 6.7), 

この プロ グラ ム の ポイ ント は , 送信 用 の デ 
ー タ を 作っ て いる と き に , 擬似 割り 込み 信号 
(Е5С|%-) が 入っ て くる と , いっ た ん , 
X, Y 座 標 を モー ブ し て (ХТ, YT に 入れ 
る ), 割り 込み 処理 (受信 の 処理 ) を 行う こと 
で す 。 そ し て , この 受信 処理 で は , 前 回 受信 
処理 し て 出力 し て いた と き の 最 後 の 座標 値 
(X, Y) が (XR, ҮК) に し まっ て ある の 
で , それ を 呼び 出し て 表示 を 続行 し ます 。 
また CONSOLE は, それ ぞ れ の 処理 の 先頭 
で 宣言 し て , 分 割 領域 以外 に 表示 し な いよ う 
に し て いま す 。 

わざ わき ぎ , RS-232C コン トロ ー ル プロ グラ 
ム 部 を 入れ な いで , 擬似 的 な コマ ンド で プロ 
グラ ム を 構成 し た の は , みな さん が プロ グ 
ラム を 作る と き に , 自分 で 十分 デバ ッ グ で き 
る よう に し た か っ た か ら で す 。 始め から RS 
-232C と 音響 カゲ プラ を つない で お いて プロ グラ 
ム を 作る よう な こと は し な い ほ う が 賢明 で す 。 
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List 6.6 (上 ), List 6.7 (F) 


10" СЕТ DEUISION FOR TRANSMIT & RECEIVE DATA 
ж" 
100 WIDTH 89.25:CONSOLE 0,25:015 
110 XT=8: YT=2: XR=9: YR=14 
120 LOCATE 25,0:РКІМТ "ааа САТ DEUISION SIM RATION +++" 
150 GOSUB 148:GOTO 180 
140 LOCATE 9,1:PRINT "[TRRNSMIT]" 
150 LOCATE 0,15:РКІМТ "[RECEIVE]" 
169 RETURN 
170 ' TRANSMIT DATA 
180 LOCATE XT, YT 
190 K$="”": WHILE КФ-””:КФ-ІМКЕУҮ%: WEND 
200 IF K$="H" THEN 400 
218 IF K$=CHR$(8H1B) THEN 270 
220 Y=CSRLIN: IF Y=12 AND K$=CHR$(8HD) THEN XX=0:GOTO 258 
230 X=POS(0):IF X=79 AND Y=12 THEN XX=1:GOTO 250 
240 PRINT K$;:GOTO 190 
| 258 CONSOLE 1,12:CLS:CONSOLE 0,25: ХТ=0:ҮТ=2 
269 GOSUB 140:1 ОСАТЕ XT, YT:PRINT K$; :ХТ=ХТ+ХХ: СОТО 180 
270 XT=POS(@) :YT=CSRLIN:GOTO 290 
280 ' RECEIVED DATA 
290 LOCATE XR, YR 
300 K$="":MHILE K$="" : K$=INKEY$: WEND 
310 IF K$="H" THEN 408 
320 IF K$=CHR$(8H1B) THEN 388 
550 Y=CSRLIN: IF Y=24 AND K$=CHR$(8HD) THEN ХХ-0:60Т0 360 
340 X=POS(0): IF X=79 AND Ү-24 THEN XX=1:GOTO 360 
350 PRINT КФ; :СОТО 500 
360 CONSOLE 14,11:CLS:CONSOLE 0,25:ХК-й:ҮК-14 
370 GOSUB 140:1 ОСАТЕ XR, YR:PRINT K$; :XR=XR+XX:GOTO 298 
380 ХК=РОЅ (0) : YR=CSRLIN:GOT0 188 
398 ° 
400 END 


18 ' CRT DEVISION FOR TRRNSMIT & RECEIVE DRTR 
20 ' 

100 WIDTH 88,25:CONSOLE 0,25:015 

110 XT=0:YT=2:XR=0:YR=14 

120 LOCATE 2S,9:PRINT "хєх СКТ DEVISION SIMURRTION жаз” 
150 GOSUB 149:CONSOLE 2,11:GOTO 180 

149 LOCATE 9,1:COLOR 4,0:РКІМТ "[TRRNSMIT]" 
150 LOCATE 9,13:COLOR 6,0:РКІМТ "[RECEIVE]" 
160 COLOR ?,9:RETURN 

170 ' TRANSMIT DATA 

180 X=XT:Y=YT:LOCRTE X,Y 

190 КФ-””:ЫНЦЕ КФ-””:КФ-ІМКЕҮФ: WEND 

200 IF КФ-"й” THEN 510 

210 IF K$=CHR$(8H1B) THEN 250 

220 PRINT K$::GOTO 190 

239 ХТ=РОЅ (0) :YT=CSRLIN:CONSOLE 14,19:GOTO 250 
249 " RECEIVED DATA 

250 X=XR: Y=YR:LOCATE X,Y 

260 K$="": WHILE К$=””: K$=INKEY$: WEND 

270 IF K$="H" THEN 320 

280 IF K$=CHR$(8H1B) THEN 500 

298 PRINT КЄ; :СОТО 268 

500 ХК=РОЅ (0) : YR=CSRLIN: CONSOLE 2,11:GOTO 180 


318 END 
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うま く 動 作 し な いと き に , 原因 を 究明 する の 
が 困難 に な る か ら で す 。 そ の た め に も 1 つ 1 
つ を 確実 に 動く よう に し て いか な けれ ば な り 
ませ ん 。 ちな み に , List 6.7 іс, 通信 モー ド の 
設定 と , 


ON COM GOSUB 250 
お よび 


COM ON 
COM OFF 


を うま く 設 定 す れ ば 使え る よう に な り ま す 。 


エラ ー と その 処理 に つい て 


BASIC を 通常 操作 で 立ち 上 げ る と , 
“Start up. Bas” 


と いう イニ シャ ルセット の プロ グラ ム が 走る 
よう に な っ て いま す 。 と ころ が この まま で は , 


NEWON 4 


と いう コマ ンド が 実行 され て し まい , RS- 
232C 関係 の コマ ンド が 実行 で き な い モー ド 
に な っ て し まい ます 。 

そこ で , この Start up. Bas の 中 身 を 変更 
する (通常 LOAD し て , 540 番 の NEWON 4 
を NEWON に し て SAVE する ) か , ある い 
は IPL の 立ち 上 が り 時 に キー を ず 
っ と 押し て , “NEWON" と 表示 され る まで 待 
ち , | | を 押す よう に し ます 。 これ を 実施 し な 
いと 何 も で きま せん 。 

マニ ュ ア ル な ど に は くわ し くく 解説 し て あり 
ませ ん の で 注意 し て くだ さい 。 


< 症例 1> 

送っ た デー タ , ある い は 受け た デー タ の キ 
ャ ラク タ が お か し い 。 

変 な 文字 を 表示 し て , 途中 で 終わ っ て し ま 
っ だ た りす る 。 


(原因 と 対策 ) 

お 互い の 通信 モー ド が 同一 に な っ て いな 
い , も し く は 基本 的 な ポー レー ト に 無理 が 
ある か ら で す (特に 音響 カプ ラ は , た いて 
い 300 ボ ー で す の て で 要 注 意 )。 

通信 モー ド を きち ん と 無理 な く 設 定 し て 
くだ さい 。 
< 症例 2 > 
デー タ は ほぼ 合っ て いる が , 歯 抜 け や 誤 り 

が 目立つ 。 

(原因 と 対策 ) 

通信 ケー ブル 回 線 系 の 問題 と 通信 モー ド 
の 中 で フロ ー 制 御 (XON/OFF, RTS 制御 
な ど ) の 手順 が 悪い 場合 が 考え られ ます 。 

ケー ブル に つい て は , コネ クタ を し っ か 
り 固 定 (ビス 止め ) L, あま り 長 い ケ ー ブ 
ル を 用 いな いこ と で す 。 ま た , 音響 カプ ラ 
に つい て は , 周囲 の 音響 ノイ ズ ( 車 の 騒音 , 
人 の 声 な ど ) が 入り に くい よう に , し っ か 
り 防音 し て くだ さい 。 
< 症例 3 > 
送信 可能 で 受信 不能 また は その 逆 で , 一 方 

通行 に な っ て いる 。 

(原因 と 対策 ) 

BASIC コマ ンド (OPEN) の 使い 方 の 問 
ЯН, RS-232C の 配線 ミス が 考え られ ます 。 

プロ グラ ム の デバ ッ グ を し っ か り 行 い , 
配線 は 正しい 接続 の し か た を 見 て チェ ッ ク 
し て お きま し ょ う 。 他人 の 作っ た ケー ブル 
は あま り 信 用 し な いで , ドラ イ バ ー で RS- 
232C と の コネ クタ を 開け て , 一 度 よ く 見 て 確 
認 し て お きま し ょ う 。 


コミ ュ ニ ケー ショ ン 
プロ グラ ム 
さき て で て, パッ ツッコ ロ シ ジコ ミュ ニケ ター ショ ジ を 行 
うた め に , いろ いろ な 準備 を し て きま し た 。 
RS-232C の 使い 方 , 音響 カプ ラ の 使い 方 や 
コミ ュ ニ ケー ショ ン が どの よう な 手順 で 行え 
る か に つい て は , 十分 理解 で きた と 思い ます 。 
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ここ で は , 総合 的 に パソ コン コミ ュ ニ ケー 
ショ ン を 行う た め の プ ログ ラム に つい て 述べ 
ます 。 
プロ グラ ム の 構造 は 。 いま まで に 述べ た 各 
種 の プロ グラ ム を 結合 し た 形 に な っ て いま す 。 
各種 サブルーチン 部 の 先頭 に 処理 内 容 を 書い 
て お きま し た の で , 特に 解説 は し て いま せん 。 
内 容 的 に は 次 の こと が で きま す 。 
(1) 画面 上 で イン プッ ト し た デー 
区 切り で 転送 する 。 
(2) 画面 上 で デー タ を 作り (擬似 エディ タ 
を 用 いる ), デ ー タ ファ イル と し て ディ ス 
ク 上 に セー プ す る 。 
(3) ディ スク に セー ブ し て ある ファ イル の 
ディ レク トリ を 見 る 。 
(4) ディ スク 上 に セー ブ プ し て ある ファ イル 
(アス キー ファ イル の み ) を 転送 する 。 


タ を 1 行 


List 6.8 


19 ° COMMUNICATION PROGRAM for X1 turbo 

24” 

100 MAXFILES 5 

110 WIDTH 8,2S:CONSOLE 0,25:(15 

120 GOSUB 550:015 

130 ХТ-й:ҮТ-2:ХК-й:ҮКе14:1 Ф-"М”:Мф-”М” 

140 OPEN "С”,81,7СОМ:”%ҒВФ 

150 LOCATE 25,9:PRINT "яз COMMUNICATION жаз” 

160 LOCATE 9,1:COLOR 4,0:РКІМТ ”CTRANSMITI” 

170 LOCATE 9,13:COLOR 6,9:PRINT ”[RECEIVE]” 

180 COLOR 7, й: CONSOLE 2,11 

190 ' MAIN ROUTINE 

200 ОМ СОМ GOSUB 42@:СОМ ОМ 

210 LOCATE 15,2:РКІМТ ”<<COMMAND MENU>>":PRINT 

--DRTR MAKE & TRANSMIT” 

.. -DATA МАКЕ & FILING” 

LIST UP FILE DIRECTORY” 

.. -DISPLAY OF FILE DATA” 

...FILE'S DATA TRANSMIT” 

270 PRINT "6...КЕСЕТУЕ DATA PROCESS” 

280 PRINT ”7...END OF COMUNICATION” 

290 PRINT "PLEASE INPUT NEXT PROCESS.” 

308 ОЛ 8H299g+12*89,8H17 

310 K$="":WHILE КФ-””: КФ=1МКЕҮФ: МЕМО 
IF АЅССКФ) BHIA OR RSC(K$)>&HS7 THEN 500 
IF К$=”1” THEN GOSUB 1819:GOTO 499 
IF КФ-"2” THEN GOSUB 1S19:GOTO 400 


250 PRINT 
249 PRINT 
258 PRINT 
269 PRINT 


(5) 受信 デー タ は 順次 画面 上 に 表示 され る 。 
(6) 受信 デー タ を ディ スク に セー プ し た り , 
プリ ンタ に 出力 し た りす る 。 
この プロ グラ ム は , 各 機 能 ご と に 分 離し て 
作っ て あり ます の で , 機能 の 追加 , 修正 は 容 
易 に 行え を ます 。 み な さん で 独自 の 機能 を 追加 
し て 使っ て みて くだ さい 。 プ ログ ラム は , List 
6.8 の よう に な り ま す 。 
この プロ グラ ム は , キー 入力 に 対し て , Ж 
の よう に 応答 する よう に し て あり ます 。 
[ESC] キー…… 処 理 の 終わ り 
各 処 理 に 誤っ て 入っ た と き , 正常 に 終了 
し た いと き に 押し ます 。 
[DEL| キー…… 1 文字 削除 
キー 入力 中 誤っ た キャ ラク タ を 削除 し た 
いと き に 使い ます (た だ し , [2] 押し た 後 は 
修正 で きま せん )。 


:DRTR МАКЕ & TRANSMIT 
:DRTR MAKE а FILE 


IF K$="3" THEN GOSUB 1870:GOTO 400 ":LIST UP FILE DIRECTORY 


IF КФ-"4” THEN GOSUB 1220:GOTO 499 
IF K$=”5” THEN GOSUB 1969:GOTO 408 


:DISPLAY OF FILE DATA 
:FILE'S DATA TRANSMIT 


IF КФ-"6” THEN GOSUB 850:GOTO 400 ':RECEIVE DATA PROCESS 


IF K$=”?"” THEN 2140 ":END 
400 CONSOLE 2,11:CLS:GOTO 218 
418 ° RECEIVE INTERRUPT PROCESS 
420 XT=POS (0) : YT=CSRLIN: CONSOLE 14,10 
430 LOCATE XR, YR 
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449 IF LOC(1)=9 THEN 520 

459 KK$=INPUT$1.1) 

460 IF KK$=CHR$(&HR) THEN 440 

470 PRINT KK$; 

480 IF SAV=1 THEN PRINT 05, KKS; 

490 IF LPT=9 THEN СОТО 448 

500 IF KK$=CHR$(8HD) THEN LPRINT:GOTO 448 

510 LPRINT KK$j:GOTO 440 

520 XR=POS(@) : YR=CSRLIN: CONSOLE 2,11 

539 RETURN 

540 ° CONNICRTION MODE SET ------- 

550 LOCATE 25, 9:PRINT "*== COMMUNICATION ===” 

569 PRINT :PRINT "COMMUNICATION MODE SET 

579 LOCATE 5,4:PRINT"FORYWT=[RBCDEFGHI]" 

589 LOCATE 5,6:PRINT"R:BRUD RRTE... .1=399( ネ "-) , ,3=1209( ネ "-) 

590 LOCATE 5,7:PRINT "B:PRRITY E=EVEN PARITY, O=0DD PARITY, N=NO PARITY 

600 LOCATE 5,8:PRINT "C:DATñ LENGTH. .7-767%4.,8-8Е7 

610 LOCATE 5,9:PRINT "D:STOP BIT....1=1 ヒ " ッ ト ,3=2 ヒ " ッ ト 

620 LOCATE 5,19:PRINT *E:CONTROL. . .. .X=XON/XOFF,R=RTS ON/OFF,N=DON"T CONTROL” 

639 LOCATE 5,11:PRINT "Е: DATA. ....S=7c°»h 地 モト ^,NeCRN'T" 

640 LOCATE 5,12:PRINT "G:CR,LF TRNS..C=CR+LF,L=LF” 

650 LOCATE 5,13:PRINT "H:CR,LF REV...C=CR+LF,L=LF” 

668 LOCATE 5,14:PRINT "1: 日 本 語 処 理 . .J=KI/KO CONT.,Ne ウ 7 ト JIS” 

679 LOCATE 5,15:PRINT "J:END CODE..…9 —> F ” 

688 LOCATE 5,17:PRINT "DEFRLLT=[1N81XSLLND1" 

690 LOCATE 5,19:PRINT "INPUT THE MODE : МОТ CHANGE THEN [CR] キ " 

700 LOCATE 5,21: INPUT "FORMAT="; FB$ : 

718 IF FB$="”" THEN FB$="1N81XSLLND" : RETURN 

720 (Ф-МІІ9(ҒВФ,1,1):1Ғ RSC(R$)<>8HS1 AND RSC(R$)<>8H33 THEN 850 

730 В%-МІПФ(ҒВФ,2,1):ІҒ B$<>"E” AND B$<>"0” AND ВФО”М” THEN 838 

749 С%-М10%(ҒВ%,5,1):1Ғ 66С(С9) <>8H37 AND RSCC$)<>&H38 THEN 850 

750 D$=MID$(FB$, 4,1): IF RSCCDS)<>8H31 AND RSCCD$)<>&H33 THEN 850 

760 E$=MID$(FB%,5,1):IF E$<>"X" AND E$<>"R" AND E$<>”N” THEN 850 

770 F$=MID$(FB$,6,1): IF F$<>"S" AND F*<>"N” THEN 830 

788 G$=MID$CFB$,?,1):IF б%<>”С” AND G$O"L” THEN 950 

790 H$=MID$(FB$,8,1): IF НФО”С” AND H$<>"L” THEN 950 

800 I$-MID$(FB$,9,1):IF I$O"J” AND I$O"N” THEN 838 

810 J$=MID$(FB$, 10, 1): IF RSC(J$)<&H49 OR RSCCJ$)>&H5F THEN 838 

820 FB$*=G$+B$+C$+DS+E$+F$+G$+H$+[$+J$: RETURN 

830 FB-LENCFB$) :LOCRTE 14,21:PRINT SPCCFB) :FB$="":GOTO 700 

840 ” RECEIVE DATA PROCESS -------- 

850 CONSOLE 2,11:CLS 

860 LOCATE 15,2:PRINT "sss RECEIVE DATA PROCESS ===” 

870 PRINT "END OF PROCESS KEY = [ESC] +” 

889 PRINT :PRINT "PLEASE INPUT SETTING” 

899 LOCATE 15,6:PRINT "DATA FILE ?...Y=RECEIVED DATA SAVE TO FLOPPY , М-М0” 
Y=RECEIVED DATA PRINT OUT , №0” 

919 LOCATE 5,9:PRINT "INPUT MODE "+CHR$(&H5B)+" (NOW). . "+L$HM$+CHR$ (SH5D) +="; 

920 GOSUB 1570: IF KS$=CHR$(32H1B) THEN 1050 

930 PRINT KS$; 

940 L$=MID$CFIL1$,1,1): IF L$=CHR$(3H59) THEN GOTO 970 ELSE 1010 

950 M$=MID$(FIL1$,2,1): IF M$=CHR$(2H59) THEN LPT=1 ELSE LPT=9 

969 GOTO 1020 

978 SRU=1:PRINT :PRINT "RECEIVE DATA FILE NAME="; 

989 GOSUB 1579:IF KS$=CHR$&H1B) THEN SRU=9:GOTO 950 

990 PRINT KS$::OPEN "0" „05,1118 

1008 СОТО 950 

1018 SRU=9:CLOSE 13:GOTO 950 

1020 PRINT:PRINT "YOUR SET МОРЕ=”; 9:49 

1838 GOSUB 1168 

1048 IF KS$<>CHR$&H1B) THEN 1050 

1050 CLS:RETURN 

1968 ' LIST UP FILE DIRECTORY 

1078 -CONSOLE 2,11:CLS 

1080 LOCATE 15,2:PRINT "яз LIST UP FILE DERECTORY ===” 
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1090 PRINT :PRINT "END ОҒ PROCESS KEY = [ESC] +” 
1188 PRINT :PRINT "DEVICE NO. (8-3)=”; 

1110 GOSUB 1168 

1120 IF 86С(К5%) <8H39 OR ASC(KS$)>8H33 THEN 1110 
1150 PRINT KS$:PRINT:FILES KS$+CHR$(8H3A) :GOSUB 1160 
1140 IF ASC(KS$)=3H1B THEN 1200 

1158 GOTO 1110 

1169 OUT sH2999+CSRLIN*S9tPOS(9) , 8H17 

1170 KS$="": WHILE К©$=””: KS$=INKEY$: WEND 

1180 OUT &H299g+CSRLIN*89tPOS(9) , 8H? 

1190 RETURN 

1208 CLS:RETURN 

1210 ' DISPLAY OF FILE*S DATA 

1228 CONSOLE 2,11:015 

1238 LOCATE 15,2:PRINT "sss DISPLAY OF FILE'S DATA таз” 
1240 PRINT :PRINT "STOP KEY = [SPACE] %- ,ЕМ) OF PROCESS KEY = (ESC) +” 
1250 PRINT :PRINT "INPUT FILE NAME =”; 

1268 FIL1$="" 

1270 GOSUB 1168 

1288 IF KS$=CHR$(8HD) THEN 1540 

1290 IF KS$=CHR$(8H1B) THEN 1490 

1300 IF KS$=CHR$(8HS) THEN 1320 

1310 PRINT KS$;:FIL1$=FIL1$+KS$:GOTO 1270 

1320 LL=LENCFIL1$)-1:IF LL<0 THEN 1270 

1350 PRINT KS$;:FIL1$=LEFT$CFIL1$,LL):GOTO 1270 
1340 PRINT:OPEN "1", N2, FIL1$ 

1350 DT$=INPUT$(1,2):PRINT DT$; 

1360 KS$=INKEY$: IF KS$=CHR$(8H20) THEN 1390 

1370 IF ЕОҒ(2) THEN 1428 B 

1388 GOTO 1350 

1390 PAUSE 10 

1400 KS$="":WHILE KS$ く <>CHR$(SH29) : KS$=INKEY$: WEND 
1418 GOTO 1379 

1420 CLOSE 42 

1450 PRINT :PRINT ”-- END OF DATA --” 

1449 GOSUB 1469:IF KS$=CHR$(8H1B) THEN 1480 

1450 GOTO 1449 

1460 К6%-””ЫНЦЕ К5%-””: KS$=INKEY$: WEND 

1470 RETURN 

1480 CLOSE #2 

1498 CLS:RETURN 

1500 ” DATA MAKE & FILE 

1510 CONSOLE 2,11:CLS:FIL1$=”” 

1520 LOCATE 15.2:PRINT "аяз DATA МАКЕ & FILE ===" 
1530 PRINT :PRINT "END OF FILE MARK = CESC] +” 
1540 PRINT :PRINT "INPUT FILE NAME="; 

1550 GOSUB 1570: IF KG$=CHR も (8H1B) THEN 1789 

1568 GOTO 1670 

1570 FIL1$="" 

1580 GOSUB 1168 

1590 IF KS$=CHR$(8H1B) THEN 1780 ’: CESC] 3- 
1600 IF KS$=-CHR$ (SHD) AND LENCFIL1$)=9 THEN 1588 
1610 IF KS$=CHR$(8HD) THEN 1660 "ІСІ + 
1620 IF KS$=CHR$(8HS) THEN 1640 EDEL] + 
1630 PRINT KS$: :FIL1$=FIL1$+KS$:GOTO 1580 

1640 LL=LENCFIL1$)-1:IF Ц <0 THEN 1570 

1658 PRINT KS$;:FILI$=LEFT$(FIL1$,LL):GOTO 1580 
1668 RETURN 

1670 PRINT KS$;:OPEN "0”,42,ҒІ119 

1688 CONSOLE 2,11:CLS 

1698 LS$="" 

1708 GOSUB 1160 

1710 IF KS$=CHR$(8H1B) THEN 1788 

1720 IF KS$=CHR$(8HD) THEN 1758 

1730 IF KS$=CHR$(8H8) THEN 1768 
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1740 PRINT К5%; :LS$=LS$+KS$:GOTO 1700 

1750 PRINT KS$;:PRINT H2,LS$:GOTO 1690 

1760 LL=LEN(LS$)-1:IF LL<9@ THEN 1690 

1770 PRINT KS$: :LS$=LEFT$(LS$,LL) :GOTO 1700 

1788 CLOSE H2 

1798 OLS: RETURN 

1890 ” DATA MAKE & TRANSMIT 

1810 CONSOLE 2,11:CLS 

1820 LOCATE 15,2:PRINT "*** DATA МАКЕ & TRANSMIT ===" 
1830 PRINT :PRINT "END OF PROCESS KEY = [ESC] +” 
1840 PRINT :PRINT "ТҮРЕ [CR] キ THEN TRANSMIT 1 LINE DATA” 
1850 LS$="” 

1860 GOSUB 1168 

1870 IF KS$=CHR$(8H1B) THEN 1940 °: CESC] +- 
1880 IF KS$=CHR$(8HD) THEN 1910 ':[CR] + 
1890 IF KS$=CHR$(8H8) THEN 1928 *: [DEL] — 
1900 PRINT KS$: :LS$=LS$+KS$: GOTO 1860 

1910 PRINT KS$::PRINT Н1,15%:| 5%-””:00Т70 1860 

1920 Ш = ENCLS$)-1:IF LL< THEN 1850 

1950 PRINT KS$; :LS$=LEFT$(LS$,LL):GOTO 1860 

1940 CLS:RETURN 

1958 ' FILE'S DATA TRANSMIT 

1968 CONSOLE 2,11:CLS:FIL1$=”"” 

1970 LOCATE 15,2:PRINT "*== FILE'S DATA TRANSMIT аяз” 
1988 PRINT :PRINT "END OF PROCESS KEY = [ESC] +” 
1990 PRINT :PRINT "INPUT FILE NAME =”; 

2000 GOSUB 1570: IF KS$=CHR$(8H1B) THEN 2120 

2010 PRINT KS$;:OPEN "1",H2。FIL1$ 

2020 IF EOF(2) THEN 2089 

2830 LINPUT 82,15% 

2840 PRINT LS$ 

2458 PRINT NH1.LS$ 

2060 СОТО 2020 

2070 CLOSE 2:05 

2080 PRINT :PRINT "— ЕМО OF DATA —" 

2998 GOSUB 1160 

2100 IF KS$<>CHR$(8H1B) THEN 2090 

2118 CLOSE H2 

2128 CLS:RETURN 

2130 ' END OF COMUNICATION 

2148 CLOSE:CONSOLE 0,25:015 

2150 LOCATE 26,10:РКІМТ “一 COMUNICATION END --” 
2168 LOCATE 8,23 

2178 END 


ネッ トワ ー ク に ログ イン | @ 小田 原 マ イコ ンク ラブ ・ マ イコ ン セ ンタ ー 

e ュー ド 設 定 : 1N81NNCCND 

それ で は , さっ そく 打ち 込ん だ 通信 用 プロ 組織 名 ・ 小 田原 マイ コン クラ ブ 
グラ ム を 使っ て 一 般 の 人 で も アク セス 可能 な 住所 ・〒250 神奈 川 県 小田 原市 栄 
通信 シス テム に ログ イン し て み ま し ょ う 。 町 1-12-7 

次 の 通信 シス テム に アク セス 可能 で す 。 終 電話 番号 : 0465 (23) 4336 (クラ ブ の 専 
日 運営 し て いる と ころ も あり ます 。 夜間 に ア 用 電話 で は な い の で , 技術 
クセ ス す る と き は , 回 線 電話 番号 に 注意 し ま 的 質問 等 は か け な い よう に 
し ょ う 。 入 会 は 自由 で す の で 問い 合わ せ て く し て くだ さい 。) 

だ さい 。 回 線 電話 番号 : 0465(23) 4827 


運営 時 間 :А.М.7:200-Р.М.11: 00 
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@ 日 本 マイ コン クラ ブ ・ マ イコ ンコ ミュ ニケ 


ーション 

コー ド 設 定 : 1E71XSLLND 

組織 名 ・ 日 本 マイ コン クラ プ ブ 

住所 ・〒105 東京 都 港 区 芝 公 園 3- 
5-8 

電話 番号 ・03(438) 1869 

回 線 電話 番号 : 03(434)8080 

運営 時 間 ・ 終 日 

@ オデッセイ 

コー ド 設 定 : 1N81XNCCND 

組織 名 ・ オ デ ッ セ イク ラブ 

住所 : T160 東京 都 新宿 区 高田 
1581-29-690 6л 8 F 

電話 番号 ・03(205) 2277 


回 線 電話 番号 : 03(232)6060 
運営 時 間 ・ 終日 

@ JADA TELEPORT SYSTEM 
コー ド 設 定 : 1E71XSCCND 


組織 名 ・ 日 本 アマ チュ アデ ー タ 通信 
協会 

住所 ・〒150 東京 都 渋谷 区 宇田 川 
町 2-1-1023 

電話 番号 ・03(463) 4626 

回 線 電話 番号 : 03(985) 1347 

運営 時 間 : 終日 

@ Japan Amateur Network Information 

Service 

コー ド 設 定 : 1N81NNCCND 

組織 名 ・ 本 多 通 商 

住所 :〒101 東京 都 千 代田 区 外 神 
田 1-9-9 ШЕЛ 

電話 番号 ・ 03(251) 0019 

回 線 電話 番号 : 03 (251) 0855 

運営 時 間 : 終日 

@ THE GRAND COLONY 

コー ド 設 定 :1E81XSCCND 

組織 名 : 有限 会 社 東栄 企画 

住所 ・〒153 東京 都 目黒 区 上 目黒 
3-14-3 東栄 企画 内 TGC 

電話 番号 ・03(710) 7753 


158 


回 線 電話 番号 : 03(710) 7720 


運営 時 間 : P.M.5 :00—9# H А.М. 

Ф Com Com кш 

コー ド 設 定 : 1N81XNCCND 

組織 名 ・ デ ー タ プレ ー ン 

住所 ・〒531 大 阪 府 大 阪 市 大 淀 区 
豊崎 3-4-1 ショ ウレ イ ビ 
ル 5F 

電話 番号 : 06(376)1053 

回 線 電話 番号 : 06(372) 3393 
0473(88) 1027 _ 

運営 時 間 : P.M.12 : 00~ 3 H A.M. 
10 : 00 
お わり に 


現在 。 パソ コン コミ ュ ニ ケー ショ ン は は , 
いた る と ころ で 笑 発 に 行わ れ て いる よう で す 。 
全国 に いく つも の アマ チュ ア の サー クル が あ 
), デー タ 。 プ ログ ラム の や り と り , 連絡 な 
ど に 使わ れ て いま す 。 

今後 , コ ミュ ニケ ーション が ます ます さか 
ん に な っ て , 一 般 の 人 が 自由 に アク セス で き 
る デー タベース や ,。 コミ ュ ニ ケー ショ ン 機 器 , 
ソフ ト が 充実 し て いく こと で し ょ う 。 ニ ュー 
メデ ア と の 関連 で , さま ざま な 形態 の コミ ュ 
ニケ ーション も 生ま れる こと で し ょ う が , イ 
ンタ ー フ ェ イ ス の 考え 方 は 大 きく 変わ る こと 
は な いで し ょ う 。 

昨年 発表 きれ た , 郵政 省 の 推奨 通信 方 式 は , 
パー ツジ ナル コン ピュ ー タ に よる コロ ミュ ニケ ー 
ショ ン の イン ター フェ イス 方 式 に つい て の 標 
準 化 を ね らい と し て 出さ れ た も の で す 。 こ れ 
は , 4800 ボ ポー の モデ ム 回 線 を 用 いた 方 式 で す 
が , ネッ トワ ー ク 化 に 適し て いて , 将来 有望 
な 方 式 で す 。 専用 部 分 が LSI 化 さ れれ ば, 一 
般 ユ ー ザ ー が それ を 備え た 端末 を 手 に する こ 
と も そう 遠く な いと 思わ れ ま す 。 


マシ ン 語 に つい て 


コン ピュ ー タ は 
ご どう し て 動く の だ ろう や 


初め に , コン ピュ ー タ は どの よう に 動い て 
いる の か 考え て み ま し ょ う 。 

BASIC な どの 高級 言語 を 使っ て プロ グラ 
ミン グ し て いる 限り , 文法 どおり に 命令 を 与 
えれ ば きち ん と 仕事 を し て くれ る の で , コン 
ピュ ー タ の し くみ に つい て は 無頓着 で いら れ 
ます 。 し か し , いく ら 命 令 を 与え て も 思う よ 
う に 動い て くれ な いと き や , 何 か 新 し い 機 器 
を 外部 イン ター フェ イス に と りつ け て みよ う 
と 考え ん た と き な ど , コン ピュ ー タ の 中 身 を よ 
く 知 っ て いな いと , と ん で も な い ぃ 失敗 を し て 
機械 を 故障 させ て し まう こと が あり ます 。 そ 
ん な と き に コン ピュ ー タ に つい て 多少 の 予備 
知識 を 身 に つけ て お け ば , 何 か の 役に立つ の 
で は な いで し ょ うか 。 

а, そう いう わけ で , まず パソ コン の 中 
身 を 調べ て みる こと に し まし ょ う 。 パソ コン 
は 図 7.1 の よう な プ ブロック で 構成 され て いま 
す 。 ど の パソ コン も コン ピュ ー タ 関連 機器 も , 
すべ て この よう な 構成 に な っ て いま す 。 各 機 
器 で 異な る の は , ROM, RAM の 大 きき ( ヾ 
イト 単位 で 示さ れ ま す ) と , I/O (外部 入出 
力 関係 ) と し て 何 が サポ ー ト (つなが っ て い 
る か と いう こと ) され て いる か , CPU か ら 見 
た アド レス の 割り 付け が どの よう に な っ て い 
る か , また 処理 スピ ー ド は どう か , と いっ た 
CETT 

Xlturob XI シリ ー ズ で は , リサ リセット し で 
か ら の 立ち 上 が り 時 に , КОМ の 先頭 アド レ 
ス (0000H 番地 ) が CPU に と っ て の 先頭 アド 
レス に な る よう に 設計 され て いま す 。 こ こ に 
は , IPL と いっ て , シス テム プロ グラ ム を 立 
ち 上 げ る た め の プ ログ ラム ロー ダー が 入っ て 
お り , この プロ グラ ム が 起動 し て , ディ スク 
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図 7.1 ブロ ッ ク 図 


0 の フロ ッッ ピー ディス ク か ら シ ステ ム プ ログ 
ラム を 読み 込む の で す 。 そ れ が 終了 する と , 
IPL は 切り 離さ れん て, コ ンピュータ の シス テ 
ム が 入っ て いる RAM の 先頭 アド レス 

(0000H 番地 ) に 移り , そこ に 読み 込ま れ て 
いる プロ グラ ム を 実行 し ます 。 2%), DISK 
BASIC (CZ-8FB02) な ど が 起動 する わけ で 
す 。 

ROM の 中 に は , Z80A を コン トロ ー ル する 
た め の プ ログ ラム が 入っ て いま す が , その 中 
ҢІЗ, ROM 7 アド レス と 対応 づけ られ た 16 進 
数 の デー タ の 並び に すぎ ませ ん 。 これ が 機械 
語 と いう も の で す が , X1 turbo・X1 シリ ー ズ 
は Z80A を CPU に 使っ て いる の で , 280А の 
機械 語 (以後 マシ ン 語 と いう ) の 文法 に し た 
が っ て で き て いま す 。 つ まり , 逆 に いえ ば , 
Z80A で コン トロ ー ル し や すい よう な ROM, 
RAM, I/O の ハー ドウ ェ ア 設 計 が な され て 
いる と いう こと で す 。 こ の 1/O に は , キー ボ 
ー ド 。 デ プロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 、 サ ウシ ンド ジェ 
ネ レ ー タ ,。 タイ マー, シリ アル パラ レル 入 
出力 な どの イン ター フェ イス が 入っ て いま す 。 

この よう に し て 作ら れ た ХІ turob・XX1 シ 
リー ズ の 底力 を 引き 出す た め に も , ぜひ マシ 
ン 語 の 知識 を 身 に つけ まし ょ う 。 


マシ ン 語 と アセ ンプ ブリ 言語 


マシ ン 語 は , 先ほど 述べ た よう に 16 進 数 で 
表現 きれ る 言語 で す が , 280А の マシ ン 語 
16 進 数 の まま で プロ グラ ミン グ す る こと は , 
な か な か 大 変 な こと で す 。 そこで, 通常 は , 
Z80A の 命令 (イン スト ラク ショ ン ) を マシ ン 
語 と 1 対 1 に 対応 させ る よう な 言語 で 記述 し 
て , 後 で マシ ン 語 に 変換 する と いう 手順 を 取 
っ て いま す 。 こ の よう な 言語 を アセ モン プリ 言 
語 と いい , マシ ン 語 に 変換 する こと を アセ ン 
プラ に か ける な ど と いい ます 。List 7.1 に 実 
際 の プロ グラ ム 例 を 示し ます 。 ど の よう に し 
て この リス ト が で きた か , そし て どう や っ て 
動作 させ る の か に つい て は 後 で 述べ ます 。 

マシ ン 語 を 勉強 し て プロ グラ ム を 作れ る よ 
うに な る た め に は , 最初 は 280A の イン スト 
ラク ショ ン モ セット (命令 体系 ) を 記し て ある 
参考 書 を 読む こと で す 。 単 な る 文法 の 勉強 で 
は 身 に つき ませ ん の で , 実践 的 な 本 に 取り 組 
ん だ ほう が よい と 思い ます 。 こ こ で は , 紙面 
の 都合 上 , 280A の イン スト ラク ショ ン に つ 
いて の 解説 は で きま せん が , マニ ュ ア ル や 参 
考 文献 な ど を 読ん で , それ ら を 活用 し て くだ 


List 7.1 


91C9 CD7C91 
91C3 545005 
9@1C6 FEBI 

91CB 110402 
DICE CAD191 
DICE 112F92 
0101 9E99 

8105 CD9gS99 
0106 @E10 

08108 115C99 
91DB Ср0500 
91DE 9@E99 

OLEO 114202 
01Е5 CD0500 
@1Е& С50000 


| た ーー マシ ン 語 
メモ リ ・ ア ドレ ス 


FINISH: 


さい 。 


ХІ turbo・X1 シリ ー ズ の 
モニ タ 利 用 法 


ХІ turbo・X1 シリ ー ズ の ユー ザー ズ マ ニ 
ュ ア ル に , マシ ン 語 モニ タ に つい て の 記載 が 
あり ます の で 参考 に し て くだ さい 。 
モニ タ は , MON | で 起動 し ます が , これ 
を 用 いて で きる こと は は , 
(1) 絶対 アド レス 形式 の マシ ン 語 入力 と そ 
の 実行 

2) カセ モット へ の ファ イル ネー ム 指 定 の 
SAVE と LOAD 

(3) フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク な ど へ の レコ ー ド 
番号 指定 の 入出 力 

な ど , マシ ン 語 入力 用 の エディ ッ ト で す 。 

マシ ン 語 を 勉強 する た め に , 短い プロ グラ 
ム を 作っ て みる の に は 適し て いる と 思い ます 。 

一 般 に は , 通常 の ロー ド で 即 実行 で き な い 
よう な フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 中 身 を 調べ て , 
実行 で きる よう に 改造 し も と の フロ ッ ピ ー 
ディ スク に 戻し た りす る の に 使い ます 。 

逆 ア セ モン プル 機能 が つい て いな い の が 残念 


SAVE 
FLAG 

BiH 
D,NODIR 
FINISH 

D , NORMAL 
С,РВІМТЕ 
BDOS 
С,С105ЕҒ 
D,SFCB 
BDOS 

C, PRINTF 
D,MESAG 
BDOS 
BOOT 


アセ ンプ ブリ 言語 
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List 72 メモ リ ダ ン プ リス ト 


:E000=41 42 41 53 49 45 2 


:Ей1й0-75 20 00 АВ 00 00 0 


で す が , た と えば 他 機 種 生け の プロ グラ ム で , 
一 部 変更 すれ ば 使え る と いう 場合 や 、 ある い 
は , READ, WRITE の ロッ ク が か か っ て いる 
の を は ず す と いっ た 用 途 に は 使え ます 。 

モニ タ を 用 いて , どん な コマ ンド で 行え ば 
よい か の 一 例 を 示し ます 。 

ЁЎ, シス テム ディ スク を ディ スク 0 に 入 
れ て 起動 し た 後 , 


CLEAR &HE000 
MON 


と する と , E000H 番 地 以降 を クリ ア に し て , 
モニ タコ マン ド 待 ちと な り , 


ж 
が 表示 され ます 。 そ こ で , 
ж YD0 : 0010 1 E000 


と する と , 0010H 番 め の レ コー ド が E000H 
以降 に 256 バ イト 分 ロー ド さ れ ま す 。 
ект 
ж DE000 EO1F 


と し て , メモ リ 内 容 を ダン プ し て みる と , List 
7.2 の よう に 表示 され ます 。 

これ は , 実は ディ レク トリ テー ブル の 先頭 
に ある BASIC CZ-8FB02 の 属性 を 示し た も 
の で す 。 

この デー タ の 中 で , 先頭 の E000H に ある 
41H と いう の は , ファ イル の 属性 を 示し , 書 
き 込 み 禁 止 の バイ ナリ ファ イル (実行 型 マ シ 
ン 語 ファ イル ) で ある こと を 示し て いま す 。 

この よう に し て 見 た 後 , 必要 な 変更 を 


* ME000 


な ど と し て 行い ます 。 その後, 改造 版 を 
SAVE し ます が , それ は , 
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ж WDO : 0010 1 E000 


と し て くだ さい 。 

変更 の や り 方 は これ で よい の で す が , 変更 
の 中 身 に つい て は , みな さん で 責任 を 持っ て 
行っ て くだ さい 。 シ ステ ム プ ログ ラム の 中 身 
の 変更 な ど を する 場合 は , かならず Backup 
を と っ て お きま し ょ う 。 

モニ タ の コマ ンド は 便利 に で き て いる の で 
す が , それ を 使う ユー ザー 側が 前 も っ て 準備 
し て お か な けれ ば な ら な いこ と が 山 の よ うに 
あり ます 。 変更 で きる 道具 は あっ て も , マシ 
ン 語 が わか ら ず , どう や っ た ら よ いか わか ら 
な いと いう の で は , 猫 に 小判 で すね 。 

次 に , BASIC と マシ ン 語 の か ら み に つい 
て 考え ま し ょ う 。 


BASIC で の マシ ン 語 の 
取り 扱い 方 法 


X1 turbo・X1 シリ ー ズ で は , BASIC プロ 
グラ ム と マシ ン 語 と の リン ク に つい て , 標準 
的 な CALL, USR, PEEK, POKE, ІМ, ОСТ 
な ど が サポ ー ト され て いま す 。 

次 に , 代表 的 な 使い 方 と 使用 上 の 注意 に つ 
いて 見 て み ま し ょ う 。 

BASIC を 起動 する と , メモ リ 上 に BASIC 
イン タプ リタ と いう プロ グラ ム (マシ ン 語 で 
書か れ て いる ) が LOAD さ れ , 引き 続い て そ 
の プロ グラ ム が 動き 始め ます 。 こ の と き , メ 
モリ の 割り 付け が 決定 され , BASIC 言 語 で 書 
か れ た プロ グラ ム を スト ア す る 領域 な ども そ 
れ に し た が いま す 。 全体 の メモ リマ ッ プ は 図 
7.2 の よう に な り , ユー ザー が 作っ た プロ グラ 
ム は , TEXT エ リア と いう と ころ に お さめ ら 
nET, 


— ファ イル 用 バッ ファ 


~ BASIC TEXT 
~- SIC TE 
x 


FFFFH 


図 7.2 メモ リマ ッ プ 


BASIC と マシ ン 語 と の 結合 (リン ク ) は , 
まず マシ ン 語 プロ グラ ム を 特定 エリ ア に 書き , 
プロ グラ ム が 書か れ て いる 先頭 アド レス を 
CALL する 方 法 で 行い ます 。 つ まり , マシ ン 
語 プ ログ ラム を サブ ルー チン と し て 取り 扱う 
と いう こと で す 。 ある い は , BASIC か ら マ シ 
ン 語 プ ログ ラム へ ジャ ンプ し レ し , 以後 マシ ン 語 
で 実行 する と いう こと も 可能 で す 。 

いずれ に し て も , マシ ン 語 の 入る エリ ア を 
最初 に 確保 し て お か な く て は な り ま せん 。 Š 
ちん と アド レス で 分 け て お くだ ため の BASIC 


コマ ンド 
LIMIT &Н:---- 


が あり ます の で , これ を 用 いて BASIC の エ 
リア を 指定 し , 逆 に マシ ン 語 領域 を 確保 し て 


お きま す 。 その後, POKE 文 で DATA 文中 に 
書い た マシ ン 語 を , 指定 アド レス に 書き 込ん 
で 行き ます 。 それ か ら , BASIC プロ グラ ム 中 
T, 必要 に 応 し て マシ ン 語 を 書い た アド レス 
の 指定 を 行い , マシ ン 語 プ ログ ラム を 実行 し 
ます 。 

マシ ン 語 プロ グラ ム を 実行 する に は , マシ 
ン 語 サブ ルー チン の 先頭 アド レス を 指定 し て 
呼び 出す , 


CALL &HE000 


の よう な CALL 文 を 使う 方法 , また , 引数 を 
マシ ン 語 サブ ルー チン に 与え て その 結果 が 得 
られ る , 


USR (A$+ “ 7) 


の よう な USR 関数 を 使う 方 法 と が あり ます 。 

し か し , 実際 に プロ グラ ム を 作る と き に , 
この よう な 関数 を 用 いな けれ ば な ら な いこ と 
は まれ で す 。 な ぜ な ら , マシ ン 語 部 分 は 
DATA 文 で 定義 し な けれ ば な ら な いた め , E 
い プ ログ ラム で は 見 通し が 悪く て 使い づら く 
な る か ら で す 。 エ ラー が あっ て も , な か な か 
わか り ま せん 。 ま た , 短く て すむ 程度 の マシ 
ン 語 サブ ルー チン は , BASIC で 十分 対応 が 
と れる と 思い ます 。 

次 に , も っ と 汎用 性 が あり , 今後 ます ます 
活用 され て いく パソ コン の OS に つい て 解説 
し ます 。 


バ ソ コン の OS に つい て 


オペ レー ティ ング シス テム 
と は や 


最近 の 雑誌 で も よく 見 か け ま す が , パー 
ツナ ルウ ロジ グセ ュー タダ の QOS (オペ レー デ ォ シン 
グ シ ステ ム ) と し て ほほ 定着 し た の は , BE 
ッ ト 系 で は CP/M, 16 ビ ッ ト 系 で は MS-DOS, 
CP/M86 だ と 思わ れ ま す 。 こ れ ら の OS が , ど 
ん な 機能 を 持っ て いる プロ グラ ム な の か , そ 
し て これ を 使っ た ら 何 が で きる の か , と いう 
疑問 を お 持ち の 方 も 多い と 思い ます 。 そ こ で 
簡単 に 説明 し て お く こ と に し まし ょ う 。 

本 来 。OS は 大 型 コ ンピュータ 用 に 考え ら 
れ た の が 始ま り で す が , 今 で は 家庭 に まで 普 
及 し 始め て いま す 。OS の 役割 ІЗ, コン ピュ 
ー タ シス テム の 保守 管理 プロ グラ ム 開 発 の 
環境 の 提供 な ど で す が , パパ ー ソ ナル コン ピュ 
ー タ 向け の も の は , ファ イル の 管理 を する ツ 
ー 光 江 と 考え で よい で し ょ う 。 と この 中 に は 。 
ファ イル の 作成 , 削除 , 保護 な ど が 含ま れ ま 
す 。 

また, プログ ラム 作成 ツー ル と し て 見 た 場 
А, 各種 アセ ンプ ラ , クロ ス ア セン プ ブラ, 
BASIC コン パイ ラ , FORTRAN コン パイ ラ , 
C コン パイ ラ ,LISP, PASCAL, LOGO, …… 
な ど , さま ざま な プロ グラ ム 言 語 の 開発 用 と 
し て 適し て いま す 。 それ は , OS を 構成 し て い 
る プロ グラ ム 内 に , 簡単 に 外部 か ちら サブ ルー 
チン で CALL する こと の で きる 周辺 機器 コ 
ント ロー ル の 部 分 が 開放 (オー プン ) され て 
いる か ら で す 。 ま た , 各 言 語 処理 プロ グラ ム 
を 1 つの ファ イル と し て , OS 内 に SAVE し 
て お ける か ら で も あり ます 。 

この よう な を 利点 か ら , OS 下 で 利用 で きる 
と いう 唄い 文句 で , 数 多く の プロ グラ ム が 公 
表 き れる に いた っ て いま す 。 

ХІ turbo・X1 シリ ー ズ に 標準 で つい て い 
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る BASIC シス テム も , この OS の 仲間 と 考 
で まい で し しま Rs 


X1 turbo・X1 シリ ー ズ で 
使え る OS(CP/M) 


ХІ turbo -XI シリ ー ズ で 使え る OS と し 
T, CP/M が リリ ー ス され て いる の で , これ 
に つい て 見 て みた いと 思い ます 。 

CP/M の 概要 は , ファ イル 管理 , 周辺 デバ 
イス コン トロ ー ル を 簡単 に 行う こと が で きる 
プロ グラ ム 環 境 で ある , と まとめ られ ます 。 

ポイ ント は , CP/M 自体 が CP/M の シス 
テム コー ル サ プ ブル ー チ ン を 用 いて 8080 マ シン 
語 で 書か れん た プロ グラ ム の 集まり で ある こと 
で す 。 こ うし て で きた プロ グラ ム を その まま 
CP/M の シス テム 内 (フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ) 
に の せる こと が で き , これ を CP/M の 新た な 
コマ ンド と し て 使用 する こと が 可能 と な る わ 
け で す 。 

OS を 使っ て 何 か を や ろう と する 場合 は , 
必ず , アセ モン ブラ の 知識 が 必要 と な り ま す 。 
бос, ТУУСУН ЕЕ L 
と , BASIC で プロ グラ ミン グ し た 例 を , で き 
る だ け 対 比 き せな が ら 見 て み ま し ょ う 。 

List 7.3 は , 指定 し た ファ イル に デー タ を 
書く プロ グラ ム で す 。BASIC を 見 な れ た 人 
に は すぐ わか る 内 容 で す の で , あえ て 解説 し 
ませ ん 。 

この プロ グラ ム と ほぼ 同じ 機能 を 持っ た プ 
ログ ラム を , CP/M 上 の 8080 ア モン ブラ で 記 
述 す る と どう な る か を 考え て み ま し ょ う 。 

な お , CP/M は , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (3 
イン チ , 5 インチ ) で 供給 され て いる の で , 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 装 置 が な いと 動か せま せ 
ん 。 購入 され る 際 に は 注意 し て くだ さい 。 


List 7.3 BASIC に よる 記述 


14" ASCII DATA SAVE PROGRAM 

28" 

100 WIDTH 80,25: СОЖОЕ 9.25:CLS 

110 PRINT "SAVE FILE NAME="; 

120 FILE$="" 

150 GOSUB 358 

140 IF K$=CHR$(8HD) THEN 190 

150 IF K$=CHR$(8H8) THEN 170 

160 PRINT K$::FILE$=FILE$+K$:GOTO 150 
170 FL=LENCFILE$)-1:IF FL <B THEN 120 


188 PRINT КФ; :FILE$-LEFT$(FILE$, FL) : GOTO 130 


190 ОРЕМ "0",H1,FILE$ 

200 ' DATA SET 

218 МАХ=100: №0 

220 РКІМТ :РКІМТ 

230 PRINT "="; 

240 GOSUB 350 

250 IF K$=CHR$(8H1B) THEN 590 

2608 IF K$=CHR$(8HD) THEN 300 

270 PRINT K$; :D$=D$+K$: N=N+ 1 

280 IF N>=MAX THEN 330 

290 GOTO 240 

300 PRINT K$; :D$=D$+K$+CHR$ (SHA) : N=N+2 
310 IF N>=MAX THEN 338 

320 GOTO 250 

330 PRINT #1,D$:D$=””:N=8:GOTO 240 
340 ' 

350 OUT еН2000:С5КІ ІМ«804Р05(0),8Н17 
360 K$="":UHILE K$="":K$=INKEY$:WEND 
578 ОЛ 8H2999+CSRLIN*SgHPOS(@) ,&H?7 
389 RETURN 

390 PRINT H1,1$:CLOSE #1:END 


アセ ンプ ブリ 言語 と CP/M 


CP/M 上 で 8080 ア セン プラ を 用 いた プロ 
グラ ム を 作る 手順 は 図 7.3 の よう に な り ま す 。 
初め に , ED.COM と いう エディ タ を RUN 
させ て , 目的 プロ グラ ム の アセ ンプ リ 言 語 に 
よる テキ スト ファ イル を 作成 し ます 。 で き あ 
が っ た ファ イル に は , ここ で は 仮に TEXT. 
ASM と 名 付け て お きま す 。 エ ディ タ に は 修 
正 ・ 追 加 コ マン ド が 準備 され て いる た だ ため , |Ң 
単 な 操作 で ファ イル を 作る こと が で きま す 。 


TEXT. COM 


TEXT. ASM ТЕХТ. HEX 
アセ ンプ ブリ 言 語 
を 用 いた テキ スト 
ファ イル の 作成 


(ED. COM) (LOAD. COM) 


TEXT. PRN 


(ASM. СОМ) 


[7.3 CP/M 使用 に よる 方 法 


次 に , ASM. COM を RUN させ て , TEXT. 
ASM (セカ ンド ネー ム は か な ら ず ASM と し 
な けれ ば な ら な い ) の アセ ンプ ブラ を 実行 し ま 
Fo これ に より , 相対 アド レス 形式 の TEXT. 
HEX と いう マシ ン 語 ファ イル と TEXT. 
PRN と いう リス ティ ング ファ イル が で き あ 
が り ま す 。 

そし て , LOAD. COM を RUN させ て , 実 
行 型 の 絶対 アド レス を 用 いた マシ ン 語 ファ イ 
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ル を 作成 し ます 。 ここ で で きる の は , TEXT. 
COM と いう ファ イル で す が , セカ ンド ネー 
ム が COM に な っ て いる こと に 注意 し て くだ 
ahs つまり, こと ま で エラ ー な し で くる と 。 
で き あ が っ た TEXT. СОМ と いう の は , < 
の まま СРМ の コマ ンド と し て 実行 で きる 
形 に な る と いう こと で す 。 

この 内 容 を 図式 で 表す と , 図 7.4 の よう に な 
) 4%, 

CP/M を 用 いた プロ グラ ム 作 成 の ほとん 
ど は , ED. COM を 実行 きせ て , エディ タ 機 能 
で ソー ス ・ フ ァイル を 作る 部 分 で すね 。 ち ょ 
3 £ BASIC Ç, 行 番号 を 指定 し て プロ グラ 
ム を 作成 する の と 同様 で す 。 唯 一 異な る の は , 
BASIC で は BASIC イン タプ リタ で 退 次 翻 
訳し て 実行 し て いた の に 対し , CP/M で は ア 
セン プラ に より マシ ン 語 に 変換 し て し まっ た 
プロ グラ ム を 実行 する 点 で す 。 

さて , それでは, 先ほど BASIC で 作っ た 
List 7.3 を アセ ンプ ラ を 使っ て 書く と どう な 
る で し ょ うか 。List 7.4 に その 結果 を 示し ま 
し だ 。 


アセ ン ブ ラ リス ト の 見 方 


一 番 左 の 列 は , メモ リ 配 置 時 の アド レス , 
その 右側 が マシ ンコ ー ド で す 。 続く 3 列 が ア 
セン ブラ ブログ ラム で , 右側 の 「 : 」 以 降 に 書 


いて ある の は コメ ント で す 。 コ メン ト は , アセ. 


ンプ ブラ の 先頭 に 持っ て き て も よい の で , 始め 
に 「:」 が 書い て ある と ころ は コメ ント 行 と な 
り ま す 。 

プロ グラ ム の 中 で マク ロ 命 令 (8080 の 正規 
の 命令 で は な く て , ユー ザー が 定義 し た 命令 
な ど ) が 出 て きま す 。 プ ログ ラム の 先頭 に 定 
数 の 定義 な ど に 作っ た EQU 文 , メモ リク の 先 
頭 を 指定 する ORG 文 , プロ グラ ムリ スト の 
終了 を 示す END 文 な ど で す 。 その 他 の 命令 
は , 正規 の アセ ンプ ブラ で すか ら , 8080 系 の 命 
令 語 の 表 で 確認 し て くだ さい 。 

CP/M で は , ディ スク と の デー タ の や り と 
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А > ED TEXT.ASM [27] 


エディ タ で プロ グラ ム 作 成 


A > ASM TEXT 


アセ ンプ ラガ が 自 動 的 に 実行 され る 


А > LOAD ТЕХТ 
実行 で きる プロ グラ ム 
TEXT. COM が で きる 
\ 


A > TEXT 


プロ グラ ム (TEXT. COM) の 実行 
[17.4 プロ グラ ム 作 成 フ ロー 


り は , すべ て 128 バ イト 単位 で 行わ れ て いま 
す 。 BASIC は , 1 バイ ト の デー タ で も フロ ッ 
ピー ディ スク に 読み 書き で きま す 。 し た が っ 
て , CP/M で は 通常 128 バ イト 区 切り で 行う 
わけ で す 。 

また , List 7.4 の 中 に , 

CALL BDOS 

と いう 入所 が 何 か 所 か で て きま す が , これ が 
CP/M を 構成 し て いる BIOS 部 分 の プロ グ 
ラム に 制御 を 渡し て いる と ころ で す 。 こ の 
BIOS と いう の は , 各 パ ソコ ン で , 周辺 デバ イ 
A (CRT。 キ ギー ボー ド 。 フ ロッ ゼー ディ スタ 
な ど ) を コン トロ ー ル する た め の サ プル ー チ 
ン 群 が 入っ て いる と ころ 全体 の , 総称 だ と 思 
っ て くだ さい 。 こ の BIOS の サブ ルー チン を 
うま く 使 っ て プロ グラ ム を 作る と , 比較 的 見 
通し の よい も の が で きま す 。 | 
この よう に , CP/M 上 で の アセ ンプ ラプ ブロ 
グラ ム は , 次 の よう な 構成 で 作り ます 。 

(1) ファ イル の OPEN, CLOSE, DATA 

の IN, OUT は , それ ぞ れ 必要 な 引数 を 

‘Bw КЇЛЄ, 


CALL BDOS 


と 書く 。 
(2) メモ リ 内 で の DATA の 変換 な ど は , 


すべ て 独自 に プロ グラ ム を 作る 。 


と ころ で , CP/M も BASIC と 同様 に , ユー 
ザー が 使え る エリ ア を 指定 し て いま す 。 

図 7.5 の TPA と いう エリ ア に プロ グラ ム 
を 配置 し ます 。 したがって, スター ト ア ドレ 


List 7.4 


アセ ン ブ ラ に よる 記述 


N H H H NÚ N H H H N H H 


318503 


115C99 


ス は 0010H に し な く て は な り ま せん し , そ の 
他 の 制御 は , TPA エリ ア 内 に 収まる プロ グ 
ラム 量 に し な く て は な り ま せん 。 

さて , それでは, List 7.4 の 中 身 を 見 て み ま 
LE Jo 

全体 の 量 は , BASIC に 比べ て , か な り 長 く 
な り ま す が , プロ グラ ム 本 体 は , ORG TPA 
か ら 始 まり , DATA EREA と いう コメ ント 
が 書い て ある と ころ まで で す 。 


は み メ メメ メメ メメ メメ メメ メメ メ ネ ミ ネネ ネネ ミミ ミ メ メメ ミ 】 
3% ASCII DATA SAVE PROGRAM 


1985. 5.17 (FRI) 
НЕ5552522222222252222222222222) 


ЕД 

BOOT: 
В005: 
PRINTF: 
OPENF: 
CLOSEF: 
DELETEF 
WRITEF: 
MAKEF: 
DMASTF: 
KEYIN: 
CRTOUT: 
DISK: 


ORG 
LXI 


TPA 
SP, STACK 


+++ FILE ОРЕМ жж» 


XRA 
STA 
MVI 
LXI 
CALL 
XRA 
STA 
MVI 
LXI 


A 
FCBCR 
CE,DELETEF 
D,SFCB 
BDOS 

A 

FCBCR 
С,МАКЕР 
0,5ҒСВ 


ж 
+ 
+ 


; SYSTEM RESET ADDRESS 

; STANDARD CP/M SYSTEM ENTRY 
PRINT SERIES OF CHARACTER 
OPEN FILE 
CLOSE FILE 
DELETE FILE 

; WRITE SEQUENTIALY 
MAKE A FILE 
SET DMA ADDRESS 
1 KEY IN DATA FROM KEY BOARD 
1 CHARACTER OUT TO CRT 
FLOPPY DISK NO. SET’ 


FIRST FILE CONTROL BLOCK 
SOURCE FCB 
TPA START ADDRESS 


CHARACTER OF С CONTROL + C 1 
; CHARACTER OF [ CARIDGE RETURN 1 
; CHARACTER OF С LINE FEED 1 


START ADDRESS OF TPA 
LOCAL STACK EREA 


ACC CLEAR 
FCBCR CLEAR 
SAME NAME FILE DELETE 
; FILE CONTROL BLOCK ADDRESS SET 
SYSTEM CALL 


NEW FILE MAKE 
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CD9S99 BDOS 

кім A 

11@А@2 D,NODIR IF ERROR OF FILE МАКЕ 
DAD1091 FINISH IF CARRY THEN FINISH 
9E9F С,ОРЕМЕ FILE ОРЕМ 

115C99 D,SFCB 

CD9599 BDOS 

С52001 INPUT 


*** DATA INPUT FROM KEY BOARD жж 


, 
С0В201 INPUT: CALL REMARK '+' PRINT 
2080 INP1: MVI DATA BUFFER COUNTER SET 
215002 LXI DATA BUFFER ADDRESS SET 
E5 INDATA: PUSH 
D5 PUSH 
C5 PUSH 
9E91 1 DATA KEY IN SET 
CD9599 
сі 
Di 
El 
ҒЕй3 CR$C DATA INPUT END ? 
CAC991 FINAL GOTO END PROCESS 
05 В COUNT DOWN UNTIL е 
Ca6B91 SAVEDT DATA SAVE TO FLOPPY ROUTINE 
77 M,A 
23 H 
FE9D CR$CR CARIDGE RETURN KEY ON ? 
C23501 INDATA 
E5 H 
05 
CS 
@Е@2 
1Е0А LINE FEED 
CD9599 
C1 
01 
E1 
3EQA 
77 
23 
05 
CA6B91 
CDB291 
C33591 INDATA 
; 
CD7C91 SAVEDT: SAVE 
3A5993 FLAG ABNORMAL END ? 
FEL він 
110402 D,NODIR END MESSAGE SET 
CAD101 FINISH 
C33991 INP1 


ES 

DS 

CS 

@Е1А ADDRESS ЗЕТ 
115002 DATA ADDRESS SET 
CD9599 

0Е15 DATA MRITE 
115C99 

CD9S99 

FE99 

CA9991 

3E91 

325003 
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CDA991 


CD7C91 
385003 
FE91 

110402 
САр101 
112F92 
9E99 

CD9S99 
@E19 

115C99 
CD9599 
9E99 

114202 
CD9599 
сзайай 


OKMRTs 


CLEAR: 


; 
REMARK: 


; 
FINAL: 


FINISH: 


; 
; 
; 


ы 


зж DATA EREA ж 
эне“ 


j 
DFCB: 
DFCBCR: 


4E4F204449NODIR: 
434F40S94CNORMALs 
2020202045МЕ5А8: 


BUFCLR DATA SAVE OK 
B 


DATA ADDRESS SET 


MEMORY SET TO " ” 


**' CHARACTER PRINT OUT 


SAVE 
FLAG 

@їн 
D,NODIR 
FINISH 
D, NORMAL 
C,PRINTF ; MESSAGE PRINT 
BDOS 
E,CLOSEF 
D,SFCB 
В005 
CE,PRINTF 
D,NESA6 
BDOS 
BOOT 


33 
DFCB+32 


‘NO DIRECTORY SPACE WRITE PROTECTED',CR$CR,CR$LF, $ ' 


‘COMPLETE PR0OCESS',CR$CR,CR$LF, $° 
'--- END ---',CR$CR,CR$LF, $ ' 


3 INPUT DATA BUFFER 
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初め に , DATA 入力 用 の ファ イル を オー プ 
ン し ます が , すでに ファ イル が 存在 する 場合 
が 考え られ る の で , DELETE L し て か ら 新た 
に ファ イル を 作る と いう 形 に し ます 。 ま た 。, 
ディ レク トリ が いっ ぱい か どう か , ライ ト プ 
ロ テ ク ト が か か っ て いな いか どう か の チェ ッ 
ク を 行い ます 。 こ の あたり は , ファ イル 操作 
を する た め の 基 本 的 な 要件 に な り ま す 。 

次 に , キー ポー ド か ら 読 み 込ん だ デー タ を , 
DTBUF と いう 名 で 示し た 128 バ イト の バッ 
ファ に 逐次 SAVE し て ゆき ます 。 バ ッ フ ァ が 
フル に な っ た と き , また は , |CTRL| + [с] キ 
ー が 押さ れ た と き , バッ ファ 内 デー タ を フロ 
ッ ピ ー デ ィ ス ク に 退避 させ ます 。 + 
[c] キー の 場合 は , その 後 CP/M の シス テム 
に BOOT が か か り ,「A>」 の 表示 を し て , 
プロ グラ ム を 終了 し ます 。 
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7.5 メモ リマ ッ プ 

1 ライ ン の デー タ を イン プッ ト し た 後 , [| 
が 押さ きれ る と , ライ ン を 更新 し て 「*」 を 表 
示し , 新た な デー タ の 入力 ルー チン に 入り ま 
Fe 

基本 的 な プロ グラ ム で すか ら , アセ ンプ ブラ , 
CP/M を 勉強 する の に ちょ うど よい と 思い 
ます 。 ア セン プラ の 文法 書 と CP/M の シス テ 
ム 解 説 書 を 見 な が ら , 1 行 ず つ 追 っ て みて は 
どう で し ょ うか 。 も っ と うま いや り 方 を 探し , 
応用 範囲 を 広げ る 研究 を し て みて くだ さい 。 
文中 に 出 て くる PUSH, POP は レジ スタ の 
退避 の た め に 行っ て いま す が , この あたり を 
も う 少 し きれ い に で きる よう に 作っ て みて は 
いか が で し ょ うか 。 


CENT] 


C 言 語 は , ALGOL と いう 言語 か ら 進歩, 発 
展 し て 作ら れ ま し た が , Жол, BASIC ikv 
で よく 引き 合い に 出さ れ て いま す 。 

言語 は , 人 工 知能 研究 や シス テム 設計 の 
ツー ル と し て , LISP や Ada, Pascal, Prolog 
と いっ た 言語 の グル ー プ の 代表 と も いえ る の 
で は な いで し ょ うか 。 こ れ ら の 言語 は , どれ 
も 関数 で プロ グラ ム を 記述 する 構成 を と り ま 
+, 一 方 , BASIC, FORTRAN は どちら か と 
いう と , シー ケン シャ ル 処 理 向き で す 。 

パソ コン で も CP/M や MS-DOS と いっ 

た OS を 持つ 機種 に は , それ ぞ れ の 機種 向け 
に 各 言 語 が 使 を る よう に リリ ー ス され て いま 
す 。 

X1 turbo・X1 シリ ー ズ で も CP/M が 使え 
る よう に な っ て いる の で , CP/M 上 で 動く 
BDS C を 使う こと が 可能 で す 。CP/M (定価 
16,800), BDS С (定価 13.800 円 ) と も に シ 
ャ ー プ か ら 発 売 さ れ て いま す 。 


CP/M で 使え る BDS С 


C を 標準 言語 と し た OS シス テム は 8, 
UNIX が 最初 で , OS 開発 自体 に も C が 使わ 
れ て いま す 。 BDS C は , 標準 C を パソ コン 向 
き に 改造 し た も の で , 命令 体系 は UNIX の 部 
分 集合 つまり サブ プ セ ッ ト と な っ て いま す 。 
し か し , パソ コン の 限ら れ た 周辺 装置 と メモ 
リ 容量 内 で 使い こなす に は , 何ら 支障 は な い 
と 思い ます 。 

BDS C は , コン パイ ラ で マシ ン 語 を 生成 
L, し か も その 変換 効率 は か な り よ い の で , 
BASIC な ど よ り 高 速 に プロ グラ ム を 走ら せ 
る こと が で きま す 。 

一 般 の 事務 処理 な ど に は BASIC で 十分 で 


す が , も っ と 高度 な シス テム を 作る と き に は , 


アセ ンプ ブラ か C が 適し て いま す 。 少 し 使い 償 


れれ ば , フロ ー チ ャ ー ト を か いて プロ グラ ミ 
ング する こと と , C で 直接 プロ グラ ム を 書く 
こと と が , ほとん ど 同 じ 作 業 に 思え る よう に 
な る の で は な いで し ょ うか ? 

つま り , C 言 語 で の プロ グラ ミン グ は シス 
テム その も の の 記述 に 通し て いる の で す 。 
個人 的 に は , アセ ンプ ブラ, BASIC, C を マ 
スタ ー し て お け ば , か な り 幅 広い 知識 と プロ 
グラ ミン グ テ ク ニッ ク が 養える と 思い ます の 
T, ぜひ C 言 語 を 勉強 する こと を 勧め ます 。 

さて , BASIC, アセ ンプ ブラ で 同じ 内 容 , Н 
的 の プロ グラ ム を 見 て きま し た が , 最後 に C 
言語 で 記述 し た 場合 の 例 を 見 て み ま し ょ う 。 
C 言 語 で は , プロ グラ ム を 通例 小文字 で か 
きま す 。 ま た , 処理 の 区 分 け を は っ きり させ 
る た め に , ТЕО (イン デン テー ショ ン ) を 
行い ます 。BASIC で も 字 下 げ を 行っ た ほう 
が リス ト が 読み や すく な る と 思い ます が , あ 
まり 普及 し て いな いよ う で す 。 

さて , プロ グラ ム の 先頭 に 


#include <bdscio. h> 


と あり ます が , これ は , BDS C の シス テム 内 
に ある ライ ブラ リ 関 数 を 用 いる と いう EE 
+, 次 の 行 は 定数 の 宣言 を 行っ て いま す 。 
プロ グラ ム は , 


main ( ) 


ФХР КЕТ, СЕБЕТТЕ, プロ ダラ 
ム は 1 つの 関数 と し て 考え ます の で , プロ グ 
ラム 中 に 出 て くる ( ) 付 の 変数 は すべ て 関 
数 と いう こと に な り ま す 。 標 準 ラ イブ プラ リ 関 
数 と ユー ザ 定 義 の 関数 を 組み 合わ せ て , 新た 
な 関数 を 作る と いう 操作 を 行い ます 。 関 数 の 
( ) 中 の 文字 , 変数 は , 引数 と 呼ば れ , < 
の 関数 を 実行 し ます 。 変 数 に は 型 (整数 , X 
FZE) が ある の で , これ を 文 の 頭 で 宣 言 し 
ます 。 そ し て , 式 (実行 手順 に し た が っ た 関 
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/% 
SAVE ASCII DATA FROM KEYBOARD 

*/ 

Жіпсінде <bdscio.h> 

#define CLRZ 


паіп(агас,агду) 


int argc; 
char *argv[ 1; 
( 
FILE fp; 
char k; 
if (fcreat(l(argv[11,fp) ==-1) 


{ 
ргіпё ("МО DIRECTORY OR WRITE PRHTECTED\n")』 
ргіп%Ғ("--- END ---Ұп"); 
exit(); ` 
H 
printf ("ж"); 
while ((k=getchar () ) ! =CLR7Z ) 
t 
if (К=='#п') 
t 
putc(0x0d,fp); 
putc(@xQa,fp); 
printf("*"); 
} 
else 
putc(k,fp); 
2 
putc(@xla,fp); 
fclose(fp}; 
printf ("COMPLEATE¥n"); 
printf ("--- END ---#п"); 
exit(); 


List 7.5 C 言 語 に よる 記述 
Ж, 代入 文字 な どの 文 の こと ) を 書い て , 全 
体 と し て { ) で くく っ て , 1 つの 関数 (プロ 
グラ ム ) が で き あ が り ま す 。 つ まり 。C プ ロ 
グラ ム の 構造 は , 図 7.6 の よう に な り ま す 。 

図 中 の 引数 は 不要 な 場合 が あり ます 。 
SUB1 ( ), SUB2 ( ) は , ユー ザー が 定義 
し た 新た な 関数 を 指し て いま す 。 

この よう に し て 作っ た C 言 語 の ソー ス フ ァ 
イル を 実行 可能 な ファ イル に する に は , コン 
パイ ラ と リン カ を 用 いて 行い ます 。 手 順 は 図 
7.7 の よう に な り ま す 。 

ソー ス フ ァ イル の 作成 に は , CP/M の ED. 
СОМ (エディ タ ) を 使う より も , ММ. COM |41. C プ ログ ラム の 構造 
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関数 , 代入 文 な どの 
組み 合わ せ 


) 
SUBI (引数 ) 


関数 , 代入 文 


SUB2 (引数 ) 


標準 ライ ブラ リ 関 数 


C. CCC 
BDSCIO. H 
な ど 


ソー ス フ ァ イル 


TEXT.C 


| 
(コン パイ ル す る ) 
А > CC TEXT. G 


J, 


リロ ケー タブ ル ・ フ ァイル 


TEXT. CRL 


r—— た ーー 


(ワー ド ・ マ スタ ー) を 使う ほう が 楽 で す 。 
まだ た だ 。C で は , アセ ング ブラ と の リ シ ク 食 , 
プリ アセ ンプ ブラ を 用 いて , リロ ケー タプ ブル ・ 
ファ イル を 作っ て お き , いっ し ょ に リン ク す 
る こと が で きま す の で , BASIC など より も 
か な り 扱 いや すく な っ て いま す 。 


(リン ク す る ) 
A > CLINK — TEXT 


実行 型 フ ァイル 


TEXT. COM 


(実行 する ) 
А > TEXT u filename 


ЧУ 
結果 を 得る 


図 7.7 実行 手順 フロ ー 


お わり に 


高級 言語 を 使っ て いる と , CPU の 動き が 見 
えな く な り , 細か い コ ント ロー ル が 不可 能 に 
な っ て し まい ます が , C 言 語 は アセ ンプ ラ と 
の 整合 性 が いい の で , プロ グラ ム を すっ きり 
させ て , シス テム の 見 通し を よく する の に 最 
適 な 言語 で は な いで し ょ うか 。 

みな さん も , も っ と C 言 語 に 親しみ を も っ 
て 接し て ほし いと 思い ます 。 中 身 も , BASIC 
より ずっ と すっ きり し て いる の で すか ら …… 
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Ta carte 


ビデオ ディ スク グ ゲーム" ザ サン ダー スム ー ム , 登 女 / 


いま 話題 の ビデ オデ ィ ス ク と 双 1 turbo・X 1 シ 
リー ズ を 接続 し て , いま まで に な い 人 迫力 の ある お 
も し ろ い ゲー ム が で きる よう に な り ま し た 。 

昨年 ゲー ムセン ター で 話題 に な っ た 「 サ ンダ ー 
A ドー ム 」 が, ビデ オデ ィ スク と X 1turbo・ X1 
の シス テム で プア レイ で きま す 。 

武装 ジェ ッ ト へ り リ を 操っ て , 全 世 界 10 ス テー ジ 
で 国際 テロ リス ト と 闘う 手 に 汗 握る 興奮 の ゲー ム 。 

この ゲー ム は ビデ オデ アディ ス ク の ラン ダム アク セ 
ス 機能 と , X 1 turbo・X 1 シリ ー ズ の スー パー イ 
ン ポ ボー ズ 機 能 を 活か し た も の で , アニ メー ショ ン 
に よる ダイ ナミ ッ ク な ゲー ム 画 面 に 計器 類 や 照準 


X1 turbo・X1 シ リー ズ 


( 要 G-RAM) 


RS-232C カ ー ド 
また は 


な ど を スー パー イン ポー ズ し て いる も の で す 。 Ж 
撃 対 象 が 画面 に 現れ る と 黄色 の 枠 が 画面 に 表示 さ 
Ж, ここ に 撃っ た 弾 が 当たれ ば 攻撃 成功 。 一 定時 
間 内 に 弾 を 当て る こと が で き な け れ ば 逆 に や られ 
て し まい , 和 炎上 シー ン が サー チ さ れ , 瞬時 画面 に 
現れ ます 。 効果 音 も ビデ オデ ィ ス ク の 音 で すか ら 
臨場 感 タ ッ プ リ 。 

この ゲー ム を 楽し むために は , 日 本 ビク ター か 
ら 発売 され て いる VHD ビ デオ ディ スク 「 サ ンダ ー 
スト ー ム 」(VIA-1001) と X 1 用 「 サ ンダ ー ス トー 
ム 」 プ ログ ラム カモ セット (VIAX-1001) の ほか に , 
下図 の シス テム が 必要 と な り ま す 。 


CZ-8RS 


VHD コ ント ロー ラー ボー ド VO0-20PS (7 月 発売 予定 ) 


ІГІШІШ = е ビデ オデ ィ ス クイ ンタ ー フ ェ イ ス ユ ニッ ト 


VO0-20PC 
VHD ビ デオ ディ スク プレ ー ヤ ー 
VP-2400 


— — — — — — — — — — — — —+ Ф — — — — — — — —+ — — — ーー 


この ほか に も , 自分 で BASIC や マシ ン 語 で プロ 
グラ ム を 組め ば , 自在 に ビデ オデ ィ ス ク プ レー ヤ 
ー を コン トロ ー ル する こと が で きま す 。 も ちろ ん 
スー パー イン ポー ズ 機 能 を 使え ば. アイ デア し だ 
いで オリ ジ ナ ル ゲ ー ム も 作れ ます 。 
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また , 音楽 の ソフ ト で 演奏 順番 を 自由 に プロ グ 
ラム する こと も 可能 で すし , 自由 に 選ば せ て 演奏 
する プロ グラ ム も 作れ ます 。 

ビデ オデ ィ ス グ ク と 誠 1 turbe・ 災 1 シリ ー ズ を シ 
ステ ム 化 し て , 新しい 世界 を 楽し し で くだ さい 。 


7 シリ ゾー ズ シフ ムウ ェ ア ノ リッ ク = Сд 
“THE YOKOZUNA” “е 
š T E E A ШШ ИЕИНЕННИНИНИИНИННННННИНИНННИИЕЕИЕЕ 1IIIIIIIIIIIIT 


初め て パソ コン に 触れ られ る 方 で も , X | を 手 に し た その 日 か 
ら 簡 単に , 楽し く 活 用 し て いた だ ける よう 精選 し た ソフ ト パ ッ 
ク 。 そ の 名 の 通り 貫禄 十分 の ソフ ト 大 集合 で す 。 


日 本 語 ワー ド プ ロ セ ッ サ 


「 ユ ー カ ラ JJ」 
世 の ワ ー プ ロ プ ー ハ に ちよ つ ぴ びり アセ リ ぎ み の あ な だ , も うつ 今日 か ら 家族 みん な で X 1 の 奪い 合い 
саа! 
が な ・ ロ ー マ 字 ・JIS コー ド の 入力 方 式 が 選べ , 漢字 変換 ) 編集 処理 も スピ ー デ ィ ー。 作 成 し だ 文書 
を プリ ント アウ ト す れ ぱ ば , も うつ 自信 満々 , 立派 お 未来 人 。 (X1 シリ ー ズ 用 漢字 ROM・ プ リン タダ タ 要 ) 


か し 
た ЗЫ: Нн жаа 


制作 : 株 式 会 社 東 海 ク リエ イト ші, 
Шығады ады 


ー ボ ー ド 制作 : 株 式 会 社 
キー ボー ド 練 習 日 本 シス テム セン ター 


「 激 走 も ぐら た た さき 」 | 
も ぐら 0D き ゲー ム を 楽し みな が ら , キー ボー ド 練 習 が で きち ゃ う 。 


英字 ・ テ ン キ ー, BASIC コマ ンド の 指定 が で き , スピ ー ド ・ 難 易 
度 も 調整 可能 。 勉強 だ つて 遊び DD で …… ネ ! 


"SUPER ODYSSEY- SE 


X1 の キー ボー ド が ミュ ー ジ ッ ク キ ー ボ ー ド に 早変わり ! あ 
, な だ が 弾い だ 曲 は その まま 録音 (メモ リ に 記憶 ) され , オル ガン 三 
重奏 だ っ て で きる 。 サ ンプ ブル デ ー ツ (世界 民謡 メド レー な ど 6 曲 ) 付 。 


「 野 球 狂 」 制作 : 株 式 会 社 ハ ド ソ ン 


まる で テレ ビ の 野球 中 継 み たい | 選手 も 審判 も 本 当 の 試合 みた 
い に 動 くん だ も ん 。 デー ツタ を 入力 すれ ば キミ の 草野 球 チ ー ム と プロ 
チー ム と の 夢 の 球 宴 。 も の ぐさ な キミ に は 観戦 モー ド も ある 。 君 の 
部 屋 は ホー ム プ ラウ ンド だ | 


「 フ ラッ ピー」 制作 : デー ビー ソフ ト 株 式 会 社 


思考 型 パ ズル ゲー ム の ベス ト セ ラー。 ガ わい い フ ラッ ピー 君 が ブ 
ルー スト ー ン を 集め る 健気 な 姿 に 女の子 の ファ ン も 多い ん だ | Ж 
異 の 200 画 面 を クリア で きだ ら , キミ も ゲー ム 達 人 に な れる ぞ 。 
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シャ ー プ 株 式 会 
「 嬉 楽 画 」 Аы 
ビデオ 編 集 に 大 力 を 発 押す る プラ フィ ッ フ ツー 


ル 。 アイ コン 表示 , ジョ イス ティ ッ フ サボ ー ト な 
DT, 操作 は 簡単 。 

文字 表示 も で きる POP ツ ー ル 「 楽々 ぼ つ 漢 
単 タダ イム テー プル 付 。 さあ , 今日 か ら キ 三 も 映 
像 作家 , X 1 の 錯 告 フィ ー ル ド は 今 , 無限 大 だ 。 


X ベ 7 シリ ー ズ ソフ トウ ェ ア バ パック 


“THE YOKOZUNA” 


日 本 語 ワー ド プ ロ セ ッ サ 


「 ユ ー カ ラ JJ」 


『 旨 楽 男 trDO マ ウス 付き 」 を 新 発 売 ! 
シャ ー プ 
株 式 会 社 


19 ,800 円 
LIIIIIIIIIIIIII 


制作 : 株 式 会 社 東 海 ク リエ イト 


日 本 語 ワ ー ブ プロ の 決定 版 。 お かな ・ ロ ー マ 字 ・JIS コー ド 
оязға се, 編集 処理 も 簡単 , スピ ー デ イィ 。 初 貝 者 
で も , 今日 か ら 自 信 満 々 未来 人 ! (漢字 ROM・ プ リン タ 要 ) 


ファ ミリ ー ソ フト 制作 : 有限 会 社 ZAZA 


「HAHUCHAN」 


X1 シリ ー ズ “NEW BASIC’ を い ガ し だ ホー ムコ ユー 
スソ フト 。 カエ ル の は る ちや ゃ ん が ママ の お 手伝い を し て , 


ЕРТ" с “テレビ お 知ら せ 板 " を 作り ます 。 


"ӨРЕН ODYSSEY: 852» 


X1 の キー ボー ド が ガミ ュー ジッ フキ ー ボ ー ド に 早変わり | 
あな だ が 弾い だ 曲 は その まき 録音 され , オル ガン 三重 奏 が 楽し 


め る 。 サン プル デー マツ (世界 民謡 メド レー 等 6 曲 ) 付 。 


「 デ ゼニ ラン ド 」 "F 


カミ ヤス タ ジ オ 


株 式 会 社 ハドソン 


デビ ー ラ ンド の 5 つの パビリオン の どこ か に 眠る 秘宝 , 
r AEO 推理 路 閲 ご も 負け な い 面白 アド ベン チャ ー。 


ST, FITORE IBYAHE? 


「 サ ンダ ー フ ォ ー ス 」 


ИШЕНИЛЕТ 1 人 立ち 向かう 正義 の 戦士 , それ が ガキ А0 "119360 


ミ だ 。 8 方 向 ス フ ロ ー ル 画面 上 で 展開 され る SF ! 


に 画面 を 変え られ る コン スト ラフ ショ ン 付 。 


制作 : 株 式 会 社 テ クノ ソフ ト 


自由 > 117360 


Г ЖЕШ | 制作 : シャ ー プ 株 式 会 社 


ビデ ゴブ 編 集 に 威力 を 発揮 する プラ フィ ッ フ ツー ル 。 スー パー イン ポ 


2-9 
=> 


= 簡単 な 操作 で 総 や 文字 が 表示 で きる 。 今日 か ら キ ミ も 映 畑 作家 , X 1 DBIRE2——JUF:I£ 
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ビジ ネス 用 簡易 言語 


HuCAL TV 日 本 語 


制作 : 株 式 会 社 ハ ド ソ ン ン 定価 45,000 円 
お も に 計算 機能 を 重視 し て 開発 され だ , 表 形 式 
の 簡易 言語 で す 。 まだ , 今回 の HuCAL 日 本 語 
は X1 turbo SAT, X1 turbo の 機能 を 活 
か し 日 本 語 処 理 が 可能 と な つて いま す 。 
日 本 語 HuCAL で は , 最大 255 列 , 10.001 行 の 範 
囲 内 で , 任意 お 大 き さ の 表 を 設定 する こと が で き 


ヴィ ジュ アル ワー ド プ ロ セ ッ サ 


ユー カラ ロロ リロ 


制作 : 株 式 会 社 東 海 ク リエ イト 定価 28,000 円 


コー カラ POP は , コー カラ JJ の 文書 作成 
機能 に , 作成 し た 文書 を TV VEFIR FO 
ツ プ させ る 機能 , タイ マー 制御 機能 。 カラ ー 印 刷 
機能 な ど ヴ ィ ジ ュ ア ル な 機能 を プラ スレ た も の で 
9. デバ パート で は お 買得 商品 や イベ ント , 売場 
の 案内 を 流し た り , また , ビデ オ に 自作 の テロ ッ 


ます 。 ご の 表 の 中 に , 鉛筆 が わり に キー ボー ド か 

ら 文 字 や 数 字 を 書き 込み , 間違え て も きれ い に 訂 
E (消し ゴム が わり ) する こと が で きま す 。 組み 
込み 関数 が 使え る の で , 合計 や 平均 は も ちろ ん , 
さま ざま な 計算 を する こと が で きま す (電卓 が わ 
0), も ちろ ん , デー タツ の 挿入 削除 , 並べ 換え も 
自由 自在 , 簡単 に で きま す 。 

その ほか が か, マク ロ 命令 と 呼ば れる 簡単 な ブロブ 
ラミ ング 機能 が 備え られ て いて , 仕事 こ 即 し だ 手 
順 を パソ コン に プロ ブラ ミン プレ, さま ざま な お 業 
務 内 容 に 対応 で きま す 。 


プ を 入れ て 編集 し たり, タイ マー が わり に TV Ei 
面 に メッ セー ジ を 流す こと も で きま す 。 アイ デア 
次 第 で いろ いろ な お 敵 用 が 楽し め る ソフ ト で す 。 

文書 作成 機能 こ ヴ ィ ジ ュ ア ル 機 能 を プラ ス し た 
まつ っ だく ぐ 新 し い タ イプ の ワー プロ , ユー カラ 
РОР, パソ コン テレ ビ X1 な ら で は の ワー プロ 
ソフ ト と いえ まし よう 。 


媒体 
日 本 語 ワ ー ド プロ セ 5FD 


価格 (円 )| ソフ ト ハ ウス 名 


ұлы ПЫ, ビジ ネス ユー 


wasa 。 EE と スピ ー デ ィ な 
à H F “Su huy ч 
シソ 55,000 | | サム シン ググ ッ ド に 最適 操作 を | 分 で 覚え られ る 切 設計 が 初 , сасын 
ЕЙ ッ サ ー く < 即 戦 力 > @) бағы す 。 横 スク ロー ル ,. 袋 と し 印刷 機能 て B4 サイ ズ も 0 
使い や すさ に 重点 を お き , カ いつ 高速 な 文節 変換 が で きる 本 格 
NEO-WORD 5FD 19,800 | 新 電子 シス テム ワー プロ 。 辞 書 は 実用 本 位 の 3 万 語 で BASIC で も 使用 可能 。 
TRAD ER HA ATEUA 能 で す 。 


ра пя m | вво 新 電子 シス テム | YZY знн Sa АКА тога 
Ге ` T , シス テ 字 ま で の 外字 , ブ ロッ Š 7 
М (漢字 プリ ンタ 用 ) — Ж, 多彩 な 編集 , 印 機能 と 十分 な 性 能 を 持っ て いま す 。 
| = (т) 9,800 | 新 電子 シス テム н жак. “Аы うに だり. 2. E U EETA 
< е r T А シス テ А E うに な ! に 
ОМ (КУКУ) >Н) дш も 10 個 まで 可能 で す 。 漢 字 ROM 不要 。。 
= 5FD | ビジ ネス ワー プロ と し て 十分 必要 な 機能 を 備え て いま す 。 ま 
ユー カラ ⑫ 28,000 | 東海 クリ エイ ト た 誰 に で も ラク に 使い こなせ る すぐ れ た 操作 性 , 機種 を 超え 
た デー タ の 互換 性 な ど , turbo の 活躍 の 幅 が 広がり ます 
777 м БЕ | ов ой | < хі の 機能 を 最大 限 に 生か し , 文字 の 拡大 ・ 文 字 ご と の 色 つ 
Ж ユー カラ РОР 3FD f 東海 クリ エイ ト け , 文書 作成 が 簡単 。 ニ テレビ, ビデ オ 画 面 に テロ ッ プ 表示 も 可 
T | 18,000 。 店 頭 で の 案内 , 天気 予報 な ど に も 活用 OK。 
ҰРА 77 turbo у 日 本 マイ コン 販売 
Ей 印刷 工房 も | !4%000| モ 


っ JET は 親切 設計 。turbo で 文節 変換 が 行え 
5 千 語 の 最新 版 辞書 に 加え て , 接頭 語 ・ анты 
‚ 漢 げ 数 AFTA PRAHAA, 実績 の JET で す 。 


アバ パロ ジ 


日 本 語 MY CARD・ 


アイ コン 表示 ( に よる わか り 易 い 操 作 感覚 と 独自 0S に よる 
X1t ЖЕ. — H5 


超 高 速 カ ー ド 型 デ ー タ ベー ス 。 入 力 は ロー マ 字 ・ 
入力 可能 。 外 字 作成 可能 。 宛 名 印刷 機能 付 で す 。 


Еа 表 計算 ・ デ ー タ 管理 ・ クラ フ 作成 を まとめ て 処理 し か も 簡 
ビジ レス 単 な 略 語 コ マン ド に よっ て リレー ショ ナル デー タ 処 理 が 可 
ferte 能 に な り ま す 。FD 版 は 2 


6 項目 999, T 版 は 26 項 目 X256。 
Ж 


>; -2 ビジ ネス を 機能 アッ プ 。 ЖЕТІ 熱 語 辞書 も 付い て 
ах ター ボ сет y УЛ, ー プ ロ と し て も 使用 で きま す 。 
字 版 ファ イル の 最大 デー タ 数 26 項 目 x SSS, 
= Hu CAL 日 本 語 45,000 | ハドソン 販売 НЄН 
; Z& FZ қ Ў 定 , ン 9% 
U n の マク ロ 命令 で プロ グラ ム を 組む こと も 可能 。 


7 
表 計算 型 簡易 言語 。 メ モリ 内 に 作成 し た 巨大 な 集計 表 デ ー タ 
ハドソン 販売 を 入力 , 計算 , 検索 な ど 様 を 行い ます 。 特 長 @16 桁 の 

көз} 件 判断 @ 比較 。 
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売上 ・ 仕 入管 理 , сеа. 顧客 管理 , 簡易 給与 計算 な どか ら 
0A テッ ク レコ ー ド ・ ピ デオ 管理 , 喫茶 店 売上 ・ 仕 入 分 析 , 塾 月 謝 管 理 ま 
で , 多種 類 の 業務 を フォ ロー し た シリ ー ズ 。 


品質 管理 の ソフ ト が |3 種 。 そ の 他 , 在庫 管理 “La шы 株 価 
分 析 な К, 各種 業務 に 幅広 く 対応 し た シリ ー ズ で す 


媒体 | 価格 (円 )| ソフ ト ハウ ス 名 


5FD ац 
ЕШ シャ ー プ 


| CZ-5CPM 


3 マカ XI シリ ー ズ の の 特性 を フル に 発揮 で きる よう , グ ラフ ィ ッ ク 
ЕЕ CZ-3CPM 


を サポ ー ト 。 そ の う え . 文 の 作成 ・ 編 集 が 
ー ン エディ タ ・ ワ ー ド マス ター 付 。 


Ne 
са 


| woRD STAR" ғо | 125,00 | マイ タロ プロ と 恋し な から БЕСТЕ 5523 жез, 
, ` D š な か ЖҰ 27%” ж 
2 аа に 行え ます 。 ま た , 印字 機能 も 充実 し て いま 


英文 ワー プロ ・ ソ フト WORDSTARF と 組み 合わ せ て , 自 動 的 に ス 
ベル ・ ミ ス を チェ ッ ク す る 辞書 プロ グラ ム 、。 約 20,000 語 の 標 
準 辞書 の 他 , 単語 の ユー ザ 登 録 も 可能 で す 。 


SPELL STAR" |so] зоо | 2 イタ クロ ブロ 


会 話 形式 で ファ イル 作成 ・ ソ ー ト ・ 検 索 ・ レ ポー ト 作 成 な ど 
デー タ 管 理 が で きる リレー ショ ナル ・ デ ー タ ベー ス 。 ア プリ 
ケー ショ ン 開 発 機能 も 強力 で す 。 


5FD ソフ トウ ェ ア 
dBASE II 3FD | を 185.000 | イン ター ナシ ョ ナル 


FORTRAN (CZ-I15F), С (C2- Шз ), COBOL (CZ-I I8LF), PROLOG 
2 19LF) の 4 種類 。 使 いや すさ を 考慮 し た 設計 に な っ て い 


° 


シャ ー プ 


ANSI74 標準 に 準拠 し た 高 水準 COBOL 言語 コン パイ ラ 。 ほ 
と ん どの 機能 を レベ ル II て 実行 , 事務 処理 に ハイ グレ ー ド な 
対応 が 可能 で す 。 


マイ クロ ソフ トウ ェ ア 
アソ シ エ イ ツ 


各 
450,000 


マイ クロ ソフ ト 社 製 Z80 用 マク ロア セン プラ 。 イ ン テ ル / ザ イ 
М ログ 両 ニ ー モ ニッ ク を サポ ー ト , ロー ダー, ライ ブラ リ ・ マ ネ 
ー ジ ャ ー な ど と 豊富 な 機能 を 含ん で いま す 。 


ジジ ント ウェ アー イシ ター| 
ナシ ョ ナル ライ フ ボ ー 


5FD 
3FD 各 60,000 


ソフ ト 名 称 価格 (円 ) 


ШШ シス テム ・ ユ ー ザ ー завезла а 
ここ 辞書 (CZ-1 , 15Ғ) 3 Е 人 š 4 7 РР 
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LOGO SED 幼児 教育 用 と し て 注目 され て いる ター トル グラ フィ ックス 
(CZー117SF) 言語 。 漢 字 , マ ウス を サポ ー ト し た 高 水準 仕様 ソフ ト で す 。 
NEW BASIC SED. | 28.800 漢字 ユー ティ リティ の 追加 に より 漢字 入力 が 簡易 化 さ れ た 
Ж CZ-124SF С2-1125Ғ 3FD н シャ ー プ う È Turbo な み の 高 速 グ ラフ ィ ッ クス が 楽し め ま す 。 ま た , 
Я С2-1135Ғ T 7,800 NEW ON の 設定 に より フリ ー エ リア の 拡張 も 可能 。 
7 = 。 5FD ディ スク 版 マ シン 語 開発 ツー ル 。 複 数 テキ スト も 毎秒 500 行 
Ж 』DUAD( デ ュ ア ド )-X 1 3FD | 39,800 | アス キー で 高速 アセ ン ブ ル で きる フル スク リー ン エ ディ タ 。 逆 アセ ン 
turte プラ ・ デ パッ ガ ・ モ ニタ ・ デ ィ ス ク ユ ー テ ィ リ ティ 付 。 
マゲ デ . Word st イク な 強力 な スク リー ン エ ディ タ を 持つ アセ > 
г. ХІ エディ イタ БО Оа £ Д: А ト や レジ スタ 表示 な どの デバ ッ ク 機 能 
ЖЖ アセ ンプ ラ も 装備 され て いま す 。 
32 ド ッ ト 版 ビデ オテロ ッ プ БЕР яи 32 ド ッ ト 漢 字 フ ォ ン ト と ビデ オ 用 ワー ド プ ロ セ ッ サ ー& ス 
各 17,800 | カス タム デバ イス 社 | 一 パー ポイ ンタ ー を セッ ト に し , コス ト パ フ ォ ー マ ンス を 追 
&POP 作成 ツー ル р 求 し た ソフ ト で す 。 о” ý 


』 テキ スト コン バー タ 
シリ ー ズ 


| %4% 


3,800 
í 


計測 技研 


КЫЛ dB-IBASIC& 
dB-COMPILER 


PCOM X 1 


ferte 


多 変量 解 折 ライ ブ 


50,000 
í 
147,000 


パー ソナ ルビ ピ ジ ネ 
ス ア シス ト 


dB-BASIC を ゲー ム 開 発 用 に 強化 し た イン テ ジ ャ (整数 型 ) 
BASIC と コン パイ ラ の セッ ト 。 コ ン パ イラ で マシ ン 語 に 変換 
する と , 10 数 倍 の 高速 ゲー ム が 誕生 。 


イン テリ ジェ ント 型 パ ソコ ン 用 通信 ソフ ト 。The SOURCE や 
JAL の デー タベース を 始め , 音響 カプ ラ で 接続 で きる ほとん 
どの デー タベース へ の 接続 が 可能 で す 。 


I ( 重 回 帰 分 析 , 主 成分 分 析 , 因子 分 析 な ど ) II (数 量化 分 析 I 
~IV 類 ), T( 正 準 相関 分 析 , 判断 分 析 な ど ) の 3 種 。 そ れ ぞ れ , 


ラリ ー シ リ ー Ж. 150,000 | мз у 7 強力 な デー タベース が セッ ト に な っ て いま す 。 
トラ ラリ ー = ` 算術 平均 , 幾何 平均 , 偏差 値 , 指数 分 布 , ポ アソ ン 分 布 な ど , 各 
лыр y pi ii 吉崎 マイ コジ 種 の 統計 処理 に 対応 し た ソフ ト 。 学 校 ・ 企 業 の 0A 化 , 教育 や 
シリ ー ショ ッ 行政 分 野 で の 分 析 に 役立ち ます 。( 6 種類 ) 
ке ы 中 学生 の 社会 科 , 国語 , 英語 シリ ー ズ 。 英 語 は 教科 書 別 の 定期 


Teacher シ リー ズ スズ 


学力 アッ プシ リー ズ 
めき めき くん 


` 
turto 


テス ト 対策 編 と 標準 版 の 文法 編 が あり , きめ の 細か い 対 応 が 
学 も あり ます 。 


特色 。 別 シリ ー ズ で 算数 ・ 数 
小学 校 算数 計算 編 ( 4 ~ 6 年 ), 中 学 ALI а 英語 ( 小 
学 入門 編 て 中 学 3 年 )。 興 味 を 持っ て 楽し く 学 べ る よう に な 
っ て いま す 。 練 習 問題 も 豊富 


° 


М 
ЖЕ--ЖЕ 
ソフ ト 名 称 媒体 | 価格 (円 )| ソフ ト ハ ウス 名 内 容 
嬉 楽 画 ター | 400 ラ イン フル カラ ー グ ラフ ィ ッ ク を サポ ー ト ., 画 面 の ハー 
‹ 5FD | 未定 シャ ー プ ドコ ピー も 可能 な グラ フィ ッ ク ・ ビ デオ 編集 用 ツー ル 。 ア イ 
(С2-1145Ғ) ý コン 表示 に よる 簡単 な マウ ス に よる 入力 。 
ке EET タ 。 エ アブ ラ シ を 含 
З ` г, 5FD | (F) | ラス キー :14 種 の ペン と 37 種 の タイ ル バ パター> 
Ink Pot( イ ンク ボッ ト ) | 2) | a| アス キ KA. 回転 ・ リ バー ス な ど 自 由 に 編集 で きま す 。 OU 
О MUSICWARE А Жу? (⑪, ②( ピ ー ト ルズ)⑤( ベ ンチ ャ ー ズ ).④( 演 歌 ).⑩( バ ー ト 
=: T 各 4,000 | ダイ ヤ モ ン ド 社 バカ ク ),⑥( ク リス マス ソン グ ッ ク ),⑧ 
CMU SERIES БҰРАТАНА АРҚА АЙЫ > Е іы 
a 加藤 正夫 の 実戦 定石 ТІН 対局 形式 に より 実戦 感覚 で 定石 を マス ター で きる 画 期 的 上 達 
200 SFD | 7,800 チャ ン ピ ビオ ン ソ フト | 法 。 全 200 問 の 中 か ら 任 意 の 問題 を 選ん で 学習 OK。 
777 SFD | 25 000 ライ ト ベ ン を 使っ て 本 格 的 な 作図 ・ 画 像 処理 .,. カ ラー ハー ド 
рый G-Pro.X 3FD £ デジ ッ ク コピ ー を 行う シス テム ソフ ト 。 操作 は 簡単 。 ラ イト ペン で 
а T 10,000 画面 に 直接 描い た り , ド ッ ト 単 位 の 細か い 編 集 も 可能 。 
S マ _ Ж 画面 の 五線譜 に , | 声 づ つ 3 声 まで 自由 自在 に 音符 を 書き 込 
жы エン タテ ィ ナ ー (2 5.300 | リッ トー ミュ ー ジ ッ ク | め ま す 。 音 質 , 音 量 の 調節 , 譜面 の プリ ント も OK。 音 符 入力 弄 
777773 


な の が うれ し い 万 能 型 音 楽 ソ フト の 決定 版 で す / 


14 
ゲー ム 
— i a [я 


5FD 
RS 各 5,800 |. 全米 人 気 No.1 ソ フト 。 150 の 地下 迷宮 と プラ ス 無 限 の バリ 
Им ロー ドラ ン ナ 回 ノ フ ト プ ロ エー ショ ン 。 そ の 中 で 隠さ れ た 宝 を 奪い 返せ / 


қ コン ピュ ー タ が 詰将棋 の 問題 を 次 々 に 出題 。 知 ら ず 知ら ず の 
チャ ン ピ オ ン ソ フト | 3 も に 褒 将 棋 が 強く な り ま す 。 


詰将棋 や 


ハイ パー オリ ン ピ ッ ク 
784 I, II 


THE CASTLE T 3.800| アス キー 恋する 王子 の 100 の 冒険 。 最 愛 の 姫君 が 魔法 使い に 連れ 去ら 
Ж И ( ザ ・ キ ャ ッ ス ル ) h, 100 の 部 屋 に 分 か れ た 魔 宮 に 閉じ 込め られ た 。 

И ES q iq i W yy; F 
Е?Е? "| 800| エニ ックス | N キ ャ ラク タ 四 だ 。 も う 革 は ディ ス ブ レイ に 和仁 け だ 。 S 
ーー 
倉庫 番 3,400 | シン キン グラ ビッ ト сл Жал БАҒАР ын ааа 
явап ДЕЕЦА 
k 


家族 や 友達 と 気楽 に 楽し め ま 7:00 


中 に いな が ら 本 格 的 ス 
ポー ツ の ダイ ゴ 味 が 味わえ る 。 み 0 


な で チャ レン ジノ / 


> 
Б 


46,800 
4,500 


5FD 
ヴォ ル ガ ー ド 3FD 各 6,800 


フラ ッ ピ ー フラ ッ ピ ー 君 が, ブル ー ス еб. Ж А Ғана ны, 


200 画 面 : リ アク ショ ン + 思 考 型 の ゲー ム で す 。 


横 ス クロ ー ル の シュ ー テ ィング ゲー ム 。 惑 星 ト ライ ダル の 危 
機 に ヴォ ル ガ ー ド 出撃 。 3 機 合体 で 攻撃 だ / 


ва Т 4,500 

Д ハイ ドラ ィ F sp | бев | та sor жтзшевзисЖытАа%522255%%727 
Ш оха нох |0 о панин ОДРА? 
ちゃ っ くん ぼっ ぷ so | zs] = テコ りえ て う 。 寺 は ちゃ っ くん の 績 婚 式 を 見 る こと が で きる 
ドラ ゴン スレ イヤ ー 5FD 7,200 | 日 本 ファ ルコ ム мыр Эуе сылы も 子供 А 
任天堂 の ゴル フ || Sam | ハドソン 販売 рооза Aona pmm 
ЩЩ ехео>-< || 5391 arva коо > 
ир „АБ arama khoa, золе sampe 
ИЩ с>оуококтнв P| 9.800 | ハドソン 販売 | рясне DANZ VAE асихопк 
Юй rrEgLAckoNyx |991 140 ses. Балалықтан) нова тале 
新竹 取 物語 so | 2 ネイ ディ ア ・ 5 ы 
bbž | ИШ Т A ATF 
z ウォ ー リ ネー 5FD | 6,800| マイ クロ キャ ピン naa шалына ーー 
ЈОВТА DSTUKA |99) 680 マ ィ クロ ネッ ト |ZUIZRREEN hO MEADE шаткал / 


z "ぐる っ ペ ぺ " と "ぱす た " 君 , 仲 良く 遊ん で いた ら 太 り 気 味 の 
ЕЙ Caon SFD | 5.800| マイ クロ ハウ ス | ばす た 用 "が 穴 に 落ち 地下 の 仕事 人 集団 に つか まっ た 。 さ 
High-Powered 3FD | 各 5,800 | マイ クロ ハウ ス | 王将 が パワ ー ア ッ プ し て 再 登 場 。 対 局 の 再現 . スピ ー ド ア 

王将 т | 4.200 | SPS プ な どの 機能 が 充実 。 本 格 的 将棋 ゲー ム 。 
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III1IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 
XX 1 グラ フィ ッ ク ・ ワ ー ク ブッ ク 

аф, шне, Же 

アス キー 出版 局 /1,500 円 


・ プ ラフ ィ ッ フ 機 能 を 使 つ て, 何 を すれ ば いい の か わか ら 
ви ・ や り だ いこ と は だ くさ ん ある けど , プロ グラ ム が 
作れ な い 一 一 この よう な 人 だ ちの だ め の 格 好 の プラ フィ ッ 
入門 書 。 プラ フィ ッ フ の 基礎 的 な 知識 か ら , グラ フィ ッ 
の 試み , ゲー ム へ の アプ ロー チ な ど , 応用 編 も ギッシリ 。 


X1 ソ フト プレ ス ①「 占 つ ち ゃ うか ら / | 


ソフ ト プ レ ス 編 集 部 
MIA //1,200Ғ3 


由緒 正しき 占い に , パソ コン カル チャ ー の スパ イス だ つぶ 
り 。 誰 も が キー イン すれ ば ピタ リ と 当る ,「 占 つ ち ゃ うか 
ら ! 」 の 出現 だ 。 占 い 方 法 は 全 9 本 。 天 中 殺 , 易 , お みく 
じ な ど で 自 分 を 取り 巻く 偶然 を 楽し ん だ 後 は , まじ め な ホ 
ロス コー プ で 自分 の 星 の 運勢 を ズバ リ 当 て ちゃ う の だ 。 


XX] リ ファ レン スノウ ト 
杉浦 田 一 , 仲谷 和 人 , 松村 守 , 難波 生 
MIA グ 2,500 円 


X1・X1 turbo ユー ザー に 贈る “も う 一 國 の マニ ユア 
ル "。 マ シン と その 周辺 機器 が 備え る 機能 を フル に 引き 出す 
解析 ・ 活 用 の テ フ ニ ッ ン 集 。 か な り ハ ー ド 的 な 解説 が びあ る 
だ が, 多く の サン プル プロ グラ ム を 掲載 し て いる の で , 体験 
的 じ 常 える こと が で きる 。 


HIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 
X1 シ リー ズ マ シン 語 プ ログ ラミ ング 人 門 

渡辺 英 行 , 沼倉 均 

MIA /72,200Ғ3 


基礎 知識 ここ だ わら ざ ず , 実践 を 通し て マシ ン 語 が 解説 され 
て いる の で 知ら ず 知 ら ず の うち に マシ ン 語 が マス ター で き 
る 。 ま た だ, マシ ン 語 プロ グラム の 本 格 的 な 開発 ツー ル と し 
て エディ タ ・ ア セン ブラ の 全 リ スト を 掲載 。 初 貝 者 は も ち 
ろ ん , ある 程度 マシ ン 語 を 使 つ て いる 人 に も 役立つ 一 國 。 


IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 
X 1 シ リーズ に よる プロ グラ ミン グ 
テク ニッ ク 集 аже) 

学研 /2,400 円 


ホビ ピー と し て の X1 利用 か ら , 実用 的 な も の に レベ ル ア ッ ツ 
プレ しだい と 考え て いる 人 向け の 本 。 プ ロブ ラミ ング の スタ 
ンダ ー ド な ルー ル を し つか り の 身 に つけ られ , 正しい 構造 的 
プロ グラ ミン グチ 法 が 体得 で きる よう に な つて いる 。 巻 未 
に は 「 プ ログ ラム 概略 説明 書 」「 変 数 名 表 」 の 書き 方 例 な ど 
が 資料 と し て つい て いて , 便利 。 
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BASIC TEXT BOOK 
パソ コン テレ ビ X 1 教則 本 


池 孝 三 。 息 アイク ・ コ ンピュータ 監修 
ダイ ヤ モ ン ド 社 4,000 円 


シャ ヤー プ の 協力 で 製作 され だ , わか りや すい X1 入門 書 。 
キー ボー ド に 人 触れ る こと か ら は じ ま り , プロ グラ ミン グ に 
必要 な ノウ ハウ まで , 的 確 な 表現 で 解説 され だ 本 格 的 な 一 
書 。 サン プル プロ ブラ ム の 入 つ だ カセ ッ ト 付 き 。 


X1 turDO 入 門 
戸川 隼人 


サイ エン ス 社 /1., 200 円 


X1 turbo を 初め て 使う 人 の た め の ガ イド プッ ン 。 構成 
機器 の 説明 (本 体 か ら 周辺 機器 まで 。 お よび その 接続 法 ま 
で を 解説 ), 操作 法 , BASIC の 初歩 , エラ ー・ メ ッ セ ー ジ 
の 読み 方 , 簡易 言語 HuCAL (別売 ) の 解説 な ど が , 詳し 
く 書 か れ て いる 。 


X1 turbo BASIC 基 礎 編 
戸川 隼人 
サイ エン ス 社 /1, 300 円 


「X1 turbo 入門 」 の 続編 。 内 容 は ,BASIC の 文法 (A 
出力 , 算術 式 ・ 代 入 , 大 小 の 判定 ・ 核 分 か れ , 表 の 操作 , 
文字 列 処理 ), 基本 的 は な プ ログ ラミ ング 技法 (ав, 作 表 , 
ソー ト ) な ど 。 他 に 付録 で , “うま ぐ 動 か な い 場 合 の 対策 "が 
付い て いる 。 
LILIIIIIIIIIIITIIIIIIITIITIIIII 


PEOPLE'S-B シャ ー プ パソ コン テレ ビ X 1 


わか りや すい 亀 の 子 カラ ー 
グラ フィ ックス ソフ ト エ 学研 究 所 
CQ 出版 社 700 円 


05752-70 BASIC の パラ ブラ フ を 徹底 追及 
LE, “ 電 の 子 言語 "と も いう べき ター トル ・ ジ オミ トリ ー 
(Ф089) の 解説 書 。 一 筆 書 き 方 式 の プラ フィ ッ ツン 技 
術 い か に や さ し ぐ な る か ガ , まだ, 繰り 返し 処理 や 階層 化 構 
造 の 処理 な ど が 学べ る 。 


ТЕКИ ИИИИЙ 
特選 グラ フィ ックス デザ イン 

Еа), 北尾 和信 

学研 /2,300 円 


コン ピュ ー タ ・ グ ブラ フィ ックス の 大 御所 , ジオ メト リッ フ 
(幾何 学 ) プラ フィ ックス の 集大成 。 変 化 に 富ん だ ブラ フ 
イッ フク ・ パ ター ン を 描き 出す , 200 の プロ プラ ム が この 一 冊 
に パッ フク さ れ て いる 。 も ちろ ん オリ ジ ナ ル ・ グ ブラ フィック 
も カン タン 。 1 つ 1 つの プロ プラ ム に ちよ つと ま を 加え る 
ED C, 様々 な 美しい バリ エー ショ ン を 楽し が こ と が で き 
る 。 


DISK CHARGE 
木下 淳 博 
日 本 ソフ トバ ンク ノンノ 1.800 円 


シー ケン シャ ルフ ァイル , ラン ダム ファ イル の 基礎 , デー 
構造 。 ソー ティ ング , デー 圧縮 な ど , プロ グラ ミン グ 
技術 か ら デ ー タ 処理 技術 まで , サン プル プロ ブラ ム を 多数 
掲載 し , わか りや すぐ 解説 。 デ イィ ス フ ベ ー シ ッ の 活用 に , 
実践 レベ ル で すぐ 役立つ 一 冊 。 


МАРТААР 
パソ コン テレ ビ X1 ВАЅІС 


戸川 隼人 
サイ エン ス 社 2.,200 円 


操作 法 か ら は じ め , WA, プラ フィ ッ ク , 音楽 機能 まで を , 
数 多く の 例題 を 用 いて わか がり や すぐ 解説 し て いる 。 ま かわ, 
学習 ・ 検 索 等 に 便利 な よう に , 各 項 を ペー ジ 単 位 で 構成 。 
X1 の オリ ジ ナ ル な 機能 を , 十分 に 活用 で きる 一 國 。 


HE 
パソ コン グラ フィ ックス の 作り 方 


楽し み 方 SpE 
学研 2,400 円 


基礎 か ら 席 用 へ 。 少 し ずつ 華麗 な る コン ピュ ー タ グラ フィ 
ックス の 世界 へ と 誘っ て くれ る 。 こ の 1 冊 を 読破 すれ ば , 
X1 turbo: X1 シリ ー ズ の 持つ プラ フィ ッ フ 機能 を 充分 
に 使い こなせ る 。 


IIIIIIIIIIIIIIIEIIIIIIIIIIII 
パソ コン テレ ビ X 1 ゲー ム プ ログ 
ラム ハー ト ソ フト 

工学 図書 社 /1,500 円 


本 書 で は , 各 プ ログ ラム に , フロ ー チ ヤー ト ( 流 れ 図 ), Ж 
数 を , リス ト に は 各 ル ー チ ン の 説明 を 加え て あの, DWE 
で も 気楽 に 学ぶ こと が で きる 。 バ リ ケ ー ド , オセ ロ ゲ ー 
ム な ど 20 種 の お も し ろ ゲ ー ム プロ グラ ム を 掲載 。 


私 の 勉強 ノー ト Hu BASIC 


品川 ゆり , Dr. Bee 
ラジ オ 技 術 社 /1,500 円 


わか りや すぐ 解説 され だ Hu BASIC の 入門 書 。 イン スト 
ラフ ター の ゆり ちゃ ん の 話し 言葉 で 説明 され て いる の で , 
すん な り の X1 の 世界 へ 入り こめ る 。 


МААЕ 
ビデ オ と パソ コン に よる アニ メー 


ショ ン (7 月 発刊 予定 ) 
аре] 
誠 文 堂 新光 社 /2,300 円 


X1 turbo・X1 シ リー ズ の 最大 の 特徴 で ある スー バー イン 
ポー ズ 機 能 を 使っ て , 本 格 的 コン ピュ ー タ ・ ア ニ メ を 作る 。 
アニ メ の 歴史 ひら, ビデ オ , パソ コン の 使い 方 まで 内 容 も 
豊富 。 アニ メ の だ め の 科 易 言語 「ANICS」 も 最高 。 


МАЕ 
パソ コン テレ ビ X1 108 

シャ ー プ ソフ ト 開 発 部 監修 

ラジ オ 技 術 社 /1,700 円 


実践 Q&A Ж. Х1 turbo が 発売 され て 以来 , ユー ザー 
諸氏 の 質問 内 容 も 多岐 に わた を つて き て いる 。 そ こ で 発売 さ 
れ だ Q&A Ж. 内 容 は X1 turbo : X1 シリ ー ズ の 基本 
操作 か ら СР / M&OS 関係 , コン ピュ ー タ 通信 , アプ リ 
ケー ショ ン な ご ど 。 多 く の ユ ー ザ ー の 力強い 味方 。 


X 1 テクニカル マス ター 
スト ラッ ト フ ォ ー ド C・C・C 
日 本 ソフ トバ ンク グン 2, 500 円 


初め て パソ コン に ふれ る 人 か ら , ある 程度 の 知識 を も つ 人 
まで を 対象 に , "Sharp Ни-Ваѕіс: を わか りや すぐ 解 
説 。 多 く の 実 例 を あげ な が ら , 楽し ん で 学べ る 配慮 が びな さ 
れ て いる 。 


=u 
別冊 太陽 リビン グ パソ コン テレ ビ ピ ・ 
ライ フ 太陽 リビン グ 編 

平凡 社 ノ 1,400 円 


ソフ ト な 展開 で , X1 と 楽し < 上 手 に 付き 合う ヒ ケ ツ を 教 
えて これ る 。 学習 , グラ フィ ックス , 事務 処理 , ビデ オ 録 
画 な ど 用 途 別 の プロ グラム を 満載 。X1 な ら で は の 楽し み 
方 を 多角 的 に 分 析 ・ 紹 介し て いる 。 


ビジ レス 解体 新書 
電波 新聞 社 /1,800 円 


X1 turbo の 能力 を フル に 引き 出す リレー シヨ ナル デー 
タベース 「 ビ ジレ ス 」 を , 家計 簿 か ら 販売 管理 , さら に カ 
ラオ ケ テ ー プ の 管理 な どの 楽し い 使い 方 を 交え て , 090 
や すぐ 紹介 し た , X1 turbo ユー ザー 履 携 の 一 冊 。 


@X1 シ リー ズ の た め の 情 報 誌 


> 
2 


シャ ー プ 
それ 行け / X1( 隔 月 刊 ) 
メー カー 製 な おら で は の ニュ ユー ス を 満載 。 一 般 の 書店 で は 取 
り 扱 つて いな い の で , パソ コン ショ ッ プ や ソフ トシ ョ ッ プ 
で 入手 する こと に な る 。 定 期 購読 ( 1 年 契約 ) も 可能 。 
エン ジョ イ X 1 
通信 教育 用 の テキ スト 。 X1 購入 者 の 特権 。 
TIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 
3 次 元 グ ラフ ィ ッ クス の 描き 方 
(8 月 発刊 予定 ) 
ар) 
学研 /2,400 円 
本 格 的 3 次 元 グ プラ フィ ックス の 描き 方 に つい て , 基礎 か ら 
詳説 。 本 格 ソ フト パッ ケー ジ と し て 3 次 元 シ ステ ム を 掲載 
し て いる うえ , テ ワ チャ ー マ ッ ピン グ や 光源 追跡 法 , ステ 
レオ ・ グ ラフ ィ ッ クス に つい て も 詳細 に 紹介 し て いる 。 本 
格 的 CG を 学び だ い 人 の だ め の 期 待 の 一 冊 。 
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パソ コン サン デー 副読本 2 
X1 turbo・X1 シ リー ズ 編 
定価 1200 円 
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